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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ロレンスが外出から戻もどり、宿の扉とびらを開けると、部屋の真ん中に少女が立っていた。

　絹のように滑なめらかな亜あ麻ま色の髪かみの毛け、力仕事とは無む縁えんそうな華きや奢しやな体つきは、貴族出身の娘むすめを思わせる。年の頃ころは若く、せいぜい十代の半ばといったあたりだが、体を逸そらし気味に胸の前で腕うでを組み、足は肩かた幅はばに開いてでんと構えている様には妙みような迫はく力りよくがあった。

　しかも顔はしかめっ面つら、眉まゆ根ねには深いしわが寄っているとなれば、遊び惚ほうける亭てい主しゆにいよいよ立腹し、今日こそとっちめようと待ち構える気の強い幼な妻、と余人は思うかもしれない。

　ただ、部屋の真ん中に立つ少女は、扉とびらを後ろ手に閉めるロレンスのほうを見ていなかった。

　視線は壁かべの一点に向けられたまま動かず、そこには一葉の紙が貼はられていた。

　その様子は、ロレンスの記き憶おくが確かならば、外出する前とまったく同じだった。

　かつては行商人として鳴らし、今は温泉郷ニョッヒラで湯屋の主人に収まっているロレンスは、十年とちょっと前に娶めとった妻であるホロに向かって、こう言った。

「なにがそんなに気に食わないんだ？」

　ロレンスが財さい布ふや護身用の短たん剣けんの類をテーブルに置いていると、ホロは体がさらにのけぞるほど大きく息を吸って、忌いま々いましそうに吐はく。

「この絵は後世まで残りんす。情けない様子を何百年後かに見て、後こう悔かいしたくないからのう」

　なんと御ご大たい層そうなことを、とはロレンスも思わない。

　なにせこのホロは見た目どおりの少女ではなく、真の姿は見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミであり、麦に宿りその豊作凶きよう作さくを司つかさどると言われた存在なのだ。描えがかれた絵が何百年も残るとなれば、ホロは何百年後かに再び絵の前を通りかかることが十分にあり得る。

　そんなホロにとって、お気に召めさない絵を残されるのはとても重大な問題だろうとわかるが、ロレンスには不可解な点がある。

「最初はあんなに大喜びだったのに？」

　ロレンスの指し摘てきを、ホロは黙もく殺さつした。

　ロレンスはやれやれとため息をつき、壁かべに貼はられている絵を見やる。それはある大きな絵の一部になる下描きのさらに素そ描びようといったもので、ロレンスとホロが木炭で描えがかれていた。

　その大きな絵とは、つい先日、滞たい在ざいしている港町アティフにて、にわかに持ち上がった騒さわぎを解決する際に必要となったものだ。ロレンスは騒さわぎの中心にいた余よ禄ろくとして、自分たちを絵の中に描えがいてもらえるよう取り計らってもらった。

　自分の絵が残る機会など、それこそ貴族でなければまずあり得ない。しかもタダとなれば文句のつけようもないのだが、ホロには色々とあるらしい。

　そして、ロレンスとしてはホロが喜んでくれないといくらタダでも意味がない。そもそもこの絵に自分たちを入れてもらおうとロレンスが画策したのは、ホロのためだったのだから。

　何百年と生きるホロは、日々の出来事を後で思い出せるように、毎日せっせと日記を記しているが、表現に限界のある文字とは違ちがい、絵ならば姿かたちまでも残すことができる。

　だから当初、ホロは自分たちの絵が残るという事実に大喜びだったし、それ以上に自分の姿を絵にしてもらうという初体験に大興奮だった。

　絵え描かきの職人が何枚か描えがいた素そ描びようのうち、一枚を譲ゆずり受うけてからのホロは、それこそ鼻の頭に炭がくっつくくらい食い入るようにして眺ながめては、自じ慢まんの尻尾しつぽを振ふってにやついていた。

　それが一昨日あたりから、なにが気に食わないのか難しい顔をしているのだ。

「情けないってのが特にわからないけどな。よく描けてるじゃないか」

　むしろ美化されているほどでは、と思うがそんなことを口にすれば狼オオカミの爪つめと牙きばで八やつ裂ざきにされてしまうので、ロレンスはもちろん黙だまっている。

　ロレンスの胸中を知ってか知らずか、ホロは鼻から大きくため息をつく。

「わっちの可か憐れんさは確かに描えがかれておると思いんす。じゃが、この絵は何百年も残るんじゃ。数多あまたの者が眺ながめるじゃろうし、わっちを知る者もおるかもしれぬ。そのとき、この可か憐れんなだけのわっちが描えがかれておったらどうじゃ？　賢けん狼ろうの威い厳げんが減ずるじゃろうが！」

　腰こしに両手を当て、ふんすと鼻を鳴らす様は、絵の中のホロよりももっと幼く見える。

　何百年と生きている割に、ホロには妙みように子供じみているところがある。

　ホロと出会ってしばらくは、ホロが人の姿をとると少女の見た目になるために子供じみているのかとロレンスは思っていたが、ニョッヒラで湯屋を経営し、数多あまたの年寄権力者たちを相手にして確信したことがある。年を経た者は皆みな、子供じみてくるのだと。

　いわんや何百年と生きてきた狼オオカミをや、だ。

「とはいえ、題材からなにから全て決められた絵だからなあ。お前も作業の様子を見ただろ？　一いつ介かいの湯屋の主人が口を挟はさめる規模じゃない。俺おれもびっくりしたよ」

　絵の発注元は、港町アティフにて鰊にしんの卵の取引に従事する、様々な土地に住む富ふ裕ゆうな商人集団だった。投機性の高い商品である鰊にしんの卵の取引は、おおっぴらにできる賭かけ事ということで遠方の地の大商人がわざわざ駆かけつけるほどの人気だったのだ。それが折しも世間に吹ふき荒あれている教会の改革の機運のせいで、綱こう紀き粛しゆく正せいを図はかる若き司教に目を付けられた。今年の賭かけが開始され、盛り上がりはじめた矢先に中止の横やりが入ったところを、ロレンスの機転とホロの協力で、頭の固い司教を丸まるめ込こんだのだった。

　その丸まるめ込こみの一いつ環かんとして発注されたのがこの絵なのだが、富ふ裕ゆうな商人たちが一いつ獲かく千せん金きんを狙ねらって集つどう遊び場の存続に関わる話だけに、ちょっと額の中に絵を収めて終わり、というものではなかった。卵取引所の壁かべに漆しつ喰くいを塗ぬってその上に大々的な絵を描えがくという代しろ物もので、呼び寄せる予定の絵描きとその弟で子しやらを合わせたら、数十人を数えるという。

　現在はその絵を描えがく場所の整備のために、建物をすっぽり覆おおう木の足場が組まれ、近きん隣りんから搔かき集められた石工と大工が、建築を司つかさどる職人組合の監かん督とくの下で作業に励はげんでいた。

　その規模たるや、絵が完成した暁あかつきには、近きん隣りんに轟とどろく町の名所になるに違ちがいなかった。

　そんな大資本の大事業の中、湯屋の主人風ふ情ぜいが顔を突つっ込こみ、うちの嫁よめが可愛かわいいだけの絵にされるのは嫌いやだと言っているので……などとどうして言えるのか、ロレンスには皆かい目もく見当もつかなかった。

「じゃが、大おお儲もうけのためには無理をとおすのがぬしの信条ではなかったのかや！　わっちゃあぬしの最も大事な伴はん侶りよのはずじゃろう！　わっちが喜ぶ以上の大おお儲もうけがあるとでも!?」

　ホロが指をさして指し摘てきする様に、ロレンスは小さく肩かたをすくめるばかりだ。

「大おお儲もうけを狙ねらうような気き性しようは改めろ、と常々躾しつけられているからな」

　もちろん躾しつけようとしてきたのは、意外に保守的なところの強いホロである。

「それに、その絵でも十分お前の威い厳げんは伝わるよ」

「……」

　ホロは人の噓うそを聞き分ける耳を持っている。

　むぐっと口をつぐんだのはロレンスの言葉に噓うそがないと耳ではわかったからだろうが、顔がゆがむほどに歯は嚙がみしているのは、なぜ噓うそがないのかと納なつ得とくできないからだろう。

　ロレンスは小さく笑ってから、種明かしをした。

「少なくとも俺おれはその絵を見るたびに、顔がこわばるだろうからな」

　なにせこの絵のそもそもの発ほつ端たんとなった騒さわぎに巻まき込こまれたのは、ロレンスが鰊にしんの卵取引の賭かけ金きんを取り上げられそうになったからだったし、しかもそれがホロの勤労精神に珍めずらしく火がついて、せっせと手間賃仕事に励はげんでいた横での出来事となれば、ホロに首根っこを摑つかまれる話としては十分すぎる。

　嫁よめが地道な仕事でこつこつ稼かせいだ金を、ばくちに注ぎこむ駄だ目め亭てい主しゆ、というわけだ。

「ぬしはわっちをたばかってばかりじゃな！」

「十年以上一いつ緒しよにいるんだ。扱あつかいくらい心得るさ」

「たわけ！」

　はいはいとロレンスは肩かたをすくめ、開け放たれた木窓から外を見た。

「それより、飯に行かないか？　職人たちが続々と町に呼び寄せられているから、日が暮れたらどこも混むぞ」

　湯屋を開く前は行商の旅暮らしだったので、ホロもそのあたりのことはわかっている。無む駄だな争いで時間を失えば、宿の台所を借りて薄うす味あじの麦むぎ粥がゆに生の大蒜にんにく、という食事になりかねない。

「ふん。ぬしは命拾いしたのう！」

「この後の支し払はらいまでの短い命かもしれないがね」

　ホロは眉まゆを吊つり上あげると無言でロレンスの腰こしを叩たたき、外がい套とうを頭から羽織るや、不ふ機き嫌げんそうに暴れる尻尾しつぽをその下に収めたのだった。







　ロレンスたちが滞たい在ざいしている港町アティフは、もともと賑にぎやかな港町だったが輪をかけて賑にぎやかになっているように見えた。今まさに町の中に入ってきたばかりで港の様子に見入っている旅人や、町に豚ぶたや鶏にわとりを売りに来たついでに魚を買おうとしているらしい近きん隣りんの農夫に、港に到とう着ちやくする船からどやどやと流れ出してくる船乗りや荷運び人たちなどで、港沿いの広場はごった返していた。

　人が多いせいで屋台からはどんどん食べ物が消えていき、ロレンスとホロは二手に分かれて確保することにした。見み目め麗うるわしい演技派のホロは、食べ物屋で買い物をすると優ゆう遇ぐうされるので羊肉と魚の屋台を回らせ、ロレンスは酒を確保しに走った。

　どんな食べ物も酒がなければ味気ない、というわけで肘ひじ鉄てつの食らわせ合いになっている量り売りの屋台にかじりつき、なんとか酒を確保することができた。

　ロレンスがふらふらと歩いているところ、聞きなれた声が耳に届く。

「ぬしよ、こっちじゃ！　こっち！」

　目ざといホロは宿と宿の間の路地に作られた立ち飲み場で、しっかり席を確保していた。

「ほほう、良い香かおりの葡ぶ萄どう酒しゆではないかや。山の果実酒には飽あきてきたところじゃ」

　ホロはスグリのような酸すっぱい果実酒も好きだが、がたつくテーブルの上でまだ脂あぶらが弾はじけている羊肉と魚の揚あげ物ものとなれば、冷えた麦むぎ酒しゆか葡ぶ萄どう酒しゆだろう。

「ところで、麦むぎ酒しゆはないのかや？」

　案の定、ホロに指し摘てきされた。

「高い葡ぶ萄どう酒しゆだから買えたんだ。安い麦むぎ酒しゆや果実酒は殴なぐり合あいの奪うばい合あいだ」

　そんな大おお袈げ裟さな、とホロは指し摘てきしなかった。フードの下の狼オオカミの耳をひこひこと動かせば港の喧けん騒そうは大体把は握あくできるはずなので、ロレンスにしては頑がん張ばった、とでも思っているのだろう。

「お前は首しゆ尾びよく集められたらしいな。見事なもんだ」

　ロレンスがそう言って羊肉をひと串くし手に取るころには、ホロはさっそく木樽だるの栓せんを抜ぬいていた。顔が隠かくれてしまうくらいの木樽だるを両手で持ち上げ、直接葡ぶ萄どう酒しゆをごくりごくりと飲み始める豪ごう快かいな様には、半笑いになってしまう。それは数日分のつもりで買ったんだが……という小言は、向けるだけ無む駄だだろう。

　ホロのそんな様子に近くにいた席の男たちは目を丸くし、ホロが「ぷはーっ」と満面の笑えみで息いき継つぎをすると、やんややんやの騒さわぎになった。

　黙だまってじっとしていれば旅の修道女にも見えるホロの飲みっぷり食いっぷりは、見た目の落差と相まってか、いつも旅先で人気の的だ。それを見世物にして金を取れば食費も浮うくのではなかろうか、と何度考えたことかわからない。

「けふっ。うむ、良い葡ぶ萄どう酒しゆじゃ」

　口の端に垂れた葡ぶ萄どう酒しゆをぺろりと舌で舐なめ取りながらホロは言って、魚の揚あげ物ものに手を伸のばす。この港町に来るまでは、魚など嫌いやじゃ、腹の足しにならぬと騒さわいでいたくせに、塩しお漬づけではない新しん鮮せんな魚のうまさにすっかり篭ろう絡らくされている。そんなホロを横目に、今度はロレンスが木樽だるに口をつけ、鼻を通とおり抜ぬける爽さわやかな葡ぶ萄どうの香かおりを楽しんだ。

「ま、わっちにかかれば造作もありんせん」

「ん？」

　ロレンスも魚の揚あげ物ものをざくりとやっていたら、ホロのそんな言葉に視線を上げた。

「ああ、食い物を集められたって話か」

「んむ。人ひと垣がきの外でおろおろしておれば、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの熊くまみたいなのが肩かたに抱かかえ上あげてくれて、ほかの客を蹴け散ちらしてくれてのう。そのまま肩かたの上から注文して、受け取って、礼にひと串くし食わせたら大喜びじゃった」

　ホロは目を細めて、ことさら楽しそうに語っている。

　お使いに来たもののまごついている修道女、という体で演技したのだろうが、ホロのこの手の手練手管はいつものことだ。それに、貞てい淑しゆくを求められる妻がほかの男の肩かたに乗るなど言語道断、というような感情をちらりとでも見せれば、ホロは尻尾しつぽを振ふって食らいつくだろうことがわかっていた。

　あっちこっちに置かれている罠わなを気づかない素振りで避けながら、ロレンスは少し反はん撃げきを試みる。

「絵には文句つけているくせに、存分に可か憐れんさとやらを利用しているじゃないか」

　呆あきれ気味の言葉に、魚から羊肉に移っていたホロは、犬歯を煌きらめかせながら肉を嚙かみちぎってみせた。

「たわけ。可愛かわいいだけのわっちじゃと思われたら困るということじゃ」

「……さようでございますか」

　ロレンスがため息をついて葡ぶ萄どう酒しゆの樽たるに手を伸のばそうとしたら、ホロに奪うばわれてしまう。

「んっく、んっく……ぷはーっ！　それで？　ぬしはわっちを部屋にほったらかしてここ数日、昼間なにをしておったのかや」

　海が目の前にあるせいか、料理の味付けはどれも塩が利きいていて、酒が進む。悪わる酔よいされても困るので、ロレンスはホロに小麦パンを用意しながら答える。

「小こ銭ぜにの両りよう替がえだよ」

「ほう？」

　パンに切きり込こみを入れ、そこに串くしから外した羊肉とチーズを挟はさみ、辛から子し種から作ったソースをかけて、ホロの前に置く。放っておくと肉だけを食べ続けるホロは、やや不服そうにフードの下で片耳をパタパタさせた後、パンを開いてさらに肉を数枚追加して、こんもり膨ふくらんだパンにかぶりついていた。

「ニョッヒラを出るときにたくさん貨か幣へいを預かっただろ。この町の司教とせっかく知り合えたんだから、その伝つ手てで預かってきた貨か幣へいを小こ銭ぜにに両りよう替がえできないかと思ってな」

　世間が好景気に沸わいているのは結構なのだが、商品を売り買いするための貨か幣へいが不足していて、どこも困っている。ニョッヒラから外に出たロレンスは、その少額の貨か幣へいを手に入れるお使いを頼たのまれていた。

「ふむ。じゃが、あんべ……むぐ、なんで、ぬしは毎日出かけておるんじゃ？　一回で済まぬのかや」

「似たような陳ちん情じようの人で、長い行列ができてるんだよ。三日前に並んで、今日、ようやくお目通りがかなったんだ」

　あまりに行列が長いせいで、日暮れと共に町の衛兵が順番待ち用の木札を配り、翌日また並びなおすという形式になっていた。なので夜はきちんと宿で眠ねむれたが、それでも日中立ちっぱなしだった。

　すると当然のように、駄だ賃ちん目当てで代わりに並ぶ商売をする奴やつが出てくる中、ロレンスは節約の呪じゆ文もんを唱えて耐たえていた。

「ああ、それで夜中に足が攣つって、間ま抜ぬけな声を上げながら起きてたのかや。情けないのう」

「……返す言葉もないし、ニョッヒラの湯が恋こいしくなったよ。しかも、結局小こ銭ぜにに両りよう替がえできなかったんだからな」

「ふむ？　じゃが、確かほれ、教会には寄付とやらで小こ銭ぜにが集まると言っておったじゃろ」

「そのことはみんなが知っている。同じ目的で大勢詰つめかけていれば、よそ者に回ってくる分などあるはずがない」

　両りよう替がえ商で手数料を払はらえばもちろん両りよう替がえしてもらえるが、とんでもない金額を吹ふっ掛かけられるのが目に見えている。そもそもその両りよう替がえ商たちでさえ、おそらくはあまり割の良くない交こう換かん比率で、教会から小こ銭ぜにを調達しているはずなのだから。

「それでおめおめと帰ってくるようでは、わっちがぬしを旦だん那な様と呼ぶ日は遠そうじゃのう」

「元から呼ぶ気などないだろうが。それにいまさらしおらしくされたら気味が悪いよ」

　酒が回って上じよう機き嫌げんなホロは、にししと歯を見せて笑っていた。

「ま、小こ銭ぜには手に入らなかったが、なんとかその伝つ手てになりそうなものは手に入れてきたよ」

「ほう？」

　ロレンスは胸むな元もとから一枚の紙を取り出すと、テーブルの上に広げて見せた。この辺り一帯の地図だ。

「小こ銭ぜにが集まる場所は限られていて、みんながそのことを知っているから競争が発生する。だったら、どうすればいい？」

「簡単じゃ。誰だれも知らぬ場所に赴おもむけばよい」

「そのとおり」

　羊肉が残っている串くしをホロに向けたら、身を乗り出してきたホロに食われてしまう。

「んむ、むぐ……じゃが、そんな都合の良い場所などあるのかや」

「滅めつ多たにないが、あるにはある。そしてそこにたどり着くには伝つ手てというものが必要で、その伝つ手てはこの俺おれにならある、という塩あん梅ばいだ」

　得意げなロレンスのことをホロは無視し、視線を地図に落としながらパンにかぶりつく。

　ホロの意地悪でつれない態度に慣れているロレンスは、へこたれずに言った。

「こないだの騒さわぎのとき、力を貸してくれた初老の大商人がいただろ？」

「んむ。ずいぶん身なりの良い、どこかの行商人とは違ちがう感じの良い雄おすじゃったな」

「……ごほん。元は強大な商人組合で貿易船を率いていたらしく、提てい督とくなんて呼ばれてる人だがな、その人が司教様に口を利きいてくれて、司教様から依い頼らいという形で請うけ負おったんだよ」

「ほう？」

　ロレンスは自分たちの今いる町、アティフに指を置いて、すっと右下に沿わせた。

　広大な平野が広がる、この地域一帯の穀物庫と呼ばれるところだ。

　その平野と海側の地域を隔へだてる山の麓ふもとに、指を置いた。

「南東に向かった先に、内陸部と海側の地域をつなぐ大きな町がある。穀物の取引が盛さかんだ」

「ほう、良いではないか。まあ、わっちの麦が一番なのは間ま違ちがいないがのう」

　ホロは首から提さげている巾きん着ちやく袋ぶくろを指で弾いて、得意そうに鼻を鳴らす。

　すでに酔よってそうだな、とロレンスはこの後のことが心配になりつつ、続けた。

「で、この時期は取引に従事する商人たちが大挙して押おし寄よせるから、大市が開かれている」

「ほほう、なお良いのう！」

　喜色満面のホロに微ほほ笑えみ返し、ロレンスは地図上に記された大きな町から、少しだけ左下に指をずらした。

「しかし俺おれたちが向かうのは、その大市が開かれている町から南西にずれたここ。山がちのあまり使われていない街かい道どう沿いにある、小さな司教領だ」

　たちまち、灰でも吹ふきかけたかのようにホロの顔から明るさが消える。

　ロレンスはそんなホロの様子に口元がゆるみかけるのをこらえながら、要点を述べた。

「この司教領はこの町の聖堂と縁が深く、兄弟分らしいんだが、問題を抱かかえている。特権と商あきないをめぐる問題に巻まき込こまれていて、ぜひとも商人の手を借りたいと思っているものの、多くの商人がこの時期は自分の取引で精いっぱいだ。そこで信用ができ、なおかつ腕うでの立つ商人をご所しよ望もうということで、俺おれに白羽の矢が立った」

　ロレンスがそう言ったところでホロを見れば、酔よいが本格的に回り始めたのか、瞼まぶたがやや落ち気味になっていた。ホロはどこを見るともなしに、赤い顔で黙もく々もくと魚の揚あげ物ものをかじっている。ロレンスはため息をつきつつ、木樽だるをそっとテーブルの上から片付けて足元に置いた。

「大市の賑にぎやかな騒さわぎを楽しみたければ」

　と告げると、ホロの狼オオカミの耳がフードの下でぴんと張り、目にわずかに正気が戻もどる。

「司教領の問題をさっさと片付ける必要がある。大市が終わってしまったら、ほかの商人が嘴くちばしを突つっ込こんでくるかもしれないしな」

　地図を見つめていたホロは、瞼まぶたをゆっくり一回閉じると、大きくうなずいた。

「それは、急ぐ必要があるのう……」

「理解してくれて助かる。じゃあ、絵の件は問題ないし、さっさと出発しても構わないな？」

　ロレンスに向けられたホロの赤い瞳ひとみは、酔よいで潤うるんでいる。

　うまく焦しよう点てんが合わないときのような、もどかしそうな顔をしているのは、未まだ見ぬ大市の賑にぎわいと、この町に残って引き続き絵のことでぐだぐだしたり魚の揚あげ物ものを食べたりすることを、頭の中で天てん秤びんにかけているのだろう。

「どうする？」

　その問いにホロはため息と共にうなずき、ひっくと大きなしゃっくりをしたのだった。







　酔よいつぶれたホロを背負って宿に運んだ日の翌日、二人はすでに街かい道どうの上にいた。旅の技術はいくらか錆さびついていても、いつでも旅立てるようにという準備だけは怠おこたらない。

「うー……新しん鮮せんな海の魚が意外に美味うまかったからのう……もうしばし町におってもよかったかもしれぬ」

　旅立ちの日にしてはすっきりしない空模様で、西からは冷たい風が吹ふいてくる。

　荷馬車の荷台で荷物に寄りかかり、毛け織おり物ものの肩かた掛かけを羽織ったホロはいつもの日記を書きながら、そんなことをぶつぶつ言っていた。

「大市の開かれる町は、穀倉地帯とこちら側の海に面した地域を隔へだてる山の麓ふもとにある。平野と山、北と南、東と西の品々が集まり、それこそ山ほどの果物だって並ぶらしい」

　荷馬車の手た綱づなを握にぎるロレンスの言葉に、ホロの耳がぴんと張ってフードを持ち上げた。

「当然その果実を使った酒も豊富だし、穀物取引の中心地なんだから、パン焼き職人も数多あまたいて、果物をたっぷり使った菓か子しパンが目め白じろ押おしとのことだ」

　ばさ、ばさ、と箒ほうきで掃はくような音がしたのは、期待と興奮に膨ふくらんだホロの尻尾しつぽだろう。

　ロレンスが声なく笑っていると、唐とう突とつに後頭部を叩たたかれた。

「痛いてっ。おい、なんだよいきなり」

「たわけ！　そうやってわっちを食い物で釣つろうとするからじゃ！」

「そういうわけじゃない。これからしばらくまた味気ない旅暮らしだからな。我が慢まんの先にはご褒ほう美びがあると思えば耐たえられるだろう？」

「耐たえた先でも節約を強しいられるやもしれぬからのう！」

　それで節約してくれたことなんてあるのか、と言いたいところだが、なんとアティフの町でホロは手間賃仕事に精を出していた。

　いくら商人の血を忘れまいと思っているロレンスでも、昔のようなことを言うつもりはない。

「お前が働いて稼かせいだ金はきちんと勘かん定じようしてある。ついでに、俺おれが鰊にしんの卵に賭かけた金もな。その範はん囲いならけち臭くさいことを言うつもりはない。結構な贅ぜい沢たくができるはずだ」

「ふん」

　ホロは鼻を鳴らすと、ひょいと身軽な様子で荷台から座席に飛び乗ってきた。

　アティフを発たってまださほどでもないため、街かい道どうにはたくさんの旅人がいる。

　ホロの耳と尻尾しつぽを見み咎とがめられないかとひやひやしたが、ひと足先に冬が来たかのような曇どん天てんの寒い日よりなので、だれもかれもが毛け織おり物ものやら毛皮やらを搔かき寄せている。ホロの外がい套とうの下から見みえ隠かくれする尻尾しつぽは、風変わりな防寒具と見られるだけだろう。

　ロレンスの隣となりに座すわった当のホロも、飼い犬が寝ね床どこを作るかのようにもそもそと毛け織おり物ものやらを敷しきなおしたり羽織りなおしたりして、満足いくように整えている。熱心な様子が面おも白しろくてロレンスが眺ながめていると、最後に自じ慢まんの尻尾しつぽを膝ひざの上に置いたホロはこう言った。

「ついでにこの尻尾しつぽの貸し賃でも取って稼かせぐとするかのう？」

　毎日香こう油ゆを振ふりまいて、櫛くしで手入れをしているふわふわの毛並みだ。しかもホロの血が通う生きた毛皮ときているので、こういう寒い日はなによりも温かい。膝ひざ掛かけの下に入れてくれるのと入れてくれないのでは、旅の快適度が段だん違ちがいだ。

「阿あ漕こぎなことを……」

　にしし、と笑うホロにため息をついて見せてから、ロレンスはびしりと手た綱づなで馬の背を叩たたく。

「まあ、そんなことしなくとも、この後の仕事で力を貸りることになるかもしれないからな。しっかり働いてくれたら、礼はきちんとするとも」

「ほう」

　甘あま嚙がみでじゃれつくのにも飽あきたのか、ホロは膝ひざの上の尻尾しつぽをひと撫なでしてから、共有する膝ひざ掛かけの下に入れてくれた。

「それで、どんな用件と言っておったかや。昨日は少しばかり飲みすぎてしまってのう」

　少しばかり……とロレンスは口の中で呟つぶやいてから、酔よいつぶれたホロを世話したことを飲のみ込こみつつ、答える。

「きっかけはアティフの町と同じだ。コルとミューリの引き起こしてる騒さわぎの影えい響きようだよ」

　道の向こうに消えようとしているアティフをホロは振ふり向むき、ロレンスに向き直る。

「どこの教会も修道院も、長いこと蓄ちく財ざいに耽ふけってきた。それは単なる金銭欲だけでなく、儲もうければその分で施ほどこしができるとか崇すう高こうな考えもあったわけだが、やっぱり悪あく弊へいも大きかった。そのうえ経営に秀ひいでた者が重宝されてきたから、商人顔負けの連中がのさばることになって、さらに問題が大きくなった」

　ホロはうなずきつつ、大きなあくびをして、滲にじんだ目じりをロレンスの肩かたに擦こすりつけてくる。興味なさそうに見えもしたが、きちんと聞いていることはフードの下の耳の動きでわかっていたので、ロレンスは後を続けた。

「で、そういった問題の積み重ねが今度の教会の改革をめぐる騒さわぎの発ほつ端たんになったから、特に急進的な地域では、人々の不満を逸そらすため、教会は偉えらい聖職者を片かたっ端ぱしから配はい置ち換がえしているらしい。が、それはそれで新たな問題を生んでいる」

「ふむ。話が見えてきんす。総取っ換かえをしたはよいが、その後のことまでは考えておらなかったわけじゃな」

　と、ホロが視線をきょろきょろさせているのは、干し肉かなにかを探しているのだろう。

　後ろの荷台に置いてあるとわかったらしく、唇くちびるを尖とがらせていた。

「そのとおり。しかも地域の人々に改革の成果を見せるため、特に真面目な人たちを取り立てているから、余計に問題が大きくなった」

「コル坊ぼうは賢かしこいが、商あきないに向いておるとは思えぬ。先だっての町のあやつらも、コル坊ぼうに憧あこがれて、よく知りもせぬ町の商あきないに茶々を入れようとしておったのじゃろう？」

　アティフの町を神の教えの下に取りしまろうと熱意に燃えていた若い司教は、口調までコルに似せているような気がした。

　コルたちはどれだけ世間の耳じ目もくを集めているのかと気になり、アティフでコルとミューリの活かつ躍やくとやらの話も聞き集めてみたが、どこまでが作り話で、どこまでが事実なのかまったくわからないくらい、すごい話ばかりだった。おそらく誇こ張ちようがほとんどだろう。なぜなら、異教徒と教会の戦いくさが終わって平和になり、大きな話題に飢うえていた人々が持ち上げるのにはちょうど良い題材だろうからだ。

　目立つのが大好きなミューリはともかく、コルの気苦労がしのばれた。

　ロレンスが肩かたをすくめると、ホロはもう一度大きなあくびをしていた。

　ホロは基本的に、食べているか寝ねているかのどちらかだ。

「ふわあ……あふっ。じゃが、それでわっちの力を借りるかもしれぬ、というのはわからぬ」

「まあ、俺おれもそうならないことを願ってはいるんだが」

　と答えると、膝ひざ掛かけの下から尻尾しつぽがするりと抜ぬかれた。

「おい、違ちがうって。礼をしたくないから、という意味じゃない」

　ホロは疑うたぐるような視線を向けつつ、渋しぶ々しぶ尻尾しつぽを戻もどしてくれた。

「まったく……尻尾しつぽを人ひと質じちに使うのやめてくれよ」

「ぬしはわっちの尻しりに敷しかれたくてたまらないようじゃの？」

　くつくつと笑うホロに、ロレンスは疲つかれたようにため息をつく。昨日は散々飲んで食べてぐっすり寝ねたので、今日は意地悪な元気が余っているらしい。

「それでな、その困り果てている新任司教の悩なやみというのは、新たな赴ふ任にん地の財産を把は握あくしようと特権状を確かく認にんしていたら、とんでもない土地が領地内にあることが分かったんだと」

「とんでもない土地？」

　ロレンスは、隣となりに座すわる御年数百歳の狼オオカミの化け身しんを見ながら、こう言った。

「堕だ天使が居い座すわる、呪のろわれた山だそうだ」










　　　　◇◇




　ヴァラン司教領、と手紙にはあった。

　元々は人がほとんど住んでいない寂さびしい土地だったが、獣けもの道みちに近い道が山を越こえた先の大市につながっていたおかげで、なんとか生き延びてきたようなところだった。

　それがある日、大だい富ふ豪ごうの商人が通りかかり、農夫が兼けん業ぎようするみすぼらしい旅籠はたごで客かく死しした。その大だい富ふ豪ごうはそれまで吝りん嗇しよくに吝りん嗇しよくを重ね、あまり整備されていない街かい道どうを通って大市に向かおうとしたのも、道中の関税を支し払はらいたくがないためだったというが、臨終の際に己おのれの吝りん嗇しよくを悔くい、看み取とろうとする農夫に己おのれの全財産を託たくすことにした。望みはここに教会を建てること。

　財さい布ふに残る数枚の金貨を託たくされたのなら、農夫はしめしめと懐ふところにしまったかもしれなかったが、託たくされたのは城が建つほど莫ばく大だいなものだった。

　農夫はこれは神の使命なのだと理解し、熱心に遺ゆい言ごんのとおりに行動し、聖職者を呼び寄せ、教会を作り、街かい道どうを整備し、手に入る限りの土地や特権を手に入れて財産の防衛を図はかった。

　また、地を耕す農夫ゆえ地勢の選別眼があったのか、はたまた神の恩おん寵ちようか、確保した土地の中から岩塩や鉄が採れることが判明した。街かい道どう沿いのぽっと出の小さな教会は莫ばく大だいな利益を上げ、たちまち司教座を賜たまわる独立した司教区になった。

　ヴァランとはその伝説の農夫の名前であり、それがおよそ二百年前のことだった。

「わっちゃあ夫選びを間ま違ちがったかのう」

　港町アティフを旅立って四日目。前日に泊とまった旅籠はたごで聞き集めたヴァラン司教領の話を日記に書きながら、ホロはそんなことを言った。

「そうかい。ちなみにそのヴァランは、酒も肉も絶って、夜明け前から深夜まで働き詰づめ。妻や子供にも同じ生活を強しいていたようだ」

　昨晩も旅籠はたごでは随ずい分ぶん酒を飲んでいたホロを、ちらりと見やる。

　中指と薬指の間に羽ペンを挟はさみ、人差し指と親指で豚ぶたの腸ちよう詰づめをつまんでいたホロは、豚ぶたの腸ちよう詰づめとロレンスを見比べてから、にっこりと笑う。

「わっちゃあぬしが大好きじゃ」

「酒と肉を貢みつぎ続ける限りにおいてな」

　疲つかれたように言うロレンスに、ホロは楽しそうに笑いながら肩かたをぶつけてきた。

「まあ、それが幾いく分ぶん誇こ張ちようされた伝説にせよ、そうやって大きくなった司教領だ。代々金かね儲もうけに邁まい進しんしていたが、うまくいっていたのは、せいぜい百年程度の話だったようだ」

「富の源が枯かれたんじゃったか？」

「最初に岩塩鉱が地下水で水すい没ぼつして放ほう棄きされた。今は採さい掘くつ用の穴を下っていくと、塩しお辛からい地底湖になっているそうだ」

「塩しお漬づけを作るにはよさそうじゃがのう」

　確かに、とロレンスは小さく笑い、旅籠はたごの主人から聞いた話の続きを思い出す。

「かくして、膨ふくれ上あがった人口を養う必要のあった当時の司教領は、鉄鉱山の事業に注力せざるを得なくなった」

　話を日記に書き留めるホロの顔が曇くもるのは、森に住む狼オオカミゆえ、森を破は壊かいする鉱山は昔から嫌きらいだからだ。

「じゃが、それも枯かれたんじゃろう？」

　悪は滅ほろびた、とばかりのホロに、ロレンスは曖あい昧まいにうなずく。

「最初に枯かれたのは鉄ではなく、森のほうだったみたいだ」

「……」

　ホロは贔ひい屓きの騎き士しが馬上試合で負けた姫ひめ君ぎみみたいな顔をして、日記に視線を戻もどす。

「それまでは鉄の鉱石を掘ほり出だし、その場で精せい錬れんして鉄製品まで作っていたらしい。普ふ通つうの町にある組合のような掟おきてがなかったというから、自由な作業場にひかれて多くの職人が集まったという。さぞ賑にぎわったろうな」

　ホロは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、荒あらい筆ひつ致ちで羽ペンを動かしていく。

「だが、冶や金きんには膨ぼう大だいな量の燃料が必要になる。そもそも鉱山採さい掘くつには、坑こう道どうを支えるための梁はりやら、排はい水すい用の水車などで木材を必要とする。そこで働く人が多く集まれば、煮に炊たきのための薪たきぎや、家を建てる建材も必要だ」

「挙句に、木を切きり倒たおした近きん隣りんの土地は、鉱山の毒によって容易によみがえらぬしのう」

　自じ業ごう自じ得とくじゃ、とホロは唇くちびるを尖とがらせている。

「野放図に膨ふくれ上あがった鉱山街は、膨ふくらむのと同じ速度でしぼんだらしい。それがおおよそ、七、八十年ほど昔の話だと」

「ふむ」

　ホロにとってはついこの間のことだろうが、ロレンスからすると生まれる前の話だ。

「木材が枯こ渇かつして人々の生活そのものを支えられなくなると、鉱山自身が疲ひ弊へいしていたこともあって、鉄の産出は激減した。しかも薪たきぎがないから精せい錬れんもできず、重い鉱石を苦労して遠方の町まで売りにいかなくてはならない。儲もうけは当然減り、それはさらに人の離り散さんを促うながし、土地は急速に寂さびれていった」

「で、今も山は丸まる裸はだか、かや」

　忌いま々いましそうにホロは言う。

「いや、そうはならなかった」

「む？」

　ホロが意外そうに顔を上げた。

「というかお前やっぱり覚えてないじゃないか。酔よってなどおらぬ、と言い張っていたくせに」

　ホロは誇ほこり高たかい狼オオカミのはずだったが、澄すました様子で知らん顔。昨晩の酩めい酊ていの様子も全く覚えていないようだ。

　とはいえ、ホロが深酒を全く反省しない理由はロレンスにもわかっている。ロレンスがそういうホロの世話をなんだかんだ楽しんでいる、とホロに見み抜ぬかれているからだ。

　因果なことだとロレンスはため息をつきつつ、続けた。

「疲ひ弊へいした鉱山と、収入を失ったがその場に残らざるを得なかった人々、それに完全な禿はげ山やまが残された。そこに現れたのが、錬れん金きん術じゆつ師しの一行だ」

　生意気な小こ娘むすめみたいにそっぽを向いていたホロが、真しん剣けんな目でロレンスを振ふり向むいた。

「いつだったか俺おれたちが追いかけた鉱山技術に関する禁書も、執しつ筆ぴつ者は錬れん金きん術じゆつ師しだったな」

　この世を神が創ったかどうかは置いておくとして、ホロのような古代の精せい霊れいが跋ばつ扈こする森を切り開き、人の支配下に置く技術を開発するのはいつも錬れん金きん術じゆつ師しだった。

　その意味では、ホロにとって錬れん金きん術じゆつ師しの名は、羊飼い以上に忌いみ嫌きらうものだろう。

「けれどもまあ、話はここから妙みようなことになっていく」

　ロレンスは言って、ホロが傍かたわらに置いている木の皿から腸ちよう詰づめをひと切れ失敬し、口に運ぶ。

「錬れん金きん術じゆつ師したちは鉄の鉱山を掘ほる技術の代わりに、精せい錬れんのほうに魔ま法ほうを用いたんだ」

「魔ま法ほう？」

　おとぎ話のような存在のホロだが、以前漆しつ黒こくの森に住まう魔ま女じよを見たことがあるかと聞いたとき、怪あやしげなキノコを食べて夢を見ておる者たちならば見たことがある、とにべもない返事を返してきた。

　だが、ロレンスが旅籠はたごの主人から聞いた話が本当なら、錬れん金きん術じゆつ師したちは正しよう真しん正しよう銘めいの魔ま術じゆつ師だったと言えるだろう。

「彼かれらは木材を使わずに、鉄を精せい錬れんしてみせたらしい」

　ホロはだてに何百年と生きていないし、ロレンスと旅をするようになってからは多くの町を訪おとずれてきた。持ち前の頭の良さで、見たこと、聞いたことは、都合の悪いこと以外、滅めつ多たに忘れない。それを魔ま法ほうだと鵜う吞のみにする前に、別の可能性を口にした。

「あの臭くさい泥でい炭たんを使ったのではないかや？」

「泥でい炭たんなら火は熾おこせるが、火力が圧あつ倒とう的てきに足りない。周辺から石炭が出るわけでもない。ましてや瀝れき青せいですらない」

　瀝れき青せいは燃える水と呼ばれる黒い液体だ。高価な代しろ物もので、ロレンスもそれは燃料としてより、船などが腐くさらないように防ぼう腐ふ処理で使うところを見たことがあるだけだ。

「錬れん金きん術じゆつ師したちは火を使わずに鉄を精せい錬れんする魔ま法ほうを生み出し、それでわずかに産出する鉄の鉱石を精せい錬れんして、残っていた人々の窮きゆう状じようを救ったらしい。薪たきぎを使わずに鉄を精せい錬れんできれば、笑いが止まらない程ほどに儲もうかるからな。しかも火を無から生み出せるのなら、禿はげた山に緑が戻もどるのを助けることもできる」

「ふむ」

　最後のところに強い関心を示したホロは、「それで山は戻もどったのかや」と聞いてきた。

「なんと、戻もどった」

「ほほう」

　花が咲さくように笑う、とはこのことだろう。ホロのそんな笑え顔がおにロレンスも嬉うれしくなるが、話はそれだけで済まないはずだと、ホロ自身が理解していた。

「じゃが、めでたしめでたしとなるようなら、ぬしはわっちの力を借りるかもしれぬ、とは言わぬじゃろ？」

「まあな。ついでに、呪のろわれた山、なんて呼ばれるはずもない」

　ホロは形の良い眉まゆを動かし、眉み間けんにしわを寄せる。視線が宙を泳ぐのは、話のつじつまを合わせ、一本につなぐ串くしを想像できなかったからだろう。

「火を使わずに精せい錬れんしてみせたことが、コル坊ぼうのような連中から魔ま術じゆつと見なされたのかや」

　人の常識を揺ゆるがすことは、なんであれ悪あく魔まの仕業、神への冒ぼう瀆とくとみなされる危険がある。

「俺おれもそれを考えたし、俺おれに仕事を依い頼らいしたアティフの司教もその可能性を考えているらしい。山にやって来たのは錬れん金きん術じゆつ師しではなく、人を惑まどわせる堕だ天使だと」

「ではぬしは、背中から羽を生やし、山や羊ぎの頭をして、馬の脚あしを持つようなのが山をうろついておると？」

　麦に宿る見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミの化け身しんが、教会で語られる悪あく魔まの話をする。ロレンスが知っている人ならざる者は、もう少し親しみやすい獣けものの化け身しんたちだ。

「そうは思わない。ただ、今でもその山には出るらしいんだ」

「出る？」

　ロレンスは、結局酔よいつぶれて隣で眠ねむってしまったホロをよそに、蠟ろう燭そくの明かりを頼たよりに話す旅籠はたごの主人の口元を思い出す。

　もさもさと動く髭ひげの隙すき間まから出てきたのは、こんな言葉だった。

「山に人が入るのを頑かたくなに拒こばむ、何者か。火を使わずに精せい錬れんする技術そのものは、まだ山の中に眠ねむっているらしい。それは巨きよ万まんの富を成す技術に違ちがいないし、過去に幾いく度どもそれを手に入れようと人がやって来て山に分け入った。だが……」

「帰って来た者はいない、と？」

「しかも、枯かれたはずの鉄鉱山を掘ほり続ける亡ぼう霊れいが夜な夜な現れては、かーん、かーん、と石を打つ音が山から聞こえてくるらしい」

　よくある話、といえばそうだが、ロレンスにはほかの者たちが持ちえない知識がある。

　たとえば、湯けむり漂ただようニョッヒラの温泉地を、ちょくちょく巨きよ大だいな狼オオカミがうろついているということなど。

　世の中には人知を超こえたことが実際にありうるのだ。

「亡ぼう霊れいはともかく、山になにかがいるのだとしたら、お前ならわかるんじゃないか？」

　ホロの耳と鼻は文字どおり狼オオカミのもの。本気を出せば広い山でもたちまち見つけられるだろう。

「それはそうじゃろうが……」

　しかし、ホロは言葉を濁にごし、荷馬車の座面に足を乗せて膝ひざを立てた。

「本当になにかがいるとわかったら、どうするつもりじゃ？」

　そこにあるのは、不安そうな目だった。よもや亡ぼう霊れいが怖こわいのか？　などとロレンスは思ってから、すぐに自分の間ま抜ぬけさに呆あきれた。山にいるかもしれない何者かは、きっとホロと同じ世界に住むものだ。だとしたら、なにかしらの事情を抱かかえているに違ちがいなかった。

　たとえば森をよみがえらせてくれた錬れん金きん術じゆつ師しに感謝し、彼かれらの残したものを今でも健けな気げに守り続けようとしているとか。

　普ふ段だんの振ふる舞まいからは想像しにくいが、ホロは基本的に心優やさしく、傷つきやすい。

　山に残された歴史のかさぶたを剝はがすのは、気が進まないのだろう。

「お前の不安はわかるが、ヴァラン司教領の司教様がお望みなのは、その土地をこれから先どうするかの、判断の根こん拠きよとなるようなことだという。商人を探しているのは、その点良い兆候だ。損か得かで判断しようとしているってことだからな」

　ホロはロレンスをじっと見て、ゆっくりと目を閉じる。

「つまり、ぬしの口八丁がそれなりに効く、という意味かや？」

「そこはまあ、司教様からどれだけ信用されるかにもよるだろうが」

　ホロは大きく息を吸うと、嫌いやそうに吐はく。

「山向こうにあるという大市が終わるまでに、丸まるめ込こめるんじゃろうな」

「それも山になにが残されているかによる」

　ホロの狼オオカミの唸うなり声が喉のどの奥おくから一いつ瞬しゆん聞こえたが、そうとしか言いようがないことはホロにもわかっている。

　ほどなく鼻を鳴らし、立てた膝ひざの上に顎あごを乗せて、すねた女の子みたいに背中を丸めていた。

「愉ゆ快かいな話が残っておるはずもなかろうに」

　ロレンスと出会う前、麦畑で長いこと独り過ごしていたホロは、そのせいなのか元々の性格なのか、未来を暗く考えがちだ。

　反対に、ロレンスは次こそ儲もうかると思うからこそ前に進む、懲こりない商人だ。

「たとえそうだとしても、俺おれたちが行くことでその山にいるなにかを助けられることだってあるだろう？　俺おれたち以外の誰だれかが行ってみたところを想像してみればいい」

　司教が商人を探しているのなら、間ま違ちがいなく土地の処分も選せん択たく肢しに入っている。誰だれに売るのか、どのように売るのかは、その土地の今後に関わる重要なことだ。

「それに、もしも気の合う人ならざる者なら、うちの湯屋に働きにきてもらったっていい」

「……」

　ホロがげんなりしたような眼めをロレンスに向けるのは、ロレンスの言葉に噓うそがないとわかったからだろう。

「ぬしはいつも楽天的なたわけじゃ」

「じゃなきゃお前の手を握にぎってここまで来なかったさ」

　ホロは静かな赤い瞳ひとみでロレンスを見つめ、それから降参するように笑ってみせた。

「たわけ」

　ロレンスは肩かたをすくめ、手た綱づなを握にぎりなおすとぴしりとやったのだった。







　奥おく深ぶかい山の上から海にまで下りてきたのに、またぞろ山に登ることになったが、ところ変われば山も変わる。

　急きゆう峻しゆんな崖がけと奥おく深ぶかい森、そこをさらに複雑にするあちこちに溝みぞを掘ほり続ける小川の流れ、というニョッヒラの山に慣れていると、そこは山というよりも無限に続く緩ゆるやかな坂だった。

「背の高い草が続く土地に、時折思い出したかのように小さな林があるのは、散々荒あらされた爪つめ痕あとじゃな。野放図に森の木を切きり倒たおすとこうなりんす」

　風が吹ふくたびにさわさわと揺ゆれるすすきの穂ほは、一見麦畑にも見えるがひどくもの悲しい。ロレンスも過去の行商の途と中ちゆう、戦乱で燃やし尽つくされた土地で同じ光景をよく見かけた。

　道そのものは広めに踏ふみ固かためられていて、どちらかといえば立派な部類に入るのだが、すれ違ちがう旅人の姿は皆かい無むだ。おそらくこの道は、岩塩や鉄の生産で賑にぎわっていたころに整備された名残なごりなのだろう。

「実りをもたらさぬ気の滅め入いる土地じゃ。兎うさぎや蛇へび、狐きつねにはまあまあ住みよいかもしれぬが」

「いっそ一帯に火を放って、畑にすればいいと思うんだが」

「川が見当たらぬからのう。過去に水源の山を荒あらしまわったのなら、井い戸どを掘ほってもろくに水が出ないんじゃろ」

　荷馬車の旅も六日目に差さし掛かかり、互たがいに口数が少なくなる頃ころとはいえ、その場の沈ちん黙もくは疲つかれとは全く別のものだ。

　御ぎよ者しや台に座すわり、じっと前方を見つめているホロの頭に、ロレンスはそっと手を乗せる。普ふ段だんならうるさそうに手を払はらうところだろうが、ホロは甘あまえるように静かに肩かたを寄せてくる。盛さかりを過ぎた土地には、独特の寂せき寥りよう感があり、時の流れに取り残され続けてきたホロには、殊こと更さら気が滅め入いる光景なのだろう。

　そうこうしていると、すすきの向こうにようやく山らしい山が見えてきた。まだかなり距きよ離りがあるのでかすみがかってはいたが、話に聞いたとおり、今はとても禿はげ山やまには見えない。

　やがてぽつりぽつりと街かい道どう沿いに建物が現れ、ささやかながら井い戸どが掘ほられ、すすきの草原は畑に変わっていった。羊の群れも見かけるようになり、人々の生活の息い吹ぶきを感じられると、ようやく雰ふん囲い気きが明るくなってくる。

　そしてたどり着いたのが、あまり裕ゆう福ふくそうには見えない簡素な家が立ち並ぶ村と、その中心にそびえたつ、見上げるばかりの防ぼう壁へきを備えた巨きよ大だいな石造りの建物だ。

　ヴァラン司教領のすべての始まりとなった場所、ヴァラン大聖堂だった。







　鉄の門もん扉ぴはかつて鉱山を支配していたにふさわしい、重じゆう厚こうで背の高いものだったが、今は錆さびが浮ういたまま開け放たれている。おそらく手入れがされておらず、開けたり閉じたりできないのだ。防ぼう壁へきの内部、大聖堂の敷しき地ちも閑かん散さんとしたもので、豚ぶたと数頭の山や羊ぎがのんびりと草を食はんでいた。かつては客が足を洗ったり、馬に水を飲ませたりしていたのだろう石造りの水道も、枯かれて久しいのか草が生えていた。

　ロレンスは厩うまやと思おぼしき場所に馬をつなぎ、アティフの司教からの手紙を携たずさえ、ホロと一いつ緒しよに聖堂へと向かった。

「大きな建物じゃのう」

　聖堂入り口に立つと、ホロが顔を上げて呆あきれたように言った。併へい設せつの鐘しよう楼ろうも高く、見上げるのに思い切り顔を上げなければならず、往時の勢いと権勢がしのばれた。

「それにしても、人の気配が全然ない気がするんだが」

「ふむ。じゃが、生活臭しゆうはきちんとありんす。それにそっちの通用の扉とびらには手て垢あかもついておる」

　聖堂の大きな入り口が閉じられたままなのは、敷しき地ちの門もん扉ぴが開け放たれているのと同じ理由だろう。脇わきに設しつらえられている通用口は鍵かぎが掛かかっていなかったので、扉とびらを開けて中に入る。

「ほほう」

「これは、すごいな……」

　金がかかっている、と一目でわかる重じゆう厚こうな造りで、柱ちゆう廊ろうと天てん井じようは数多あまたの曲線でつながり、細かな装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　壁かべ際ぎわには硝子ガラス付きの戸と棚だなが並び、聖母像や装そう飾しよく品が飾かざられている。高い天てん井じようから長い鎖くさりでぶら下がっているのは、礼拝のときに焚たく香こう炉ろだろう。ホロが近づいて鼻をひくひくさせては、くしゃみをしていた。

「掃そう除じはされてるな」

「壁かべや柱に取りつけられた燭しよく台だいにあるのも蜜みつ蠟ろうじゃ。豪勢じゃのう」

　手入れはきちんとされているが、やはり人の気配がない。ロレンスは妙みように足音の響ひびく聖堂内を、ホロと手をつないで歩いていく。

　色付きの硝子ガラスで聖母や神の降臨の様子を描えがいた窓が続く廊ろう下かを歩き、やがて足を止めた。

　床ゆかに色違ちがいの石が敷しき詰つめられ、教会の紋もん章しようをかたどっている交差路だった。

「ぬしよ」

　と、ホロが天てん井じように続く高い位置にある壁かべを指さしたのだ。

「……これは……」

　そこに描えがかれた一大絵巻に、ロレンスは思わず口を手で覆おおう。そこにあるのは、最近の貴族の間で流行している、目で見たように描えがかれた絵ではない。省略と誇こ張ちようによって描えがかれた人々は頭よりも大きい手を振ふり上あげ、操あやつり人形を思わせるぎこちない姿勢で、無表情に天を仰あおいだりあらぬ方向に視線を向けていたりする。その粗あら削けずりさゆえになんとも言えぬ迫はく力りよくがあったし、一目でなにを表現しているのかもわかった。

　このヴァラン大聖堂にまつわる伝説を描えがいたものだ。

　鋤すきを担かついでいるのは始祖たる農夫であるヴァランだろうし、天上の雲間から手が伸のびているのは、神からの天命だろう。次の絵ではヴァランが奮ふん闘とうし、教会町を作っていく様子が描えがかれ、土地から神の恩おん寵ちようがあふれ出す様子と、町の発展を神に感謝する人々が見える。

　しかし絵に描えがかれた町はたちまち衰すい退たいし、人々は神へのとりなしの祈いのりなのか、天に向かって両手を伸のばし、舞まい降おりた天使が笛を吹ふいている。

「天使に角が描えがかれておる」

「角の部分だけ色が鮮あざやかだ。描かき足たしてあるな。後世の人間が、あれは堕だ天使だったと思ったってところか」

　そして唐とう突とつに現れる、顔が見えないほどにフードを目ま深ぶかにかぶり、異教徒の魔ま術じゆつ師のようにも見える一行は、錬れん金きん術じゆつ師しだろう。ただ、そこからが異様だった。旅籠はたごで話を聞き集めたときにも感じた違い和わ感かんがそのまま表れている。

　錬れん金きん術じゆつ師したちが山の頂で神に祈いのると、髭ひげ面づらの神の顔が山頂に現れ、天使の乱らん舞ぶに合わせて雲がかかった山の上から下界の村々を照らすのだ。

「長雨に悩なやまされている土地で、晴天祈き願がんの絵を見たことがあるが、それに似てるな」

「……下界の連中は笑っておるのかや？」

　ホロが目を細めてしかめっ面つらなのは、あまり目が良くないせいで、小さく描えがかれている群衆は見えないのだろう。

「いや、無表情だな。両手を上げてるのは、喜んでいるようにも、命いのち乞ごいをしているようにも見える」

「ふん、どっちも大差ないということかや」

　ホロは吐はき捨すてるように言った。

　ホロは何百年と腰こしを落ち着けていた村の畑で、古い約束を守り続けていた。可能な限り豊作にするため、時にはあえて麦の実りを悪くしていたという。一方で村人たちが望むのは毎年の豊作であり、麦の実りの良し悪あしをホロの気まぐれだとみなしていた。

　ロレンスがホロの背中に手を回すと、ホロは深呼吸をして、ふんと鼻を鳴らしていた。

「神が照らす光の先では、鉄鍛か冶じ用の大金かな槌づちを持った男たちが、燃もえ盛さかる塊かたまりを叩たたいてる。鉄だな。荷物を背中に積んだ馬がいたり、商人風の男たちが両手を上げているのは……喜びの表現だろう」

「その隣となりのは、緑の戻もどった山じゃな」

「ああ、けど」

　ロレンスが言葉を切ったのは、緑の戻もどった山の麓ふもとでは、人々がひれ伏ふし、明らかに嘆なげいているからだ。

　山の頂には無表情な髭ひげ面づらの神の顔がなお居い座すわり、その横には不格好な羽を背中に生やした堕だ天使が立って、この種の絵に特有の、どこを見ているのかわからない顔をしていた。

　ただ、少なくとも、山の麓ふもとの者たちを見ているふうではない。

　廊ろう下か沿いに続けられていた絵物語の最後には、神のお慈じ悲ひを、という言葉が添そえられていた。

「あの髭ひげ面づらの顔はなんなんだ？」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもなさすぎるのに、現れてからは常に絵の目立つ場所にいて、ますます不気味さに拍はく車しやがかかっている。

「ああいう変なのがおるということかや」

「顔だけなのはなぜなんだ？」

　ほかの者たちは、どんな小さな人物にも体が描えがかれている。

　顔しか描えがかれないのは、なにか意味があるのだろう。

「うーむ……人でないとするならば……」

　ホロは悩なやむと、はっと顔を上げた。

「あ、ほれ、前の町でちょっと食べたじゃろう。あれではないかや？」

「え？」

　アティフでは定番の羊、豚ぶた、鶏にわとりに始まり、特産の魚ぎよ介かい類るいもまあまあ食べた。

　だが、そのどれとも似ていないと思っていたら、ホロはこんなことを言った。

「蟹かにではないかや？」

「蟹かに!?」

　ロレンスは目を丸くしつつ、得意げなホロの顔から絵に視線を向ける。確かに蟹かにの甲こう羅らに人の顔が現れたら、あんな感じになるかもしれないと思う。もじゃもじゃと左右に伸のびる髭ひげと髪かみの毛けは、蟹かにの足を戯ぎ画が化したものと考えられるし、体がないのもうなずける。

　それどころか、蟹かにがあの爪つめでもって山に入はいり込こんだ者たちを捕つかまえ、無表情に口に運ぶ様まで想像できる。

　ロレンスは不気味さに体を震ふるわせてから、頭を振ふった。

「いや、いや……」

　冷静になれと言い聞かせる。

　大体、山の頂上に蟹かにの化け身しんがいて、それと鉄の精せい錬れんになんの関係が？

　ましてや山の頂上から光を照らすなど、まったくわけがわからない。

「面おも白しろい案ですね」

　突とつ然ぜん、頭上から声が聞こえた。

　あまりに突とつ然ぜんのことで思わず飛び上がりかけ、慌あわてて天てん井じようを見上げるが誰だれもいない。

　狼オオカミの耳を持つホロでさえどこから声が聞こえたのかわからないようで、困こん惑わくしたように天てん井じようを見上げ、左右を見まわしている。

　しかし耳は誤ご魔ま化かせても、狼オオカミの鼻は誤ご魔ま化かせなかったらしい。

「ぬしよ、あの一番奥おくの柱の陰かげじゃ」

　ホロに袖そでを引かれ、振ふり向むいた。ホロが示すのは、廊ろう下かの最さい奥おうにある柱だった。

　護身用の短たん剣けんに手をかけて、すぐにここは大聖堂だったことを思い出す。

　普ふ通つうに考えたら教会関係者だ。不気味な蟹かにの話などをしていたから、頭の中がおかしなことになっている。ロレンスは気を落ち着けるように深呼吸をして、言った。

「私たちは旅の者です！　アティフの司教様から命を受け、当地に参りました」

　声は天てん井じようが高い石造りの聖堂の中を反はん響きようし、まるで輪唱のようだ。

「アティフの司教様から預かった手紙もあります。聖堂の司教様にお目通り願いたいのですが」

　ロレンスの声は再び何度も響ひびき、廊ろう下かの奥おくに消えていく。声が真上から聞こえたのは、この不思議な反はん響きよう構造のせいだろう。

　柱の陰かげにいる誰だれかからは返答がない。

　あるいは、ホロの力を頼たよりにする必要があるような何者かだろうか？

　不気味な絵の描えがかれた、かつての栄えい華がを残すばかりとなった大聖堂。

　人知を超こえたなにかがうろついていても、それはそれでありそうなことだと思った。

「どうやら、本当に偶ぐう然ぜんのようですね」

　そこに聞こえたのは、落ち着いた女性の声だった。驚おどろいたのは、その声がすぐ側から発せられたように聞こえたからでも、どこか呆あきれるような、楽しげなものだったからというわけでもない。

　ロレンスには、はっきりと、聞き覚えがあったのだ。

「ぬしよ」

　ホロがロレンスを振ふり向むくと、渋しぶい表情をしていた。

「嫌いやな予感がするんじゃが」

　そう言った直後、柱の陰かげからふらりと人が姿を見せた。

　優ゆう雅がな舞まいのように見えたのは、その人物の姿勢があまりに良かったせいだろう。

　そして、想像にたがわず、ロレンスはその人物をよく知っていた。記き憶おくの中よりもずいぶん大人になってはいたが、再会までの年月を考えればそれも納なつ得とくのいくことだった。

「まったく、神の気まぐれは我々には理解しえません」

　こちらに向かって歩いてくるのは、一人の女性だ。綺き麗れいに結ゆい上あげてひっつめた髪かみに、蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみを持ち、やせぎすにも見えるが、背筋は力強いほどにぴんと伸のび、所作には凛りんとしたものが漲みなぎっている。着ている僧そう服ふくの襟えりに染そめ抜ぬかれた色から司祭の位にいることがわかるが、誰だれもが思おもい浮うかべる聖職者がいるとしたら、それはきっとこんな人物だろう。

「お久しぶりです、ロレンスさん」

　相手はそう言って微笑ほほえむと、視線をロレンスの隣となりにずらした。

「それから、あなたは良くも悪くも、変わらないようですね。お酒の臭においがしますよ」

「たわけっ」

　ホロは言い返し、腕うでを胸の前で組んでそっぽを向く。

　昔からこの二人は仲があまりよくなく……とロレンスは苦く笑しようしかけ、いや、と思い直した。

　一方的にホロが苦手意識を持っているのだ。

　なにせ相手はあのコルをして、厳格な信しん仰こうの持ち主と言わしめ、一時は神学を修めるために師事していたような相手なのだから。酒があればあるだけ飲み、肉は脂あぶらが滴したたるものでなければならないと考えるようなホロと、相あい性しようがいいはずもない。

「まさかこんなところでお会いできるとは思いませんでした」

　ロレンスは答え、その名を呼んだ。

「エルサさん。お久しぶりです」

「神のお導きのままに」

　かつて行商の旅路の途と中ちゆうで出会い、大事な岐き路ろでロレンスたちのことを導いてくれたエルサは、にこりと微笑ほほえんでうなずいたのだった。
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　ロレンスとエルサは歩み寄ると握あく手しゆをし、軽く抱ほう擁ようを交かわす。

　エルサとは、十年以上前にホロと出会ってすぐの頃ころ、ホロが帰り道を忘れた故郷のヨイツのことを調べる過程で知り合った。そしてホロと結けつ婚こんする際には、式を取り仕切ってくれた大切な人物でもある。

「またお会いしましょう、なんていう手紙を受け取りましたが、まさかこんなすぐに実現するとは思いませんでした」

「あの馬の方はきちんと手紙を届けてくれたようですね」

　ニョッヒラの湯屋にやって来た人ならざる者の一行の中に、遠方の地へと手紙を届ける生業の者がいた。適役というかなんというか、馬の化け身しんだった。

「それにしても、エルサさんはお子さんが生まれたばかりだったのでは？」

「それは一昨年の話ですよ。三人目ですし、今は上の子たちが世話をしてくれてます。一番上の大きな子供も、たまには私から叱しかられることなく生活してみるべきですから」

　エルサの夫はとても気の良いエヴァンという青年だが、エルサとは正反対に、大らかで細かいことにこだわらない性格だった。あれは明らかに嫁よめの尻しりに敷しかれる部類だろうなと、ロレンスは自分のことを棚たなに上げて思い出す。

　ロレンスとエルサが旧交を温めているところに、ホロが面めん倒どう臭くさそうに口を挟はさんだ。

「それより、わっちらは長旅で疲つかれておるんじゃがのう。旅人をもてなすのが、ぬしら教会の連中の信条だった気がしんす」

　エルサはきょとんとしてから、ホロの嫌いや味みにも楽しそうに微ほほ笑えみ返す。子供のわがままには慣れたもの、という感じだ。

「そうでしたね。今はちょうど人が出で払はらっているのですが、その分、部屋はたっぷり空いていますよ」

「湯で埃ほこりを流したいんじゃが、ここは湯浴みはできるのかや」

　すっかりニョッヒラの湯がある生活になじんでいるホロだ。アティフでも時折湯を沸わかしては桶おけに張って浸つかり、頭まで潜もぐりたいと喚わめいていた。

「できます」

「なんじゃと！」

　目を輝かがやかせたホロに、エルサは澄すまし顔でこう答える。

「あなたが自らの手で水を汲くみ、薪たきぎを割り、火を熾おこしさえすれば」

「……」

　蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみのエルサは、背筋をぴんと伸のばしてこう言った。

「怠たい惰だはいけません。働いてこそ、善き一日というものです」

　まだ行商人だった頃ころ、エルサは絵に描いたように生き真ま面じ目めな女助司祭だった。ロレンスたちの旅に同行するまだ子供だったコルに、礼れい儀ぎ作法を授さずけたのもエルサだ。

　お行ぎよう儀ぎという点では娘むすめのミューリに負けるとも劣おとらぬホロも、当時から叱しかられていた。

「ロレンスさん、馬は表に？」

「はい」

「荷ほどきの後に、足を洗う水と、お食事をお出ししましょう。ご安心を。炒いった豆と庭の草ではありません」

　最後の台詞せりふは、いたずらっぽくホロに向けられていた。

　ホロがぷいとそっぽを向く様子に、ホロとエルサのどちらが長い時を生きる賢けん狼ろうなのか、ロレンスにはわからなくなりそうだった。







　大きな教会施し設せつなら、貴族や旅の聖職者の表敬訪問が少なくないので、必ず宿しゆく泊はく施し設せつが併へい設せつされている。ロレンスたちはそのうちの一室に部屋を借り、荷ほどきを終えてから外に出た。

　聖堂の敷しき地ち内にある菜園の側では、エルサが腕うでまくりをして井い戸どから水を汲くんでいた。

「足を洗えばだいぶさっぱりしますよ」

　聖典には貧ひん者じやの足を洗う聖者の話がいくつも載のっているが、ホロはもちろんそんなものにありがたみを感じる性格ではない。

　ホロがあからさまにふくれっ面つらでいると、エルサはロレンスに視線を向けてくる。

「仲が良いのは大変結構ですが、あなたは少し伴はん侶りよを甘あまやかしすぎなのでは？」

　エルサに叱しかられ、平ひら謝あやまりするしかない。

「ほら、ホロ、冷たい水でも気持ちいいぞ」

　桶おけになみなみと張られた水で、ロレンスは手と足を洗う。ホロは嫌いやそうな顔をしつつ、近くにあった大きな石に腰こし掛かけると、ついっと足をロレンスに向けて差し出してくる。

　ロレンスはエルサの呆あきれたようなため息に耳を痛めつつ、姫ひめの靴くつを脱ぬがせ、ローブの下に穿はいているズボンの裾すそをまくり、足を洗ってやる。するとあれこれ文句を言いながらも、それはそれで気持ち良かったらしい。顔つきはなお不ふ機き嫌げんそうだったものの、尻尾しつぽはふわふわと揺ゆれていた。

「それにしても、エルサさん一人でここを管理しているんですか？」

　食事の準備のために火を熾おこす必要があると言い、エルサが薪たきぎ置き場に向かうので、ロレンスが薪まき割わりを肩かた代がわりした。足をロレンスに洗ってもらって満足したのか、ホロも特に不満を言うでもなくついてくる。

「山向こうの大市のことはご存知ですか？　それが終わるまでは、聖堂と村の主だった人たちはみんな、そっちに行ってしまっているのです。村の収しゆう穫かくを可能な限り高値で売り、冬を超こえるための物資を可能な限り安く仕入れる必要がありますから。土と地ち勘かんや人脈のない私はお留守番です」

　エルサの話を聞きながら、ロレンスは斧おのを振ふり下ろしていく。ぱこん、という薪まき割わりの音を気に入ったらしく、ホロは割れた薪たきぎを拾い集めては、新しい木をせっせと置いていく。

　ロレンスには、投げた棒きれを拾ってきては喜ぶ犬のようにしか見えなかったが、もちろん黙だまっておいた。

「とはいえ、一人のほうが気楽ということもあります。ここは掃そう除じのしがいがありますから」

　几き帳ちよう面めんなエルサの台詞せりふには、苦く笑しようするほかない。

　ひととおり薪たきぎを割り終えると、ロレンスはエルサに案内され、外から炊すい事じ場に入る。

「それにしても、あなた方がニョッヒラから出て、こんなところに来るなんて驚おどろきです。一体なぜ？」

　炊すい事じ場の棚たなから火ほ口くちと火打石を取り出しながら、エルサが言う。

「話せば長くなるのですが……私も聞きたいところです。なぜエルサさんがここに？　お住まいの村からは、だいぶ距きよ離りがありますよね」

「私もこんなところまで来るつもりはありませんでした。元々は近きん隣りんの教会から、文字を読める人が足りないから手伝いに来てくれと言われ、臨時で教会の貯め込こんだ資産や特権状の確かく認にんをしていたにすぎません。それが今年の夏前のことですね」

　エルサは話しながらかんかんと火打石を叩たたき、たちまち火がついた。

　ホロはその様子を見て、意地悪くロレンスに「すごいのう」と言ってくるが、火を熾おこすのに手間取ったのは最初の数日だけだと憮ぶ然ぜんとする。

「そして、教会が急に身づくろいを始めたのには、どうやらコルさんが関わっているらしいと聞いて、驚おどろくやら、なにか納なつ得とくするやらです」

　エルサはロレンスが持ってきた薪たきぎの中から、燃えやすそうなものを竈かまどに放ほうり込こんでいく。

　適当に投げているように見えて、燃えやすいように積み上がっていくあたりがさすがだとロレンスは思った。

「私たちもそれが原因です。コルの旅に、一人ひとり娘むすめのミューリがくっついていってしまい、最近は便りも少ないので一度様子を見に、と」

　エルサは蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみをロレンスとホロに向け、意味ありげに苦く笑しようした。

　親ばか、とでも思われたのかもしれない。

　ロレンスは咳せきばらいを挟はさみ、言った。

「ごほん。では、エルサさんは、あっちを手伝ったら次はこっち、とやっているうちに、こんなところにまで来たということですか？」

「大体そんなところですが、あなたたちが見上げていた絵のことが、最大の理由ですね。道が交わるのにも、それなりに理由があります」

　あそこに描えがかれていたのは、ヴァラン司教領の発展と衰すい退たいの歴史であり、魔ま法ほうとしか言いようのない技術をもたらした錬れん金きん術じゆつ師しに、今なお何者かが居い座すわるという呪のろわれた山の様子だ。

「この司教領から人ひと伝づてに助けを求められたときには、さすがに遠かったので躊躇ためらいましたが、ヴァラン司教領の成立物語を聞いて、興味を惹ひかれました。父が収集していた異教の神の話に、新しいものをひとつ付け加えられるのではないかと」

　ロレンスたちがエルサの村を初めて訪おとずれたのも、エルサの育ての父が収集した本を目当てにしてのことだった。

「結果は？」

　鉄てつ鍋なべを竈かまどの上に置き、水みず瓶がめから水を注いでいたエルサは、器用に肩かたをすくめた。

「あなたたちが来ることになりました。アティフにて、手紙を預かってきたのでは？」

「……ということは、エルサさんが、困っていた代理の司教様ですか？」

　水みず瓶がめを片付けたエルサは、自身が着ている服の襟えりを指さした。

「司祭ですよ。女の身で助司祭の助の字が取れただけでも大出世です。もっとも、臨時のことですけれど。夫もいて、子もいるのに司祭だなんて、教会もいい加減なものです。あまりに人手がなくて、私のような者も駆かり出ださなければならないくらいなんですよ」

　エルサはそう言うが、文字が読めて、昔は村の教会を託たくす聖職者を探すため、旅にも出ていた。見識が広く真面目なエルサの評判はもともと村でも高かったろうし、頼たよられるにはそれなりの理由がある。

「ですが、アティフの教会に助けを求めるにせよ、この状じよう況きようを詳つまびらかにすれば、相手は不信感を抱いだくでしょう？　よその村から来た女司祭が取り仕切っているだなんて、乗っ取りかと思われかねません。ですから、応おう援えんを頼たのむ手紙には臨時の代表者と書きました。噓うそではありません」

　四角四面で原理を重んじ、やや息苦しいほどの印象があったエルサだが、最後にいたずらっぽく微笑ほほえむ様からは、強したたかになったのだ、と理解できた。

「なんですかその顔は。私も少しは世の渡わたり方を学びますよ」

　エルサは責めるように言う傍かたわら、鍋なべに塩や大蒜にんにくを大だい胆たんに放ほうり込こんでいく。村ではてきぱきと家を切り盛りしているのだろう様子が窺うかがえた。

「鍋なべ物ものでもよいですよね？」

「肉は入るのかや」

　ホロの問いに、エルサは肩かたをすくめた。

「あなたたちを招いたのは私たちですから、肉食を戒いましめるわけにもいきません」

「よい心がけじゃ。ちなみになんの肉かや？」

「あなたは狼オオカミでしょう。道中の草むらを見てきたのでは？」

　エルサのこなれたあしらい方に、今日はなんのご飯？　とじゃれつく子供の相手をしている様子が重なって見えた。

「兎うさぎじゃな！」

「この辺りの数少ない名物です」

　ホロは目を輝かがやかせ、尻尾しつぽをわさわささせていた。

　現金な様子に、エルサは苦く笑しようする。

「ですが、援えん軍ぐんに商人を希望というのは、なおさら意外ですが」

　そう尋たずねるロレンスの横で、エルサは上じよう機き嫌げんなホロに対し、兎うさぎ肉にくを村人から受け取ってきてほしいと頼たのんでいた。肉のためなら多少の面めん倒どうもいとわないホロが、軽い足取りで炊すい事じ場から出ていった。

　いつもなら自分の獲え物ものたるロレンスがほかの女性と二人きりになると、笑ってしまうほどやきもきするホロだが、さすがにエルサとの仲は疑わないらしい。

「呪のろわれた山と呼ばれ、近きん隣りんの村人たちは薪たきぎを拾いにすら行かないような土地です。聖職者を呼んでも、話がややこしくなるだけです。ですが儲もうけのためなら呪のろいだろうがなんだろうが気にしない商人なら、果か敢かんに森の中に分け入って、山の頂になにがあるのか見に行ってくれると思いました」

　エルサの商人観がよく窺うかがえる発言だったが、間ま違ちがってはいない。

「ということは、山になにがいるのかは、エルサさんもわかっていない？」

「はい。そもそも私が呼ばれたのは、この大聖堂の財産の整理や特権の確かく認にんです。やることは山ほどあるのです。それに自分の村の仕事もありますから、本格的に冬が来るまでには帰りたく思っています。山に赴おもむくなんてとてもとても。ならば折を見て話を集めようと思っても、この大聖堂に勤める人たちはよその町で教会法学を修めてきた人たちばかりで、地元の人間ではありませんし、地元の人たちに私が話を聞くのは、ちょっと憚はばかられます」

　どこかよその土地からやって来て、地域に伝わる異教的な話を聞き集める女司祭となれば、確かに要いらぬ疑ぎ惑わくを招くだろう。新手の異い端たん審しん問もん官か、それこそ乗っ取りをたくらむよその土地の密みつ偵ていなのではないか、と。

「それに、当てにしていた大聖堂の書庫にも、記録らしい記録が残っていないのです。道中の旅籠はたごで聞き集めてきた話のほうが詳くわしいくらいです。あなたたちが見ていた絵が大聖堂に残っているのですから、当時の人は後世に残すべき話だと思っていたはずなのですけれど」

「歴代の司教様たちは調べなかったのでしょうか」

　その問いに、エルサは肩かたをすくめた。

「枯かれて久しい鉄鉱山で、しかも異教めいた逸いつ話わのある場所など、なかったことにするのが正しい判断です。異い端たん審しん問もん官に目をつけられたら、ろくなことになりません」

　臭くさいものには蓋ふたをしろ、というわけだ。

「一方で、私の好こう奇き心だけでなく、現実的な問題もあります。あまり活用されていない土地があるのは大問題です。この司教領が寂さびれているのはひと目で明らかでしょう？　ろくに鉄も出ない山などさっさと売って、そのお金で井い戸どを掘ほるなり、街かい道どうを整備するなりしたほうが人々の生活の改善に役立ちます。ですが近きん隣りんの者たちはこの土地の逸いつ話わを知っているでしょうから、取引には及および腰ごしになるはずです。そこで遠方の地の、商人さんなのです」

　話がアティフの司教に寄せられた応おう援えんを求める手紙につながった。

　ロレンスはエルサの合理的な判断に、感かん嘆たんのため息をつくばかりだ。

「遠方の地の商人なら、呪のろわれた山の噂うわさや土地の経けい緯いなど聞いたこともない買い手を見つけられる、と」

　エルサは答えず、微笑ほほえんだ。

　こんな広い大聖堂に、よそ者であるエルサが一人で留守番を任されているのも納なつ得とくがいく。

　誰だれもが安心して、留守を任せることだろう。

「まあ、山になにがあるかを確かく認にんしに行くことについては、お任せください」

　炊すい事じ場の出入り口から外を見ると、麻あさ縄なわで鈴すずなりにくくられた兎うさぎを抱かかえて走ってくるホロの姿が見えた。賢けん狼ろうなどとどうして自じ称しようできるのかという、満面の笑えみの阿あ呆ほう面と言っていい。

「肉と酒があれば、うちの者は良い働きをしてくれます」

　エルサは肩かたをすくめつつ、鍋なべに塩をもうひと振ふり追加する。

　酒飲みは味の濃こい食べ物が大好きだ。

　エルサはすっかり、ホロの上手を行っているようだった。







　兎うさぎ肉にくの鍋なべとささやかな葡ぶ萄どう酒しゆで腹を満たしてから、ロレンスとホロはエルサの案内で大聖堂の宝物庫に向かっていた。石造りの地下室は牢ろう獄ごくのようにも見えるし、ところどころに魔まよけのための悪あく魔まの彫ちよう刻こくが置かれているのでなおさらだ。

　たどり着ついた最さい奥おう部で、エルサは手のひらにも収まりきらないほど大きな鉄の鍵かぎを差さし込こみ、重い鉄の扉とびらを開けた。

「あの蛇へびのおった穴を思い出すのう」

　エルサの村には巨きよ大だいな蛇へびの伝説があり、教会の地下はかつてその蛇へびが巣穴にしていた洞ほら穴あなとつながっていた。地下室に棚たなが並び、ぎっしりと羊皮紙や書物の類が積み上げられている様子もそっくりだった。

「これらすべてが特権状ですか？」

「それでも四分の一くらいです。とにかく領地が多た岐きにわたるので、そこに住まう人々の課税台帳や、所有権の確かく認にん証など、細々としたものが大半です。書しよ籍せきは技術書ですね。岩塩鉱や鉄の鉱山の採さい掘くつ法や、精せい錬れん法などが記されていました。埃ほこりが積もっていたので、もう長いこと誰だれも触ふれていない、無用の長物のようです。これも売ってしまおうかと思っています」

　やや黴かび臭くさく、ホロは何度かくしゃみをして、ローブを鼻にあてていた。

「私がお見せしたいのは、こちらです」

　手に燭しよく台だいを持ったエルサが先導する。

　兎うさぎ鍋なべを食べながら、エルサは自分が調べた限りの呪のろわれた山の話をしてくれたが、育ての父が残した異教の神々の本をすべて読んでいる彼かの女じよであっても、あの絵の謎なぞはよくわからないようだった。

　それに、山や森にとんでもない化け物がいるという噂うわさは、世の中で珍めずらしいわけではない。その大半が作り話、よく言えば目的あってのものであることはロレンスも知っている。

　たとえば化け物がいて村人は誰だれも入れないから本来支し払はらうべき税金を免めん除じよして欲しいとか、よそものが山や森の資源を取りに来るのを防ぎたいといった理由で、そういう作り話をこしらえる。

　大聖堂には呪のろわれた土地の記録が残っていないこともあり、エルサは当時のなにか政治的な意図からそんな話が広まったのではないか、と考えていたが、その可能性は十分にあり得る。

　しかし、ある日特権を整理しにこの宝物庫に入ったとき、隠かくされるように置かれていたものに気がついたのだと言った。

「それが、これですか？」

　エルサが覆おおいの布を取ってロレンスたちの前に明らかにしたのは、巨きよ大だいなといってもいい、金ぴかの鐘かねだった。

「五十年前の出すい納とう帳に、新しい鐘かねの発注記録が残っていました。今、鐘しよう楼ろうにぶら下がっているのはその際に新しく鋳ちゆう造ぞうされた鐘かねです」

「では、これはその前の？」

　エルサはうなずき、燭しよく台だいの蠟ろう燭そくで別の蠟ろう燭そくに火をつけ、鐘かねの下のほうを照らした。

「ここを見てください」

　ロレンスとホロはそろって覗のぞき込こむようにして、息を吞のんだ。

「えっ……嚙かみ、痕あと？」

　ホロならその中に隠かくれられるのでは、というくらい大きな鐘かねの一部に、穴が四つ、並んで開いていたのだ。

「そう見えますよね。あなたはどうですか？」

　その穴のひとつひとつは、握にぎりこぶしが入るほどではないが、指なら二本くらい簡単に入ってしまう。そして、ホロの牙きばを見たことのある者ならば誰だれでも、想像せざるを得ない。

「わっちら狼オオカミは、金物は嫌きらいじゃ」

　ホロはそう言ってから、鐘かねに開いた穴に鼻を近づけていた。

「……匂においは残っておら……くしゅっ」

　ホロはくしゃみの後に鼻を擦こすり、さらにロレンスの袖そでに鼻を擦こすりつけてくる。

　よほど嫌いやな匂においだったのだろう。

「伝説なら伝説で構わないのですが、この鐘かねがここにあって、まさか、と思ったのです」

　ロレンスは鐘かねを見下ろして、唸うなる。もしもこの鐘かねに嚙かみついた何者かがいるのならば、旅籠はたごで聞いた、山に入ったまま誰だれも出てこなかったという話はあながち作り話ではないのかもしれない、と思えてくる。

　しかし、そこに呆あきれたようなため息が聞こえ、見れば鼻をぐずつかせていたホロだった。

「たわけ」

　鼻声で言うと、ホロはこんとつま先で鐘かねを蹴けった。

「あんな高い塔とうの上にぶら下がっておった鐘かねじゃろう？　どうやって嚙かみつくんじゃ？」

「あっ」

　ロレンスがエルサと合わせて口を開くと、ホロは呆あきれたように首を回した。

「鳥に歯は生えておらぬしのう。仮に鉤かぎ爪つめじゃとすると、四つの穴は変じゃ」

「た、確かに。爪つめなら三つで、反対側にもあるはずだな」

「それに、これは力任せで開けた穴ではありんせん」

「え？」

　聞き返すやいなや、ホロはいきなりロレンスの脇わき腹ばらを力任せに摑つかんできた。

「痛っ！　な、なんだいきなり！」

「たるんだ腹でなくとも、摑つかめばひしゃげるじゃろうが」

　手を離はなしたホロに、エルサが感心したようにうなずいた。

「確かに、鐘かねの形は綺き麗れいなままですね」

「こんな穴が開くほど嚙かみついたら、形が崩くずれるかひびでも入りそうなものじゃが、まったくそんな気配がありんせん。それに、この穴は妙みようじゃ」

　ホロは蠟ろう燭そくの明かりに照らされた穴を見て、目を眇すがめた。

「どうやったら、こんな穴になるんじゃ？」

　ロレンスは改めて穴を見てみるが、ホロの言うことはよくわからない。金属に犬が嚙かみついたとしか思えない歪いびつな穴が四つ、並んで開いている。

　しかし、鐘かねは高い鐘しよう楼ろうの上に吊つるされていたはずだし、嚙かみついたのだとしたら当然起こるべき歪ゆがみやひび割れもないという指し摘てきは、無視できない。

「素す直なおに考えるのなら、この鐘かねは伝説とは全く無関係というところじゃが……」

　合理的な推論だが、ホロ自身、あまり信じていないように思える。

　ロレンスは、こう尋たずねた。

「あらゆる妙みような点を差し置いて、ひとまず、何者かが嚙かみついた痕あとだとする仮定を受け入れたとしたならば」

　ホロとエルサが、ロレンスを見る。

「お前にどうにかなりそうな相手か？」

　蠟ろう燭そくの灯ひが、風もないのにゆらりと揺ゆれた。

　あるいはそれは、ホロが不敵な笑えみを浮うかべたせいかもしれない。

「わっちゃあ賢けん狼ろうホロじゃ。月を狩かる熊くま以外なら、そう簡単に負けはせん」

　麦に宿り、見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミの化け身しん。

　ならば次の行動は決まっていたのだった。







　日が暮れ、畑仕事に出ていた者たちは家に戻もどり、夕食の後は蠟ろう燭そく代ももったいないからと明日に備えて眠ねむる。

　そんな時刻になるのを待ってから、ホロは狼オオカミの姿を露あらわにした。

『ぬしは待っておればよいというに』

「たわけ。お前は案外喧けん嘩かっ早ぱやいからな。任せてられるか」

　ホロの口くち真ま似ねをしたロレンスに、ホロは不服そうに巨きよ大だいな尻尾しつぽでロレンスの体を払はらう。

　ひっくり返ったロレンスの抗こう議ぎなど聞く耳も持たないホロに、エルサが言った。

「できる限り争いは避さけてください。何者かがいるのであれば、そっとしておくという選せん択たく肢しもあります」

『相手次し第だいじゃな。話の通じる奴やつならよいが』

　エルサはうなずき、ロレンスがホロの背中にまたがるのを手伝ってから、教会の紋もん章しようを手に握にぎる。

「神の御加護がありますように」

『ぬしは相変わらずいい度胸じゃ』

　古代の森の精せい霊れい相手では、教会の神も新参者だ。ただ、習慣としてそうしていたらしいエルサは、ホロの指し摘てきに目をぱちくりとさせてから困ったように笑っていた。

『さて、振ふり落おとされても、拾わぬからな』

「お前が意地悪しなければ落ちやしないよ」

　言うが早いか、ホロはわざとらしく身み震ぶるいしてから唐とう突とつに走り出した。

　振ふり向むけばエルサは手を振ふっていたが、ロレンスはすぐにホロの毛を強く握にぎり、体を押おしつける。ぐんぐん速度が上がり、耳を切る風の音でホロの足音も聞こえなくなってくる。夜空は雲間から時折月が覗のぞく程度で、ロレンスの目には夜闇やみのすすき野原が真っ黒な湖にも見えた。

　影かげ絵えの世界を疾しつ駆くするホロの背中で、ロレンスは束つかの間まにホロの世界を垣かい間ま見みる。

　お互いのことならなんでも知っていると信じているロレンスだが、その実、最愛のホロは人ではない狼オオカミだ。

　普ふ段だんはほとんど意識することなどなくても、こういうときに強く彼ひ我がの差を思い知る。

　けれども力強い毛皮に思い切りしがみつけるのは案外嫌きらいではない、と伝えたら、ホロはきっと照れるような、嫌いやそうな、苦しそうな顔で尻尾しつぽをうねうねさせるだろう。そんな想像に笑いながら、若じやつ干かんの恐きよう怖ふに耐たえていた。

　どれくらいそうしていたのか、やがて耳元で暴あばれ狂くるう風が幾いく分ぶん和やわらいで、ホロが地面を踏ふみしめる軽かろやかな音が聞こえるようになっていた。

　顔を上げればいつの間にか雑木林の中にいて、木立の向こうに雲のかかった月が見える。山の麓ふもとに到とう着ちやくしたらしい。

　馬でも数刻かかるような距きよ離りと聞いていたが、さすがの健けん脚きやくだった。

「こんな大おお雑ざつ把ぱに縄なわ張ばりに入って大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　もし何者かが山にいるのなら、少し様子を見てからのほうが良いのではないかと思った。

『普ふ通つうの鹿しかやらの匂においしかしておらぬ』

　ホロの背中の上にいるとわかりにくいが、ホロは器用な足運びによって、多少の段差や岩くらいなら、背中をほとんど揺ゆらさないままに乗のり越こえていく。

　なんだかんだ言って背中に乗る自分のことを気にかけてくれているあたり、ホロは素す直なおではない。

「あの顔が描えがかれていた山がどこかっていうのはわかりそうか？」

『ひとまず一番峰みねの高い場所に向かっておる。高みから眺ながめればなにかわかるやもしれぬ』

「そうだな」

　ロレンスが答えると、ホロはやや速度を上げた。あるいはそれは、山道に入って傾けい斜しやがきつくなったせいかもしれなかった。歩いて登ったら骨が折れそうなそこも、ホロは馬が平地を走るような速度で登っていく。足取りも、呼吸も、大きな尻尾しつぽが揺ゆれる動きも、ホロが楽しみながら山を登っているのだとよくわかる。

　ホロの住すみ処かは町ではない。

　深い森の中こそ、ホロの居場所なのだとロレンスにはわかった。

『到とう着ちやくじゃ』

　と、ホロが足を止めたのは、木のまばらな、一見するとちょっとした広場のような場所だった。自分で思っていたよりも強い力で毛皮にしがみついていたのか、こわばる手をほどき、腹ばいになったホロの背中から慎しん重ちように滑すべり降おりる。

　地面はふかふかの落ち葉が幾いく層にも積み重なっていて、掘ほれば良い土が出てきそうだった。

「元禿はげ山やまの鉄鉱山には見えないな。いくらかでも井い戸どから水が出ているのは、これのおかげか」

　落ち葉を軽く蹴けると、どんぐりがぱらぱらと舞まうし、暗くら闇やみに目が慣れてくると、あちこちに若木が生えているのが見えた。

『そうでもありんせん。山のそこら中に鉄を含ふくんだ石が捨てられておって、わっちの鼻には嫌いやな臭においばかりじゃ。日の高いうちに来れば、ぬしの目でもすぐに異様さがわかるじゃろう』

　ホロは言いながら、大きな鼻でロレンスのことを小こ突づく。嗅かぎなれた匂においが欲ほしくてそうしているようだったので、口こう吻ふんの鼻筋あたりを手で搔かいてやったら尻尾しつぽをぱたぱた振ふっていた。

「呪のろい……というのがなんなのかわからないが、鉱こう滓さいが捨てられているなら、鉱毒のことを言ってるのか？　それにしては木が多くて、のどかに感じるが……」

　代わりに、亡ぼう霊れいがふっと現れてもおかしくない雰ふん囲い気きではある。

『ふむ』

　ロレンスに甘あまえるように鼻を寄せていたホロは顔を上げると、鋭するどい目で周囲を見み渡わたしている。

『今もなにかがおるかはわからぬが……なにかがおったのは間ま違ちがいありんせん』

　驚おどろいてホロを見ると、ホロは森を見よとばかりに視線を向ける。

『山の木の種類が妙みようじゃ』

「種類？」

『放っておいたらこんなふうにはならぬ。ここに生えておるものは全部、冬に葉を落とし、実をつけるものじゃ。それに、山やま裾すそからずっと、どの木も大体規則正しく生えておってのう』

　実をつける落葉樹は、良い薪たきぎになり、茸きのこの苗なえ床どこにもなる。それで規則正しく生えているとなれば、思いつくことはひとつしかない。

「植林か。ここは自然に緑が戻もどったわけじゃないのか？」

『おそらくのう。それも、見み渡わたす限りそうじゃ。こんな光景、わっちゃあ見たことありんせん』

　何百年と森を眺ながめてきたホロには、この山のおかしさがわかるらしい。

『そもそもこんな広こう範はん囲いに緑が戻もどるのには、放っておいたら百年単位で時間がかかりんす。禿はげ山やまになったのがたかだか数十年前じゃろう？　間ま違ちがいなく誰だれかが手を入れておったはずじゃ』

「村人たちという可能性は？」

　ホロは大きな鼻から、ロレンスに向けて息を吹ふきかける。

『蟻ありの群れのような人数が必要じゃな。それに、人はもう少し賢かしこい。こんな好みの木ばっかり植えるようなたわけた真ま似ねはせんじゃろう。同じ木ばっかり植えるのはあまり良くありんせん』

　好み、という言い方にロレンスは引っかかった。

「山に木を植えた奴やつに心当たりが？」

『あのへたくそな絵の、一部も謎なぞが解けておる』

　ホロは不満げに鼻を鳴らすと、責めるような眼めをロレンスに向けてきた。

『やはりあの港町の絵は描きなおすべきじゃと思いんす。きちんと絵を描かねば、後世に正しい話が伝わらぬ』

　まだ絵のことを諦あきらめていなかったのか、とロレンスはやや呆あきれつつ、ホロに聞き返す。

「解けてる謎なぞは、山頂の顔のほうか？　それとも？」

『顔の側におった、天使のほうじゃ。あれはぬしらの言う天使などではありんせん』

「だけど、羽が生えてたよな」

『たわけた絵じゃからそう見えただけじゃ。あれは羽ではありんせん』

　神の顔を支えている者の背中には、羽のようなものがくっついていた。けれどあれが羽ではないのだとしたら？

　ロレンスがホロを見やると、森の王は言った。

『栗鼠りすじゃ。栗鼠りすの背中まで届く尻尾しつぽが、羽のように見えておるんじゃ』

　その瞬しゆん間かん、ロレンスはこの森の様子にも気がついた。それから、どうして短期間で膨ぼう大だいな数の木が生えて、しかも実を成す種類のものばかりなのかも。

『穴を掘ほって木の実を埋うめるのは連中の得意技わざじゃからのう。ついでに口の中に山ほど木の実を詰つめて持ち運べる。さぞ作業がはかどることじゃろう。まず間ま違ちがいなく、この森を作ったのは栗鼠りすじゃ』

　謎なぞだらけだった伝説の一部が、いくらか光で照らされた。

　しかし、疑問も残る。

「栗鼠りすだとすると、あの鐘かねの嚙かみ痕あとは謎なぞのままだな。いや、栗鼠りすなら手の爪つめの痕あとという可能性もあるか？」

『力ちから自じ慢まんの栗鼠りすが鐘かねを握にぎり潰つぶそうと？　栗鼠りすの小さな手であの穴が開くなら……それこそ山のような大きさの栗鼠りすじゃろうな』

　ちょっと想像できないし、その場合はなんにせよ、なぜ鐘かねは歪ゆがまず、ひびも入らなかったのかがわからない。

「手っ取り早いのは、その栗鼠りすから話を聞くことだが……山にいるかどうかわからないか？」

『あっちこっちから鉄の臭においがするせいで、鼻がうまく利きかぬ。まあ、これほど御ご馳ち走そうだらけの山を作ったのなら、間ま違ちがいなくどこかに潜ひそんでおるはずじゃ。遠とお吠ぼえをしてよいのなら、山の向こうまで、出てこいと伝えられるんじゃが』

　山の麓ふもとから少し離はなれた場所には、普ふ通つうに村々がある。水が悪いのか畑が少なく、代わりに草地が多いので羊や山や羊ぎの牧ぼく畜ちくを営んでいる。そこに狼オオカミの遠とお吠ぼえが聞こえたら、彼かれらの生活に間ま違ちがいなく悪あく影えい響きようが出る。

「それは最後の手段にしよう」

『ならば地道に探すしかありんせんが、まあ、ここで寝ねておれば向こうが気がつくじゃろ』

　ある日突とつ然ぜん、御ご馳ち走そうだらけの楽園に巨きよ大だいな狼オオカミが現れたとしたら。

　栗鼠りすとしては、確かに用向きを聞きに来るくらいはするかもしれないなと思った。

「じゃあ、野宿か？　なんにも用意してないが……っうわ!?」

　ロレンスは話している最中に、ホロの尻尾しつぽに絡からめ取られるようにしてひっくり返るが、背中は柔やわらかい毛皮に受け止められた。

『わっちの毛皮で寝ねるのが不満かや？』

　大きなホロの赤い瞳ひとみが、牙きばと一いつ緒しよに向けられる。

　ロレンスならばホロの機き嫌げんの良さがひと目でわかるが、余人が見れば今にも哀あわれな旅人が食われようとしていると見るだろう。

「そういえば、エルサさんと初めて出会った時も、こうしてひと晩明かしたよな」

　エルサの村と近くの町の確かく執しつから起きた争いに巻まき込こまれ、逃にげ出だした先の森で野宿した。

　懐なつかしいなとホロの尻尾しつぽの毛を撫なでていたら、尻尾しつぽの毛先で顔をはたかれる。

『わっちの毛皮の中でほかの雌めすの話をするとは、よい度胸じゃな』

　背中を預けているホロの脇わき腹ばらの向こうから、雷らい雲うんの轟とどろきのような唸うなり声が聞こえてくる。

「今晩は冷えそうだから、少し熱くなってもらったほうがいいかと思って」

『たわけ』

　ホロは体を丸めると、鼻先でロレンスを小こ突づく。

　そして、ひとしきり意地悪すると満足したのか鼻を鳴らし、くつろいだように四し肢しを伸のばして耳をぱたぱたさせた。

『確かに久しぶりじゃ』

　ホロはずいぶん嬉うれしそうだった。

　ニョッヒラでは、ホロは時折用事を見つけては狼オオカミの姿に戻もどり山をうろうろしていたが、ロレンスがそこに同行することはあまりない。それにニョッヒラも客が多いので山にはちょくちょく人が入り、頻ひん繁ぱんに狼オオカミの姿に戻もどれるわけではない。

　ロレンスのことを懐ふところに抱だいて嬉うれしそうにしているホロの様子に、ロレンスは思わずこう言っていた。

「お前は、こういうの嫌いやなのかと思ってたよ」

　人は人。狼オオカミは狼オオカミ。

　そういう歴然とした事実を突つきつけられることを、ロレンスとホロは避さけてきた。

　ホロはロレンスの言葉に顔を上げかけ、途と中ちゆうで思い直し、再び力を抜ぬいて落ち葉の毛布に顎あごを乗せた。

『その時の気分によるのう』

　やや細められた赤い瞳ひとみは、自じ嘲ちようのために笑っていたのだろう。確かに、ホロはニョッヒラでも機き嫌げんが悪い時、狼オオカミの姿に戻もどって温泉に浸つかっている。

「気まぐれはお姫ひめ様の特権だ」

　そう言ってホロの毛皮を撫なでてやれば、楽しそうに尻尾しつぽの毛先が揺ゆれていた。

『まったく、たわけじゃな』

　ホロは呆あきれたように言って、目を閉じる。

　ロレンスも小さく笑い、体の力を抜ぬいてホロの毛皮に身を沈しずめた。

　暖かく、森の匂においがする毛皮の中で、眠ねむ気けはあっという間にやってきたのだった。







　山で寝ねていれば、山にいる何者かのほうから気がつく、というホロの考えは正しかったらしい。夜を明かし、ホロの案内で鉱毒の混じっていない沢さわまで連れていってもらい、その側で火を焚たいて、ホロが捕つかまえてきた野の兎うさぎを捌さばいて焼いていたときのことだ。

　大きな尻尾しつぽをぱったぱったさせながら兎うさぎの焼け具合を見守っていたホロが、急に顔を上げたかと思うと、ロレンスがなにかを言うより早く駆かけ出だしていた。その動きは、ロレンスを山頂に連れてきたときのものとはまったく違ちがっていた。まさしく一いち陣じんの風のように落ち葉を巻き上げ、あっという間に見えなくなる、森の狩人かりゆうどにふさわしい俊しゆん敏びんさだった。

　呆あつ気けに取られたロレンスだが、ホロが山で道に迷うことも、ましてや焼いている肉の場所を忘れることもあるまいと思い直した。肉を焼く作業に戻もどって、ひと足先に脂あぶらの滴したたるもも肉に舌した鼓つづみを打っていたときのことだ。

　沢さわの脇わきにある崖がけ下したから、にゅっとホロの耳が見えたかと思うと、ひと息に大きな体が現れた。

「おお、おかえ……り？」

　ホロの口には、見たこともないほど巨きよ大だいな栗鼠りすがぶらさがっていた。

『わっちらの様子を窺うかがいに来ておった』

　首根っこを咥くわえられていた栗鼠りすは、ホロの口から解放されても小さく丸まったままだった。

　体と同じ大きさくらいある独特の尻尾しつぽは震ふるえ、頭を抱かかえるようにうずくまっている。

　立ち上がればロレンスの身長を超こえるのでは、というような栗鼠りすだが、今は真ん丸な毛皮の塊かたまりにしか見えない。

「言葉は通じるのか？」

『ほれ』

　ホロの鼻先につつかれると、栗鼠りすはびくりと顔を上げ、ロレンスは栗鼠りすと目が合った瞬しゆん間かんに理解する。知ち恵えを宿した目というのは、すぐにわかるものだ。

「私たちは、この森を荒あらしに来たわけではありません」

　そう言うと、体の割に小さい口がもぐもぐ動いたが、言葉は出てこない。

「もちろん、この狼オオカミがあなたの命を狙ねらうこともありません」

　栗鼠りすは口を閉じ、ちらりとホロを振ふり向むいた。

『場合によるがのう』

　そしてホロがにやりと牙きばを見せると、たちまち丸くなってしまう。

「おい」

　ロレンスがホロをたしなめると、ホロは鼻を鳴らしてから、ロレンスを挟はさんで栗鼠りすとは反対側に腰こしを下ろす。

　すると、栗鼠りすは少しだけ顔を上げ、ロレンスのほうを見た。

『あなたは……人、なのでは？』

　なぜ狼オオカミと手を組んでいるのか、と言いたげだった。

「元行商人にして、今は湯屋の主人をしている、クラフト・ロレンスと言います」

　名乗り、手を差し出すと、栗鼠りすはつぶらな瞳ひとみでロレンスの手と顔を見比べてから、おずおずと手を伸のばしてきた。体の割に小さい手とはいえ、ロレンスの手よりも少し大きかった。

　そして、その爪つめをなにげなく確かく認にんしたが、あの鐘かねに開いていた穴には小さすぎる気がした。

「どうぞよろしく。そして、あちらはその……」

　ロレンスは気き恥はずかしさもあって、咳せき払ばらいをする。

「妻のホロです」

　栗鼠りすも呆あつ気けに取られた顔をするのだと、そのとき初めて知ったのだった。







　ほとんど気絶するくらいに驚おどろいていた栗鼠りすは、はっと我に返っていた。

『人と、狼オオカミが……人と狼オオカミが！』

　ロレンスとホロを見比べて、大きな丸い栗鼠りすが体を弾はずませるようにそう言った。

　ロレンスの勘かん違ちがいでなければ、喜んでいるように見えた。

『では、人と栗鼠りすというのも夢ではないということですね！』

　今度はロレンスが驚おどろく番で、思わず後ろのホロを振ふり向むいたら、ホロもやや興味を惹ひかれる顔をしていた。

『ふふ、ああ、でも、私のようなものがお師し匠しよう様となど、おこがましい……いや、でも……』

　などと言って、両手を擦こすり合わせたり、尻尾しつぽを丸めたりしている。

　呪のろわれた山で縄なわ張ばりを守り、侵しん入にゆう者を亡なき者にしている何者か。

　到とう底ていそんなふうには見えなかった。

「あの」

　と、ロレンスが声をかけると、栗鼠りすは弾はじかれたように背筋を伸のばし、目をぱちぱちさせた。

『こ、これは失礼しました』

　栗鼠りすは体を丸めて頭を下げると、下げた勢いよりも早く再び顔を上げた。

『ああ、そ、そうです！　こんなことをしている場合ではありません！』

　栗鼠りすはその場で上下に体を弾はずませて、尻尾しつぽを体よりも大きく膨ふくらませていた。

『早くその火を消してください！　山の天使様がお怒いかりになられます！』

　山の天使、という言葉に興味を惹ひかれたが、栗鼠りすの顔からは必死の様子が見て取れる。

　話を聞く必要もあるので、ひとまず従うことにした。

「わかりました。ホロ」

　ロレンスが名を呼ぶと、ホロは面めん倒どう臭くさそうにため息をついた後、大きな口を開けて焚たき火びで焼かれていた兎うさぎを丸まる吞のみし、側の沢さわに沈しずめた前足で水を搔かいて焚たき火びを消した。

『これでよいかや？』

『ええ、ええ、大だい丈じよう夫ぶだと思います』

　栗鼠りすは安あん堵どするように息を吐はき、それから申し訳なさそうにロレンスを見た。

『それと……あなたたちも山を下りていただけないでしょうか。山の天使様がお怒いかりになられるかもしれません』

　再び出てきたその単語を、今度は逃のがさなかった。

「その山の天使様というのは、髭ひげ面づらの？」

　すると、栗鼠りすはぽかんとしてから、小首を傾かしげていた。

『いえ……私は天使様を見たことはありません。あなた様は、見たことがあるのでしょうか？』

「……」

　なにか話が嚙かみ合あわない。この山に木を植えたのはほぼ間ま違ちがいなくこの栗鼠りすだし、あの大聖堂に描えがかれた絵の中の、不気味な顔の横に立っていたのもきっとこの栗鼠りすだろう。

　あの顔が山の天使ではないのか？

「この山に木を植えられたのは、あなたですよね？」

『わあ、そうです！　そうです！　一度はなにもない禿はげ山やまになってしまいましたが、ここまで戻もどったのです！　きっとお師し匠しよう様も褒ほめてくださると思います！』

　栗鼠りすは嬉うれしそうに、体を上下に揺ゆすりながら言う。もしかしたら本人は飛とび跳はねているつもりだったのでは、と思ったのは少し経たってからのことだ。そこら中にどんぐりが散らばる、見み渡わたす限りに好みの木が植えられた山に住んでいるので、おそらく食べすぎだ。

　それは別にして、気になる言葉があった。

「先ほどからおっしゃる、お師し匠しよう様とは？」

『お師し匠しよう様は、私を弟で子しにしてくれました』

　栗鼠りすの顔であっても、嬉うれしそうに笑うことができる。

　しかも相手をとてもほのぼのとさせてしまう笑えみで、ロレンスも引ひき込こまれそうになってしまうが、この山の謎なぞを解くには栗鼠りすから情報を聞き出さなければならない。

「お師し匠しよう様というのは……人ですよね？　なにかの職人、でしょうか？」

『はい。お師し匠しよう様は、錬れん金きん術じゆつ師しと呼ばれている、すごい力を持った人です』

　嬉うれしそうに語る栗鼠りすを前に、ロレンスはごくりと息を吞のむ。

　大聖堂に残された伝説は、まったくの作り話ではないとわかった。

『あなたも錬れん金きん術じゆつ師し様ですか？』

　その無む邪じや気きな問いに、不意に身構えた。

　朗ほがらかで、愛あい嬌きようがあって、少し間の抜ぬけた人ならざる者。

　だが、それは本人が仲間と認める者に対しての態度であり、そうでない者に対しては突とつ然ぜん豹ひよう変へんし牙きばを剝むくというのは、迷まよい込こんだ森の中で出会う化け物の話で定番の展開だ。

　錬れん金きん術じゆつ師しではないとへたに答えたら、いきなりその爪つめで……と思った矢先のことだった。

『わっちらは急いでおる。ぬしの知っておることを洗いざらい喋しやべらねば、さっきの兎うさぎと同じような目に遭うじゃろうのう！』

　ロレンスの前に進み出たホロが、牙きばだらけの口を開けて栗鼠りすに詰つめ寄よった。

　黒いつぶらな瞳ひとみをした栗鼠りすがひっくり返るのには、十分すぎる迫はく力りよくだった。

「おい、ホロ」

　慌あわててホロを諫いさめるが、じろりと赤い瞳ひとみを向けられた。

『たわけ。この山の噂うわさを思い出すんじゃ。山に入った者たちが二度と戻もどってこないのだとしたら、山に人を埋うめておるのはどいつじゃ？　ここに穴を掘ほり、食い物を埋うめるのが得意な奴やつがおるじゃろう！』

　人は人、狼オオカミは狼オオカミであるように、人ならざる者は人ではない。

　ロレンスの懸け念ねんを、ホロはもっと真しん剣けんに考えていた。なぜなら、ホロは人ではないからだ。

　いわば守ってもらったのに、ロレンスはそのことが少し悲しかった。

『わ、私はそんなこと、していません……』

　すると、落ち葉の中に頭をうずめていた栗鼠りすの声がした。

『わ、私は、その……山に入ってくる人たちに、熊くまのふりをして驚おどろかしただけで……』

　頭隠かくして尻しり隠かくさずのまんまるな栗鼠りすは、尻尾しつぽを震ふるわせながらそう言った。

　ホロは人の噓うそを聞きき逃のがさないし、それは栗鼠りすが相手でもそうだろう。

「どうだ？」

　ホロに視線を向けると、ホロは鼻からため息をつく。

『狼オオカミのふり、と答えておったら頭からかじるところじゃ』

『そ、そんなことは決して……』

　今にも泣き出しそうな栗鼠りすの目に、ロレンスは庇ひ護ご欲を刺し激げきされてしまう。

「ホロ、あんまり脅おどかすな」

『ふん』

　いくらかはわざと悪者のふりをしているのだろうが、ホロの牙きばはあまりにも迫はく力りよくがあり、森で木の実を集める栗鼠りすには効きすぎる。

「うちのが失礼しました」

『……』

　再度手を差さし伸のべると、栗鼠りすは困こん惑わくしたようにロレンスを見て、ホロを見た。

「私たちは、教会の人から頼たのまれてやって来ました。この山は呪のろわれているという噂うわさがあるけれど、その真相を確かめてきて欲しい、と」

　栗鼠りすはロレンスの手を取り、むくむくとした体を起こす。不安そうな顔は、ロレンスが教会の使いと名乗った以上に、ホロのことを恐おそれているように見えた。

『それは……私にこの山から出ていけ、ということでしょうか……』

　栗鼠りすは小さな手を胸の前で合わせ、上うわ目め遣づかいにロレンスのことを見る。

　ロレンスはそれでようやく、ホロの不ふ機き嫌げんさに合が点てんがいった。

　元々ホロはこの山に来ることに消極的だった。なぜなら、山に人ならざる者がいるせいで変な噂うわさが立っているのなら、こういうことになる可能性が高いとわかっていたからだ。

　ホロを振ふり向むくと、ホロはほれみろとばかりに、苦々しそうな顔でそっぽを向いている。

　しかし、ロレンスは道中、ホロにこうも言った。自分たち以外の者がここに来たとしたら、もっとろくなことにならないだろうと。

　ロレンスは咳せき払ばらいをし、不安そうな栗鼠りすに向き直る。

「ご安心ください。後ろにいる妻のホロも、何百年と暮らしていた村の麦畑を追い出された身です。私は世に通じる商人ですし、あれは賢けん狼ろうとまで呼ばれた誉ほまれ高き狼オオカミです。この山にまつわるお話を調べ上げ、可能な限りあなたの味方をできたらと思います」

　突とつ然ぜん現れた人間と、その妻だという見上げるばかりに巨きよ大だいな狼オオカミの、妙みような組み合わせ。

　こちらの言葉を信じてもらえないかもとロレンスは思ったが、栗鼠りすは不意に鼻をひくひくさせ、にこりと笑った。

『お二人の仲の良さは匂においでわかります。きっと、悪い人たちではありません』

　そんなことがあるのかと、ロレンスは思わず自分の服の匂においを嗅かいでみるが、よくわからない。ひと晩ホロの毛皮の中で眠ねむったために、ホロの匂においがするくらいだ。

　そうこうしていると、ロレンスは当のホロに頭を小こ突づかれた。

『ぬしの鼻はなかなかよく効くではないか』

　栗鼠りすは目をぱちくりとさせてから、恐きよう縮しゆくするように肩かたを縮め、頭を下げる。

『じゃが、仲が良いのではありんせん。こやつがわっちから離はなれぬだけじゃ』

　ホロはロレンスの頭と言わず背中と言わず鼻先で小こ突づいてくるが、多分仲が良いと言われて嬉うれしかったのだろう。ホロの尻尾しつぽに気がついていたロレンスは、仕方ないなとされるがままだった。

『それで、ぬし、名は？』

　ロレンスをひととおり小こ突づいて満足したのか、ホロがそう言った。

　栗鼠りすは忙せわしなくまばたきをしてから、うなずいた。

『わ、私は、ターニャと言います』

『洒落しやれた名前ではないか』

　ずいぶん可愛かわいらしい名前だとロレンスも思ったが、栗鼠りすが嬉うれしそうに笑う様子を見ると、もうターニャ以外の名前は思いつかなくなっている。実に見事な名前だった。

『お師し匠しよう様がつけてくださった名前です。私の人の姿には、それがぴったりだって』

　人になれるのか、と驚おどろいたその瞬しゆん間かんだ。

　軽い風が吹ふいたかと思うと、ロレンスの目の前には、栗くり色いろのふわふわの巻き毛を腰こしまで伸のばした、おっとりとした顔つきの娘むすめがいた。

「いかがでしょう？」

　無む邪じや気きな笑え顔がおだが、ロレンスの顔がこわばるのはターニャが無警けい戒かいに人の姿を取ったことにではない。錬れん金きん術じゆつ師しがターニャなどという柔やわらかい感じの名前をつけたのは、決して笑え顔がおだけが理由ではないとわかったからだ。

　そして、後ろでホロがものすごいうなり声を上げた、その理由もまた。

『わっちゃあホロ、賢けん狼ろうホロじゃ！』

　牙きばを剝むいたホロにターニャは再びひっくり返り、栗鼠りすの姿に戻もどっていた。

　ホロがなにに怒おこったのかは理解できる。

　ターニャはこの森で、あふれんばかりの木の実を食べているようだ。

　たわわに実ったターニャのそれは、ホロにはないものなのだった。







　ターニャはすっかりホロに対し怯おびえていたが、人の前で異性が服を着ない姿を見せるのは誘ゆう惑わくに当たる、とロレンスが説明することで、ようやくターニャは落ち着いてくれた。

　ホロが怒おこったのはそれよりももっと別のことなのだが、ホロも自分の怒いかりがあまりにばかげている自覚くらいはあるらしい。ターニャが誘ゆう惑わくのつもりなどなかったことを謝あやまると、渋しぶ々しぶながら受け入れていた。

　それでひとまず一件落着し、本題のこの山の話に入ることとなった。

『お師し匠しよう様たちは、ある日、この山にふらっと現れたんです。まだ山から人がいなくなってあまり時間が経たっていなくて、私が木の実を植え始めたばかりの頃ころです』

　ターニャはロレンスたちの前を歩いているが、伝説のもとになったと思おぼしき場所に案内してくれていた。

『その頃ころはまだ、山に残された鉄を掘ほりに来る人がいて、私は困っていました。せっかく芽を出した苗なえ木ぎも根こそぎにされてしまいますから……』

　ターニャのふわふわの尻尾しつぽが力なく垂れる。

『すると、お師し匠しよう様は言いました。私が木を植えるのはとても良いことで、この先も続けるべきだと。なぜなら、この山の中には空から落ちてきた天使がいて、今も眠ねむっているが、木がなくなってとても怒おこっているからだ、と』

　堕だ天使の話だろうが、木がなくなって怒おこる天使、というものをうまく想像できない。

『それで、これ以上怒おこらせると大変なことになるから、そのことを人々に知らしめて、人が山に入ってこないようにしよう、とおっしゃられました』

　ターニャは道行く先の岩を、やや難なん儀ぎそうに乗のり越こえる。

　ホロにあっさり捕つかまったのは、ホロが優ゆう秀しゆうな狩人かりゆうどだから、というばかりでもなさそうだ。

『するとお師し匠しよう様たちはどこかから炭を調達して、山に残されていた石から鉄を取り出すや、大きな門を作ったのです。私は、その門をずっとお守りしてきました』

「門？」

『はい。もう少ししたら、その門に着きます』

　栗鼠りすのターニャはもちろん四つ足で山道を行くのだが、歩くたびにもちもちと揺ゆれ動うごく後ろ姿に先ほどの人の姿での裸ら体たいを思い出してしまい、なんとも落ち着かなくなる。

　後ろでホロがうなっているような気がするので、ロレンスは努めて視線を逸そらしていた。

『お師し匠しよう様は、その門から天使様を呼び出して、お怒いかりの様子を人々に知らしめました。私は直接天使様を見られませんでしたが、ふふ……皆みな様さまの慌あわてようはすごかったです。お師し匠しよう様は偉い大だいな錬れん金きん術じゆつ師し様です』

　振ふり向むくターニャは本当に嬉うれしそうに笑っている。

　ターニャはどうやらはるか昔からこの近きん隣りんに住む栗鼠りすであり、山から鉄が出て人々が殺さつ到とうしてからは、禿はげ山やまになるのをじっと見ていることしかできなかったらしい。

　それでもようやく鉄が出なくなり、人がいなくなってからは、せっせと山に木を取とり戻もどすために働いていたが、鉄の残ざん滓しを求めてたびたび人が入り、ターニャの努力を踏ふみにじっていた。

　そこに錬れん金きん術じゆつ師し一行が現れて、ターニャのことを助けてくれた。

　そういう流れのようだった。

「その天使様は、もしかして、教会の鐘かねに、なにかしました？」

　その問いに、ターニャは足を止めて振ふり向むいた。

『はい！　びっくりしました！　天使様は門から出てくると、裁きの光を下されたのです！』

　裁きの光？

「嚙かみついたのではなく？」

『嚙かみつく？』

　ターニャは小首を傾かしげてから、鼻をひくひくとさせた。

『わかりません……私には気がつけなかっただけかもしれません。ただ、お師し匠しよう様が門を開くと、天使様がまぶしい光と共に現れて、たちまち鐘かねの側にいた人たちが大おお騒さわぎをしたのを覚えています。それから、教会の偉えらい人が錬れん金きん術じゆつ師し様の前に跪ひざまずきました。それ以来、この山に近づく人はとても減りました。お師し匠しよう様の言ったとおりです』

　完全に、聖人伝がごちゃ混ぜになった、おとぎ話の類にしか聞こえなかった。例えば洞ほら穴あなから光と共に聖人が現れ、人々の間に広がる疫えき病びようを治したなんていう話がある。

　それと同様に、錬れん金きん術じゆつ師しが作った門から天使が現れ、教会の鐘しよう楼ろうに裁きの光を下して人々が恐おそれおののいたとでも言うのか。まだ雷かみなりを操あやつったという話のほうが信じられる。それならば、少なくとも空から落ちてきた堕だ天使という表現は理解できるからだ。

「ちなみになのですが、お師し匠しよう様……つまり、錬れん金きん術じゆつ師しの皆みなさんは、なぜこの山に？」

『お師し匠しよう様たちは、空のことを調べているのだとか』

「空を？」

『ですから、昼は天使様の門を作り、夜はずっと空の星の様子を調べていました。きっと、天使様がどこから落ちてきたのか調べていたのだと思います』

　ターニャは無む邪じや気きに笑っている。

　確かに話のつじつまは合う。しかし、ロレンスには依い然ぜんとして不可解な気持ちが残った。

　なぜなら、錬れん金きん術じゆつ師しは、商人以上に神を恐おそれないからだ。神や天使の存在を世界の誰だれよりも信じていない者を挙げろと言われたら、真っ先に錬れん金きん術じゆつ師しが思おもい浮うかぶ。

　まさか本当に、そんな錬れん金きん術じゆつ師したちが天使の住すみ処かを空に探していたのか？

「そのお師し匠しよう様たちは、今、どこに？」

　ロレンスの問いに、ターニャは急に表情を暗くした。ふわふわの尻尾しつぽもしぼんでしまう。

『わかりません……。お師し匠しよう様たちは、世界中のあちこちで空を調べているらしく、ほどなくまた旅に出てしまいました。私はずっとここにいて欲ほしかったのですが……。だって、空なんて、どこに行っても同じだと思いませんか？』

　ターニャが空を見上げると、今日もやや天気の悪い曇くもり空ぞらが広がっている。

　ターニャはため息をついて、再び歩き出した。

『門はこの先です』

　足元に降り積もった落ち葉を踏ふみしめながら、ロレンスはターニャの後を追いかけていく。

　さらにその後ろを歩くホロは、さっきからずっと静かなままだ。

『着きました。ちょっと待ってくださいね』

　ターニャは小走りに駆かけると、せっせと落ち葉を搔かき分わけ始める。

　そこに、ぬうっとホロがロレンスを追おい越こし、荒あらく鼻息を吹ふいた。

『ひゃあ!?』

　ターニャの柔やわらかな体が波打つほどの風に、落ち葉が一気に吹ふき飛とんだ。なんて荒あらっぽい、と呆あきれるのもそこそこに、落ち葉の下にあったものにロレンスは目を剝むいた。

「これが、門？」

　それは大きな円えん盤ばんだった。鈍にび色いろの鉄製で、直径はロレンスの身長ほどもあり、面全体が窪くぼんでいる。そこに見事な彫ちよう刻こくが施ほどこしてあるのだが、これがあの、大聖堂に描えがかれていた不気味な顔の正体か？

　しかし……とロレンスが断定を躊躇ためらったのは、そこに刻まれているのが、一人の少女の姿だったからだ。

『これが、ぬしの言う天使かや』

　門に彫ほられたその姿は、門の大きさと出で来き栄ばえも相まって、実際に少女をそこに塗ぬり込こめたかのように見える。髪かみの長い、優やさしそうな、静かに眠ねむるように目を閉じている少女は、天使というよりかは聖女に近い。

『いえ、これはお師し匠しよう様の一番弟で子し様です』

　ターニャは言いながら、ひょいと巨きよ大だいな円えん盤ばんの片側を持ち上げて、円えん盤ばんを立たせた。ロレンスが驚おどろいたのは、ターニャの意外な腕わん力りよくにではなく、門というからには地下へと続くなにかに蓋ふたをしていると思っていたからだ。

　しかし、それは単なる円えん盤ばんのようだった。

　ホロは円えん盤ばんの匂においを嗅かぐように鼻を近づけ、裏面に回ると目を見開いていた。

『ぬしよ』

　そして、ホロはこちらの名を呼ぶついでに、ターニャに目配せして、円えん盤ばんをくるりと回転させた。

「あっ」

　そこには厳いかめしい髭ひげ面づらの男の顔が、円えん盤ばんいっぱいに刻まれていた。

『こちらは天使様をお呼びするときに刻んだものです』

　ターニャは朗ほがらかにそんなことを言うが、ロレンスはホロと無言で顔を見合わせる。

　絵に記されている役者は大体そろうこととなった。

『でも、その後は門から天使様が出てこないようにする必要がありましたから、反対側に一番弟で子し様の姿を彫ほったのです』

「……その天使様が門の中から出ないことと、この少女の姿にどんな関係が？」

『はい。一番弟で子し様は人の姿をしていますが、私と同じように人ではありません。はるか南の、砂しかない世界から来た猫ねこ様なのです』

『ほう』

　人ならざる者だということで、ホロは少し興味を惹ひかれていた。

　ただ、錬れん金きん術じゆつ師しも人ならざる者を連れていたのなら、確かにターニャが山にいても驚おどろかなかったろうし、手助けすることもあるだろう。

『天使様は羽をお持ちですから、猫ねこには弱いのだとか』

　にこにこと語るターニャをよそに、ロレンスは彫ほり込こまれた少女の様子に感心する。彫ほり物ものの出来の良さもさることながら、見み目め麗うるわしいのとはまた違ちがう、元となった少女の幸せそうな雰ふん囲い気きが感じ取れたのだ。

　人ならざる者を連れている、人である錬れん金きん術じゆつ師し。

　とはいえ、鳥の羽を持つ天使への牽けん制せいとして猫ねこを彫ほり込こんだ、というのはいかにもとってつけたような理由に思えた。

　ロレンスは自分の中で急速に、先ほどまでの天使の存在を窺うかがわせる話への興奮が冷めていくのを感じていた。この円えん盤ばんが門であり、その奥おくに天使がいるという話は作り話だろう、と。

　なぜなら、錬れん金きん術じゆつ師しが一番弟で子しと称しようする猫ねこの化け身しんである少女の絵を彫ほり込こむ理由には、もっとわかりやすい心当たりがあるからだ。

『で、この下に天使がおるのかや。そいつ、虫ではないのかや？』

　ホロが円えん盤ばんの置かれていた地面に爪つめを突つき立たてて、嫌いやそうに言う。焚たき火びの際、腰こしかけるものが欲ほしいとうっかり石をひっくり返し、可愛かわいい悲鳴を上げることが何度かあった。もっとも、それは町娘むすめが虫を嫌いやがる理由とはちょっと違ちがい、尻尾しつぽにノミやダニがついたら困る、ということなのだが。

『いえ……地面の下にいるわけではありません。これは、これだけで、門なのです』

『むう？』

「古代の異教徒の話にはよくあることだ。よく磨みがいた青銅の鏡を掲かかげて、神の世界につながっている窓だと言ったりな」

　ロレンスはそう言って、ターニャを見た。

「ターニャさんは、この門をずっと守っているわけですか？」

『はい。毎日全体を磨みがいて、それから……』

　と、円えん盤ばんを静かに置くと、近くの岩の隙すき間まに手を突つっ込こみ、使つかい込こまれたぼろぼろの麻あさ袋ぶくろを引っ張り出してきた。中には鏨たがねや鑿のみが入っていた。

『天使様が出てこないように見張る一番弟で子し様の姿を、綺き麗れいに保ったり、最近は周りにお花の模様を刻んだりしています』

　そう言われれば、円えん盤ばんに刻まれた少女がどこか華はなやかに見えるのは、花のような模様に取り囲まれているからなのだと気がついた。かなり細かい装そう飾しよくで、気の短いホロなどは一日で投げ出すような代しろ物ものだった。

　それと同時に、ロレンスの頭の中で、もうひとつ点と点がつながった。

　この山に残る伝説のひとつ。

　夜な夜な響ひびき渡わたる、亡ぼう霊れいたちが今も鉱山を掘ほり続けるという、かーん、かーん、という音。

「もしかして、ターニャさんは、夜に作業を？」

『はい。人に見られたら困りますから』

　自信たっぷりに言うターニャを前に、ロレンスはホロへと目配せする。

　ホロは呆あきれたように鼻を鳴らしていた。

「それはそうと、ターニャさんは、この門の開け方を知らないわけですよね」

『はい。ただ、お師し匠しよう様は、私の鏨たがねの腕うでが上がる頃ころに、きっとまた来て教えてくれると言いました。それまではこの門の維い持じと、山に緑を増やすようにと』

　ターニャが手にしている鑿のみと鏨たがねは、相当に使い古されている。きっと錬れん金きん術じゆつ師しから渡わたされたのだろう麻あさ袋ぶくろも、ほとんど入れ物として機能していないくらいに朽くちていた。

　旅籠はたごで聞いた話や、エルサが大聖堂の記録から見つけた鐘かねの鋳ちゆう造ぞうの記録から、ターニャが錬れん金きん術じゆつ師しと出会ったのは、五十年か六十年は前のことだ。

　人の一生は、そんなに長くない。その錬れん金きん術じゆつ師しが伝説の賢けん者じやの石を手に入れ不老長ちよう寿じゆにでもなっていない限り、この山に来ることは、きっともう、二度とない。

　ロレンスはそのことを言いかけて、思いとどまった。

　ホロの前だったということもあるし、ターニャの笑え顔がおを消したくなかったのだ。

「見事な花の装そう飾しよくですから、きっとお師し匠しよう様も褒ほめてくださるでしょう」

　ロレンスの言葉に、ターニャは嬉うれしそうに尻尾しつぽを立て、ぴょんぴょんとその場で跳はねたのだった。







　その後もターニャからいろいろと話を聞いたが、わかったのはターニャがあまり詳くわしいことを錬れん金きん術じゆつ師しから聞かされていないということ。それから、円えん盤ばんはやはりただの鉄の塊かたまりで、不思議な仕し掛かけがあるようには思えなかったことだ。

　ロレンスがターニャの鏨たがねの作業を眺ながめている間、ホロも周辺を嗅かぎまわっていたが、結局なにも見つからなかったらしい。山の中に堕だ天使がいるなどという話は、まずあり得ないだろうということだった。

　そんなわけで、ロレンスたちは日暮れを待って、山を下りた。

　ターニャはロレンスたちを見送りに山の麓ふもとにまで来て、木の皮から作った籠かごに溢あふれんばかりのどんぐりを詰つめたものをお土産みやげにくれた。おとぎ話だなと笑いかけたが、ターニャとしてはこの山の処しよ遇ぐうをロレンスたちに託たくす、せめてものお礼のつもりだったようだ。

　夜の闇やみの中、ひとり山の中に戻もどっていくターニャの後ろ姿に、ロレンスは少しだけ胸が痛くなった。

　ターニャはロレンスが生まれる前、それこそロレンスの祖父の時代よりも前から、一人でこの山で暮らしていたはずだ。

　でも、今のターニャは師し匠しようと呼んで慕したう錬れん金きん術じゆつ師しの帰りをずっと待つ一方、この山と共に時の流れに翻ほん弄ろうされようとしている。

『ぬしよ』

　ホロが山やま裾すその森を静かに駆かけていく途と中ちゆう、ロレンスに声をかけた。

「どうした？」

　ロレンスは聞き返すが、ホロはなにも言わなかったし、ロレンスもそれ以上言葉を重ねなかった。ホロと連つれ添そってだいぶ経たち、鈍にぶいだのなんだのとホロに言われるロレンスでも、ホロの気持ちはわかっていた。

　せめてターニャがあの山で、この先も静かに錬れん金きん術じゆつ師しを待ち続けられるようにしたい。

　ホロに言われずとも、ロレンスはそのつもりだった。

「栗鼠りすの化け身しん？」

　大聖堂に戻もどると、エルサが昼間に焼いたというパンをふるまってくれた。

　ロレンスが担かついで持って帰ってきた山ほどのどんぐりを見ると、粉にしてパンに混ぜれば食費が浮うきますね、と言ってホロをおののかせていた。どんぐり粉の入ったパンのまずさは、狼オオカミさえ怯ひるませるのだ。

「なるほど。あの山に、そんな話があったのですね」

　エルサはロレンスからの話を聞き終えると、静かに言った。

「ただ、あの絵の登場人物は大体把は握あくできたものの……鐘かねの謎なぞはわからずじまいです」

　ホロはパンをむぐむぐと咀そ嚼しやくして、挑いどむように飲のみ込こんでから、言った。

「ぬしはあの山をどうするつもりじゃ？」

　ホロの目は、いつもエルサとやり合う時とは違ちがう目つきだった。

　怒おこっているように見えるのに、その鋭するどさの裏にはなにかを隠かくしている。

　そしてそのなにかとは、ホロが散々見てきた、人の世の光に照らされて居場所をなくしていく、月と森の時代に生きた者たちの末路だろう。

「私はあの土地の存在に気がつかなかった……そんなふりをすれば、あなたは満足ですか？」

　人の気配のない大聖堂の、来らい賓ひん用の食堂だ。だだっ広い長テーブルの隅すみっこで、ロレンスたちは食事をとっている。テーブルの上には水を張った硝子ガラス製の鉢はちが置かれ、そこに浮うかべた蠟ろう燭そくの灯あかりがきらきらと鉢はち全体を煌きらめかせているために、驚おどろくほど明るい。

　けれどその明るさに反して、三人が口を閉じれば沈ちん黙もくはあまりにも重い。

　きらきらと光る硝子ガラスの鉢はちを見つめながら、ロレンスは言った。

「エルサさんが気付かないふりをして村に戻もどっても、山が消えてなくなるわけではない。遅おそかれ早はやかれ、誰だれかが俎そ上じように載のせますよね」

　ロレンスが言うと、エルサは目を閉じ、ため息のように言った。

「残念ながら」

　ホロはそれ以上嚙かみつかず、不満はパンに向けていた。

　あの山はターニャがせっせと手入れをしていたために、いつの間にか緑生おい茂しげる豊かな山になっている。呪のろいの噂うわさを別にすれば、資産としての価値があることは明白だった。

「あの山を売れば、この司教領の人々の生活を楽にできます。新しい井い戸どを掘ほり、山向こうの町までの道を整備して、村で経営する旅籠はたごだって建てられます。それでなくとも、今のご時世です。領地内に呪のろわれた山がある、という不ふ名めい誉よに耐たえられず、この聖堂に勤める聖職者が手放すことを望むかもしれません」

　教会に綱こう紀き粛しゆく正せいを求められれば、それは単に貯め込こんだ財産を吐はき出だすだけでは済まないだろう。聖職者としての品行、名めい誉よ、信しん仰こうの正しさ、それら全ての立て直しを求められている。

　ホロが嫌いやそうな顔をしているのは、そんな世の流れを作り出した原因の一いつ端たんに、コルと娘むすめのミューリがいるからだ。

「では、エルサさんは、あくまで、山の売ばい却きやくを？」

　その問いに、ロレンスが怯ひるむくらい、エルサがきつい目を向けた。

「私を見くびらないでください。私にも情くらいはあります」

　四角四面の頑がん固こな少女は去った。

　けれどエルサはむしろ今のほうが、よほど良い聖職者に見えた。

　エルサはかっとしたことを恥はじるように顔を背そむけ、肩かたの力をため息と共に抜ぬいて、言った。

「……ですが、豊かな山があるのならば、人々のためにその恵めぐみを分けてほしいというのが本音です。あれこれ調べていますが、もう長いことこの近辺は、聖堂の財産をゆっくり食い潰つぶしている状じよう況きようですから」

　あの山の様子を見れば、ロレンスでも即そく座ざに思いつく金かね儲もうけの道がいくつかある。あれだけどんぐりに溢あふれた土地ならば、豚ぶたの放し飼いは絶対うまくいくだろうし、あの手の木は薪たきぎとしても優ゆう秀しゆうだから、切り出したって良い。折しも交易が盛さかんになり、船の建造が増えて、木材や炭の価格が高こう騰とうしている時勢なのだ。需じゆ要ようも多いだろうし、運うん搬ぱんが大変ならば炭焼きを行って炭を輸出したっていい。

「じゃが、それはあのたわけの努力の結果じゃろうが。人はなにもしておらぬ」

　ホロは鋭するどく口を挟はさむ。

「それに、あの山は分厚い落ち葉に覆おおわれておるが、鉄を含ふくんだ石がまだごろごろしておる。鉄の山として枯かれたわけではありんせん。あくまで、木が枯かれ、水が枯かれ、人の世で言う天てん秤びんが釣つり合あわなくなっただけじゃろう。人があの山に再び入るようになれば、鉄の存在に気がつくのは時間の問題じゃ。そうなれば、またぞろ採さい掘くつが始まるじゃろうよ！」

　精せい錬れんのための木材もたっぷりある。そして、ターニャは再び禿はげ山やまになっていくのをただ見つめるしかなくなってしまう。それに人が山に入れば、あの門だってどれだけ隠かくしおおせるかわからない。やがてターニャはひたむきな努力で取とり戻もどした緑を失い、託たくされた門を失い、錬れん金きん術じゆつ師しとのつながりの一いつ切さいを失い、何十年か何百年か後、再び一人で禿はげ山やまに木の実を植えつけるのかもしれない。ひたすらに、錬れん金きん術じゆつ師しが戻もどってくるのを待ちながら。

　そんな光景を想像してしまい、ロレンスは胸を締しめつけられる思いだったが、先に涙なみだを落としたのは隣となりのホロだった。

「……たわけがっ」

　ホロは椅い子すを蹴けるようにして立ち上がり、食堂から出ていってしまった。

　パンは食べかけで、酒もほとんど口にしていない。

　ロレンスは立ち上がりかけたが、どうしてもそれ以上動けかなかった。

　ホロを追いかけても、なんと言葉をかければいいのかわからなかったからだ。

「己おのれの無力を感じますね」

　エルサの静かな言葉に、ロレンスは浮うかしかけていた腰こしを下ろした。

「……ええ、まったく」

　ホロが揺ゆらしたせいか、硝子ガラスの器うつわから広がる光もゆらゆらと揺ゆれている。

　この無む慈じ悲ひな世界では、誰だれかが大事にしようとするなにかなど、些さ細さいなことで揺ゆらめく幻まぼろしの光に過ぎないのだ。

「ただ……私は世の無む慈じ悲ひさ以外にも、錬れん金きん術じゆつ師しにささやかな怒いかりを感じます」

　パンをちぎろうとしていたエルサが、手を止めた。

「ロレンスさんが？　なぜですか？」

「ターニャさんが言うには、錬れん金きん術じゆつ師しは猫ねこの化け身しんを連れていました。ならば人ならざる者たちの生きる時間が、人とはあまりにも違ちがうことくらいはわかっていたはずです。ならば……」

　もう少し、ターニャに対してできることがあったのではないか。

　エルサはパンを持つ手をテーブルに力なく置いた。

「ならば……そうですね。あの山を巡めぐる不気味な絵は、聖堂の誰だれかが描えがいたのではなく、錬れん金きん術じゆつ師しの指示で描えがかれたのかもしれませんね」

　ロレンスが視線を向けると、エルサはロレンスのことではなく、食堂の壁かべに描えがかれた聖典の一節を再現した絵を見ていた。

「呪のろいの山を演出しても、記録を残さずにいれば、世代交代によってあっさり忘れられてしまうかもしれません。でも、絵にすれば何百年と残ります。だからその健けな気げな栗鼠りすを守るため、山に戻もどってこられない自分の代わりに、山に人が入らないようにと置き土産みやげにしていったのでしょう」

　人の生よりもあまりに長く生きる、人ならざる者たち。

　ターニャが師し匠しようと呼んで慕したう錬れん金きん術じゆつ師しはすでにこの世にないだろうが、聖堂に描えがかれた絵はきちんと残っている。

「錬れん金きん術じゆつ師しは、戻もどってくるつもりがなかったのでしょうか」

　ロレンスの問いに、エルサは首を横に振ふった。

「それはわかりませんが、一番弟で子しと称しようする猫ねこの少女の姿をわざわざ門に彫ちよう刻こくして残したりしていたのでしょう？　話を聞いた私の印象からすると……戻もどってくるつもりだったと思います。少なくとも、猫ねこの少女が一人になった際、たどるべき場所として残しておいた気がします」

　あの少女の彫ちよう刻こくを見たとき、ロレンスが思ったのも同じことだった。ホロの絵をアティフに残そうとした自分と同じように、錬れん金きん術じゆつ師しは猫ねこの少女のために、時の流れに取り残されてもあの底そこ抜ぬけに明るいターニャと再会できるように、と考えてあの円えん盤ばんを残したのではないか。

　だからこそ、天使の話はでっち上げだろうとも思ったのだ。

　おそらくは錬れん金きん術じゆつ師しが山から人払はらいをするための、なにか奇き術じゆつ的な演出をして見せただけのこと。

　そちらのほうがよほど納なつ得とくできた。

「ただ、どんな問題にも万ばん能のうの解決法はありません。元は石板に刻まれた聖典でさえ、何度も石板が複製され、さらには数多あまたの羊皮紙に書き写されてこなければ、きっと後世まで残らなかったことでしょう」

「山に残されたターニャさんを助けるには、新たな継つぎを当てる必要があると？」

「新たな継つぎというよりも、新しい革かわ袋ぶくろですね。新しい葡ぶ萄どう酒しゆを古い革かわ袋ぶくろに注ぐな、とも聖典には書かれていますし」

　確かに、下手な取とり繕つくろいはせいぜい問題を数年先送りするだけだろう。根本的な問題として、この司教領は貧しく、あの山を売れば金になるという事実があるからだ。

　これまでは呪のろいという覆おおいでなんとかしのいできた。けれど教会の改革の機運のせいで、その線も危あやうくなっている。だからあの山とターニャを守りたければ、なにかもっと別の覆おおいをかける必要がある。あの山を守り、そこに侵しん入にゆうしようとする者を排はい除じよするような、なにかだ。

　ロレンスは椅い子すに深く腰こし掛かけ、再びゆらゆらと揺ゆれる硝子ガラスの器うつわの灯あかりを見つめ、黙もつ考こうした。

　たとえば今ニョッヒラの湯屋を任せているセリムたちを助けたように、奇き跡せきを演出して逆に聖域として認めてもらうか？　そうは思ったが、長い年月にわたって呪のろわれた山とされていた場所であり、そこを急に聖域に変えようとするのは骨が折れそうだ。ましてや伝説には錬れん金きん術じゆつ師しの話が残っているのだから、なおさら分が悪い。

　そもそもエルサは近きん隣りんの者たちが呪のろわれた山の話を知っているせいで、買い手がつかないと考えて、遠方の地のアティフの司教に助けを求めていた。呪のろわれた話のことなど気にもせず、欲得ずくで取引をしてくれる商人がいないものかと。

　ロレンスはその瞬しゆん間かん、ふと顔を上げた。

「商人？」

　呟つぶやくと、エルサが驚おどろいたように目をぱちくりとさせた。

「商人……商人か」

「どうしました？」

　エルサに問われ、ロレンスは言葉を返そうとする。

　大きな水車がゆっくりと動き出す、そんな感かん触しよくと共に。

「あの山を、予定通りに商人に売ったらどうですか？」

「え？　それは……でも、いきなり、なぜ？」

「ちょっと待ってくださいよ、ええっと……」

　ロレンスはしばらく使っていなかった頭の部分を動かすため、目を閉じて額に手を当てる。

　湯屋の経営とは全く違ちがう、蜘く蛛もの巣すが張はり巡めぐらされたような商人たちの利害の網あみ。

　ホロと旅をしていたときは、いかに目の前にぶらさがる糸をたどれるかに四苦八苦していた。

　けれど今のロレンスは、経験を経て、歳としを重ね、再び旅に出れば思いがけぬ場所で思いがけぬ人に出会えるくらい、人とのつながりを築いてきた。

　ならば、その糸を使って布を編めば、あの山をすっぽり覆おおい隠かくすことも可能な気がした。

「そう、商人です。私には、兎うさぎの化け身しんが経営にかかわっている、鉱山を屋台骨にした商会に伝つ手てがあります。採算が取れるなら、山の買い取りに興味を示すはずです」

　エルサは蜂はち蜜みつ色の瞳ひとみを丸くして、今もそばかすが少し残る頰ほおに、さっと朱しゆ色いろを乗せた。

「それなら迷える子羊……子栗鼠りすのことも気にかけてもらえますね」

「ただ、鉄の採さい掘くつを主しゆ軸じくに据すえては無意味です。例えば、山の緑を維い持じできる速度で炭焼きを行うとか、そういうひねりが必要でしょうが、その商会、デバウ商会ならば、たくさん抱かかえている鉱山のために精せい錬れん用の炭はいくらあっても足りないはずです」

　エルサは健けな気げな栗鼠りすの娘むすめが悲しい目に遭わずに済みそうだ、という可能性に顔を輝かがやかせていたが、突とつ然ぜんその表情を曇くもらせた。

「エルサさん？」

　ロレンスが問いかけると、エルサは苦しそうに唇くちびるを嚙かんでいた。

「ですが……炭焼きのためだけに山を購こう入にゆうするとして、それはいくらになるものでしょうか？」

　髪かみをひっ詰つめて、背筋はいつもぴんと伸のび、正しいことは正しいと物おじせずに口にする。

　そのエルサが着ているのは、この大聖堂を一時的に預かる、司祭服だ。

「安い値であれば、そのデバウ商会は山を購こう入にゆうしてくれるでしょう。そして兎うさぎの化け身しんであれば、所有権を盾たてによそ者の山への侵しん入にゆうを阻はばみ、その栗鼠りすのターニャさんを守ってくれる可能性は高いと思います。ですが、私には私の役目があります。この司教領のために、財産を可能な限り高く処分する責任があります。まだ鉄が採れるはずの山を安く売ることは……私にはできません」

　ホロがいなくてよかった、とロレンスは思った。

　それは決して、エルサが頭の固いことを言い出して、せっかくの可能性の芽を潰つぶすことにホロが怒いかり狂くるう、と思ったからではない。

　なにが正義かを決して忘れない公正な魂たましいを持つエルサに敬意を抱いだくところを、ホロに誤解されなくて済んだと思ったからだ。

「私は行商人上がりの湯屋の主人です。帳ちよう簿ぼとにらめっこは得意です」

　ロレンスの言葉に、苦しげな顔をしていたエルサの眉み間けんから、少しだけしわが取れた。

「エルサさんの期待する売ばい却きやく額は、ある程度決まっていますか？」

　実務的な問いに、エルサの顔はたちまち生気に満ちていく。あの生き真ま面じ目めなコルをして、謹きん厳げん実直と言わしめたエルサだ。聖堂に残された黴かび臭くさい帳ちよう簿ぼは片かたっ端ぱしから調べてあるだろう。

「はい。大きなものには大きな器うつわを、小さなものには小さな器うつわを用意せよと神もおっしゃっています。私はなにがなんでも高値で売りたいのではなく、公正でありたいのです」

「では、計算しましょう。山を売ばい却きやくするために、私の知ち恵えをすべてお出しします。そもそもが」

　と、ロレンスは微笑ほほえんだ。

「私はそういうことをするために、ここに呼ばれたのですからね」

　エルサも笑い、すぐに腰こしを上げる。

「お待ちください。道具を取ってまいりましょう」

　意い気き揚よう々ようと、エルサはホロが出ていったのとは違ちがう扉とびらから外に出ていった。足音が遠く聞こえなくなってから、ロレンスもまた椅い子すから立ち上がる。部屋から飛び出していったホロが待っているはずだった。

　けれど、これからホロの下に向かうのは、慰なぐさめるためではない。この計算には、きっと無力感に打ちのめされているホロの知ち恵えが必要なのだ。ロレンスはそう思いながら、席のすぐ後ろにある扉とびらを開けた。

　そして、ホロの尻尾しつぽに擦すり込こまれている薔ば薇らの香かおりは、暗くら闇やみでもはっきりわかる。

　ホロが扉とびらのすぐ脇わきの壁かべに、唇くちびるを尖とがらせ、つま先を立てて、後ろ手に組んで、肩かたを小さくすくめながら寄りかかっていた。

「待ちぼうけを食わされている女の子みたいだな」

　ロレンスが思わずそう口にすると、夜闇やみの落ちた廊ろう下かでギラリと光るホロの赤い瞳ひとみが、ロレンスに向けられた。

「たわけ、わっちが傷心で飛び出したのに、なんでさっさと追いかけてこないのかや」

　ロレンスはやれやれと苦く笑しようしながら、両りよう腕うでを開いてホロを抱だきしめる。

　ホロは尻尾しつぽでばしばしとロレンスの足を叩たたいてくるが、逃にげ出だそうとはしなかった。

「ホロ、森の王としての知ち恵えを貸してほしい。あの山を禿はげ山やまにしないまま木を伐きり出すとしたら、どのくらい伐きり出せる？」

　そういう知識なら、山に入って五十年の木こりでさえ、ホロには到とう底ていかなうまい。

　ホロはロレンスの胸から顔を上げ、ふんと鼻を鳴らしたのだった。







　司教領の中に埋うもれている財産を金貨に変えれば、その金貨で人々の生活を良くすることができる。ならば緑が生おい茂しげり、今なお鉄が採れると期待される山であれば、それにふさわしい金額で売ばい却きやくすることこそ、神の正義に適かなう行いだろう。そういう観点から導き出された数字だったが、あの山から得られるであろう稼かせぎをロレンスが積み上げ始めると、たちまちその遠さが露ろ呈ていした。

「木の種類を変えて、手入れをすれば育成が早まるやもしれぬ」

　森のことなら何百年分もの知識があるホロが助言をするが、それでも蠟ろうを敷しいた木の板に書かれた数字は若じやつ干かん増える程度だ。

　旅をする身としては、炭や燃料の高さに目を剝むくばかりだし、アティフでは木材取引も盛さかんでその値段の高さに驚おどろかされた。なんなら道中では、木材の値上がりが原因で領地の村が不ふ穏おんな雰ふん囲い気きに包まれ、困り果てていた領主を助けることにもなった。

　だが、いざ計算してみると、鉄鉱山として計算したときとの差に、愕がく然ぜんとするばかりだ。

　ロレンスはエルサが見せてくれた過去の帳ちよう簿ぼの数字に、感かん嘆たんのため息をつくほかなかった。

「鉱山はこんなに儲もうかるんだな……」

　エルサが宝物庫から引っ張り出してきた帳ちよう簿ぼには、目くるめく、としか言いようのない数字が踊おどっていた。そもそもひと握にぎりの鉄を得るために必要な炭は、人がすっぽり入れるほどの麻あさ袋ぶくろをいっぱいにしなければならないと言われているのだから、鉄と炭では商品として格が違ちがいすぎたのだ。

「鉱山をめぐって争う権力者はいますが、炭焼き小屋をめぐって戦いくさはしませんからね」

　エルサも帳ちよう簿ぼから顔を上げ、落らく胆たんしたような口調で言った。手元にある小さな硝子ガラスの眼鏡が、羊皮紙の上で鈍にぶい光をたたえている。

「豚ぶたの放牧も小こ遣づかい稼かせぎにしかならないでしょうし、茸きのこの栽さい培ばいも旅籠はたごで出す食事の彩いろどりにしかなりません」

　ロレンスの言葉に、ホロが割わり込こんだ。

「果樹を植えればよい。山向こうは麦の取引が盛さかんなんじゃろう？　パンに乗せる果物は大人気のはずじゃ」

「果物の栽さい培ばいは手間がかかる。それに、ターニャさんは栗鼠りすだぞ。お前に羊の放牧を任せるようなものだ」

　ホロは反論しようとして、悔くやしそうに口を閉じる。つまみ食いをするかしないかよりも、御ご馳ち走そうを前に我が慢まんし続けなければならない苦しみを想像したのだろう。

「鉄をほどほどに採さい掘くつして売ることはできませんか？」

　エルサの言葉に、ロレンスは苦い顔をする。

「最も近い市場は狭せまい街かい道どうで険しい山をいくつも越こえた先です。鉱石のまま担かついで運ぶなんて方法では到とう底てい採算が取れませんし、なんにせよ未精せい錬れんであれば買かい叩たたかれるのが目に見えています。精せい錬れんできないと、大量に船で運ばなければ帳ちよう尻じりを合わせるのは難しいでしょう」

「ここに、船を出せるほどの川はありませんね」

　エルサはため息をつき、小さく言った。

「やはり、精せい錬れんをしないと？」

「そうですね」

　そして、鉄を精せい錬れんできるほどの火力を出すには、それ相応の木材が必要となる。炉ろを作る必要があり、それを管理する人員が必要であり、彼かれらが住まう家やらなにやらが必要になる。そのうえ、人を集めて多くの木材を燃やさなければならないのなら、採算を取るためにはまた相応の鉱石を精せい錬れんする必要があり、相応の鉱石を掘ほり出だすとなれば、結局山を傷いためていくことになる。

　計算すればするほど、ロレンスの案は絵に描いた小麦パンだとわかるばかりだった。

「山を高く売る方法……ですよね」

　金勘かん定じようとは最も縁の遠そうなエルサが、そんなことを言って頭を抱かかえている。

　帳ちよう簿ぼに書かれた数字を睨にらみつけているが、聖典に書かれた聖句でさえ人を救わないのだとしたら、それがどれほど頼たよりになるだろうか。

　唸うなるエルサとロレンスの横で、ホロがテーブルを叩たたいた。

「売りつける相手はあの兎うさぎじゃろう!?　わっちの牙きばで高く買わせればよい！」

　ホロが短たん絡らくと癇かん癪しやくでそう言ったのなら、まだましだった。

「そのうえで、わっちが爪つめで鉄の石を掘ほって、掘ほった石を担かついで遠くまで運べばよい。遠からず元が取れるじゃろう！」

　ホロの爪つめと、ひと晩で地平線の彼方かなたにある山を越こえられる脚きやく力りよくならば、それが可能かもしれない。けれど、それは力だけが支配していた精せい霊れいの時代の話であり、鉱山の採さい掘くつはもっと複雑なのだ。

「鉱山の鉱石は、山の中に均等に埋うまってるわけじゃない。鉱脈を追いかけて掘ほり進すすむ必要がある。地下水を排はい水すいし、坑こう道どうが崩くずれないように支柱を立て、縦じゆう横おう無む尽じんに掘ほり進すすまなければならない。だから大量の人と物資が必要なんだよ。温泉とは話が違ちがう。お前の力だけじゃ、解決できないんだ」

　悔くやしげに唸うなるホロの手を取って、ロレンスは無言のままに慰なぐさめる。

　力だけでどうにかなる世の中は、とっくに終わっているのだ。

「良い案だと思ったんだが……」

　ロレンスのため息交じりの言葉に、ホロが言う。

「まったくじゃ！　いつも詰つめが甘あまいからのう！」

　ホロはロレンスをなじりながらも、ロレンスに握にぎられている手を振ふりほどこうとはしない。

　むしろ力はさらに強められ、自分の言うことを否定してくれと祈いのっているのがまるわかりだった。

「あの山になにか特権でもついていればよかったのでしょうけれど」

　エルサはため息をついて、帳ちよう簿ぼの頁ページを一枚ずつめくる。

「免めん税ぜい特権などですか？」

「それもありますし、たとえば私が見てきたほかの教会の土地だと、貴族の称しよう号ごうを得られる土地などがありました。昨今の賑にぎやかな交易で儲もうけた商人さんに、ずいぶん高値で売れましたよ」

　なんとか伯はくと呼ばれる、特定の土地を支配する人物に与あたえられる称しよう号ごう付きの土地だ。

　そういう場所ならば、不毛の土地でさえ買い手が現れる。

「ぬしが適当になにかでっちあげられぬのかや」

　ロレンスの手を握にぎったままのホロが、エルサに言う。

　エルサはホロとロレンスの手をちらりと見て、疲つかれたようにため息をついてから答える。

「理り屈くつから言ったら、できなくはありませんよ。あの山を買ってくれたら、そこで小さな教会を構える権利を付ふ与よします、とか。けれど、デバウ商会の方が名ばかりの司教や修道院長を名乗りたいがために、お金を出すでしょうか」

　兎うさぎの化け身しんのヒルデに、そんな気はさらさらないだろう。

「う～～……」

　ホロはうなり、尻尾しつぽで椅い子すの足を叩たたいてから、ロレンスの肩かたを摑つかむ。

「ぬしよ、なにかないのかや……」

　ホロはターニャの山に、自分が追い出された麦畑のことを重ねているのだろう。

　それに、ロレンスが気がついているくらいだから、ホロもまた錬れん金きん術じゆつ師しがもう二度とあの山には戻もどってこない、ということをわかっているはずだ。

　この先も何百年と生きるホロには、ロレンスとの避さけられない別れのこともある。

　ターニャを助けるのは、自分自身を助けることと同じなのだ。

「薄うすい可能性だが、ひとつだけある」

「なんじゃと！」

　驚おどろくホロをよそに、エルサが怪け訝げんな顔をしていた。

「ロレンスさん？」

　なぜいまさら、という顔をしているが、ロレンスはやるせないため息と共に言った。

「あの伝説に出てくる天使ですよ。それと一いつ緒しよなら、山を高く買ってくれる可能性はあるでしょう」

　ロレンスの言葉にぽかんとしていたホロは、急に眉まゆを吊つり上あげた。

「ぬしはあのたわけの大事なものを売ろうとするつもりかやっ」

「違ちがう。あの鉄の円えん盤ばんはただの円えん盤ばんだった。けれど、聖堂に描えがかれていた絵は、そのほとんどが実際にあったことだった。唯ゆい一いつ不可解なのが、あの円えん盤ばんから出てきた天使と、この聖堂の地下に残された鐘かねだ」

　ロレンスは、ホロの手を取って、小さく揺ゆすった。

「まともに考えるのなら、山に人が近づかないようにするための、錬れん金きん術じゆつ師しの拵こしらえた法ほ螺ら話だ。だが、それが実際に起こった事実だとしたら？」

　エルサが、まばたきも忘れて言う。

「……鉄の精せい錬れんを、炭を使わずに行ったという話、ですよね」

　鉄が高価なのは、精せい錬れんに燃料費がかかるから。火を用いずに鉄を精せい錬れんする天使がいるならば、鉱山主たちは目の色を変えて欲ほしがるに違ちがいない。

「……その天使とやらがどこにおる？　どうやって捕つかまえるんじゃ？」

　問題はそこだ。

「天使というのは……その、あなたたちのような鳥なのですか？　確かに、異教の神々の話の中には、火を吹ふく鳥もいますが……」

　エルサの至し極ごくもっともな問いだったが、ホロはロレンスを見やる。

「ぬしはそう思っておらぬ、という顔じゃ」

「私は……天使という呼び方は、錬れん金きん術じゆつ師しの残した方便ではないかと思っています」

　髭ひげ面づらの厳いかめしい顔を円えん盤ばんいっぱいに刻んだのは、おそらく仰ぎよう々ぎようしい演出のためだ。その後に連れの少女を刻ませているのだって、間ま違ちがいなく天使を牽けん制せいするためなんかじゃない。

　錬れん金きん術じゆつ師しは神など信じないし、ターニャは言った。

　ターニャが鑿のみと鏨たがねをうまく使えるようになる頃ころに、門の秘密を教えに戻もどってくると。

　もしも天使の話が法ほ螺ら話でないとするのなら、考えられる可能性は少ない。

「天使の話は、錬れん金きん術じゆつ師しの特とく殊しゆな技術を誤ご魔ま化かすためのものなのではないかと」

「技術？」

　エルサは眉まゆを顰しかめ、視線をテーブルに落とす。その手に持たれているのは、硝子ガラス職人の技術の結けつ晶しようとも言える、綺き麗れいな眼鏡だ。それがあれば目の悪い人でも文字を拡大して見ることができるし、ほかにも色々使い方がある。その眼鏡を湯屋の留守を任せているセリムに買かい与あたえたら、それこそ魔ま法ほうを見せられたように驚おどろいていた。

　錬れん金きん術じゆつ師しが用いたのはまだ誰だれにも知られていない珍めずらしい技術であり、あの門と呼ばれた円えん盤ばんが秘密の鍵かぎなのではないか。

「門を開くと、天使が出てきて、鐘しよう楼ろうの鐘かねに穴を開けたということですよね。そんなことを実現する、技術があると？」

　今のロレンスには、まだそれがなんだか言うことはできない。けれど突とつ破ぱ口こうがあるとしたら、そこにしかないと思った。

　少なくとも、聖職者と商人と狼オオカミの化け身しんが雁がん首くびそろえて天使を捕つかまえようとするよりかは、現実味がある。そんな折に、ホロがふと口を開く。

「鉄の精せい錬れんと言ったのう……それは、ひどく熱いものじゃろう……？」

　ロレンスとエルサがホロを見やると、ホロは急に耳と尻尾しつぽを逆立てて叫さけぶ。

「ぬしよ、鍵かぎじゃ！　地下の鍵かぎを寄よ越こしんす！」

「え、え？」

　戸と惑まどうエルサをよそに、ホロはすでに走り出している。

　エルサとロレンスは食堂を飛び出すホロをぽかんと見送ったのち、「なにをしておる！」という怒ど鳴なり声に我に返り、ホロを追いかけたのだった。







　じれったそうに宝物庫の前で待っていたホロは、エルサが鍵かぎを開けると一目散に中に駆かけていった。そして、鐘かねにかけられていた覆おおいを取り去り、床ゆかに膝ひざをついて鼻を鐘かねにくっつける。

「やっぱりそうじゃ」

　ホロは体を起こすと、ロレンスの服の袖そでを摑つかんで鼻をかむ、のではなく逆に鼻で息を吸すい込こんでから、言った。

「この穴は、力任せに開けたものではありんせん。これは、こう……チーズを搔かき出だすように抉えぐり取とったんじゃ」

「チーズのように……でも、力任せじゃなく？」

　謎なぞ々なぞのようだったが、ロレンスはようやく気がついた。

「まさか、溶とかしたってことか？」

「んむ。穴の様子があまりにも滑なめらかすぎる。爪つめでも牙きばでも、ましてや鳥の嘴くちばしでも、こんなのは無理じゃ。わっちにはそれゆえに、どうやって穴を開けたのかわからなかったんじゃ」

　ホロは再び鐘かねの側にしゃがみ込こむと、自分の指を突つっ込こんで縁ふちを撫なでている。

　しかし、これが溶とけたものだとしても、どうやってこんなふうに溶とかすのだ？　ロレンスは自分の常識を激しく揺ゆさぶられていた。もしも溶とけたせいでこの穴が開いたのなら、まるで熱された鉄の棒を、それこそチーズに押おし当あてるように溶とかしたとしか思えない。

　そして、おそらく真っ赤に焼けた鉄の棒を押おし当あてたって、こうはならないだろう。

　なにより、そんなことが伝説として残るはずもない。

「わっちにわかるのは、ここまでじゃ」

　ホロは残念そうに言って、立ち上がる。

「技術とやらは、人の世のものでありんす。わっちらの時代を終わらせ、森の奥おくへ奥おくへと追い立てる、ぬしらの強い武器じゃ」

　人はその才気とたゆまぬ努力によって、様々な道具を開発し、一人では到とう底てい切きり倒たおせなかった木を切きり倒たおし、川を埋うめ、山を削けずってきた。ホロが当てつけのように言うのは、ターニャを救う手立てがあるとすれば、それは憎にくき技術だから、という矛む盾じゆんのせいだろう。

「まあ、中にはそれみたいに役に立つ物もあるがのう」

　ホロが困ったように笑いながら指さしたのは、動転したエルサが食堂からそのまま持ってきてしまった硝子ガラスの小さな欠片かけら、眼鏡だ。

「だが、門から天使が出てきて、裁きの光を下し、鐘かねを溶とかし、鉄をも溶とかす？　そんな技術など……」

　ロレンスは頭を搔かきながら考え、ターニャとの会話になにか手て掛がかりがないかと必死に思い出す。錬れん金きん術じゆつ師しの言葉に噓うそがなく、ターニャに天使の謎なぞを教えるつもりがあったのならば、ターニャに託たくした鉄の円えん盤ばんに意味がないはずがない。間ま違ちがいなくあれは、天使を呼び出すために必要な道具なのだ。

　門。鉄の門。

　ロレンスは、呻うめくように言った。

「そもそも、なぜ門なんだ？」

　そこからしてわからない。ターニャは、お師し匠しよう様が門を開くと天使が出てきた、というようなことを言っていた。

　門を開くと？　しかし、あれはただの鉄の円えん盤ばんだった。

　ロレンスは腰こしに括くくりつけてある財さい布ふから、一枚の銀貨を取り出した。

　片側の表面には、あの円えん盤ばんと同じように厳いかめしい髭ひげ面づらが描えがかれている。

「ぬしは物のたとえ、のように言っておったじゃろ？」

「それはそうなんだが……」

　門を開くと天使が出てくる。しかも使い終わってからは、天使が出てこないように、髭ひげ面づらの反対側の面に猫ねこの少女を彫ほり込こんだという。

　それは本当に、意味のない、単なる感傷的な理由だったのか？

　ロレンスは、指でつまんだ銀貨を、門を開くかのように捻ひねった。

「むっ、これ、ぬしっ」

　と、ホロが目を眇すがめて唸うなったのは、エルサの手に持たれた燭しよく台だいの灯あかりが銀貨に反射して、ホロの目をかすったからだ。ロレンスは慌あわてて謝あやまろうとして、口がそのままの形で固まった。

　眼めをしぱしぱさせ手で擦こするホロを、エルサが心配そうに気き遣づかっている。

　ロレンスの目は、そのエルサの手に釘くぎ付づけになっていた。銀貨よりもよほどきらりと光る、特とく殊しゆな技術で作られた硝子ガラスの欠片かけら。銀貨によって反射された光。

　頭の中で、すべてがつながろうとしていた。

「ぬし……よ？」

「ロレンスさん？」

　ホロとエルサが、そろって心配そうな声をかけてくる。

　そして、ロレンスはその声に導かれるかのように、天てん井じようを見上げた。

　答えは、そこにあったのだ。

「謎なぞが解けた」

　ホロとエルサは年の離はなれた姉妹しまいのように寄より添そったまま、天てん井じようを見上げている。

　そこにあるのはただの光の模様だった。エルサが手にしている蠟ろう燭そくから出た光が、ぴかぴかの鐘かねに反射してできた光の模様。

　だが、そこには円えん環かんの模様があり、エルサの手にはもうひとつ重要なものがあった。文字を拡大する道具だが、それにはまた別の使い方もある。

　さらにターニャの言った、天使が出てこないために掘ほられたという、猫ねこの少女の像。

　ターニャが話していた伝説に関わるすべてのことには、意味があったのだ。

「エルサさん、天使を見つけました」

「えっ」

「あなたが手にしているのはいわば、天使の涙なみだなんですよ」

　ぽかんとしたエルサが、手にした眼鏡と、ホロとを見比べている。

　先に動いたのは、ホロだ。

「ぬしよ、あれを助けられるのかや？」

　ロレンスは、言った。

「間ま違ちがってたら、頭からかじってくれ」

　ホロは目を見開き、体をすくめて耳と尻尾しつぽを揺ゆらすと、牙きばを見せて笑ったのだった。







　ロレンスの気がついたことが確かなら、それが真実かどうか確かめられるのは日が昇のぼってからだ。そのことをホロに言ったのだが、一度こうと決めたらロレンス以上に物事に執しゆう着ちやくするホロは、仮か眠みんをとることなどロレンスに許さなかった。

　なにか言うより早くに服を脱ぬぎ捨すて狼オオカミの姿に戻もどると、腹ばいになってじっとロレンスのことを見つめていた。

　きっと、背中に乗らなかったら朝までそうしているつもりか、首を伸のばしてロレンスを丸まる吞のみにしていただろう。

「お気をつけて」

　ホロの脱ぬぎ捨すてた服を、いつもそうしているとばかりに慣れた手つきで拾い上げたエルサが、呆あきれ半分、心配半分な顔でそう言った。

『ぬしはあの山を売るための手紙を書いて待っておるがよい』

　ホロはエルサにそう告げると、ロレンスがホロの背中にまたがり終える前に走り出していた。

　耳を切る風の音は、昨晩よりもすごい。地面を打つ足の勢いからも、ホロのはやる気持ちが強く伝わってくる。握にぎりしめる毛皮の下からは、熱いくらいの体温が感じられた。

　ホロが全力で駆かけるのは、今まで人知れず時の流れに飲のみ込こまれてきた者たちのためだ。

　ホロはどんどん記き憶おくから零こぼれ落おちていく日々の出来事を、必死に日記に書き留めている。

　それを無む駄だな足あ搔がきだと嘲あざ笑わらうことは確かにできる。

　だが、そういうことを大切にしようと誓ちかい合って、ロレンスとホロはここまで来た。

　だから山やま裾すその森に飛とび込こんだホロが、背中のロレンスのことなど忘れたかのように木々を避よけ、岩を飛とび越こえ、山の斜しや面めんに牙きばを食くい込こませて飛び上がるように駆かけたとしても、ロレンスは文句を言わなかった。

　ターニャがいたのは、鉄の円えん盤ばんを隠かくしていた場所だった。久しぶりに雲のない夜だったので、ターニャは月明かりを頼たよりに作業をしていたのだろう、鑿のみと鏨たがねを手にしたまま、円えん盤ばんの上で眠ねむりこけていた。

　その月も地平線に消えようとしている時刻、体中から湯気を立てるホロの様子に気がつき目を覚まし、ひっくり返っていた。

　ホロの背中から滑すべり降おりたロレンスは、戸と惑まどいまごつくターニャに、こう尋たずねた。

「この門ですが、天使が出てきたのは、こちらの側ですよね？」

　指さしたのは、ターニャが花の模様をちまちまと刻きざみ込こんでいた、猫ねこの化け身しんである少女が刻まれた側だ。

『そ、そうです、けど……』

　そう。

　ならばこの少女の像は、錬れん金きん術じゆつ師しの言うとおり、天使が出てこないようにするためのものだった。真実と異なるのは、この像そのものが、天使を封ふうじ込こめる蓋ふただということだ。

「そして、この少女の像が刻きざみ込こまれる前は、綺き麗れいに、それもものすごく綺き麗れいに磨みがき上あげられていた。違ちがいますか？」

　ターニャは目を丸くさせて、鼻をひくひくとさせた。なにかに勘かん付づいたようだった。

『そ、そのとおりです。あの、まさか』

　眠ねむっている間も握にぎり続けていたらしい鑿のみと鏨たがねが、体の割に小さな手から落ちる。

　ふさりと受け止めたのは、ターニャが何十年とかけて育ててきた、木々の落ち葉だった。

「はい。天使の謎なぞを解きましたよ」

　ロレンスの言葉に、ターニャは黒く小さな鼻をひくひくと震ふるわせ、立たち尽つくす。

　その後ろには、白んできた空と、山の輪りん郭かくが見えた。

「ターニャさん、門を立たせてください」

『は、はい』

　ターニャはわたわたと円えん盤ばんにとりつくと、ひょいと立ち上げた。

　目を閉じて微笑ほほえむ少女の姿が、明け方の青い光の中に浮うかび上あがる。

「この技術そのものは、それほど秘密のものではなかったんです」

　あの大聖堂に描えがかれた絵そっくりに円えん盤ばんを支えているターニャは、思いのほか強い視線をロレンスに向けながら、髭ひげを震ふるわせた。

『で、ですが、お師し匠しよう様が天使様を呼び出したことで、たくさんの人が驚おどろいていました』

「そうです。でもそれは、森の中で栗鼠りすを見たことがある人でも、あなたを見かけたら熊くまだと勘かん違ちがいするのと同じなんです」

『へ……？』

　ロレンスは、微笑ほほえんで、言った。

「皆みなが見たことのあるものでも、桁けた違ちがいの規模の物を目まの当あたりにすれば、それはひとつの奇き跡せきなのですよ」

　ロレンスは自分の足元に、濃こい影かげが生まれていくのを見つめていた。足元の影かげが濃こくなり、今日という日を祝福するかのような、見事な朝日が昇のぼってこようとしている。

　ターニャはまぶしそうに眼めを眇すがめ、円えん盤ばんに描えがかれた少女は微笑ほほえんで目を伏ふせている。

　これから起こることを、予期しているかのように。

「猫ねこの化け身しんが居い座すわっているので、天使様は完全にその姿を現してはくれないかと思いますが」

　ロレンスがそう言った直後だ。連なる山の稜りよう線せんのさらに向こう、この地域の穀物庫と呼ばれる大平原が広がる地平線の向こうから、太陽が顔を出した。

　さあっと音がしそうなほどの勢いで、巨きよ大だいな円えん盤ばんの窪くぼんだ一面に光の奔ほん流りゆうが流ながれ込こむ。

『あ、あっ！』

　ターニャがつぶらな瞳ひとみを限界まで見開いて、その時に起こったことを見つめていた。

　円えん盤ばんの窪くぼみに流ながれ込こんだ光は、世の摂せつ理りに従って反射されていく。しかもその窪くぼみはうまく調整されていて、少女の像に少なからず乱されながらも、光の奔ほん流りゆうは一点を目指して光の筋を作っていく。
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「眼鏡だよ、ホロ」

　ロレンスが言うと、それまで腹ばいになっていたホロが立ち上がる。

「セリムさんに渡わたすときも、きちんと注意をしたからな」

　ロレンスは振ふり向むいて、言った。

「太陽の下に置かないこと。あれは光を集めて、そのせいで紙が焦こげることがあるんだ」

　ホロは牙きばだらけの口を半開きにして、ターニャが毎日磨みがいていたらしい鉄の円えん盤ばんが輝かがやく様を見つめていた。

　それこそ門を開いたかのように、その奥おくに別の世界があるかのように光を反射し、未いまだ日光の当たらない森の木の幹を、痛いくらいのまぶしさで照らし出していた。

「眼鏡も綺き麗れいに磨みがき上あげないと、うまく文字を拡大しないし、火打石の代わりにはならない。多分、この鉄の円えん盤ばんの窪くぼみも職人技わざで見事な調整を施ほどこしてこそ機能する。そして、だからこそ、使い終わった後に少女の像を刻きざみ込こんだんだ」

　再び光を反射して、火事を起こさないように。手のひらに収まる眼鏡でさえ紙を焦こがせるならば、こんなに巨きよ大だいな円えん盤ばんで搔かき集あつめた太陽光がなにをしでかすのか、ロレンスにはこわばった笑えみでしか想像ができない。

　それこそ、青銅製の鐘かねを溶とかし、鉄をも精せい錬れんするのだろう。

『ああ、ああ……』

　ターニャは嗚お咽えつを漏もらし、円えん盤ばんから手を放してしまう。

　大きな鉄の円えん盤ばんはぐらりと揺ゆれ、危あやうくロレンスの足を潰つぶしかけたが、ホロが襟えり首くびを咥くわえて引っ張ってくれたおかげで難を逃のがれた。舞まい上あがった落ち葉がきらきらと照らされて落ちる中、ターニャは涙なみだをぽろぽろとこぼし、その場にうずくまってしまう。それは門の謎なぞが解けたにしてはおかしな落らく涙るいだった。

　だが、その意味にはロレンスも気がついていた。

　ターニャはちょっと間が抜ぬけているが、人の生の長さくらいもちろん知っていたはずだ。きっと、気がつかないふりをしていたのだ。

　もう錬れん金きん術じゆつ師しは戻もどってこない、ということを。

　謎なぞは謎なぞのまま、あのときの思い出は思い出のままこの先二度と更こう新しんされることはなく、一度刻みつけられた過去はもう二度と、新しい色で描えがきなおすことはできないのだということを。

　その呪じゆ縛ばくが今、解けてしまったのだ。

　ロレンスは一いつ瞬しゆん、門の謎なぞを解くべきではなかったかと思った。そうすればターニャは自分自身を騙だまし続け、永遠の記き憶おくの中で暮らせたかもしれない。たとえこの山から追い出されようとも、背中にこの円えん盤ばんを担かついでどこかの土地に移り、そこでひっそり暮らせたのかもしれない。

　謎なぞを謎なぞのままに、過去を過去のままにし、錬れん金きん術じゆつ師しがいつか戻もどってきてくれるはずだと、自分自身を騙だます夢を見つめながら。

　ロレンスはそう思ったが、いきなり後ろからホロに小こ突づかれた。

　そして、ホロはロレンスからの抗こう議ぎが向けられるよりも先にターニャに歩み寄ると、その頰ほおを大きな舌で荒あらっぽく舐なめた。狼オオカミが獲え物ものの味を確かめるように見えたそれだが、ターニャは顔を上げると、ホロの前足に縋すがりつく。ホロはそんなターニャの背中を舐なめ、腹ばいになると首筋のふわふわの毛のあたりに引き寄せていた。

『わっちらは長い時を生きる』

　ホロは言って、泣きじゃくるターニャを見下ろしてから、ロレンスを見た。

『じゃが、無限の長さの夢を見ることはできぬ』

　お前のやったことは間ま違ちがいではない。

　ホロはそう言ってくれた。

　ロレンスは、その言葉を信じることにした。

　服についた落ち葉を払はらい、地面を見やると、円えん盤ばんに刻きざみ込こまれた少女が目に入った。

　幸せそうに微笑ほほえむ、天使のような姿なのだった。







　ロレンスから技術の概がい要ようを聞かされたエルサは、眼鏡を見やると、ちょっと怯おびえたように慌あわてて蠟ろう燭そくの灯あかりから遠ざけていた。

　山で天使の謎なぞを解いた後、落ち着いたターニャが錬れん金きん術じゆつ師しとの思い出を語りたいだけ語るのを聞いてやった。そうして日が暮れてから、ロレンスたちは聖堂に戻もどった。

　そのときはロレンスだけでなく、ターニャも背中に乗せて戻もどることになった。

　エルサは巨きよ大だいな栗鼠りすに目をぱちくりとさせていたが、さすが場数を踏ふんできただけのことはある。どんぐりのパンでも焼きましょうか、と言ってターニャを喜ばせていた。ホロはそれを止めるわけにもいかなかったのか、げんなりしていたのが面おも白しろかった。

　そして、エルサの記した山の売ばい却きやくに関する覚書と、ロレンスからヒルデに向けての手紙をホロの首に括くくりつけたのは、どんぐりのパンが焼ける前の深夜のことだった。

　パンが焼けてから行けばいいのに、というエルサに対し、ホロは逃にげるように出発した。

　ホロの足であれば、だいぶ前に出発したニョッヒラでさえ、一昼夜で駆かけ戻もどれるだろう。

　それにあの鉄の円えん盤ばんの存在は、鉱山を経営するヒルデにとっては値あたい千金の存在に違ちがいないから、山と抱だき合あわせで高値を出してくれるに違ちがいなかった。

　ヒルデが万が一あの円えん盤ばんに似た技術にすでに気がついていたとしたら、と思わなくもなかったが、その心配はターニャ自身の言葉によって解消された。

　あの山がどうなろうと、自分はずっとあの山にいる。円えん盤ばんに刻まれた一番弟で子し様が、いつかお師し匠しよう様の思い出と共に戻もどってくるかもしれないからと。

　ホロはそんなターニャに対し、牙きばに物を言わせてでも必ず兎うさぎに金貨を出させてみせるとかなんとか言っていた。ホロならやりかねないが、ロレンスは手紙に、ホロが無む理り強じいするようなら教えてください、と書いておいた。

　そんなあれこれの思いを詰つめた手紙を携たずさえたホロは、あっという間に夜の闇やみに消えてしまう。

　ホロの姿を見送ったロレンスは、やれやれとため息をついて、空を見上げた。

　伝説として絵に描えがかれた彼かれらの物語は、まだこうして続いている。

「ロレンスさん、パンが焼けましたよ！」

　人の姿になってパン焼きを手伝っていたターニャの呼び声で、ロレンスは視線を空から戻もどす。

　それから振ふり向むけば、ホロとは違ちがう立派な体つきのターニャが手を振ふっている。

　ロレンスは手を振ふり返し、こう呟つぶやいた。

「妻への愛を示すため、パンを全部食べておこうかね」

　苦くてかたいどんぐりパン。

　それは世に人知れず残された物語のようなもの。

　いや、ひとつくらいはホロのために取っておこうかなと、ロレンスはそんなことを思って笑ったのだった。
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　その日の深夜、ロレンスは肌はだ寒ざむさからふと目を覚ました。寝ねぼけ眼まなこに毛布を肩かたまで引き上げつつ、物足りずに毛布の下をまさぐった。毛布とは全く質の違ちがう、ふわふわの毛皮があるはずだった。

　しかもそれは血の通ったれっきとした生きた毛皮であり、その持ち主をまとめて両りよう腕うでの中に収めればこれ以上温かいものはない。毛皮の持ち主の寝ね相ぞうが悪いのが玉に瑕きずだが、頭ず突つきでもされない限り、真冬でも朝まで安あん眠みんしていられる。

　しかし、ロレンスが暗くら闇やみの中でどれだけまさぐっても、毛布の中に探すものは見つからなかった。外に水でも飲みに行ったのか？　と薄うす目めを開けて、ようやく気がつく。

　ホロは三日前の夜から、出かけているのだった。

　ロレンスは行き場のなくなった手を胸の上に置く。天てん井じようでは木窓の隙すき間まから月明かりが差さし込こみ、獣けものの爪つめ痕あとのように光っている。夜明けはまだまだ先のようだ。

　手で顔を擦こすり、小さくため息をつく。

　最初の夜は、一人でむしろ気楽だったのに、と。

　ニョッヒラの湯屋から旅に出て以来、旅の開放感のせいか、それとも娘むすめの前で大人のふりをする必要がなくなったせいか、ホロの酒量は着実に増えていた。ホロは酔よいに任せて眠ねむり込こむのが好きなので、寝ねる前にあれこれ世話を焼く必要がしょっちゅうあった。もちろんそれはロレンスにとって嫌いやなことではないし、多分ホロは半分くらい酔よったふりをして、世話を焼いてもらうのを楽しんでいたのだが、大変なことには違ちがいなかった。

　それゆえロレンスは、久しぶりの落ち着いた夜を安あん堵どのため息と共に満まん喫きつしていたのだ。

　二日目の夜は、やや手て持もち無ぶ沙さ汰ただった。

　ロレンスが寝ね泊とまりするのはヴァラン司教領と呼ばれる土地にある、大聖堂の宿舎だ。そこを管理するのはエルサという旧知の間あいだ柄がらの女性聖職者で、夜の長い時間を酒と雑談に費ついやすような性格ではない。日が暮れる前に質素な夕食を食べ終わり、その後は長い祈いのりを神に向かって捧ささげ、蠟ろう燭そくがもったいないと早々に寝ねてしまう。眠ねむりの前のひとことは、明日も平へい穏おんでありますように、というところだろう。

　ホロは全く正反対で、惜おしむのは酒を飲む機会と宴えん会かいの時間だった。今日はたくさん旅をしたから労ねぎらいにたくさん飲もう、今日は何事もなかったからたくさん飲もう、それから、今日一日が終わるのがもったいないからまだ蠟ろう燭そくの火を消すでない。

　酔よいに任せて眠ねむり込こむ前には、明日の朝飯の献こん立だてを呟つぶやいていることだって少なくない。

　そんなホロと過ごす夜が当たり前だったので、あまりに早く寝ね床どこに追いやられると、なにかやり残したことがあるような気がして落ち着かなかったのだ。仕方なく酒を取り出してみたものの、一人で飲んでも味気なく、諦あきらめたロレンスは早めに床とこに就つくほかなかった。

　三日目の夜は、山からターニャがやって来た。ヴァラン司教領に語かたり継つがれていた呪のろわれた山の天使の伝説では、重要な役割を担になっていた栗鼠りすの化け身しんである。ロレンスが呪のろわれた山に残された秘密と錬れん金きん術じゆつ師しの謎なぞを解いたのは数日前のことで、以来、ターニャがロレンスを見る目はきらきら輝かがやいていて、ロレンスとしてはちょっと面おも映はゆい。

　そのターニャがここ数日熱中しているのは、呪のろわれた山と呼ばれていたかつての鉄鉱山を、木材の切り出しと炭焼きの拠きよ点てんとする計画の立案だった。ホロが三日前から出かけているのもその件で、旧知の間あいだ柄がらであるデバウ商会へと山の売ばい却きやくを持ちかける手紙を届けている。鉄鉱山として山を再開発すればまたぞろ禿はげ山やまになってしまうので、木材と炭焼きの供給地として買い取ってもらえないかという話だった。

　長い年月にわたって禿はげ山やまに緑を育んできたターニャは、山を緑豊かに維い持じしたまま最大限儲もうかるような計画を立てるのに燃えているのだ。

　そういうわけで、ターニャはどんな種類の木にしたらいいかとか、どれくらい育った木が高く売れるのかとか、非常に熱心にロレンスへと教えを乞こうてきた。栗鼠りすの姿をとっているときは蹴け鞠まりのように丸々としたターニャは、見た目どおりにちょっと抜ぬけたところのあるおっとりした娘むすめだが、その分粘ねばり強づよさとひたむきさがある。しかも、ロレンスのことを英えい雄ゆう視しているのだから、教える側としてはついほだされてしまう。

　どれだけ教えても貨か幣へいの種類を覚えず、頭はいいのに飽あきっぽいところがあり、最も楽しそうな顔をするのはロレンスに意地悪な甘あま嚙がみをしているとき、というホロとはだいぶ違ちがう。ましてやその血を色いろ濃こく受うけ継ついで、さらに若々しいお転てん婆ばさを加えた娘むすめのミューリと比べると……とロレンスはややため息をつきつつ、熱心なターニャの相談に乗ってやっていた。

　司教領の財産に関わることなので、エルサも交えて三日目の夜は久しぶりに遅おそくまで起きていたが、すべてを終えて部屋に戻もどると、沈ちん黙もくと暗くら闇やみがずいぶん重く感じられた。こういう感覚は、行商人をしていた時分以来だった。たまたま訪おとずれた先の村で祭りに参加して盛り上がったのち、自分だけが明日に備えて誰だれもいない旅籠はたごの部屋に戻もどったときと同じ感覚だ。

　そして、四日目である。

　日中は、一晩泊とまったターニャと山の植林計画を練って過ごしていたが、ターニャは日暮れと共に大好きな山に戻もどり、エルサはいつものように早々に寝ねてしまった。残されたロレンスは、味気ないと思いつつ、酒を引っ張り出さずにはいられなかった。

　少し多めに注いでひと口飲み、腸ちよう詰づめをかじるとさらに飲んだ。話す相手もいないのでその繰くり返かえしは早く、たちまち酔よいが回ったところで、疾しつ走そうする馬の背から飛び降りるように毛布にもぐり込んだ。

　しかし、酒の力を借りてもなお眠ねむりはなかなか訪おとずれず、輾てん転てん反はん側そくしてようやく眠ねむりに落ちたと思ったのもつかの間、酔よいが醒さめると共に肌はだ寒ざむさで起きてしまい、今に至る。

　ロレンスは認めざるを得なかった。

　寂さびしかったのだ。

　ホロがいなかった頃ころの生活などもう思い出せないし、冬でもないのに毛布の中が冷たすぎた。

　デバウ商会は確かに遠いが、ホロの足ならばすぐのはずで、ホロに限っては道に迷うとか事故に遭あうとか、野や盗とうに襲おそわれるなんて可能性はほぼあり得ない。

　となると、デバウ商会で山の売ばい却きやくについて揉もめているか、もっとありそうな話としては、景気の良いデバウ商会の本店で歓かん待たいを受け、ずるずると長居をしていることだ。酒と肉とで楽しげにしている様が、容易に想像できる。

　ホロが楽しく過ごしていればそれに勝まさることはないと思いつつ、留守番をしているロレンスは、一人で冷たい夜を過ごしている。その現状にふつふつと湧わき起こるものがあった。

　ベッドの上で大きなため息をついて、寝ねるのはあきらめて体を起こす。木窓の隙すき間まから差さし込こむ月明かりを頼たよりに視線を巡めぐらせれば、机の上に置かれている分厚い紙束が目に入る。

　ベッドから降りてそれに手を伸のばし、最初の数頁ページをめくってみると、独特の、お世辞にも上手とは言えない文字で、日々の出来事が記されていた。

　曰いわく、朝食べたパンが堅かった。昼の麦むぎ粥がゆに肉が少なかった。夜の葡ぶ萄どう酒しゆがすっぱかった。

「食べ物ばっかりだな」

　ロレンスは苦く笑しようしながら呟つぶやき、ホロの記した日記を読んでいく。取るに足らないことが山ほど列挙されているが、それは普ふ通つうに暮らしていたら簡単に忘れてしまう日々の記き憶おくであり、ホロはまさにそういうことを記録したくて、この日記を記している。

　それにロレンスが驚おどろいたのは、こうして記されていると、結構思い出すものだということだった。

　ロレンスは立ったまま日記をめくり、やがてため息をついてから文字を撫なでた。これは長い時を生きるホロが、やがて来るロレンスとの別べつ離りのために用意した、いわば薬だった。

　その意味をもちろん、ロレンスは重々わかっていたつもりだ。しかし自分が一人部屋に残されてみて初めて、ホロがなにと戦わなければならないのか、実感を伴ともなって理解できた気がする。

　自分はホロと数日離はなれただけでこうなのだ。しかもそう遠くないうちに、必ず戻もどってくると確信できているというのに。

　ではこれが、もう二度と会うことのできない、永遠の別れだとしたら？

　ロレンスはゆっくりと深呼吸をして、頭を振ふる。それは想像すらできない苦しみだろうと思った。ホロに待ち受けているのは、そういうことだったのだ。

　自分にできることは限られているが、せめてこの日記がさらに分厚くなるようにしよう、日々のわがままは可能な限り……と思いつつ、その気持ちはゆっくりとしぼんでいく。

　なぜなら、ホロの尻尾しつぽを追いかけるように日記の文字を追っていると、そこにあるのはあれだけ世話を焼いているというのに、ロレンスがあれを買ってくれなかった、これをしてくれなかった、気が利きかない、いびきがうるさい、などという文句ばかりだったからだ。

「エルサさんに言われたように、甘あまやかしすぎた気がするな……」

　ロレンスは頁ページをぱらぱらとめくり、最新の日記、つまりホロが出立する夜に書いていた部分を見る。そこには、きっと美味うまい酒が山ほどあるに違ちがいない、と書かれていた。

　再び、帰りが遅おそいホロへの疑念が頭をもたげてくる。

　デバウ商会は北の地を支配する大商会で、物流の多くを支配している。さぞ美味うまいものが目め白じろ押おしだろうと期待するのは間ま違ちがいではないし、ホロが手紙を届ける労は労ねぎらわれるべき。

　しかし一人で味気ない酒をすするロレンスには、なにか不公平な気がする。

　自分のいないところでホロが楽しげにしている様を想像し、ロレンスがふてくされているところだった。

「？」

　ふと、木窓の外の月明かりが陰かげった。月に雲がかかったにしては、別の木窓からは月明りが差さし込こんでいる。

　なんだろうかと思って木窓を開け、悲鳴を上げなかったのは、ロレンスの肝きもが据すわっていたからではない。

　そこにあるのが、あまりにも現げん実じつ離ばなれした光景だったからだ。

『なんじゃ、こんな夜よ更ふけに起きておるとは。寂さびしくて眠ねむれぬのかや？』

　月明りに照らされて、巨きよ大だいな狼オオカミが意地悪く笑っていた。

　部屋は宿舎の二階にあるが、狼オオカミのホロの鼻先がちょうど木窓のあたりにある。

　これは夢だろうか、とロレンスが言葉もなく立たち尽つくしていると、ホロは大きな尻尾しつぽを右に左にと振ふってから、鼻先を木窓の枠わくの中に突つっ込こんできた。

　そして、すんすんと鼻を鳴らし、今度は大きな目玉をぎょろりと木窓の枠わくに押おしつけてくる。

『ずいぶんあの栗鼠りすと仲良くなったようじゃのう？』

　ロレンスの腕うででは抱かかえきれそうにないほど大きな目玉が、ロレンスのことを睨にらみつけている。

　獲え物もののどんな挙動も見み逃のがさないホロの赤い眼めと、どんな噓うそも聞きき漏もらさない狼オオカミの耳。

　夢にしたってホロと出会えたことが嬉うれしくて、顔が勝手に笑いそうになるのをこらえたロレンスは、大きめに息を吸ってから答えた。

「山のこれからのことを、話し合う必要があってな」

『それにしてはこんなに臭においがつくほど近づくとは、どういう料りよう簡けんじゃ？』

　ターニャはおっとりして、人ひと懐なつっこい性格で、どこか厭えん世せい的な雰ふん囲い気きのホロとはだいぶ違ちがう。

　距きよ離りが近かったことは否いなめないが、ホロに不ふ貞ていを疑われるいわれはない。

　第一、ロレンスにも言いたいことがあった。

「そんなに獲え物もののことが心配なら、もう少し早く帰ってきたらどうだ？」

　反はん撃げきされるのが意外だったのか、ホロは目をぱちくりとさせてから、鼻の頭にしわを寄せた。

『たわけ。わっちがどれだけ全力で駆かけてきたと思っておる』

　木窓の枠わくの向こう側で、ホロが唸うなっている。

「その割には、ずいぶん酒の匂においがするんだがね」

　狼オオカミの姿のときのホロは、顔中を毛皮に覆おおわれているというのに、案外表情が読みやすい。

　誤ご魔ま化かすように目を逸そらしたので、デバウ商会でしこたま飲んできたことがわかる。

　さすがに酔よっているようには見えないので、毛皮に酒の匂においが染しみつくほど飲んだのだろう。

『たわけ。あの兎うさぎどもは、賢けん狼ろうへの敬意の払はらい方を知っておるだけじゃ』

　ホロはそんなことを言って、首筋をぐいと窓まど枠わくに押おしつけてくる。ごわごわの毛皮が部屋の中に入ってくるが、そこに荷物が括くくりつけられていることに気がついた。

『ノミにたかられておるようで落ち着かぬ。早く取ってくりゃれ』

　ホロの毛並みに括くくりつけられた手紙類を取り、変な癖くせの付いた個か所しよを手で撫なでてやる。

　ホロは犬が甘あまえるように首をぐいぐい押おしつけてくるが、壁かべがみしみしと不ふ穏おんな音を立てはじめたので、押おし返かえした。

「まったく」

　体を離はなしたホロはにやりと笑い、ひときわ大きく尻尾しつぽを振ふると、その姿を消した。

　まるですべてが一いつ瞬しゆんの夢のよう、と思ったのもつかの間、ロレンスの手の中には手紙がきちんと残っている。窓まど枠わくから顔を出して階下を見下ろせば、人の姿に戻もどったホロが窓の下に立っていた。

　当然服など身につけておらず、珠たまのような素す肌はだが月明かりに照らされている。絹にも勝まさる髪かみの毛けが揺ゆれ、静かに月を見上げるホロはそれこそ月の精せい霊れいのよう。

　ロレンスがその神秘性に見とれていたら、美しい狼オオカミの娘むすめは、へっくしとおっさんのようなくしゃみをした。情じよう緒ちよもなにもあったものではないが、それはそれでホロらしい。

　ロレンスは苦く笑しようしつつ、椅い子すの背もたれにかけていた外がい套とうを手に取って、丸めて外にいるホロに放り投げた。

「さっさと上がってこい。風か邪ぜひくぞ」

　ホロは器用に外がい套とうを受け取り、ぱっと広げると肩かたに巻く。

　そして、顔の前に搔かき寄せてから、大きく深呼吸をしていた。

「くふ。ぬしの匂においじゃ」

　赤みがかった眼めが、嬉うれしそうに笑う。

　ロレンスはなにかを言おうとして、そのなにかがわからない。

　ホロに対する気持ちは、到とう底ていひとことでは表せない。

　だから、鼻を擦こすってこう言った。

「おかえり」

　ホロはきょとんと眼めを見開いてから、嬉うれしそうに笑った。

「んむ」

　ただいまじゃないのかとロレンスが呆あきれ笑うと、ホロは貫かん禄ろくたっぷりに顎あごを上げ、歩き出す。

　外がい套とうの下から見みえ隠かくれするホロの尻尾しつぽを見送って、その姿が建物の陰かげに消える頃ころ、ロレンスは木窓を閉じようとして視線を上げる。

[image: ]

　満月ではないが、今日も月は煌こう々こうと輝かがやいている。

　ロレンスは月へと恭うやうやしく一礼をして、木窓を両手で閉じた。

　優ゆう雅がな足取りで部屋に入ってきたホロを力いっぱいに抱だきしめたのは、それからすぐのことだった。







　翌日は、目を覚ますとしばらくホロの寝ね顔がおを楽しんでから優やさしく起こし、パンにチーズと腸ちよう詰づめを挟はさんだものを恭うやうやしく献けん上じようし、姫ひめがベッドに腰こし掛かけて足をぷらぷらさせながらパンを頰ほお張ばっている間に、尻尾しつぽの手入れをしてやった。

　面めん倒どうなことはすべてロレンスにやらせたい、と考えている節のあるホロだが、尻尾しつぽの手入れだけは機き嫌げんの良いときにしかロレンスに任せない。食事の後は、口の端についたパンくずを拭ぬぐわせるところまでが一連の儀ぎ式しきだ。

　朝日に照らされたホロは満足げに笑い、ロレンスの頰ほおに口づけをしたのだった。

「あなたたちを見ていると、まるで我わが家やが不仲のように思えてきます」

　大聖堂の敷しき地ちで育てている薬草類に水をやっていたエルサは、手をつないで宿舎から出てきたロレンスとホロを見るや、呆あきれたようにそう言った。

「貫かん禄ろくの違ちがいじゃな」

　ホロが堂々と胸を張ると、さしものエルサも笑うしかないようだった。

「首しゆ尾びはいかがでしたか？」

「悪くない金額だったかと思います」

　ロレンスはホロがデバウ商会から持ち帰った手紙類を差し出したが、エルサは畑仕事の真っ最中で手が真っ黒だ。ロレンスが手紙を引ひっ込こめると、エルサは薬草畑を見まわした。

「手紙の確かく認にんは、畑の水やりも終わったところですし、朝食を食べながらいたしましょうか。それとも、もう食べましたか？」

「あ、それでしたら──」

「んむ、良い提案じゃ」

　ロレンスの返事を遮さえぎるようにホロが言ったことで、大体のことをエルサは察したらしい。

「食べてない、と噓うそをつかなかったことだけは褒ほめましょう」

　木桶おけの水で手を洗ったエルサは、手慣れたように腰こし帯おびから手て拭ぬぐいを取り出して拭ぬぐい、木桶おけの水を捨てると農具と一いつ緒しよに脇わきに抱かかえた。

「歓かん待たいは神も推すい奨しようされることですからね」

　ホロが尻尾しつぽを大きく揺ゆらし、ロレンスはエルサの荷物を少しだけ肩かた代がわりしたのだった。







　煮にたてた山や羊ぎの乳と一いつ緒しよにエルサが出してきたのは、ロレンスが伝え、今やエルサの故郷で名物になっている堅焼きパンの一種、クッキーだった。

「んむ、よい歯ごたえじゃな」

　ばり、ぼり、とホロは音を立てて食べている。柔やわらかくさくさくとしたものも人気だが、最近は堅いものも人気なのだという。それでエルサがわざわざ堅いのを出したのは、犬が骨をかじるのをホロから連想したのだろうかと邪じや推すいしながら、ロレンスは山や羊ぎの乳でふやかしながら食べる。バターと塩と卵、それに贅ぜい沢たくなことに砂糖も使われていて、質素倹けん約やくを謳うたうエルサにしてはずいぶん奮発したなと、ロレンスは驚おどろいた。

「このヒルデさんという方は、あなたたちの結けつ婚こん式しきの際にお会いした方ですよね」

　ヒルデからエルサにあてられた手紙を広げながら、エルサが言った。

　賑にぎやかな結けつ婚こん式しきで、ロレンスとホロがたどってきた旅で出会った人々は大体呼ぶことができた。

「そうです。兎うさぎの化け身しんの」

　エルサはうなずいてから、嬉うれしそうに堅いクッキーをかじるホロを見やった。

「あなたは本当にヒルデさんを脅おどしてはいませんか？」

　ホロが耳をピンと立て、嫌いやそうな目をエルサに向ける。

「たわけ。そんなことするわけなかろう。まあ、このわっちの威い厳げんに兎うさぎが勝手に怯ひるむことはあるかもしれぬがのう」

　ふふんと胸を張るが、あのヒルデに至ってはそんなやわではないだろうし、ホロも心得ている。

「じゃが、代わりに山の状じよう況きようを散々聞かれた上に、天使の門の話もしつこく聞かれてのう。あまりに喋しやべらされるから、喉のどを潤うるおすのもひと苦労じゃった」

　喋しやべった分だけ酒を飲んできたのだろうが、ヒルデたちはきちんと山の価値、それに天使の門の価値を計算した上で、金額を提示してきたらしい。

　なお、天使の門とは錬れん金きん術じゆつ師しがその技術で作り上げた道具のことで、正体は太陽光を集めて火を熾おこす金属製の鏡だ。文字を拡大する硝子ガラスの珠たまが、時折火事を起こすことは知られているが、巨きよ大だいな金属板を精せい緻ちに叩き上げることで、それこそ鉄を精せい錬れんしてしまうほどの高温を作り出せるとはロレンスも思っていなかった。

　狼オオカミも巨きよ大だいになれば神になるように、広く知られたものでも規模が変わると見知らぬなにかに変身する、という一例だろう。

「では、諸もろ々もろ含ふくめての結果ということですね」

　エルサは教養と信しん仰こう心を兼かね備そなえた理想的な聖職者のように、静かにうなずいた。

「私も金額としては悪くないかと思います。木材の価格は上がることはあってもなかなか下がりませんから、山の価値はしばらく変わらないでしょう」

「あとはこちらで、ターニャさんの身元を保証するだけですか」

　デバウ商会に山が売られたとしても、実際にそこで働くのは少なくない地元の人間だ。彼かれらは人ならざる者の存在などおとぎ話でしか知らず、もちろん栗鼠りすの化け身しんであるターニャの正体を明かすことはできない。ターニャが彼かれらとうまく仕事をするには、人の世に適合するための策を取り計らう必要がある。

　その点、広い領地を所有し、人の出生から墓場までを管理する教会にかかれば、まったく新しい村人の身分を無から作り出すのは造作もない。

「うまくまとまってよかったです」

　エルサは手紙を置いてからロレンスを見ると、ほっとしたように微笑ほほえんだ。厳しいが優やさしさも持ち合わせる、そんな笑え顔がおだ。若い頃ころのエルサは厳しさばかりが前面に出ていたが、とても良い歳としの取り方をしているようだった。

「じゃが、これからが面めん倒どうじゃのう」

　そこに口を挟はさんだのは、木の椀わんに残った最後のクッキーに手を伸のばそうとしたロレンスを、牙きばを剝むいて威い嚇かくしたホロだった。

「面めん倒どう？　なぜですか？」

　最後のクッキーを頰ほお張ばってご満まん悦えつのホロは、手の指をぺろりと舐なめてから答える。

「これからまたその手紙の返事を持って、わっちゃあ北に向かう必要があるじゃろうが。しかも、そこに書かれておるのはずいぶんな金額じゃ。わっちもこのたわけと旅をしておるからのう、それだけの貨か幣へいがどれだけの量になるかは大体想像がつきんす。それを、あんなに遠くからここに運ぶとなれば、誰だれがその役目を負うのかという話になるじゃろうが」

　辟へき易えきとした様子のホロは、そう言って椅い子すの背もたれに面めん倒どう臭くさそうにもたれかかる。

　エルサは目をぱちくりとさせ、それからロレンスを見た。

　二人の視線のやり取りに気がついたホロが、じろりとロレンスとエルサを見る。

「なんじゃ、その顔は」

　エルサは少し悩なやんだのち、ロレンスに任せるとばかりに手元の羊皮紙を一枚、長机の上を滑すべらせた。ロレンスは仕方ないかと受け取ってから答える。

「お前が背中に山ほどの貨か幣へいを積んで、運ぶ必要はないよ」

　すると、ホロが片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「じゃあどうするんじゃ？　荷馬車を列にして、荷台に山ほど積んで運んでくるのかや」

「その必要はないし、お前が返事の手紙を届ける必要もない。ヒルデさんは、俺おれたちを信用してくれている」

「む、う？」

「遠方の地にある、見たこともない山を大金で買うのに、躊躇ためらいなく支し払はらってくれたんだからな。まったく、大商人の鑑かがみだよ」

　ロレンスはそう言って、エルサから受け取った一葉の羊皮紙を見せた。

「なんじゃこれは？」

　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰しかめるホロに、ロレンスは言う。

「為替かわせ証書だ。昔の旅でも何度か目にしてるはずだがね」

「？」

「この紙切れ一枚が、膨ぼう大だいな量の貨か幣へいの代わりなんだ」

　ホロはちょっと目を見開き、それから不ふ機き嫌げんそうな目付きで為替かわせ証書を見た。

「……いつものぬしらの魔ま法ほうかや」

「エルサさんの前で魔ま法ほうの話をするのは憚はばかられる」

　そんな軽口を、エルサはもちろんいちいち相手にしない。優ゆう雅がに山や羊ぎの乳をすすっていた。

「現金を運ぶのはお前が言うとおり大変だし、危険でさえある。代わりにこの紙切れにヒルデさんが署名をし、価値を保証することで、俺おれたちはこの紙切れをしかるべき大きな商会に持もち込こむだけで、書かれた金額を受け取れる。すごいよな」

　商人たちの信用の連れん鎖さだ。遠く離はなれた商会同士、商あきないによってつながった網あみの目めには信用という通貨が流通する。ただの紙切れが、ぴかぴかの金貨の代わりを果たすのだ。

　家に山ほどの金貨をため込こむ吝りん嗇しよく家が、どうして人を信用しない醜しゆう悪あくな人物として描えがかれるのか、そこに答えがある。

　信用を使えば、金貨を貯め込こむ必要はないのだから。

「もちろん、魔ま法ほう以上にすごいのは、これだけの信用を容易に扱あつかえるヒルデさんの商人としての器うつわのでかさだ」

　デバウ商会は北の地を事実上支配する大商会で、独自の貨か幣へいまで打ち出している。

　そんなヒルデと知り合えた幸運に、ロレンスは誇ほこらしささえ感じてしまう。

　しかし狼オオカミのホロは、ロレンスが兎うさぎのヒルデを褒ほめるのが気に食わないのか、やや不ふ機き嫌げんそうにしている。

「そういうわけで、残念ながらデバウ商会でしこたま酒を飲む口実はなくなってしまったというわけだ」

　ロレンスのひとことに、ホロがむっとして耳と尻尾しつぽの毛を逆立てる。

「たわけ！」

　とはいえ、それから残念そうな顔をしていたので、実際のところ期待していたのだろう。

　まったく食い意地の張ったことだとロレンスは笑いつつ、こう言った。

「怒おこるな怒おこるな。なんであれ話はまとまったんだからな。そろそろここをお暇いとまして、次の町に行く頃ころだろう？」

　長机の下でギュっとロレンスの足を踏ふんでいたホロは、疑わしげにロレンスを見る。

「山向こうの大市に顔を出してみないか？　コルやミューリたちのことも気になるが……ここまで来て大市を見ないというのもな」

　ホロは狼オオカミの耳を二度ほど機き敏びんに振ふると、ロレンスの足を踏ふむのをやめて、たちまちにこにこと笑いだす。

　現金なものだとロレンスが呆あきれていたら、エルサが口を開いた。

「それでしたら、ひとつお願いがあるのですが」

　ヒルデからの手紙を丁てい寧ねいに折りたたむと、いつだって冷静なエルサは、こう言った。

「私も連れていってもらえませんか？」

　ロレンスが意外だったのは、エルサは聖堂での留守番役だったからだし、ましてや大市で買い物を楽しむ性格でもないからだ。

　すると、エルサはため息をついて、歯でも痛むかのように右頰ほおに手を当てた。

「実は、この聖堂と村の人たちが、大市で問題に巻まき込こまれているそうなのです。助けを求める手紙が昨日届いて、どうしようかと思っていたのですが……きっと、これは神の思おぼし召めしですね。あなたたちが同道してくれれば、大変心強いですから」

　わざとらしいほどに聖職者めいた口調で言って、エルサはロレンスとホロを見る。

　エルサが聖職者として優ゆう秀しゆうなのは、こちらの腕うでの中に上手に義務感を抱いだかせるからだ。

　エルサは己おのれの役どころをきっちりと弁わきまえている。

　ロレンスにはその割り切りが心ここ地ちよく、笑え顔がおで返事をした。

「私たちでよければ、手を貸しましょう」

　エルサはそういう返事をもらえるはずだと確信して、今この場で話を切りだしたはず。

　ホロは面めん倒どうそうな顔をロレンスに見せていたが、口を挟はさむことはなかった。

　さしものホロも、テーブルに出された甘あまくて歯ごたえの良いクッキーが、この頼たのみ事への伏ふく線せんだったと理解したらしい。最後の一枚まで平らげてしまった身としては、抗こう弁べんできまい。

「助かります。神の御加護がありますように」

　神の御加護などなくてもたくましく生きていけそうなエルサは、そう言ったのだった。







　エルサが説明してくれたのは、大市ではありがちな話だった。

　ヴァラン司教領に暮らす者たちは、領地の秋の収しゆう穫かくを大市で売ばい却きやくすると、その代金で越えつ冬とうのための物資を購こう入にゆうする。そういうことをもう長いこと続けているらしいのだが、その毎年の取引を代理してもらっている商会が、商あきないで行いき詰づまっているのだという。

　このまま商会が破産したのでは、収しゆう穫かくを売ばい却きやくした代金も受け取れないし、越えつ冬とうのための物資も手に入れられない。そうなれば備び蓄ちくのない貧しい家では、深刻な問題が起きるかもしれない。ただちに聖堂の財産目録を持って大市に来てくれ、ということだった。

　そして、エルサがいかにもエルサらしかったのは、そんな事態を前に慌あわてふためいてロレンスに問題を丸投げしてきたわけではない、ということだ。

「手負いの獣けものを助けるか、それとも見捨てて自分たちが生き延びる策をとるべきかなど、あのたわけもまあまあ考える頭があるではないか」

　宿舎の部屋で荷造りをしていると、ホロが感心したように言っていた。

　エルサがロレンスに向けてきた相談とは、いったいどうしましょう？　ということではない。

　手元には山を売った代金としての為替かわせ証書がある。それがあれば商会の資し金きん繰ぐりを助け、彼かれらを窮きゆう地ちから救える可能性がある。だがその可能性は全くの未知数であり、山を売ばい却きやくした代金をすべて注つぎ込こんだ挙句、やっぱり助けられないということも十分にありうる。

　一方、商会を見捨てて領地の人々のために為替かわせ証書を使うならば、確実に数年分の物資を買かい与あたえることができる。

　だが、商会と領地の人々、その両方を助けることは、おそらく神以外に能あたわないだろう。

　エルサは慈じ悲ひ深ぶかい救済の手の本数も、膂りよ力りよくも限られていることを理解しているのだ。

　そこで、判断は自分がするから、ロレンスには商会の状じよう況きようを見み極きわめてほしいと頼たのんできた。

　長い目で見れば、商会を助けて、そう言ってよければ恩を売ることが領地の人々のためになるが、確実さを優先するのなら、直接領地の人々のために使うべき。エルサは物事を現実的に考え、現実的な情報を欲ほつしていた。自分の伴はん侶りよをこき使われてホロは怒おこるかと思いきや、エルサのそういう考え方が気に入ったらしい。

　ホロも昔は神と崇あがめられ、似たような選せん択たくを迫せまられたことが何度もあるのだろう。

「ただ、商会の件は話を聞く限り、なにか取引に失敗したというより、別の理由だろうな」

　ロレンスは荷物をまとめながら、日記の紙束をホロに向ける。パンよりも重いものは持ちたくない、とでも言いそうなホロだが、日記だけは別で、おとなしく受け取った。

「商あきないの失敗以外で潰つぶれるなんてことがあるのかや？」

「商会が店じまいを余よ儀ぎなくされるのには、いくつか理由があってな」

「ほう」

　ホロに荷造りを手伝う気はさらさらないらしく、ベッドの上で胡坐あぐらをかきながら、日記を開いて羽ペンを手に取った。面おも白しろそうな話なら書き加えておこう、と思ったのだろう。

　ロレンスはいまさらなにか言うこともなく、話を続けた。

「ひとつは、単に損が積み重なった場合。もうひとつは、内部の仲たがいで商あきないが継けい続ぞくできなくなったりする場合。あとは、商あきないに必要な許可証の類を取り上げられたりして、そもそも商売ができなくなる場合」

　ホロは羽ペンの羽で顎あごを撫なでている。日記に記すような興味は惹ひかれなかったらしい。

「もうひとつが、儲もうかって利益が出ているのに、破産してしまう場合だ」

　ホロの耳と尻尾しつぽがぴんと立つ。好こう奇き心が刺し激げきされたようだ。

「どういうことじゃ？　儲もうかっておれば店は潰つぶれぬじゃろう」

「そう思うだろう？　だが、商あきないにおいて、代金の支し払はらいと受け取りには時間差があるのが普ふ通つうなんだ。なにかを買うときには金貨が必要なのに、なにかを売った代金は来週受け取る、みたいなことをしていたら、どこかの頃ころ合あいいで金庫が空になる。そうして金庫が空になったとき、大事な支し払はらいが重なったりすると、おしまいだ」

　ロレンスはぎゅっと麻あさ袋ぶくろの口を締める。息の根を止めるかのように。

「約束を守れないのは商人として致ち命めい的。そこで一巻の終わり、というわけだ」

　ホロは胡坐あぐらをかいて、背中を丸めて難しい顔をしている。いまいち納なつ得とくがいっていないのだろう。

「じゃが、利益は出ておるのじゃろう？　やっぱりわけがわからぬ」

「帳ちよう簿ぼの上ではな。だから、なにかの商品を売ったけど回収できていない代金、売うり掛かけとか債さい権けんとか言ったりするが、そういう『貸し』を全部回収できれば、『借り』を返すことができる。そこまではいいか？」

「それは……うむ」

「どこの商会も、基本的には『借り』より『貸し』が多い。つまり儲もうかっている状じよう況きようだ。ただ、さっき言ったように、金貨を支し払はらうときともらうときに差があるから、金庫が空にならないように注意が必要だ。商会ではすべての取引を把は握あくしている誰だれかが、注意深く金貨が尽つきないように調整をするんだが、突とつ発ぱつ的な事故や手て違ちがいはいつだって起こる。良かれと思ってやったことが、わがままな姫ひめのご機き嫌げんを損そこねるとかな」

　と、ロレンスが言うと、ホロは「ミューリのたわけがまるっきりそれじゃな」などと訳知り顔にうなずいている。ロレンスは笑え顔がおでなにも指し摘てきせず、後を続けた。

「そして、いざ危機になったときに問題なのは、よそから見ればその商会の『貸し』と『借り』が本当に釣つり合あっているのかなんてわからないことなんだ。帳ちよう簿ぼに書かれているのは、結局ただの文字でしかないし、そのすべてをいちいち調べるのは現実的ではない」

「んむう……確かにそうじゃな。それで？」

　ホロが興味深そうに話を聞いてくれると、ロレンスも嬉うれしくなってくる。

「商会が存続するには、周りから信用されるしかない。しかし、うちは儲もうかっていますよ、大だい丈じよう夫ぶですよと周りに証明するには、日々の支し払はらいをきちんとするしかない。だから金庫に金がないときに支し払はらい期限がやってくるとまずいんだ。支し払はらいができなければ誰だれからも信用されなくなってしまう。あそこはやばいんじゃないか、と思われてなんの商品も売ってくれなくなり、取引が滞とどこおり、ますます支し払はらいが苦しくなり、商あきないが完全に止まる。心臓が止まるようにな」

　ロレンスは椅い子すの背もたれにかけてあるホロ用の外がい套とうを手に取って、ホロに投げた。

「つまり、貢みつがれるだけ貢みつがれてその礼をしないお姫ひめ様は、ついに愛あい想そを尽つかされてしまうかもなってことだ」

「ん、なっ」

「もちろんお前はいつか恩を返そうと思っていたとしても、それはお前の心の帳ちよう簿ぼ上の話だ。ご褒ほう美びを受け取れない俺おれは、ついに心が破産してしまう。教訓的な話だな？」

　ロレンスが笑うと、ホロは肩かたをそびやかして唇くちびるを尖とがらしたのち、牙きばを見せた。

「たわけ！　むしろ貸しを積み上げておるのはわっちのほうじゃ！」

「はいはい」

　いきり立つホロを軽くあしらって、ロレンスは荷物を背負う。

「現実の商あきないも、今の俺おれとお前みたいなもんだ。しかも関わる数が多い。俺おれとお前がそれぞれ十人ずついて、ひとつ屋根の下で生活しながら、あれは貸しだこれは借りだ、と言い合っているところを想像してみろ。いつか大変なことが起こると目に見えてないか？」

「……」

　ホロはその場面を想像したのか、尻尾しつぽを神経質な猫ねこみたいに不規則に揺ゆらしつつ、反論はしなかった。たった二人でさえ、夕飯の干し肉が一枚多い少ないで喧けん嘩かをすることがあるのだから。

「まあ、理由はどうあれ、商会を助けられたらいいんだろうが、どうかなあ……。エルサさん自身もあまり希望を抱いだいてないらしいが、その点は助かるというものだ。信しん仰こうに篤あつく、しかして現実的、というのがエルサさんの素す晴ばらしいところだ」

「ふん」

　そんなことはどうでもいい、とばかりにベッドから降りたホロが外がい套とうをまとうので、ロレンスは胸むな元もとの紐ひもを結ゆわえてやる。ホロは礼も言わずつんと澄すまし顔だが、尻尾しつぽが明らかに嬉うれしそうにしている。そういうところに弱くて、ロレンスはついつい世話を焼いてしまう。

　ホロはあまり借りを返してくれないが、利子ならたっぷり払はらってくれる。

「じゃが、今の話には妙みようなところがある気がしんす」

　蝶ちよう結むすびにされた胸むな元もとの紐ひもを満足そうに指でいじってから、ホロは言った。

「その商会が潰つぶれるとしても、その商会が持っておった『貸し』はどうなるんじゃ？　煙けむりのように消えるのかや？　たとえばこの土地の連中がその商会から受け取るはずだった代金は、いったいどこに行くんじゃ？」

「さすが賢けん狼ろうだ」

　ホロの頭をぐしぐし撫なでてやると、子こ供ども扱あつかいされたホロは牙きばを見せて唸うなる。

「商会が潰つぶれても、直ちに『貸し』と『借り』のすべてが消し飛ぶわけじゃない。商会の倉庫には金目のものが残ってるだろうしな。だから、本当は、この司教領の人々のために金を確保する、もっとよい方法がある」

　ホロはロレンスの口調の変化に気がついて、狼オオカミの耳をぴんと立てた。

「最も利己的に動くのなら、救いの手を差さし伸のべる代わりに破は綻たん寸前の商会に押おしかけて、村の人たちが売ばい却きやくしたものの代金を可能な限り回収するべきだ。お前らがどうなろうと知ったことか、と無理やりにな。それでもしもすべてを回収できたとしたら、山の売ばい却きやく代金は手付かずの上に、今年の収しゆう穫かく分も丸ごと残る。最高だよな？」

　そして、ロレンスは商人らしい酷こく薄はくな笑えみをわざと見せた。

「その商会に十分な財産が残ってなかったら、全員が貸しを取とり戻もどすことはできない。早い者勝ちだ。もたもたしていたら全員がしゃぶりつくした骨しか残っていない、なんてことになる」

「……趣しゆ味みの良い話に聞こえぬ」

　ロレンスから手を離はなし、日記を小こ脇わきに抱かかえたホロは、ロレンスのことを改めて見上げた。

　その目には、いくらかの恐おそれに似た色が浮うかんでいる。人が森の動物を恐おそれるときのように、森の動物もまた、人を恐おそれるときに同じ目をする。

「そのとおりだ。しかもややこしいのは、弱った羊が実は、適切な手を施ほどこせばこの後元気になるかもしれないところなんだ」

　ホロはきょとんと眼めを見開いていた。

「もしも元気になれば、羊毛や乳を生み出して末永いこと利益をもたらしてくれるだろう？　だとすれば、その羊に金を貸している者たちは、いつかすべてを返済してもらえるはず。つまり長い目で見ると、安易に嚙かみついて肉をむしるのが必ずしも得策とは言えないんだ」

　この理り屈くつには覚えがあるんじゃないか？　とロレンスが冗じよう談だんめかして笑いかけると、ホロは嫌いやそうな顔を見せた。

「ぬしの財さい布ふからは、ちょっとずつ銀貨を吐はき出ださせるべきじゃからな。次の商あきないの種たね銭せんがなくなってしまっては、元も子もありんせん」

　ホロのわがままは、いつだって考かんがえ抜ぬかれたわがままだ。

「よくできました。そして、エルサさんは傷ついた羊を前に、どうすべきかを見み極きわめようとしている。ただ、エルサさんが本当にすごいのはそこじゃない。どんな選せん択たく肢しを取っても、商会を無事助けたとき以外はすべて、必ずどこかに血の痕あとを残すとわかっていることだ」

　ホロはロレンスをじっと見て、森の狼オオカミが獲え物ものの動きを確かめるような眼めを見せた。

　そして、ため息をつく。

「あのたわけは、わっちらだけにではなく、自分にも厳しいからのう」

「そう。この件に関してなにかの判断を下すのは、はっきりいって汚よごれ役やくだ。エルサさんは、嫌いやな役目を押おしつけられたと理解しているし、そうするのがよそ者の役目だとわかってる。だから俺おれたちにだけ仕事を任せるんじゃなく、エルサさん自身も大市に行くと言っている」

　ホロの小さくて形の良い鼻の頭に、しわが寄った。

「ぬしの好きそうな話じゃなっ」

「覚かく悟ごを決めて汚よごれ役やくを引き受けようとしている人がいる。手伝いたくなるというものだ」

　お人ひと好よしが、と目で責めてくるが、ホロはロレンスの手を取って、程ほどよい力で握にぎってくる。

　面めん倒どう臭くさがりだがホロ自身お人ひと好よしなので、面めん倒どう事にロレンスが首を突つっ込こめば助けざるを得ない。でもロレンスが誰だれかを助けるために行動するのは、同じ群れの一員として誇ほこりに感じるところもある。でもやっぱり面めん倒どう臭くさい。なにより、エルサは女である。

　そんなところだろうか、とロレンスはしかめっ面つらのホロを見た。

「ほら、機き嫌げん直せよ」

　ロレンスはホロとつないだほうの手をそのまま持ち上げ、指の背でホロの頰ほおを擦こする。

　ホロは少し鬱うつ陶とうしそうに目を眇すがめた。

「俺おれの活かつ躍やくと、格好いいところを見せてやるから」

　それから続けたその言葉に、ホロはきょとんとして、呆あきれるように苦く笑しようした。

「ふん。うまくいかないぬしを励はげまし、失敗したら慰なぐさめる、このわっちの苦労も考えるんじゃなっ」

　尻尾しつぽの毛先でロレンスの足を少し叩たたいてくる。

　それは賢けん狼ろう様のお許しだ。

　ロレンスはもう一度指の背でホロの頰ほおを撫なでてから、部屋を出たのだった。







　エルサは信しん頼らいできる村人に聖堂のことを頼たのみ、ロレンスたちと共に大市を目指した。エルサは馬に乗れないし、山道は荷馬車でも十分に通れるとのことだったので、ロレンスたちの荷馬車で行くことになった。

　荷台にはニョッヒラから持ってきた硫い黄おうなどが積んであってごちゃついてはいたが、エルサ一人くらいなら問題ない。

　そう思っていたのに、荷馬車の雰ふん囲い気きは若じやつ干かん妙みようなことになっていた。

　正確には、荷台にエルサと一いつ緒しよに乗っている、ホロの様子が変だった。

　ホロとエルサは真逆の性格で、ホロのほうがなにかと意識している。そういうわけで、エルサだけを荷台に乗せると後ろが気になって落ち着かない、ということらしい。かといってエルサが御ぎよ者しや台にロレンスとそろって座すわる選せん択たく肢しはあり得ないし、エルサに手た綱づなを握にぎらせてホロとロレンスが荷台に座すわるのはもっと変だ。

　結局、ホロはエルサと一いつ緒しよに荷台に乗ることにしたのだが、もちろん楽しくご歓かん談だん、という感じではない。対角線上に位置して最大の距きよ離りを設けていて、エルサはホロのほうをまったく気にしていないが、ホロは尻尾しつぽを膨ふくらませている。

　多分、エルサを嫌きらいなのではなく、荷馬車の上は自分の縄なわ張ばりという意識が強すぎるのだ。しかもエルサはホロにとってとるに足らない相手ではないので、余計に気になるのだろう。

　ついついロレンスは忘れかけてしまうが、ホロは狼オオカミなのだから。

　とはいえホロ自身、自分の縄なわ張ばり意識の強さに振ふり回まわされている感じなので、茶化すのはやめておいた。きっと本気で怒おこる、とロレンスは長い経験からよくわかっていた。

　妙みような緊きん張ちよう感を孕はらんだ荷馬車はそれからほどなく山に入り、秋から冬へと移り変わりつつある道を、落ち葉の立てるさくさくという音を楽しみながら進んでいった。

　道中、昼食のために馬車を止めたら、エルサが食事がてらに大市のことを説明してくれた。

　ヴァラン司教領から東に向かい、山を越こえた先の平野にある大市は、サロニアという町だということ。大市は春と秋の年に二回行われているらしいこと。春の大市は池の中から魚が飛び出すような勢いで、秋の大市は豚ぶたが森でどんぐりを掘ほり出だすような騒さわぎだということ。

　エルサはその話をヴァラン司教領の者から聞いたらしいが、その比ひ喩ゆがとても気に入っているようだった。

　行商で生計を立てていたロレンスとしては、その騒さわぎの楽しさも大変さも知っているので、曖あい昧まいな笑えみになってしまう。しかもホロがそんな大市に赴おもむけば、きっとまたあれこれねだるに違ちがいないのだから。

　そう思っていたら、気がつくとホロの姿がなかった。荷馬車の上での独り相撲ずもうで疲つかれ果はてたのか、食事中は妙みようにおとなしかったし、すねているのかもしれない。

　探しに行くべきだろうか、とロレンスが腰こしを浮うかしかける頃ころ、ホロが戻もどってきた。聞けば、山道から少し離はなれた場所の木に、ターニャ宛あての手紙を打ちつけていたらしい。

　一応大聖堂を任せた村人に言こと伝づてはしてあるが、と言うエルサに、ホロは答えた。

[image: ]

　ターニャが根城にしている山はだいぶ離はなれているが、間ま違ちがいなく自分たちがこの山を通過したことに気がつく。さらにターニャは大昔に知り合って別れた錬れん金きん術じゆつ師したちの再訪を、ずっと一人、山で待っていたという経けい緯いがある。ロレンスたちが山を越こえてどこかに行ったと知ったら、ひどく取り乱すだろうと。

　珍めずらしく気を回すものだ、と思ったのもつかの間のこと。エルサを気にしてか、いつもより拳こぶしふたつ分ロレンスから離はなれて枯かれ葉はの上に腰こしを下ろしたホロは、立てた膝ひざに顎あごを乗せて背中を丸めていた。肩かたこそ合わせてこないが、尻尾しつぽはロレンスの背中に回している。

　なんのことはない、知り合った親しい誰だれかがどこかに行ってしまうということは、ホロ自身が恐おそれることなのだ。

　年を取らず、見た目は娘むすめのミューリと瓜うり二ふたつなのに、母と娘むすめの立ち姿には言葉に言い表せぬ違ちがいがある。その原因はきっと、ホロのこういう内面が滲にじみ出ているからなのだろう。

　ロレンスがホロの子供じみた振ふる舞まいに弱いのも、少し暗さのある内面にかぶせたある種の演技だとわかっているからだ。ホロはいつか音楽が止やむとわかっていて、一いつ緒しよに踊おどろうと手を伸のばしてくる。

　その無む邪じや気きさの下に隠かくれているものを、ロレンスは放っておくことができない。

　荷馬車にエルサをどうやって乗せればいいかと苦く悶もんしている間ま抜ぬけなホロと、長い時を経てきて悲しみと希望を同じ箱にしまっておける賢けん狼ろうのホロ。

　自分の生しよう涯がいを賭とすに足るものが、そこにはある。

　そうこうして昼食休きゆう憩けいを終え、再び荷馬車を進めていくと、やがて山の尾お根ねを越こえて遠くに大きな町並みが見えてきた。内陸部の物流の要のひとつ、サロニアの町だ。

「ふうむ。風に乗って小麦の香かおりがしてきそうじゃ」

　ホロは目を細めて牙きばを見せた。苦手なエルサが自分の縄なわ張ばりである荷馬車の上にいることにも、ようやく慣れてきたらしい。

「食べきれぬパンに酒。最高じゃのう？」

　過食を戒いましめるエルサの小言などどこ吹ふく風。

　いつものホロの様子に、ロレンスは笑って手た綱づなを握にぎりなおしたのだった。







　サロニアの町は、見上げるばかりの市壁がそびえるところではなかったが、周囲には空から堀ほりと土ど塁るいが巡めぐらされ、町の中心部には教会の鐘しよう楼ろうも見つけられた。町はゆったりとした作りで、あっちこっちに広場があるのも、昔は近きん隣りんの農村の物ぶつ々ぶつ交こう換かん所だった名残なごりだろう。今は山ほど農産物が積み上げられ、賑にぎやかに取引がなされていた。

　どこの広場はこれ、と商品が決まっているようで、取引を仕切る身なりの良い商人や、おそらく半年や一年ぶりの再会になるのだろう商人たち同士の親しげなやり取りも見えた。

　そういう露ろ天てんの取引所がいくつも集まるうち、ついに年に二回の大市になったのだろう。

「ここで取引しているのはいまいちな小麦じゃなあ。あっちは馬の餌えさ用の燕えん麦ばくじゃ。んーむ、あそこは炒いりたての大麦じゃ。醸かもせば良い酒になるじゃろう！」

　町に入る頃ころにはエルサが荷馬車を降りていたこともあってか、ホロはいつもの様子を取とり戻もどしていた。鼻をひくひくさせては、子供みたいにロレンスの服の袖そでを引っ張って大おお騒さわぎだ。

「エルサさん、司教領の皆みなさんがいる宿までの道のりはわかりますか？」

　こういう町は中心の教会にいったんたどり着けば、そこからどこにでも行ける。ひとまず荷馬車をそちらに向けていたのだが、ロレンスの問いにエルサはあっさり首を横に振ふる。

「わかりません。私もこの町には初めて来ましたから。人に道を聞きましょう」

　そして、言うが早いか道行く人を捕つかまえていたのだが、誰だれも彼かれもが忙いそがしそうにエルサの問いかけを振ふり払はらってしまう。

　五人目の商人風の男に至っては、エルサを見るとぎょっとして小走りに駆かけていった。

「……彼かれに神の御加護がありますように」

　エルサはそんなことを言っていたが、やや動どう揺ようしていたのかもしれない。

「ぬしは顔が怖こわいからのう。説教されると思ったんじゃろう」

　ホロが妙みように嬉うれしそうに言うので、ロレンスは頭を小こ突づいておく。

「この時期は皆みなさんお忙いそがしいのでしょう」

　エルサは曖あい昧まいにうなずきつつ、そっと自分の頰ほおに手を当てていた。顔が怖こわい、というのは割と気にしていることのようだ。

　ロレンスは再度ホロの頭を小こ突づいてから、通りかかった職人の小こ僧ぞうを御ぎよ者しや台の上から捕つかまえた。忙いそがしいんだとかなんとか一丁前のことを言っていたが、銅貨を握にぎらせると渋しぶ々しぶ教えてくれた。

　そして、小こ僧ぞうもやっぱりエルサのことをちらちらと気にしていた。

「女性の聖職者が珍めずらしいのかもしれませんね」

　ロレンスはそう言いつつ、彼かれらの反応はどれも物もの珍めずらしさからくる感じではないとわかっていた。旅人が多く集つどう大市なのだから、風変わりな人間も多い。

　いったいなんなのかと思いつつも、ひとまずはこの町に逗とう留りゆうしている者たちとの合流を優先させたのだった。







　ロレンスたちが職人の小こ僧ぞうから聞いた宿に赴おもむけば、一階の酒場部分には人があふれかえり、宿の前では少なからぬ者たちが酒を片手に地面に座すわり込こんでいた。見た目は良くないが、彼かれらはごろつきではなく取引待ちの商人だろう。聖職者の格好をしているエルサを見るとぴたりと口をつぐみ、手元の酒を背中に隠かくす者もいた。

　昼間っから酒を飲んでいるところを聖職者に見つかったら小言のひとつも食らおうものだから、その反応は理解できる。首をすくめて身を縮めている彼かれらに対し、エルサは小さなため息と共に、「飲みすぎませんように」とだけ言って、素す通どおりしていた。

　しかし、エルサを目にした者たちの反応が、どうも妙みようなのだ。酒場の中も急に静まり返り、咳せき払ばらいひとつ躊躇ためらわれる硬かたい沈ちん黙もくが立たち込こめている。

　ホロとロレンスは、宿の前に止めた荷馬車でその様子を目まの当あたりにし、互たがいに顔を見合わせた。

「エルサさんの顔が怖こわいって、冗じよう談だんだよな？」

「……たわけ」

　その冗じよう談だんを口にしたホロ自身、戸と惑まどっているようだ。

　宿の裏手に回って荷馬車を預けて宿に入ると、商人たちはひそひそ声で何事かをささやき合っている。その一番奥おくで、エルサが幾いく人かに囲まれていた。

「エルサさん」

　呼びかければ、エルサを取り囲んでいる者たち全員が振ふり向むいた。

　平服を着た聖職者風の男が三人、服はそれなりに良い仕立てだが、垢あかぬけなさから領地の村を代表して町に来たとわかる村人が二人ほど。年ねん齢れいはそろってロレンスより一回りから二回りは上だった。

「こちらが？」

「はい。私の古い知り合いで、ロレンスさんとホロさんです」

「初めまして」

　差し出したロレンスの手を、彼かれらはやや警けい戒かいしながら握にぎってくる。一人は村の主司祭だと名乗っていた。湯屋で顔なじみの客ばかり相手にしていたから忘れていたが、昔はどこに行っても大体こんな感じだった。

「ひとまず部屋のほうへ」

　階上の部屋に赴おもむくと、荷物番なのだろう若い村人が二人、部屋の前の廊ろう下かに座すわり込こんで札遊びをしていた。慌あわてて札を片付ける彼かれらに案内されて、大きなひと続きの部屋に通される。

「あまりいい雰ふん囲い気きではありませんね」

　エルサのひとことに、年上のはずの彼かれらがそろって面めん目ぼくなさそうに顔を曇くもらせる。

「村の者たちが数人、ラウド商会に詰つめていますが、あまり状じよう況きようが芳かんばしいとは言えず……」

「町全体も賑にぎやかではありますが、平和なのは表面だけです。エルサ様は、そのお召めし物もので町に入られて、なにか言われませんでしたか？」

　聖職者風の者がエルサに敬けい称しようをつけていることにやや驚おどろく。エルサはあちこちに請こわれ仕事をして、その流れでヴァラン司教領にたどり着いたというから、どこかで高位の人間の知ち己きを得たのだろう。教会には独特の上下関係があり、聖職者としての階位は臨時の司祭でも、エルサは教会の中で結構な名声を得ているのかもしれなかった。

「特になにもありませんが……いえ、そうですね」

　と、エルサはロレンスに目配せしてきた。ロレンスはエルサの言葉を受け取る。

「皆みなさん、エルサさんの僧そう服ふくに驚おどろかれている感じがありました」

　すると聖職者風の男が答える。

「そうでしょうとも。先日、ついに牢ろうに放ほうり込こまれる者が出たのですよ」

「え？」

　エルサのみならず、ロレンスも驚おどろいた。吞のん気きに窓の外を眺ながめているのはホロくらいのものだ。

「それで僧そう服ふく姿が警けい戒かいされるということは……異い端たん審しん問もん官ですか？」

　ロレンスの問いに、ホロがようやく興味を惹ひかれたように見る。人ならざる者にとって、異い端たん審しん問もん官は天敵だ。

「いえ、捕つかまったのは商人です。我々もよく知る人で、誠実な商あきないをされる方だったのに……」

「少し前からそうなるのでは、と噂うわさされていましたが、今やそのせいで町の人々はひと皮めくれば群れからはぐれた狼オオカミみたいに警けい戒かいしていますよ」

　どういう意味じゃ、とホロが言いたそうな顔をしていたので、その背中にそっと触ふれて落ち着かせてから、ロレンスは言った。

「ということは、捕ほ縛ばくの理由は限られますよね」

　エルサを見やると、信しん仰こうの問題に通じ、世知にも長たけた女聖職者は言った。

「借金ですか」

　借りた物を返さないのは、相手の信用を裏切る行こう為いにほかならない。

　金を借りて返さないのは、信しん仰こう上の罪となりうるのだ。

「こんなに町は賑にぎわっているのに、誰だれも彼かれもが借金を返せなくて汲きゆう々きゆうとしています。路上で多くの者たちが酒盛りをしているのも、金を貸した者が逃にげ出ださないか見張っているともっぱらの噂うわさです」

　あるいは、そういう噂うわさがまことしやかに流れるほど、多くの人々が切せつ羽ぱ詰つまっているか。

「私たちが持もち込こんだ村の商品もとっくに売うり払はらわれたにもかかわらず、ラウド商会は代金を支し払はらってくれていません。司教様と村長、それに手伝いの者たちが五人ほど商会に詰つめて商会を責め上げていますが、芳かんばしい返事は一向に」

「そもそもほかの村の連中も同じような状じよう況きようらしくて、商会では誰だれが先に支し払はらいを受けるかでいがみ合いだとか」

「村には多少の備び蓄ちくがありますが、このままだと冬はかなりひもじいことになりかねません。エルサ様のほうの首しゆ尾びはいかがですか。聖堂にはいかほど財産が？」

　エルサは司教領の財産管理を任されていた。

　そのエルサが、表情も変えずに胸むな元もとから為替かわせ証書を取り出した。

「呪のろわれた山を、デバウ商会に売ばい却きやくすることができました」

「おおっ」

「なんとっ」

　全員が色めき立つ中、エルサは咳せき払ばらいひとつで彼かれらを落ち着かせる。

「山の秘密を解き、デバウ商会を紹しよう介かいしてくれたのは、こちらのロレンスさんとホロさんです」

　エルサの言葉に、彼かれらは先ほどの警けい戒かい心もどこへやら。痛いくらいに手を握にぎってきたり、熱い抱ほう擁ようを求めてきた。

「素す晴ばらしいことです！　そのお金があれば、冬を越こすための資材を十分に買えましょう。いやあ、一時はどうなることかと思いましたが、これで司教様や村長様たちも安心されましょう。早さつ速そく、皆みなの者を呼よび戻もどして、買い物に向かいましょう」

　よかったよかった、これで一件落着だ、とばかりに安あん堵どし合う彼かれらを前に、エルサは為替かわせ証書をさっと胸むな元もとにしまってこう言った。

「どうやら聞いていた以上にラウド商会は困難に見み舞まわれているようですね」

「え？」

　戸と惑まどう村の人間たちを、冷たさすら感じさせる目でエルサは見ている。

　ホロが彼かれらを見比べて、なにか起こりそうだぞとわくわくしている。

「ラウド商会は長いことヴァラン司教領のために尽じん力りよくしてくれていたようですが……まさか、山を売ばい却きやくしたお金で私たちだけが助かればそれでいい、ということではありませんよね？」

　司教領の者たちが、明らかに困こん惑わくした。

「で、ですがエルサ様。下手に関わればろくなことにならないでしょう。その為替かわせ証書でラウド商会を助けるおつもりですか？　我々に支し払はらいもしていない商会ですよ？」

「ラウド商会を助けられるのだとしたら、彼かれらを助けるのはなにも彼かれらのためだけというわけではありません」

「それは……どういう……」

　エルサは、小さく咳せき払ばらいをした。

「彼かれらが支し払はらいをしていないということは、村の人々が丹たん精せい込こめて収しゆう穫かくしたものの代価を受け取っていないということです。彼かれらを助ければ、収しゆう穫かくの代価も戻もどりましょう。それをせずに放っておくことは、司教領にとっての損害のみならず、村の人々、ひいては神の子羊たちの労働への侮ぶ辱じよくだと思わないのですか？　損失を別の利益で埋うめられたから、それでめでたしめでたしということですか？　あなたたちの考えは、必死に働いた人たちのことをないがしろにしているのですよ！」

　エルサの鋼鉄のような倫りん理り観に、男たちは軒のき並なみ面食らっていた。それはロレンスでさえ例外ではない。

　エルサがラウド商会を助けようとするのは、世話になったからでも、ましてや恩に着せるためでもなく、司教領の人々の労働の対価を守るためにだというのだから。

　しかし、助けるために費ついやした費用が村の収しゆう穫かくの代金を上回ることだって考えられるのでは？　そうなれば意味のないことなのでは……とロレンスは即そく座ざに思ったし、主司祭たちも思ったらしい。エルサは結局現実を見ていないのではないか、ともの言いたげな空気が滲にじみ出たその直後だった。

「帳ちよう簿ぼ類をすべて調べました」

「……？」

　エルサは男どもを睨にらみつけ、矢のように指先を突つきつける。

「あなたがたは根本的に金銭の扱あつかいが全くなっていません！　浪ろう費ひ、使し途と不明、計算の間ま違ちがい、とにかく杜ず撰さんです！　お金の出入りを一体なんだと思っているのですか！　司教領が豊かだった頃ころはそれで許されたかもしれませんが、それにしたって神に仕える者たちがその態度で許されるはずがありません！　そんなあなた方が、こういうときだけ目の前の損得を考えるというのですか？　いったいなんのために!?」

　エルサの叱しつ責せきに彼かれらは首をすくめ、身を縮めていた。

　どうやらヴァラン司教領が金に困っていたのは、岩塩が採れなくなったり、鉄鉱山が枯かれたりしたから、ということだけが原因ではないようだ。豊かだった頃ころの名残なごりで誰だれも予算を管理せず、そういう態度は代だい替がわりしても受うけ継つがれ、なあなあで済ませてきたのだろう。

　ただ、エルサの叱しつ責せきに背筋が伸のびたのは彼かれらだけではなく、ロレンスもまたそうだった。

　労働の結果、対価を受け取って、その対価で生きていく。となれば損より得が多くなければ生きていくことはできないが、エルサはそこに、なんのために？　という疑問を付け加えた。

　ロレンスは、気がつけばホロを見ていた。

　金かね儲もうけそのものが大好きなのは間ま違ちがいないが、そこには間ま違ちがいなくもうひとつの基準が存在する。そのためならば、得を捨てて損を取ることだってあるし、それは生きる上での価値を高める行こう為いにほかならない。

　エルサは一流の聖職者だ。

　ロレンスは、衒てらいなくそう思った。

「ですから、この為替かわせ証書に安易に頼たよることは許しません！　あなたがたはこのロレンスさんに教えを請こい、今すぐラウド商会の状じよう況きようを調べ、しかるべき手を打つように！　すべては村の人々の労苦に報むくいるため、そして神の御み心こころに適かなうためです！」

　年も背せ丈たけも二回りくらい下のエルサに叱しかられ、いい年をした大の男たちが背筋を伸のばしている。エルサはおそらく高位の聖職者からの口くち利ききでヴァラン司教領にやって来たはずだが、彼かれらがエルサに頭が上がらないのはそれだけが理由ではないのだ。

「以上です！　神の御加護がありますように！」

　エルサのお説教はそこで終わり、叱しかられた男たちはおずおずと、ロレンスの下にやって来たのだった。







　ラウド商会はサロニアの町が大きくなり始めた頃ころ、南の地方からひと旗はた揚あげにやって来た家族が興おこした商会らしい。今の当主が四代目で、規模は中ちゆう堅けんどころ、評判もそこそこだという。

　それなりの大きさの商会にはありがちだが、基本的にはなんでも取とり扱あつかうものの、主な商品は葡ぶ萄どう酒しゆだという。需じゆ要ようが絶対になくならない酒類は、限られた商会にしか取とり扱あつかい免めん状じようが発行されないのが普ふ通つうだ。このことから、ラウド商会は町での地位も悪くないはずだとわかる。

「おかしな投機に手を出していたり、ということもないんですよね？」

　部屋の前で札遊びをしていた村の若者たちが用意してくれた葡ぶ萄どう酒しゆも、おそらくラウド商会の扱あつかう物だろう。ちょっと酸すっぱい葡ぶ萄どう酒しゆをすすりながら、ロレンスはまずそこを尋たずねた。

「我々も商あきないの失敗を疑いましたし、ここは麦と農産物が集まる大市ですから……賭かけのような取引には事欠きません。ですが、顔見知りだらけです。隠かくすなんてことはできません」

　たとえば来年に実る麦を売り買いする先物取引などは、大おお儲もうけできる代わりに大損をすることもある。ロレンスもついこの間、鰊にしんの卵取引で痛い目を見かけた。

「では商会は儲もうかっているようでした？」

　その問いに、説明に立つ聖職者と村人が顔を見合わせた。

「間ま違ちがっていたとしても責めはしません」

　エルサの言葉に、ほっとしたように村人が口を開く。

「私たちは信用していないのですが……ラウド商会の主人は、そう主張しています」

　可能性としては十分にありうる。ロレンスがやっぱりとばかりにうなずくと、商あきないの世界になじみのない者たちには意外だったらしい。

「で、ですが、儲もうかっているのならどうして我々への支し払はらいを拒こばむのでしょう？　なぜ経営に行いき詰づまっているのでしょう？　つじつまが合わない気がします」

　木窓の前に陣じん取どって町を眺ながめ、秋のそよ風に吹ふかれながら酒を飲むホロを横目に見てから、ロレンスはそのホロにしたのと同じ説明をした。儲もうかっている商会でも潰つぶれることがありうること。帳ちよう簿ぼの上の計算と、現実の金庫の中身の差からくる問題の存在のこと。

　彼かれらは騙だまし絵を見せられたような顔をしていたが、ロレンスが気になるのは商あきないの話に付け加えられた、厄やつ介かいなおまけのほうだ。

「ラウド商会に向かう前に確かく認にんしたいのですが、この町の教会が商人を投とう獄ごくしたという話を教えてもらえませんか？　その理由と、できれば雰ふん囲い気きも。つまり、ここの教会ならそういうことをいかにもやりそうなのか、それとも、皆みなにとって意外なことだったのか」

　前まえ髪がみを風にくすぐられて気持ちよさそうに目を細めていたホロだが、空になったジョッキを逆さに振ふって中身がないとわかると、ようやく部屋の中に向き直った。

　ホロの耳は人の噓うそを聞き分ける。

　エルサのことは信用できるが、ヴァラン司教領の者たちまで信用できるかはわからない。

　エルサが厄やつ介かいな決断を恭うやうやしく任されているように、よそ者の商人が体のいい生いけ贄にえにされることだってある。なにか隠かくしごとや誤ご魔ま化かしをするようなら、それは良くない兆候だ。

　吞のん気きに問題に首を突つっ込こめば、明日は自分が罪に問われているかもしれないのだから。

　そして森の中の暗あん躍やく合戦ならば、ホロの眼めと耳を欺あざむける者はいない。

「わ、我々の知りうる限りでよろしければ……」

　ホロとロレンスの視線に気け圧おされたのか、ヴァラン司教領の聖堂では主司祭を務めるという男が、説明してくれたのだった。







　高利貸しは地じ獄ごくの最も深いところで業ごう火かに焼かれる罪だが、適切な利子ならばその限りにない。それと同じことで、教会は金銭の貸し借りを全面的に禁止しているわけではない。

　困っている者に持てる物を分わけ与あたえるのが最良だが、例えばひと晩の毛布を旅人に貸すのもまた褒ほめられることであり、借りた物を返す際に礼をするのもまた信しん仰こうに適かなったことなのだから。

「ですから、適度な借金であれば信しん仰こう的に問題にはなりません。今回のことは町の商人たちのみならず、私たちもまた驚おどろきでして……」

「それに元々、この町の聖堂参事会は商あきないに優やさしいと評判なので、なおさらです」

　その言い方にやや棘とげが含ふくまれていたのは、信しん仰こう的には潔けつ癖ぺきであろうエルサの手前だったからだろうか。商あきないにうつつを抜ぬかす聖職者の仲間に見られたくない……。

　しかし、当のエルサは特に興味を示すでもなく、じっと話の続きを待っている。

「商あきないに優やさしいのには、なにか理由が？　その……例えば、寄付が盛さかんとか」

　ロレンスの遠回しな言い方に、主司祭も他の者も、ややためらいがちに首を横に振ふった。

「そういうことがない、とは申しませんが……適正な範はん囲いのことだと思います」

「それにこの町が商あきないに優やさしいのは、歴史的な経けい緯いを考えれば自然なことかと」

　ホロもエルサもそろって興味を惹ひかれたようだった。

　聖職者たち同士で目配せのし合いがあったが、結局年かさの主司祭が説明を引ひき継ついだ。

「サロニアの聖堂の起源は、まだここが見み渡わたす限りの野原だったころに遡さかのぼります。周辺の農村が物ぶつ々ぶつ交こう換かんをしたり、収しゆう穫かくを商人に売ばい却きやくするために立っていた不定期な市だった場所に、小さな礼拝堂が建てられたのです。そこに布教の旅に出ていた遍へん歴れきの司祭が住み着いたのが、町の始まりと言われています」

　ロレンスの経験が正しいのなら、誰だれの縄なわ張ばりでもない賑にぎやかな場所に住み着くような放ほう浪ろうの聖職者は、よくてはみ出し者、ともすれば聖職録など一度も持ったことのない、ただの口のうまい男だったりする。

「その後の司祭様の尽じん力りよくもあり、不定期な市にやって来る商人用の旅籠はたごが建ち、人が集まり、町の様相を呈ていし、ついに大市が立つようになるのと歩調を合わせ、正式な司教区となりました。そういうわけで、サロニアの教会の歴史は、商人と共に発展してきた歴史なのです」

「だとすると、突とつ然ぜん借金の罪で商人を捕らえたのは、昨今の時勢のせいでしょうか？」

　ロレンスの問いにホロが少し身をすくめた。

　今、世の中は信しん仰こうのありかたを巡めぐって大きく揺ゆらいでいる。おおむねのところは、やりたい放題だった教会側の自じ業ごう自じ得とくなのだが、その大渦うずを搔かきまわしている中心にほかならぬ不ふ肖しようの娘むすめミューリとコルがいるため、ロレンス夫妻にも他人ひとごとではなかったのだ。自分たちが育てた者が世に出て大きな影えい響きようを与あたえているというのは、誇ほこらしいようであり、恐おそろしいようでもある。それに、長いこと倉庫に放ほったらかしにされていた大きな木箱を動かせばわかるように、なにかが動くとものすごい埃ほこりが立つ。

　コルとミューリの冒ぼう険けんの影えい響きようは大きく、それが必ずしも良いことばかりを引き起こしているわけではない、というのは理解している。ロレンスが遠路はるばるエルサのいるヴァラン司教領までやって来たのも、もとはと言えばそういう厄やつ介かいごとが原因なのだから。

　とはいえ、まさか世に聞く教会改革の旗手がロレンスの息子むすこ同然とはつゆ知らず、主司祭の男は重々しくうなずく。

「まったくそのとおりで……薄はく明めいの枢すう機き卿きよう殿どのには、迷めい惑わくとは申しませんが……」

　聖堂に勤める一人の聖職者として、重々しいため息をついていた。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに見えて意外に周りの目を気にするホロは、彼かれらの困り顔に猫ねこのように目を逸そらしていた。

「私たちの司教領にも大司教区より通達がありまして。財産を適正にして、神の御心に適かなうようにせよと。そのために我々はエルサ様に御助力いただいているのです。それから……司教様も含ふくめて私たちが雁がん首くびそろえてこちらにいますのも、実はこの問題に関連して、前々から不ふ穏おんな噂うわさを耳にしていたからなのです」

「不ふ穏おんな噂うわさ？」

　ロレンスが聞き返すと、エルサが口を開いた。

「取引が盛さかんな市場町にある教会や聖堂には、悪徳の温おん床しようになりうる取引をなくすように、と特別な指示が出されているのです。あなたも身に覚えがおありでは？」

　アティフでの鰊にしんの卵取引の話はエルサにもしてある。

　ロレンスは「ううむ」とうなった。

「ということは、麦や農産物の先物取引も、賭かけと見なされて禁止されるかもしれない、と」

「そうです。私たちも冬を越こえるために様々な物資を買いつけますが、店に並んだものを買うようにはいきません。未来の麦や油や肉を予約するのは普ふ通つうのことです。それは時として、賭かけに見られることもあります」

　商あきないの手法の多くは必要から生まれたことだ。ロレンスは追従ではなく、うなずいた。

「万が一でも先物取引が停止されれば大混乱ですよね。では、そうならないように念のためにここに来たら、もっと別の問題が持ち上がったと」

「はい。商あきないを止めれば大混乱が起こるのは目に見えています。この町の司教様もそれは理解しています。しかし、まったくなにもしないでいては、悪徳に手を貸しているとみなされます」

「そこでサロニアの司教様は一計を案じたわけですが……驚おどろくべきことに、むしろ商あきないのため、良かれと思って商人を投とう獄ごくしたとか」

　意外なひとことだった。

「良かれと思って？　商人に縄なわを？」

「はい。今、この町は誰だれも彼かれもが借金を抱かかえて身動きが取れなくなっています。こんなにも商あきないが活発なのに、おかしな話です。そこで業ごうを煮にやした司教様が、神の威い光こうを借りて、商あきないが円えん滑かつに回るように一石を投じたのだと」

　皆みなが借金に苦しんでいるのは、誰だれも借金を返さないからだ。ならば借金を返さないのは悪いことだと見せしめを出すことで、借金返済を円えん滑かつに進めようとする。

　理り屈くつはわからないでもないが、ロレンスは苦い顔をせざるを得ない。

「結果は真逆になりませんでしたか？」

　主司祭や村の人々は顔を見合わせ、まるで自分たちの失策だったかのようにうなだれた。

「そのとおりです。このままでは自分たちも投とう獄ごくされると恐おそれ戦おののき、ますます金庫から金貨を出さなくなる一方、借金の取り立ては苛か烈れつになりました。主だった商会の主人たちが角突つき合あわせて相談することで、どうにか取引が止まらずにいるような状じよう況きようだそうです。ですが、銀貨一枚分もよそに多く渡わたすものかという剣けん幕まくで争っているとか」

　こんがらがった糸の両りよう端たんを、考えなしに引っ張ればどうなるか。

　残っていた余よ裕ゆうはなくなり、ますます糸はきつく絡からみ合あう。

「なぜこんなことになっているのでしょう？」

　主司祭が、困り果てたように言った。

「町はあんなにも、商あきないで賑にぎやかなのに」

　開け放たれた木窓の向こうからは、活気に満ちた町の様子がよく見える。

　辻つじでの取引は盛さかんで、宿屋も酒場も人であふれている。

「我々の間では、この町に悪あく魔まが潜ひそんでいるのではないか、とも」

　主司祭の横に控ひかえていた男が、弱々しく言った。エルサは片かた眉まゆを吊つり上あげたし、主司祭は男の言葉にぎょっとしていた。

　この賑にぎやかなサロニアの町が不可解な理由で軋きしみを上げているのは、市場の人ごみに悪あく魔まが潜ひそみ、その悪あく魔まが問題をこっそり引き起こしているからだ。

　ありがちな発想ではあるが、エルサの目は思いのほか厳しい。

「その話は、どこまで本気なのですか？」

　エルサの問いに、主司祭が慌あわてて口を開く。

「サロニアの司教様を含ふくめ、皆みな、正しい信しん仰こうに生きております。根も葉もない噂うわさでございまして……決して悪あく魔まのような存在などというのは……」

　彼かれらが慌あわてているのは、教会の卑いやしからぬ者に伝つ手てのあるらしいエルサを通じ、異い端たん審しん問もん官を呼ばれるかもしれないと思ったからだろう。そんなことになれば、サロニアと隣りん接せつし、取引を行っているヴァラン司教領もとばっちりを食うのが目に見えている。ましてやまさに現場に居合わせているのだから、ろくなことになるまい。

　とはいえ、エルサが反応したのは純じゆん粋すいな信しん仰こうというより、ホロのことを気にしていたような気がする。ホロのような人ならざる者が紛まぎれ込こんでいて、なにか不可思議な力を発揮しているのでは。

　エルサの視線を受けたホロは、あほたわけ、とばかりに唇くちびるを曲げてそっぽを向いていた。

　ロレンスは彼かれらのやり取りを前に、ゆっくりと息を吸って、大きく吐はいた。

　ここで得られる情報は全部得られた気がするし、なんとなく状じよう況きようが見えてきた。

　ならば元行商人にできることは、決まっている。

「では、その悪あく魔まを探しに行ってみましょうか」

　商あきないとは歩くこと。

　全員の視線が、ロレンスに集まったのだった。







　僧そう服ふくではあまりに視線を集めてしまうので平服に着き替がえたエルサを中心に、ロレンスたちはラウド商会へと向かった。辻つじではたくさんの農作物が取引され、食べ物の露ろ店てんが所狭せましと立ち並び、芸人一座の前には黒山の人だかりだ。

　一見すれば町は年に二回の大市で平和に盛り上がっているように見えるので、その裏うら面めんがひっ迫ぱくしているとなれば、悪あく魔まの存在を疑うのもわからなくはない。

「のう。ぬしにはなにかあてがあるのかや？」

　エルサや主司祭たちが先頭を歩き、ロレンスたちはその後ろをついていく形だ。

　町の賑にぎやかな様子に興味を惹ひかれつつ、ホロは声を潜ひそめて尋たずねてきた。

「悪あく魔まがいるかどうかって？」

　エルサの視線を思い出したのか、ホロは少し不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「あのたわけは、わっちらの類ではあるまいな、と思ったようじゃが」

「疫えき病びようにもよく同じことが言われるよ。人はそういうのが好きなんだ。町によっては、疫えき病びように名前をつけて人形を作って、毎年崖がけから突つき落おとすくらいだしな。お前もそういう祭りのひとつやふたつ、知ってるだろ？」

　元行商人のロレンスは、神の奇き跡せきや悪あく魔まの存在を信じていないのではない。悪あく魔ま役を押おしつけられることの多いよそ者としての経験から、そういう話には冷めた目を持っているのだ。

「だから俺おれたちが注意すべきは、濡ぬれ衣ぎぬを背負わされ崖がけから突つき落おとされないようにすることだが……」

　ホロもそのあたりのことは理解している。神と崇あがめられていたのに、人の都合によって貶けなされ、疎うとまれ、追われた身だ。

「一方で、エルサさんは為替かわせ証書という強力な銀の杭くいを持っている。本当に悪者がいるのなら、倒たおすことができるかもしれない」

　ホロはやや驚おどろいたように目を見開いていた。

「あの兎うさぎはそんなすごいものをよこしたのかや」

「すごいもの……というか、単純にすごい金額だな。単なる野山じゃなく生産性の高い山だから当然だが、あの為替かわせ証書に書かれているのは文字どおり山のような金額ってやつだ。金銭的な問題なら、あの紙一枚で王おう侯こう貴族級のものと戦える」

　そんな金額とは縁のないロレンスとしては、伝説の剣けんを目まの当あたりにした子供のようにわくわくする。デバウ商会のヒルデは判断ひとつでそんな金額を動かせる、ということもまた、英えい雄ゆう譚たんの英えい雄ゆうの活かつ躍やくを見るようで心が躍おどる。

「で、ぬしには悪者が見つけられるのかや」

　浮うわついたロレンスに、ホロは冷たくそう言った。

　宿ではロレンスがホロの怠たい惰だと深酒を戒いましめ世話をする側だが、過か酷こくな世間に出ればいつも慎しん重ちようなのはホロのほうだ。

　お遊び気分でいるなよ、と責めるような眼めにロレンスは背筋を正し、答えた。

「商あきないの面おも白しろいところは、必ずすべてが取引の糸でつながってるところだ。ラウド商会から取引記録をたどっていけば、その先に悪あく魔まがいるかどうかがわかる。単純な理り屈くつだよ」

「ふうん……？　じゃが、ぬしらは時に秘密を好む上に、そもそもこの町の連中が既すでにそれを確かめておるのでは？」

　ホロの指し摘てきももっともだが、町の連中のことについてなら、ロレンスは断言できた。

　おそらく彼かれらは調べていない。調べられない、と言ったほうが正しいだろう。だが、ロレンスが調べたいと言えば口を割ってくれるはずだという目もく論ろ見みがあった。

　ホロにそう伝えると半信半疑だったが、そこは元行商人としての腕うでの見せ所だ。

　そしてラウド商会に到とう着ちやくし、予想はすぐに確信に変わった。

「誰だれが来たって払はらえんもんは払はらえんぞ！」

　エルサたちがラウド商会の主に面通りを願うと、たちまち飛んできたのがその怒ど声せいだったからだ。

「わしらは吝りん嗇しよくや強ごう欲よくで払はらわないと言っとるんじゃない！　払はらう物がないと言っているんだ！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるのは、禿とく頭とうと白しら髭ひげの老主人、ラウドその人だ。

　執しつ務む室には商会の幹部が何人かいるが、長机に山盛りにされた帳ちよう簿ぼの束から顔を上げもしない。そこからどうにか黄金の一滴てきを絞しぼり出そうとしているのだ。怒ど鳴なり声も日にち常じよう茶さ飯はん事らしく、ラウドが大声を張り上げても聞こえていないようだった。

「ですが、支し払はらいをしている先もあるのでは？」

　エルサがそう言うと、ラウドは額に浮ういた血管が切れそうなくらい顔を真っ赤にさせた。

「当り前だ！　商あきないのいろはも知らんくせに口を挟はさむんじゃない！　わしらはあんたらのためにこの店を潰つぶすのを必死に食い止めているんじゃないか！」

　利己的な商人が他人のことなど気き遣づかうものか、とエルサの顔つきは言っているが、半分くらいはエルサの元々の顔つきが怖こわいせいでそう思えるだけだろう。

　ロレンスを肩かた越ごしに振ふり向むいてきたのも、そうなのですか？　という純じゆん粋すいな疑問だ。

「信じられないかもしれませんが、他人への支し払はらいが滞とどこおっていて気にならない商人はいませんよ。そうだとしたら、そいつは単なる詐さ欺ぎ師です」

「そのとおりだ！」

　ラウドの声は相変わらず大きかったが、商人として紹しよう介かいされたロレンスは話の分かる奴やつだと思ったらしい。肩かたで息をしつつ、いくらか落ち着きを取とり戻もどしていた。

「では、支し払はらいに優先順位をつけているのも、正義だと？」

　またぞろラウドが額に彫ちよう刻こく作品みたいな血管を浮うかび上あがらせかけたので、ロレンスが手で制した。

「不公平に見えるかもしれませんが、現実として、待てる支し払はらいと待てない支し払はらいがあるのです。皆みなさんは冬の到とう来らいまでに物資が手に入ればなんとかなる。いや、もっと言えば、春先に利子をつけて返済してもらっても、正味のところなんとかなるのでは？」

　ロレンスが声をかけたのはエルサの後ろにいる、ヴァラン司教領の人々だ。

「まあ、それは……」

「貧しい家々には、聖堂の備び蓄ちくを渡わたすこともできますし……」

「では待てない支し払はらいというのはなんでしょうか」

　物もの怖おじせず、あくまで論理の筋道を明らかにしようとするエルサの問いに、今度はラウドも顔を赤くしなかった。さすが大きな商会の年経た商人と言うべきか、エルサの性格が吞のみ込こめたのだろう。

「待てない支し払はらいは、取引を止められない支し払はらいだ。それも、規模のでかい順に重要だ」

　ラウドは言って、執しつ務む机の上の布ふ巾きんをむんずと手に取って、荒あら々あらしく禿とく頭とうを拭ぬぐっている。

　その様子が面おも白しろかったのか、ホロが目をぱちくりとさせていた。

「今この町には山ほどの農産物が持もち込こまれ、めまいがするほどの勢いで各商人の手に渡わたっている。半年前や一年前の大市で交かわされた契けい約やくの清算も行われている。それらはこの町の中だけで完結せず、よその町のばかでかい商会ともつながっている。そして、それらの取引は絶対に滞とどこおらせてはならん。絶対にだ」

　ラウドの説明にエルサは口を開かず、代わりにまたロレンスに視線を向けてきた。

「この町の問題なら、皆みなさんお知り合いですから話し合いができます。でも、取引先が遠方の町だとしたら、向こうの人たちにはこちらの事情が分かりません。もしかして騙だまそうとしているんじゃないか？　と警けい戒かいされたりもするでしょう。それでなくても、市場町は世の中にたくさんあるのです。遠方の彼かれらは別の町で取引を始めるかもしれません。彼かれらの信しん頼らいを失わないでいるためには、ただひとつ、支し払はらいをすることしかありません」

　エルサはおとなしくうなずいた。

「では、その支し払はらいをしているために、町の商あきないが苦しくなっているのですか？」

　その問いには、ラウドが眉まゆをしかめたし、ロレンスもよくわからなかった。

「息を吐はいてばかりでは苦しくなるじゃろう」

　ホロのひとことで、ロレンスはようやく理解する。

　支し払はらうばかりで収入がなければ、町の人々は理り屈くつの上では、どんどん貧しくなる。

「おそらく違ちがいます。この町に来た商人たちは、手ぶらで帰るとは思えませんから……」

　今度はロレンスがラウドに疑問の視線を送る。この町の取引ならば、ラウドのほうが把は握あくしているはず。

「そのとおりだ。たとえば我わが商会が、輸入する葡ぶ萄どう酒しゆの支し払はらいを滞とどこおりなくすれば、この商会は来年も変わらず商あきないをやっているだろうと信用される。そこでよその商人は、来年分の麦を我わが商会で買いつけてから故郷に帰る。来年は葡ぶ萄どう酒しゆを携たずさえやって来て、麦を受け取り、また来年分の麦を買って帰る。商あきないはそういう呼吸のように、流れるものだ」

「その流れがどういうわけか、今にも滞とどこおりそうになっている。ですよね？」

　ロレンスがラウドに水を向けると、ラウドは大きなため息をついた。

「わしらからすると、原因は明らかだがな」

　憮ぶ然ぜんとしたラウドは、吐はき捨すてるように言った。

「宿屋組合の連中だ。あいつらが商あきないの水路をふさいでやがるんだ」

「宿屋組合？」

　他の商しよう売ばい敵がたきの商会ではないのかとロレンスが意外に思っていると、エルサが言った。

「それは町で噂うわさの、悪あく魔まとやらが宿屋組合にいるのでしょうか？」

　エルサの無む邪じや気きとも言える問いに、ラウドはむしろ呆あきれていた。

「まったく、坊ぼうさんどもはいつもそれだ。悪あく魔ま……まあ、悪あく魔ま的と言えるだろう。連中はうちから葡ぶ萄どう酒しゆやらを大量に仕入れておいて、銅貨一枚だって支し払はらいやしない。あれだけ客であふれているというのに支し払はらうための金がないとは、一体どういう了りよう見けんなんだ？」

　宿が大だい盛せい況きようなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「向こうは支し払はらえない理由をなんと？」

「払はらえんもんは払はらえんと突つっぱねるだけだ。まったく、あいつら宿屋組合は爺じいさんの代から吝りん嗇しよくで有名でな。サロニアで商売をする人間の風上にも置けん。わしらのような商会がどれだけ連中のせいで苦労していることか……」

　憤ふん懣まんやるかたないという口調には、積年の恨うらみがたっぷり詰つまっている。

　この町の人々が、町の混乱をきちんと調べていないと思ったのは、これが理由だった。調べようにも、調べられない、というのが正しいのだ。

　町の中には職分に分かれた組合がいくつもあって、先祖代々いがみ合っている。パン屋組合と肉屋組合の争いはほぼ神の定めた運命という感じで、劇の演目になるほどだ。名めい誉よと実益が絡からむ争いが激化して、流血沙ざ汰たに発展することだって珍めずらしくない。

　そういうわけで、生まれた頃ころからの知り合いで、ご先祖様の時代から争い合っている町の人間であるからこそ、お互たがいに胸きよう襟きん開いて状じよう況きようを説明する、などということができないのだ。

　しかし、ラウドが宿屋組合を名指しで批判したということは、町での商あきないが目め詰づまりを起こしているのは、組合同士のいがみ合いからくるものなのだろうか？

　ロレンスがそんなふうに考えを巡めぐらせていると、ラウドがはたと言った。

「そうか、そうだ、あんたらに頼たのみがある」

　見やれば、ラウドが執しつ務む机の上に身を乗り出していた。

「あんたらが代わりに、あの憎にくき宿屋組合を締しめ上あげてくれんか？」

「え？」

　エルサの戸と惑まどいがちなひとことなど聞こえなかったかのように、ラウドは笑え顔がおで素す早ばやくエルサの手を取った。

「そうだ、それがいい！　あんたらは町の外、それもヴァランには増ぞう援えんでやって来た坊ぼうさんだと言ってたな？　宿屋組合の連中は、わしらと関係のあるものは犬の尻尾しつぽだって憎にくんでやまないのだ。そのためにまともに話し合いなどできんし、一いつ切さい合がつ切さいこちらの言葉には耳を貸さんが、あんたらの言うことなら聞くかもしれん！」

　ホロがもぞりと身じろぎしたのは、犬の尻尾しつぽのくだりのせいだろう。

「むしろあんたらの権けん威いを使って連中を牢ろう獄ごくにぶち込こんでくれたってかまわない！　あんたらもいわば自分たちへの支し払はらいを催さい促そくできるわけだし、一石二鳥だ、そうだ、そうしよう！」

「えっ、ちょっと、あの」

「ハンス！　この方たちにわしらの取り立て用の証文をお渡わたししろ！　連中の尻しりの毛までむしってもらおうではないか！」

　さしものエルサもラウドの強ごう引いんなことの運びに翻ほん弄ろうされて、あっという間にハンスと呼ばれた商会の幹部らしき男から羊皮紙の束を押おしつけられていた。

　エルサがそれを突き返せなかったのは、ハンスの死んだような目つきのせいかもしれない。それを突つき返かえしたら、その重みでハンスの心が折れてしまいそうだった。

「さあ、これでヴァラン司教領の話は一件落着だ！　ああ、神に栄光あれ！」

　サロニアで葡ぶ萄どう酒しゆの取引を扱あつかうラウド商会は、なかなかのやり手なのだった。







　証文を押おしつけられ、体ていよく厄やつ介かい払ばらいされたエルサは、ラウド商会から外に出てもなお呆あつ気けに取られていた。

「ぬしがやり込こめられるとは意外じゃな」

　エルサにやり込こめられることの多いホロは、不思議そうでさえあった。ラウドにやり込こめられたエルサにやり込こめられるホロの尻しりに敷しかれるロレンスとしては、少し笑ってしまう。

「まるで鼠ねずみの嫁よめ入いりだ」

「む？」

「ある鼠ねずみの親子は、娘むすめの婿むこには強い者を選ぼうと言った」

　ロレンスの言葉に、羊皮紙を手に途と方ほうに暮れていたエルサも顔を上げた。

「そこで猫ねこに婿むこにならないかと持もち掛かけたら、猫ねこは自分の尻しりをいつもひっぱたく屋や敷しきの下男のほうが強いと言った」

「ふむ」

「ならばということで、薪まき割わりをして休きゆう憩けいしていた下男の下に行き、うちの娘むすめの婿むこにならないかと鼠ねずみの親子が話しかけたら、うちの旦だん那な様のほうが全然強いと言ってきた。そこで鹿しか狩かりから帰ってきた屋や敷しきの主人に話を持もち掛かけたら、なにを言う、私がどれだけお前らの被ひ害がいに悩なやまされているか知らないのか、いい加減にしろ！　と怒ど鳴なられた」

「ほほう」

　楽しげな様子のホロに向かい、エルサが調子を取とり戻もどしたようでこう言った。

「こうして鼠ねずみの親子は巣に戻もどり、結局鼠ねずみから婿むこを取りました、というお話ですね。うちの子も好きな話です」

　ホロはけらけらと笑ってから、胸むな元もとや腰こし回りを手で探し、羽ペンも紙も宿に置いてきたことを思い出したらしい。

「あとでまた聞かせてくりゃれ」

　ロレンスは肩かたをすくめつつ、ホロが喜んでくれたことに満足だった。

「人の世は輪っかになってつながっている……と言われても、今まさにいいようにしてやられた私には、なんの慰なぐさめにもなりませんけれど」

　ラウドから羊皮紙を押おしつけられたエルサは、やや恨うらみがましく言う。

「ですがエルサさんがそれを回収できれば、問題は解決しますよね」

　羊皮紙を見せてもらうと、結構な金額が記されている。

「私たちへの支し払はらいには若じやつ干かん足りませんが……それより、彼かれはこれで借金を返したつもりなのでしょうか？」

「まあ……これも貨か幣へいの代わりと言ったらそうですからね。問題は、この証文では貨か幣へいのように気軽に麦や肉を買えないことですが」

「それでは意味がありません」

　エルサは答え、しばしあらぬ方向を見て黙もつ考こうする。周囲にはどうしたものかと手をこまねいている司教や村長、それに主司祭たちがいる。

　と、エルサはいつもの厳しい目つきになると、こう言った。

「私はこれから教会に行ってきます。ロレンスさんはこれの取り立てをお願いできませんか？　もしも何事もなく回収できるのならば、それに越こしたことはありませんし」

「取り立ては構いませんけど……教会に？」

　謹きん厳げん実直にして信しん仰こうの塊かたまりといったエルサが、羊皮紙をロレンスに手て渡わたすと、蓮はすっ葉ぱな娘むすめのように肩かたをすくめてみせた。

「ラウド商会が困っているのは事実のようですが……どうも納なつ得とくいきませんから」

　聖典の中で助けを求める者はいつだって、真しん摯しに膝ひざをつき、乞こい願うものだ。

　決して相手がひるんだ隙すきに証文を握にぎらせて追い出すような輩やからではない。

「牢ろうに放ほうり込こまれたという商人と、こちらの教会の人間に、町の話を聞きに行ってきます」

　ラウド商会は厄やつ介かいな人物に疑念を持たせてしまったようだ。エルサは損得ではなく、原理原則で動く。

「なにか決断する前には、ぜひ商人としての私にご相談ください」

　エルサが眉まゆをひそめた理由は、すぐにわかった。

「私は狂きよう信しんの異い端たん審しん問もん官ではありません」

　教会の名の下にラウド商会の主人を絞しぼり上あげれば、町に大変な騒さわぎを引き起こすことになる、とは一応理解しているらしい。

「わかりました。では、私は先に正せい攻こう法ほうで試ためしてみます」

「お願いします。この町の出来事は、まるでおかしな騙だまし絵ですから」

　エルサは辟へき易えきしたように言った。

　ロレンスは手元の羊皮紙を仰あおぎ、埃ほこりっぽい匂においに口の端を曲げたのだった。







　ヴァラン司教領からは、上背の高い壮そう年ねんの村人が一人、ついてきた。

　ロレンスはラウドから押おしつけられた証文を手にしているので、持もち逃にげしないようにという監かん視しだろう。村長やらだと宿屋組合に顔が割れているので、普ふ段だんは荷の積み出しを手伝うくらいで、あまりサロニアにやって来ない者が選ばれたらしい。

「あっしはどうしていれば？」

「そうですね……では、用心棒のふりをお願いします」

　村では鋤すきを持ち、藁わら束を抱かかえているのだろう。日に焼けた精せい悍かんな顔つきと盛り上がった肩かたの筋肉は、黙だまっていれば長い傭よう兵へい家業から足を洗ったばかりの者にも見える。

「じっとしてればいいんですかね。農作業はともかく、喧けん嘩かはからっきしですよ」

「それで充じゆう分ぶんです。しかめっ面つらでお願いします」

　ロレンスが言うと、無ぶ精しよう髭ひげをぞりぞりと撫なでた男はふんと鼻を鳴らしていた。

　宿屋組合に向かう道すがら、後ろについて来る男をホロはちらちら気にしていたが、こっそりとロレンスに「なかなか良い麦の匂においがする」と耳打ちしてきた。

　それだけで機き嫌げんが良くなっているようなので、これからご機き嫌げん斜ななめのときは麦むぎ穂ほの匂においでも嗅かがせようかと思っていたところ、宿屋組合に到とう着ちやくした。

「今やこやつらはぬしの仲間じゃな」

　サロニアの宿屋組合の紋もん章しようはジョッキとナイフのようで、そのふたつが交差する鉄製の看板がぶら下げられていた。

「俺おれは今でも商人のつもりだし、ニョッヒラの湯屋はどちらかというと商会だよ」

「ふうん？　まだまだ若いと言い張る老人みたいな口ぶりじゃ」

　ホロの軽口にロレンスは肩かたをすくめたが、次に続いた言葉にはやや目を見開く。

「じゃが、わっちはぬしの隣となりにおらんほうがよさそうじゃな」

　ロレンスが首をかしげると、ホロは呆あきれた顔を見せた。

「たわけ。前に起こったことを忘れたのかや」

「前に？」

　聞き返すと、ホロは嫌いやそうに顔をしかめた。

「ぬしが大損して、金を貸してくれるところを探して回ったときの話じゃ」

　ホロと知り合って程ほどない頃ころ、武具の取引の罠わなにはまり、資し金きん繰ぐりに窮きゆうしたことがあった。

　それで少しでもいいから金を借りられないかと、あちこちの店を回った。周囲を見回す余よ裕ゆうもなく、ホロを連れたまま金策に駆かけずり回まわり、女連れで金の無心とは馬ば鹿かにしているのか、と怒ど鳴なられた。

「あのときぬしに払はらわれた右手の痛み、わっちゃあ忘れたわけではありんせん」

　お前さえいなければ、と八つ当たりをしてしまった。

　ホロは恨うらめしげに、赤みがかった琥こ珀はく色の瞳ひとみでロレンスを見上げてくる。

　できれば思い出したくない、苦い過去だ。

「あのときのことを思い出すと今でも背中に嫌いやな汗あせをかくが、俺おれもあのときのままじゃない。まあ、見てろ」

　ロレンスの言葉にホロは訝いぶかしげな眼めをしつつ、肩かたをすくめて口をつぐむ。

　ロレンスはひとつ大きく息を吸って頭を切きり替かえると、宿屋組合の扉とびらを開けた。

　一階は組合員が集まり会議をしたり飲み食いをしたりする、酒場に似た空間になっている。

　今もテーブルにはちらほらと人がいて、浮うかない顔で酒を飲んでいた。

「私は行商人のクラフト・ロレンスと申します。組合長さんはいらっしゃいますか」

　ロレンスが名乗りを上げると、その場にいた者全員が胡う散さん臭くさい者を見るような顔をしたが、奥おくに座すわっていた太たい鼓こ腹ばらの一人が立ち上がった。

「私が組合長だが、なんの用件かね」

「これはこれは」

　ロレンスはわざとらしいくらい慇いん懃ぎんに頭を下げてから、咳せきばらいを挟はさんで、言った。

「お忙いそがしいところ恐きよう縮しゆくですが、ラウド商会から証文を預かってまいりまして」

　斜ななめ後ろからホロの胡う乱ろん気な視線を感じたし、その場の空気が一気に硬かたくなった。

　しかしロレンスは怯ひるむこともなく、微笑ほほえんだまま宿屋の組合長を見つめ返していた。

　水を打ったような沈ちん黙もくが続く中、やがて組合長の苦く笑しようが漏もれた。

「こいつあ間ま抜ぬけな商人さんだ。あの古ふる狐ぎつねに一杯ぱい食わされたな？」

「そうですかね」

　泰たい然ぜんとしたままのロレンスに、組合長が笑え顔がおを消して鼻白む。

「悪いことは言わん。その証文とやらを持ってとっとと帰りな。ラウド商会からなにを聞かされたかは知らないがね」

　わざわざ険悪な空気にしおってどうするつもりじゃ、とホロからの視線を受け流してロレンスは言った。

「いえ、話はまさにそんな感じでしてね」

「んん？」

「私は証文を押おしつけられた口なんです。すごい手て際ぎわでした。ですから……突つき返かえす口実が欲ほしいのです」

　卑ひ屈くつな笑えみを見せると、組合長は目をぱちくりとさせてから、他の組合員と目配せしていた。

「なんだ……そうなのか？」

「ええ。農産物の売うり掛かけが焦こげつきそうでラウド商会に乗り込んだら、これを押おしつけられた挙句、追い出されました」

　まだその目には胡う散さん臭くさげな色が残っていたが、組合長がロレンスの近くにいた組合員に顎あごをしゃくって見せると、組合員は椅い子すから立ち上がって、ロレンスの手にしていた羊皮紙をひったくるように受け取った。

「……確かにラウド商会の証文だ。あの強ごう欲よく爺じじいめ。けったくそ悪い」

　悪態をつきながら、証文をロレンスの胸に乱暴に押おしつけてくる。

　後ろに控ひかえている用心棒のふりをした村人が身じろぎし、隣となりではホロが口の中で牙きばを嚙かみ合あわせていたが、ロレンスはこんなことでいちいち怒おこりはしない。

「それで、いかがでしょう？　宿屋組合として支し払はらえない理由をお聞きできればと」

　約束を守れずにいて平気な者などそうそういないし、なぜお前らは借りた物を返せない無能なのだとよそ者からいきなり聞かれたら、普ふ通つうなら叩たたき出されるところだ。

　しかしロレンスがあまりに堂々と、真正面から来たせいだろう。

　組合の名めい誉よと利益を守る組合長は、テーブルに手をつくと大きなため息をついて、言った。

「理由を聞いたら、その証文はラウド商会に突つき返かえすんだな？」

「理由によります」

　たちまち組合員たちの眉まゆが吊つり上あがり、何人かが立ち上がった。そこを組合長が手で制す。

「やめろ。吞のん気きに女連れで来てるだろ。こっちにも理があるってわかってるんだ。そうだろ？」

　ロレンスが無言で微笑ほほえむと、組合長はばりばりと頭を搔かいた。こういうやり取りは慣れていないのか、ホロはきょとんとするばかり。以前はホロがいたせいで、不真面目だと怒ど鳴なられたが、今はその不真面目さが有利に働いている。

「ラウド商会はもちろん、他の商会にも説明してるがな……支し払はらえないんだよ」

「証しよう拠こを見せてもらっても？」

　おい、お前、と何人かが声を上げたが、組合長は唇くちびるをひん曲げた後、帳ちよう簿ぼ台に歩み寄って、分厚い紙束を取り出した。

「うちの組合は内部で注文を受けて、組合として各商会に注文を出す形式だ。わかるか」

「色々な町を見てきました。わかります」

　野放しにしておけば資金力のあるところが、宿で出す食べ物やらを買かい占しめるかもしれない。葡ぶ萄どう酒しゆも肉もパンもない宿屋は、たとえベッドが綺き麗れいでも客が入らないので、宿屋同士の争いをなくすため、注文を組合が取り仕切っているのだ。

　ついでに組合が注文をまとめていれば、仕入れ先に強い圧力を持つこともできる。

「ラウド商会への支し払はらいは……まあ、このとおり、あんたの持ってる証文と一いつ致ちしている」

「ですね」

「そして……これが支し払はらいの滞とどこおっている者たちの一覧だ」

「く、組合長！」

　何人かが思わず叫さけぶ。そこには宿の名前がずらりと紙に記され、数字がびっしり記き載さいされている。組合を通じて仕入れを行ったにも拘かかわらず、その代金を支し払はらっていない者たちだ。

「一時の恥はじで支し払はらいが猶ゆう予よされるなら、恥はじをかけ。それとも、この商人さんが証文を手に教会に駆かけ込こむところを見たいのか？」

　ラウドは同じサロニアの町の中で商売をする商会だが、ロレンスは明らかによそ者だ。祖父の代からの付き合いがあるラウド商会ならば、いがみ合ってはいても、なんだかんだ同じ町の人間として、最後の一線を越こえるようなことは絶対にしない。

　だが、よそ者ならば後先考えず、頼たよれる権けん威いに頼たよってしまうことが十分にある。

　そして同じ理り屈くつは、長年いがみ合っているラウドには見せられない組合の恥はじも、よそ者になら見せられる、ということを可能にする。

「……結構な金額ですが、この方たちの支し払はらいが滞とどこおっている理由をお聞きしても？　なにせ、宿はどこも大だい繁はん盛じようですから」

　組合長はぱたんと帳ちよう簿ぼを閉じ、億おつ劫くうそうに言った。

「あんたは行商人といったな？　宿を使う側であるあんたにはわからないかもしれないが、宿の商あきないもなかなかに辛つらいものでな」

　ニョッヒラで湯屋を経営しているとは言えず、ロレンスは神しん妙みような様子でうなずく。

「ここみたいな町では、客はほとんどが常連の商人だ。この町にやって来て前回の大市の清算をしたり、買いつけをするために長いこと宿しゆく泊はくし、情報収集のために仲間とよく飲み食いする。つまりは安定して部屋を埋うめてくれる上客なわけだが、上客ゆえに厄やつ介かいなところもあってな」

「後あと払ばらいですか？」

　ロレンスの言葉に、組合長は肩かたをすくめた。

「いかにも。散々飲み食いもするが、全部つけ払はらいだ。とはいえ、すべてをつけにしたら到とう底てい回らないから、大体が大市の中日で一度清算するのがならわしだ」

　ここまで言われたら、なにが言いたいかはわかる。

「その支し払はらいが滞とどこおっている？」

「ああ。今年は特に遅ち滞たいが多いし、その連中が支し払はらいをできない理由というのが……」

「別の誰だれかが支し払はらいをしてくれないからだ……と」

　組合長がうなずくと、組合員、つまり宿の主人の幾いく人かがロレンスの周りに集まってくる。

　用心棒のふりを頼たのんだ村人が、本物の用心棒よろしく警けい戒かいするし、ホロも喉のどの奥おくでうなり始めた。しかし彼かれらはロレンスに詰つめ寄よると、暴力ではなく口々に不満を言い始めた。

「俺おれたちだって支し払はらいはしたい。ラウドの爺じじいやら商会の連中にでかい態度を取られたら我らの恥はじだ！　だが、特に今年は支し払はらいを待ってくれと泣きつく者が多くて難なん儀ぎしてるんだ」

「そうだそうだ。特に今年はあれだ、木材を扱あつかう商人の奴やつらがひどくてなあ。運んできた木材を売っても売った先の連中が支し払はらいをしないから待ってくれなんて言いやがる。木材の値上がりでたっぷり儲もうけてるはずなのに、まるで被ひ害がい者面だ！」

　木材の値上がりは知っている。それのおかげ、といってはなんだが、あの呪のろわれた山が高値で売れたのもそれが理由のひとつだ。

「まあ、最も目立つのがそれってだけで、数え上げたらほとんどの商人が、支し払はらいをちょっと待ってくれって泣きついてるんだ。連中は来年も、再来年も、下手をすれば弟で子しの代に渡わたって泊とまってくれる。泣きつかれたら待たざるを得ん。だが、連中は飯を食うし酒も飲む。うちはうちが生き残るために仕入れをしなければならん。実際、パン屋や肉屋にも支し払はらいが滞とどこおっているが、内実を理解しない馬ば鹿かな商会の連中が、まるでうちが悪の巣そう窟くつみたいに言いやがるんだ」

　その場にいる皆みなが賛同する。

　ロレンスがちらりとホロを見ると、ホロは面おも白しろくもなさそうに肩かたを上下させた。どうやら彼かれらは言いい逃のがれのための、いい加減なことを言っているわけではないらしい。

「皆みなさんの苦境、大変よく理解できました」

　ロレンスは言って、ラウド商会の証文を胸に収めた。

「それに、組合長さんには胸きよう襟きんを開いてもらいましたし」

　帳ちよう簿ぼを見せてくれたことには敬意を払はらうべきだし、ロレンスが来る前にも散々あれこれ詰つめ寄よられていて、言い訳するのも面めん倒どうだという気分だったのかもしれない。

「いや、話を理解してくれて嬉うれしいよ」

　組合長は手を差し出し、ロレンスはしっかりと握にぎる。それを見て、他の組合員も文句を言ってすっきりしたのか、握あく手しゆを求めてくる。現げん金きん払ばらいならぜひうちの宿へ、なんて声も出て苦く笑しようが漏もれた。彼かれらはごろつきでも、悪人でもない。支し払はらいが苦しい者には慈じ悲ひを見せ、自らが支し払はらいをできなければ責任を感じる、普ふ通つうの町の住人たち。

　ジョッキとナイフがあしらわれた看板のぶら下がる軒のき先さきに出て、ロレンスは小さくため息をついた。

「で、どうするんじゃ？」

　ホロの問いにロレンスは答えず、村人のほうを見た。

「〝干し草と鎌かま亭てい〟という宿屋がどこにあるかご存知ですか？」

　村人はきょとんとして、「サロニアで一番大きな宿だから」と答える。

「案内してください。あの帳ちよう簿ぼの中で、一番未み払ばらいが多かったので」

　ホロと村人はそろって意外そうな顔をした。

「ここの連中が噓うそをついているかと確かめに行くのかや？」

　呆あきれたような、やや怒おこったような言い方なのは、自分の耳を信じないのか、ということだろう。宿屋組合の者たちは噓うそを言っていなかった。本当につけを払はらわない客たちのせいで、仕入れ先である商会に支し払はらいをできないのだ。

「噓うそを確かめに行くんじゃない。真実の中身を見に行くんだよ」

「ん、む？」

　怪け訝げんそうな顔をするホロの肩かたをぽんと叩たたき、村人に案内を乞こう。

　商あきないはすべてが糸でつながっている。

　ならばたどっていった先がすべての元げん凶きようのはずなのだから、ここまで来たら見に行くべきだ。

「さて、本当に悪あく魔まがいるのかどうか」

　大元で支し払はらいを拒こばんでいる吝りん嗇しよくの誰だれか。ロレンスたちは賑にぎやかな町の中を歩いて〝干し草と鎌かま亭てい〟に赴おもむき、たむろしていた商人に声をかけた。一人目と二人目は外れたが、三人目で目当ての商人にたどり着いた。

「……本当に？　本当にお前らは、教会の代理じゃないんだろうな？」

　警けい戒かい心丸出しなのは、木材商人だ。ロレンスは、デバウ商会が近きん隣りんの山を買ったのだが、木材の値段を調べているという口実で話しかけた。そこはさすが木材商人で、ヴァラン司教領の山だろうと感付いたらしい。すると連想するのは、教会から借金の罪を断罪され、牢ろうに放ほうり込こまれた哀あわれな商人の話だ。

　ロレンスは「神に誓ちかって」と商人の笑え顔がおで言って、話を聞いた。

　木材商人は宿屋組合やラウド商会と全く同じく、不ふ機き嫌げんそうに取引先の文句を滔とう々とうと述べた。

　どうやら木材を取とり扱あつかう商会に売ばい却きやくしたが、まともに支し払はらってくれていないらしい。デバウ商会の怒いかりを買いたくないのなら、この町の商会に木材を売るのはやめておくんだな、とまで言っていた。

　宿に滞たい在ざいしている出入りの商人は、木材商人に限らず似たり寄ったりのようで、羊毛商人や油商人、鰊にしんの燻くん製せいを専門に取とり扱あつかう商人も困り果てているとのことだった。

　ロレンスは礼を言って彼かれに葡ぶ萄どう酒しゆを一杯ぱいおごる。

　ホロと村人は、次はどこに？　と言わなかった。

　心得た様子の村人は「こっちだ」と道案内し、木材を取とり扱あつかう商会に赴おもむいた。

　木の香かおりが漂ただよう天てん井じようの高い荷に揚あげ場では、また文句を滔とう々とうと聞かされた。

「職人だ！　すべては連中の怠たい惰だが原因だ！　材料を仕入れるだけ仕入れて、自分たちは製品を作らずにその値上がりを待ってやがるんだ！　向こうが苦しいとき、今までどれだけうちが原料を先貸ししてやったと思ってるんだ！　まったく恩知らずが！　それで、お前はどっちの味方なんだ？　んん!?」

　詰つめ寄よられるところを村人に助けられ、這ほう這ほうの体で商会を後にする。

「じゃあ次は職人だ」

　と言うロレンスにホロはげんなりとしたが、ロレンスはもちろん足を止めなかった。

　ただ、職人組合は今までのようなところとは毛色が違ちがうので、木工職人の組合会館までやって来たところで、ホロには離はなれているようにと言っておいた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　うちの職人たちがそんなことするわけないだろうが！　ぶん殴なぐられてえのか！」

　胸むなぐらを摑つかまれ、屈くつ強きようで短気そうな親方たちにも詰つめ寄よられ、壁かべに押おしつけられる。見張りの村人が助けようとしてくれたが、多勢に無勢だ。

「うちの職人たちはきっちり一流の品を納品してるんだ！　それに支し払はらいをしない連中の味方をするってんなら、ただじゃおかねえぞ！」

　散々小こ突づかれ、脅おどされ、なんとか解放されてホロと合流すれば、なにがあったかはもちろん一目でばれる。ホロは胡う乱ろんな目で職人組合の建物を見て牙きばを嚙かみ合あわせていたが、むしろ優やさしく解放してくれたほうだろう。ロレンスはホロの両りよう肩かたを落ち着かせるように軽く叩たたき、笑ってみせた。

「親方たちの苛いら々いらも本物だな。ついでにあっちの職人街を覗のぞき込こめば明らかだ。工こう房ぼうからは職人歌が聞こえ、木を打つ音が聞こえてくる。仕事を怠なまけてるわけじゃない」

「そうかもしれぬが……」

　よれた服を直すロレンスを前に、ホロが悔くやし気に呻うめいている。

「それより、一体誰だれが悪者なんですかい？」

　寡か黙もくそうな村人が、辟へき易えきしたように言った。

　無限に続く取引の連れん鎖さ。

　次に向かうところがたとえば刀とう剣けん職人組合だとしたら、片耳くらい削そがれるかもしれない。

「少なくとも、木工職人に支し払はらいをしていない連中がいます」

　村人はため息をつきつつ、諦あきらめたように頭を搔かく。ホロはロレンスがあっちこっちで罵ば声せいを浴びせられることそのものが気に食わないようで、不満げな顔だ。

　しかし、ロレンスにはほとんど確信に近いものがあった。

　誰だれも彼かれもが仕事をこなしているのに、その対価を支し払はらってもらえていない。取引というのは長い連れん鎖さによって成立するものだから、皆みなが支し払はらいを受けられていないのなら必ず、最初に支し払はらいを拒こばんでいるケチな奴やつがいる。

　とは言え、無限の広さに感じられる商あきないの世界も、本当に無限なわけではない。

　経験と知識が、ロレンスの魂たましいに囁ささやくのだ。

　正しい道にたどり着つく分ぶん岐き点は、目の前にある。

　その形はまだはっきり見えていないが、そこにある、という確信は間ま違ちがいなく自分の中にある。

　自分は、世界を回ってきた行商人なのだから。

「……ぬしよ？」

　立たち尽つくすロレンスに、ホロが不安そうに声をかけてくる。

　赤みがかった琥こ珀はく色の瞳ひとみは、勝気にも、弱気にも、不安そうにも、優やさしそうにも色味を変える。変へん幻げん自在の狼オオカミの眼め。

　葡ぶ萄どう酒しゆにも似た色のホロの目に、ロレンスは天てん啓けいを得た。

「ああ、そこか、そこだな」

　商あきないはひと続きの糸のよう。

　雑多な町や縦じゆう横おう無む尽じんに見える取引にも、実はわかりやすいつながりが存在する。

「この行脚あんぎやも、次の次で終わりです」

　村人とホロは、ロレンスが季節外れの日射病にでもやられたのかというような顔をしていた。

　しかし、ロレンスの中にはもはや強い確信がある。

　手て掛がかりは、町の中でホロといつも一いつ緒しよにあるものの記き憶おくだ。

「次はですね……」

　ロレンスは村人に耳打ちし、案内してもらう。

　そして、そこでは誰だれが悪者なのか、とは聞かなかった。悪者はあいつですよね、と確かく認にんするだけだった。ホロと村人の二人もまた、その建物の前に立った時点で答えに気がついていた。

　ホロなどは外がい套とうの下で、明らかに怒いかりに尻尾しつぽを膨ふくらませていた。

　木工職人組合の次に向かったのは、数ある木工品の中でも最重要にして、需じゆ要ようの高い商品である、樽たるを必要とするところだった。

　つまりは醸じよう造ぞう組合であり、樽たるに詰つめるものがなにかと言えば、酒である。

　ではその醸じよう造ぞう組合が樽たるの代金も支し払はらえないとなったら、悪いのは誰だれか？

　酒を取とり扱あつかう商会だ。

「あの禿はげ頭あたまが、わっちらをたばかっておったのじゃな」

　ラウド商会の前に立ち、ホロが赤い眼めを輝かがやかせている。見張り代わりの村人などは、見事な芸を見せられて感心するかのように頭を搔かいている。

　全ての商人が支し払はらいをされないせいで困っているが、その取引をひとつずつたどっていったら、出発点に戻もどってきた。

　ならば悪い奴やつは誰だれなのか、はっきりしている。

　鼠ねずみの親子は婿むこを探し、結局自分の巣に戻もどってきたのだから。

「と言いたいところだが、果たして」

　ロレンスが煮にえ切きらないように言うと、ホロが一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた顔を見せた。

「なにを言っておるんじゃ。ぬしは狐きつねの足あし跡あとを追いかけて、尻尾しつぽを捕つかまえたではないか」

　村人もうなずいている。二人の頭の中では、お前の悪事はお見通しだ、とロレンスが商会に飛とび込こんでラウドを絞しぼり上あげる様が展開されているのかもしれない。

　だが、そう簡単に話は進まない。

「ラウド商会が悪者に見えるのは、単に自分たちの出発点がここだったからだ。俺おれたちが木材商人で、木工職人組合に怒ど鳴なり込こんでいたとしたら、どう考える？」

「う、む」

　今まで巡めぐってきた各地を想像し、最後にまた自分のところに戻もどってくるところを想像したのだろう。

　取引は円えん環かんになっていて、どこが始点とも知れない。

「な、なんじゃ、これは……どういうことなんじゃ？」

「まるで自分の尾おを食べる蛇へびですな」

　村人の表現が的確だった。

「じ、じゃあ、どうするんじゃ？　あの禿はげ頭あたまにいいようにされたままかや」

　ホロはすっかりエルサの味方のようだ。

　それに、これはラウドの下に怒ど鳴なり込こんで証しよう拠こを突つきつければ済む話ではない。

「まあ、元行商人風ふ情ぜいでは、容易に太た刀ち打うちできないことだな」

　状じよう況きようは把は握あくした。

　けれども打つ手がない。

　少なくとも、元行商人には。

　ロレンスは殊こと更さら無力感を示すように肩かたを落として見せたが、対策案はすでに頭にあった。

　元行商人は短いような長いような旅を経て、たくさんの冒ぼう険けんから得え難がたい財産を築いてきたからだ。それを使えばこの不思議な階段の絵を逆回転させ、解きほぐすことができる。

　さて、そろそろ種明かしをしてやろう、とロレンスがホロを見やったときのこと。

　ロレンスは凍こおりついた。

　ホロが立たち尽つくしたまま、涙なみだをこぼしていたからだ。

「は？　えっ？」

　手で拭ぬぐうこともなく、ホロは目を開けたまま、ほとんど無表情に涙なみだだけをぽろぽろとこぼしていた。感情をうかがわせるのは、少し嚙かみしめられた唇くちびるだけ。悔くやし気に嚙かみしめられた、形の良い唇くちびるだった。

「お、おい、ホロ」

　慌あわてたロレンスはホロを抱かかえるように肩かたに手を回したが、ホロはやっぱりただ泣くだけだ。

　村人も慌あわてていたが、周囲を見回すと、ラウド商会の脇わきに路地を見つけ、そこを指さして教えてくれた。

　ロレンスは目礼をするだけして、ホロを抱かかえて人目のない静かな路地に連れていった。

「おい、なんだ、どうしたんだ」

　手近な場所にあった木箱に座すわらせようとしたが、ホロはそれを拒こばみ、首を横に振ふった。

　戸と惑まどうロレンスはどうしようもなく、自分に取れる限りの行動を取った。

　つまりはホロをゆっくりと、刺し激げきしないように両りよう腕うでで抱だきしめる。

　身を縮めて泣いているホロの体は、こんなに小さかったのかと驚おどろくくらいだった。

「……すまぬ」

　と、ホロがロレンスの腕うでの中で言った。

「いや……別に謝あやまる必要は──」

「違ちがう」

　ホロは腕うでの中で首を横に振ふり、ぐっとロレンスの胸を押おして体を離はなした。

　それはロレンスを拒きよ絶ぜつしたのではない。

　ホロが自責の念から、そうしているのがロレンスにはわかった。

「違ちがうんじゃ……」

　ぐすぐすとなおも泣くホロはそう言った。ロレンスはホロが泣く理由に皆かい目もく見当がつかず途と方ほうに暮れる。それでも、これまでホロの手を握にぎって長い時間様々なところを巡めぐってきたロレンスには、ホロの顔を見れば、理り屈くつではなく、感情として、どうすればいいのかはわかる。

　娘むすめのミューリと違ちがって、あまりに長い時を独りで生きてきたホロは、物もの憂うげな暗くら闇やみに囚とらわれることがある。ホロはホロ自身を責めていた。

　そういうときにどうすればいいのか、ロレンスにはよくわかっている。

　ホロのことを少し過か剰じようなくらいの力で抱だきしめ直してから、両りよう肩かたを摑つかんで目を覗のぞき込こむ。

「話してくれるな？」

　涙なみだに濡ぬれた赤い瞳ひとみは、幼子のようにも見える。それはロレンスにだけ見せてくれる、ホロの弱みだ。ホロはゆっくりとうなずき、ロレンスに促うながされて木箱に座すわると、言った。

「兎うさぎに……ぐすっ、会いに……行ったじゃろう？」

　あまりに意外なことに面食らったが、兎うさぎがヒルデのことだろうとは分かった。

「ヒルデさんに？　それは……デバウ商会に行った話、のことだよな？」

　ホロはうなずき、また涙なみだが膝ひざに落ちる。

「あやつらは……すごかった。大きな……大きな商会じゃった」

　デバウ商会は北の地の商あきないをほぼ支配し、独自の貨か幣へいまで打ち出している。地理的な要因から大きな国が存在しない北の地では、事実上最強の支配者と言っていい。そのデバウ商会の本店となれば、今や城になっていたってロレンスは驚おどろかない。

「あらゆる物があって……金貨が文字どおり山積みじゃった……。あの兎うさぎはわっちの話を聞くや、賢かしこそうな連中をすぐに呼び寄せて、あっという間に判断した」

　優ゆう秀しゆうな者たちがいくらでもいるのだろうし、忙いそがしいからひとつの案件に時間をかけられないのだろう。とはいえ、そうなるとホロが四日も留守にしていた理由が気になってくる。

　本当に酒と肉をせびって、飲み食いしていたのだろうか？

「わっちゃあ呆あつ気けに取られてしまった……あの栗鼠りすが大事にしておったのは大きな山じゃ。そんな山の話を、ほんの一時で決めてしまった。ほんの一いつ瞬しゆんなんじゃ。あの栗鼠りすのたわけが心の底から大事にしている、広い、広い良い山じゃ。それを、兎うさぎはまばたきの数回分で売り買いを決めてしまったんじゃ……」

　デバウ商会でホロがどんな衝しよう撃げきに見み舞まわれたか、ロレンスは容易に想像がついた。ヒルデのような大商人は、命より重い金貨を日々扱あつかっていて、商あきないに通じるロレンスでさえ別世界の話だろうと思うのだから、ホロにはなおのこと衝しよう撃げきだったのだろう。

　けれど、奇き妙みようなのはホロがそれに驚おどろきこそすれ、なぜ泣き出すのかということだった。ましてや、こんなときに。ロレンスが不思議に思っていると、ホロは暗くら闇やみの中で支えを探すかのように、ロレンスの手を握にぎってきた。

　そして、強く握にぎりしめた。

「ぬしは……ぬしは、あの場におったかもしれぬ」

「……え？」

　呆あつ気けに取られたロレンスが聞き返すと、ホロが顔を上げて、ロレンスを見た。後こう悔かいに満ちた顔だった。

「ぬしは兎うさぎに誘さそわれたはずじゃ。あの商会に来いと」

　あ、という形に口が動き、ロレンスはホロの瞳ひとみの奥おくになにがあるのか理解した。

　デバウ商会が分ぶん裂れつの危機に陥おちいったとき、ロレンスはヒルデの味方について、彼かれらが復活する一助となった。そのときにヒルデは、ロレンスを生まれ変わろうとするデバウ商会に誘さそってくれていた。それをロレンスは、断ったのだ。

　商人としてそれ以上妄もう想そうすることすら不可能なほどの、出世の道を。

「あー……」

　ロレンスは、突とつ然ぜん雨に降られてしまったときのような声を出して、空を見た。

　栗鼠りすのターニャのために山を買うかどうか、その決断を下し、ふむ、とうなずきひとつで決裁したその羽ペンを、ロレンスが握にぎっていたとしてもおかしくはなかったということだ。

　エルサが司祭たちを叱しかり飛とばしたときの話を思い出す。

　損と得を天てん秤びんにかけたとして、得を選ぶのはなんのためか。

　その問いに答え、ロレンスは黄金の道ではなく、森に降り積もった落ち葉の道を選んだのだ。

　その森の香かおりと、そこに住む寂さびしがりの狼オオカミのために。

「わっちは……ぬしの道を閉ざしてしまったのじゃと理解した。あんなにもすごい……あんなにも賑にぎやかな商あきないの場で大勢の群れを率いているぬしがいるはずじゃったのに、わっちは……」

　落ち着きかけていた涙なみだがまた溢あふれたところを、ロレンスはホロの頰ほおに口づけをしてみせた。

「塩しおっ辛からい涙なみだだ」

　ロレンスは言って、笑う。

「もしも俺おれがデバウ商会に行って偉えらくなってたら、今いま頃ごろお前の涙なみだは酒の味がしたかもな」

　金は無限にある。だが、時間は無限にない。デバウ商会のような場所に行けば、千羽のキツツキと暮らすようなものだ。安あん眠みんの日など訪おとずれまい。

　なにをするでもなく暖だん炉ろの火を眺ながめながら、ホロを膝ひざの上に抱だいてぼうっとするようなことはまずできない。森の木々の色付きから季節の移り変わりを楽しんで、春は山菜、夏は茸きのこ、秋は木の実を取りに森に入ることなんて絶対にできないだろう。

　代わりにデバウ商会では夕食の長テーブルに美食の限りの食材が並ぶだろうが、それが楽しいのは最初だけのはず。

　だが、ホロとの繰くり返かえしの生活に飽あきることなど絶対にない。

　ロレンスは自分の選せん択たくを微み塵じんも悔くいていない。だからホロがなぜ四日間もデバウ商会にいて、先刻感情の堰せきが崩くずれてしまったのか、なかなかわからなかったのだ。

　今ならば、為替かわせ証書の金額にロレンスが子供みたいにわくわくしていたことに、なぜホロの機嫌が悪くなっていたのかもわかる。

　そしてそのことが、ラウド商会とこの町の奇き妙みような構図を前にして、一いつ介かいの元行商人風ふ情ぜいには太た刀ち打うちなどできない、と言ったさっきのことにつながってくる。

　どんな問題もたちどころに解決してしまう大商人になる可能性をロレンスから奪うばってしまったのは、ほかならぬ自分だと、ホロはそう思ったのだ。

「賢けん狼ろうなんて二つ名は、返上したらどうだ？」

　ホロの頭を抱だきかかえるようにして苦く笑しよう交じりに言うと、ホロがロレンスの手に爪つめを立ててくる。

「俺おれがどれだけ幸せか、理解できないんだから」

　ホロは体を硬かたくして、また泣き出しそうに息をひゅっと吸う。

　ロレンスはホロの頭をガシガシと撫なでて、頭をこつんとぶつけ合わせた。

「それに、さっき俺おれがなにを言いかけていたか、知りたくないか？」

「……？」

　ホロがロレンスのことを見る。

　一人麦畑に置いていかれた幼子のように、ロレンスを見た。

「一いつ介かいの元行商人風ふ情ぜいには太た刀ち打うちできないが、俺おれには冒ぼう険けんを経て得てきた財産がある」

　にやりと笑ってみせたのは強がりではない。

　ロレンス自身、楽しみでしょうがない計画が頭にある。

「お前とたどってきた冒ぼう険けんだ。その果てに俺おれはいて、お前といる。これからすることは、お前の手を取ったからこそ、できることだ」

　ロレンスは立ち上がり、ホロの前に立つ。

「それに商あきないってのはな、大きければそれだけ面おも白しろいってわけじゃない」

　ホロに手を伸のばすと、ホロは一いつ瞬しゆんためらったが、ロレンスの手を握にぎってきた。

「商あきないの魔ま法ほうを見せてやろう。せいぜい、俺おれのことを見直すんだな」

　それから悪戯いたずらっぽくホロの頰ほおを指でつついてやれば、ようやくホロは歪いびつにでも笑った。

「……たわけ」

　ロレンスは笑い、ホロの手を引いて歩き出すと、律りち義ぎに離はなれた場所で待ってくれていた村人を捕つかまえ、ロレンスはあれこれと計画を伝えた。司教や村長など、司教領の財産に決定権を持つ者たちを、教会に呼ぶように。

　村人は困こん惑わくしつつも、町の取引の謎なぞを炙あぶり出してみせたロレンスの言におとなしく従った。

　そして、ロレンスはホロの手を引いて町の中心部に向かう。

　そこにあるのは立派な教会であり、そこには古い知り合いのエルサがいる。

　ロレンスが知る限りの、最強の女司祭だ。

「……二人の仲の良さの秘ひ訣けつをお聞きしても？」

　教会の中に入りエルサを呼び出すと、珍めずらしくエルサがそんな冗じよう談だんを口にする。

　多分そう言いたくなるくらい、ホロとロレンスは固く手を握にぎり合っていたのだ。

「あなたが結けつ婚こん式しきに立ち会ってくれたからですよ」

　エルサは呆あきれたように笑ってから、ロレンスが教会にやって来た用件を聞いた。

　するとみるみるうちに顔つきを変え、聖典と並んで置かれていた教会法の法典を手に取った。エルサはサロニアの司教と共に、この町の困難に教会の権けん威いはどのように役立つのかと、あれこれ話していたらしい。

　そこにロレンスの商あきないの知識と、経験が混ぜ合わされる。

　ロレンスの計画を聞き終えると、エルサはもっともなことを口にする。

「……理り屈くつはわかりましたが、本当にうまくいくのですか？」

　エルサの問いは、司教の問いでもあるだろう。町の経済に良かれと思って商人を捕つかまえたら、町はますます混こん迷めいを深めてしまった。

　だが、ロレンスには絶対の自信がある。

　エルサが協力してくれたら、間ま違ちがいなく解決する。

「信用してください。この町に足りないのは、まさにそれなのですから」

　遅おくれてやって来たヴァラン司教領の人間たちもきょとんとしていた。

　それでもこのまま座視していても事態が良くなるとは到とう底てい思えない。

　エルサは決断した。

「信用しましょう」

　エルサと握あく手しゆをしようとしたが、その手はホロに握にぎられたままだったことを思い出す。

　ホロの手を離はなそうとしたが、ホロはそっぽを向いて離はなそうとしない。

「まさか横取りなんてしませんよ」

　エルサは呆あきれたように笑い、ホロがますます唇くちびるを尖とがらせる。

「では、行きましょうか」

　こんがらがったものを解きほぐしに。

　ロレンスたちが連れ立って教会の外に出る。

　空は綺き麗れいな秋の空だった。







　取引をたどっていったら、誰だれもが支し払はらいをできずに苦しんでいた。

　誰だれかが悪いようでいて、誰だれも悪くない。

「だから、あくどい奴やつなどどこにもいないのです。私を信じてください。ヴァラン司教領の財産は銅貨一枚たりとも棄き損そんしないままに、ラウド商会の借金を消して見せます」

　エルサがなんと言おうが、デバウ商会に売ばい却きやくした山の金はヴァラン司教領のものである。それを利用するのであれば当然司教領の者たちの決断が必要だが、当然彼かれらは渋しぶることになった。

　なにせ、ロレンスが提案したのは、ラウド商会の借金の肩かた代がわりなのだから。

「そうは言いましても……」

　ロレンスが口にしているのは奇き妙みようなことだった。ラウド商会の借金を山の代金で肩かた代がわりするが、欠片かけらも損をせずに取り返して見せると豪ごう語ごしているのだ。

　しかし、結局彼かれらは折れた。エルサの無限に続きそうな説教と、なによりラウドからの約束があったからだろう。

「恩は必ず返す」

　彼かれらはこれからも長い付き合いなのだ。

「では」

　と、ロレンスはエルサとサロニアの司教、それにはったりのために十人ほどぞろぞろ連れて、醸じよう造ぞう組合に向かった。醸じよう造ぞう組合はラウド商会に酒を売ったが、支し払はらいを受けられず困こん窮きゆうしていた。そこに、デバウ商会の為替かわせ証書を突つきつけた。

「この為替かわせ証書でラウド商会の借金を支し払はらいます」

　為替かわせ証書に書かき込こまれたデバウ商会の金看板と、金額の巨きよ大だいさに醸じよう造ぞう組合の組合長は目を白黒させた。

　しかも教会まで乗のり込こんできているので、てっきり牢ろうに放ほうり込こまれるかと思いきや、借金を支し払はらうと申し出られたのだ。訳が分からなくて当然だろう。
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「そ、それは、その、ありがたい、のですが……」

　いったいなんのつもりなのだ？

　ロレンスは笑え顔がおでこう言った。

「この為替かわせ証書をここに預ける条件はただひとつ。我々が支し払はらう借金の金額分だけ、あなたがたに支し払はらってもらいたい借金があるのです」

　組合長はぽかんとしたが、借金の支し払はらいを受けられるのならば、手に入れたそれで自分たちの借金を軽くするのは別に悪いことではない。ましてや支し払はらいを受ける条件と言われたらなおさらだし、目の前には筋金入りの聖職者面をしているエルサがいて、ついこの間商人を牢ろうにぶち込こんだ司教までがいる。

　断ることなどできようはずもない。

「わ、わかりました……」

　その返事にロレンスはうなずき、数字と信しん仰こうに明るいエルサに手続きをさせて、人をひとり置いて為替かわせ証書を見張らせつつ、次の場所に向かった。醸じよう造ぞう組合からも、この奇き妙みようなやり取りがなんなのか見み極きわめるべく、人が数人ついてきた。

　次に訪おとずれた木工職人組合では、さしもの強面こわもての木工職人たちもロレンスたちの威い容ようと、提案された内容に面食らい、提示された内容に不思議な顔をしつつ同意した。醸じよう造ぞう組合から樽たるの分の支し払はらいを受ける代わりに、その金をそのまま次の支し払はらい先に払はらうべし。

　それから木工職人数人が一行に同行して、干し草と鎌かま亭ていに向かった。ロレンスが話を聞いた木材商人を見つけると、ついに捕ほ縛ばくの手が及およんだのかと絶望していた商人をなだめてから、仲間を呼んでもらった。彼かれらの借金を調整して支し払はらい、彼かれらが抱かかえている借金を整理してまとめ上げ、次の場所に支し払はらうべく促うながした。次の場所に向かうと、もちろん木材商人たちがぞろぞろとついてきた。

　宿屋の組合では、あの組合長が白昼に竜りゆうを見たような顔をしてロレンスたちを迎むかえ、木材商人たちから借金の支し払はらいを受けるのを条件に、ラウド商会への支し払はらいに同意した。

　そこから出ていく際には、当然、宿屋組合の人間もついてくる。

　今やずいぶんな人数に膨ふくれ上あがった一行がラウド商会に向かえば、軒のき先さきではラウドその人が部下たちとそわそわしながら待っていた。

　ロレンスたちが町の人間を大勢引き連れて戻もどってくると、飛び上がらんばかりだった。

「して、首しゆ尾びのほどは!?」

　宿屋組合からの支し払はらいが書かれた羊皮紙をエルサが見せると、ラウドはエルサのことを力いっぱい抱だきしめていた。

　そしてラウドも含ふくめて醸じよう造ぞう組合を再訪すれば、すべての輪が閉じられる。

「……おお、神よ……」

　醸じよう造ぞう組合長は奇き跡せきを目まの当あたりにしたとばかりに、そう呟つぶやいた。

　宿屋組合から支し払はらいを受けたラウド商会は、その支払いを手にして、醸じよう造ぞう組合に赴おもむいた。

　それから借金と同じだけの金額分を醸じよう造ぞう組合長に渡わたして、ロレンスたちが預けていたデバウ商会からの為替かわせ証書を取とり戻もどした。これでラウド商会の借金はなくなった。

　なのにロレンスの手元からは、銅貨一枚も増えたり減ったりしていない。

　それどころか、いくつもの商会や組合から、借金だけが消えていた。

　その光景に、しばらく沈ちん黙もくが舞まい降おりた。

　口を開いたのは、ロレンスだ。

「御ご覧らんのとおり、金貨は一枚も増えていないし、減ってもいません。すべてはこの為替かわせ証書から始まり、ベンとインクによって支し払はらいがなされ──」

　ロレンスは居並ぶ面々を見回した。

「神の御加護の下、皆みなさまの借金が綺き麗れいさっぱり消えました！」

　直後に耳をつんざくような歓かん声せいが上がり、彼かれらが足を踏ふみ鳴ならすせいで組合会館そのものが揺ゆれた。誰だれも彼かれもが驚おどろきの喜びに満みち溢あふれ、サロニアの司教と言わずエルサと言わず担かつぎ上あげ、神の偉い大だいさを讃たたえていた。そんな騒さわぎの中、ホロだけが、やっぱりぽつんとしていた。

　けれどそれは寂さびしそうなのではなく、狐きつねに化かされたことに呆ぼう然ぜんとしている狼オオカミそのものだった。

「どうだ、これが商人の魔ま法ほうってやつだ」

　ホロははっと我に返り、霧きりの中の獲え物ものを見つけるかのように、目を眇すがめた。

「……まったくわけがわからぬ……」

　ロレンスは肩かたをすくめ、少し考えてから、こう言った。

「辻つじの交差点を考えてみな」

「……む？」

「四本の道からそれぞれ、長い荷馬車が入ってくる。急いでいるから周りなんて見ていない」

　ホロは目をきょときょとさせてから、それで？　と顎あごをしゃくってくる。

「絵に描いてみたら一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、そうやって辻つじに入ってきた荷馬車は、正面の荷馬車が邪じや魔まで前に進むことができない。しかも後ろを振ふり向むくと、今度は別の奴やつが自分の荷馬車に進路を塞ふさがれて罵ののしってくる」

「ふむ」

「さらにそこに次から次へと馬車やら旅人やらがやって来るから、もうお手上げだ」

「……それが、この町の状じよう況きようじゃと？」

　ロレンスはうなずく。

「本当は、どうにかなるんだ。皆みなが少しずつ後あと戻もどりして隙すき間まを作り、その隙すき間まを有効に活用してさらに隙すき間まを作り、解きほぐせばいい。だが、こと金銭に関しては他人を信用できないし、絡からまった辻つじのように状じよう況きようを見み渡わたすのがそもそも難しい。自分だけが誰だれかを信用して借金を支し払はらったとしても、その金は誰だれかの支し払はらいのために使われ、虚こ空くうに消えるだけだとしか思えない」

　ならば借金など支し払はらわず、代わりに誰だれかに借金を支し払はらわせることだけを考える。

「この混乱を解消できるのは、辻つじを見み渡わたす宿の窓から、お前はそっち、お前はこっち、と命令を出せる誰だれかだけなんだ。商あきないでそういう役目を担になえるのは……」

　ロレンスはホロの小さな鼻をちょんとつまむ。

「足で稼かせいで、世の広さと複雑さを知っている、行商人だけってな」

　ホロは鼻をつままれたまま、じっとロレンスのことを見つめていた。

「なんだよ。これでもまだ、俺おれはお前のせいで場末の湯屋の主人にしかなれなかった、て言うつもりか？」

　ロレンスはホロの鼻をつまんだり離はなしたりしてから、言った。

「俺おれは好きで湯屋に収まり、お前のご機き嫌げん取りをしてるんだ。本気を出せば、いつだって魔ま法ほうを使えるけどな」

　ホロは目を眇すがめ、今にも泣きそうに唇くちびるを震ふるわせた。

　けれど出てきたのは涙なみだではなく、呆あきれたような笑えみだった。

「たわけ」

　ロレンスはやれやれと肩かたをすくめ、うっすら滲にじんでいたホロの目め尻じりの涙なみだを指で拭ぬぐってやる。

　ホロは嬉うれしそうにされるがままで、エルサに見られたらまたなにか言われるだろうな、とロレンスは思った。

　そして噂うわさをすれば影かげ、というわけではなかろうが、そのエルサが現れた。

「ああ、ロレンスさん、早くこっちに来てください！」

「え？」

　もみくちゃにされたのだろうエルサはひっ詰つめた髪かみがほつれ、頰ほおが赤かったが、手に握にぎられているのは証文の束だ。

「借金の輪は町にまだ山ほど残っているんですよ！　でも同じような方法で解決できるならばと、すごい数の陳ちん情じようが！　ほら、早く！」

　ロレンスはエルサに手を引かれるが、今度はホロは止めなかった。

「なんだ、止めないのか」

　ロレンスのわざとらしい問いかけに、ホロは嬉うれしそうに肩かたをすくめた。

「必要ありんせん」

　それから、ホロは軽い狼オオカミのような足取りで、ロレンスの隣となりに立った。

「わっちゃあずっとぬしの隣となりにおるからの」

　出会ってからずっとそうだった。

　だからこれからも、ずっと、そう。

　ロレンスは笑い、ホロも笑う。

　サロニアのこの大おお騒さわぎも、天の国から見れば些さ細さいな出来事かもしれない。

　だが、ロレンスの腕うでの中には宝物がある。

「ホロ」

　その名を呼ばれ、ホロはまばたきをする。

　少し寂さびしがりの狼オオカミは、目を細めて楽しそうに笑ったのだった。
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　幼い頃ころ、神学を修めようと志して、生まれた村を後にした。金も伝つ手てもなく大学都市に向かい、宿なしの放ほう浪ろう学生をやっていた。無計画も甚はなはだしく、案の定暗あん礁しように乗り上げたが、まさに神のお導きによって人生の師と呼べる人たちに出会い、これまでやってくることができた。

　以来懸けん命めいに働き、学びを怠おこたらなかったつもりである。

　もちろん至らないところはありつつも、確かな前進の手ごたえはあった。

　そういうわけで、満を持して、というわけではないのだが、温泉郷ニョッヒラから再び旅に出たのは二か月ほど前のことだった。

　世は教会を巡めぐる問題で混乱をきたし、自分の旅も早さつ速そく山あり谷ありの困難に見み舞まわれた。それでも神の御加護で無事に切きり抜ぬけ、周囲からは望外の評価を賜たまわったりもした。最近などはむしろその評価の高さに困こん惑わくしたり、圧あつ倒とうされたりしながら、ようやくその責任を貧ひん弱じやくな背中に乗せることができ始めた。

　あとはひたすらに信しん仰こうの道を修め、己おのれを律し、磨みがくだけである。

　私の名はトート・コル。

　神の道を進まんとする一人の子羊である、の、だが……。

「うぅ……」

　胸に重みを感じて、目を覚ました。

　もしや我わが身みにもついに信しん仰こうを試ためす悪あく魔まが現れたのかと思い、いざ積み上げてきた信しん仰こう心によって迎むかえ撃うたんや、と薄うす目めを開けたまさにその目と鼻の先。木窓からうっすらと差さし込こむ曙しよ光こうに照らされ、闖ちん入にゆう者の輪りん郭かくが浮うかんでいた。

　そして、肩かたから力が抜ぬけた。

　そこにいるのはある意味では、神の子羊たちを惑まどわす悪あく魔まかもしれない。なにせ胸の上で吞のん気きな寝ね息いきを立てているのは、年若い少女だったのだから。

　華きや奢しやな体格で腰こしの位置が高いせいか、機き嫌げん良く歩いているとふわふわ綿毛のように見えるものだが、いざ胸の上に乗っかられるとその成長を嫌いやというほど実感できる。これが舌っ足らずな幼子の頃ころはなんとも言えず愛くるしかったが、大きくなっても当時と同じことをやられると、色々と重い。

　何度注意しても一向に聞く耳を持たず、性しよう懲こりもなく夜中の間に毛布にもぐり込んできたミューリの寝ね顔がおを見て、鼻からため息をついた。

　ミューリは大恩ある元行商人のロレンスと賢けん狼ろうホロの一人ひとり娘むすめであり、自分にとっては生まれた頃ころから世話をしている妹同然の存在だった。そのお転てん婆ばなミューリは、常々生まれ故郷の村から出て外の世界を見てみたいと喚わめいていて、自分の旅に勝手についてきてしまったのだ。

　父親譲ゆずりの不思議な色合いをしたミューリの銀の前まえ髪がみが揺ゆれ、伏ふせられた長いまつげがひくひくと動く。なにごとかもぐもぐと口の中で呟つぶやいてから、猫ねこが寝ね相ぞうを変えるように背中を丸めて毛布の中に顔を隠かくそうとする。

　そんな無む邪じや気きなところについほだされて微笑ほほえんでしまってから、ふと気がつく。

　ミューリは顔を毛布の下に入れているため、その頭頂部辺りが自分の鼻先にある。ミューリが一日の手入れも欠かさない自じ慢まんの髪かみの毛けは、香こう油ゆとは違ちがう不思議な甘あまい香かおりがする。

　しかし、妙みように鼻がくすぐったいのは、そのさらさらの髪かみの毛けにくすぐられたからではない。

　ミューリの頭の上にある、大きな三角の狼オオカミの耳のせいだった。

　ミューリは狼オオカミの血を引く娘むすめであり、立派な狼オオカミの耳と尻尾しつぽを有している。時にはその耳先が鼻の中に入って目が覚めることもあるのだが、ミューリの寝ね息いきに合わせて気持ちよさそうにひくひくと動く狼オオカミの耳先を見ながら、自分はごくりと息を吞のむ。

　可愛かわいらしい少女に、可愛かわいらしい狼オオカミの耳と、無防備な寝ね姿すがた。その様子に生なま唾つばを飲のみ込こんだ……のではなく、嫌いやな予感を前に叫さけび出しそうになるのを必死にこらえていたのだ。

「まさか」

　と、勢いよく毛布を剝はがすと、胸の上でミューリが寒そうに身を縮めた。その直後に不ふ機き嫌げんそうに揺ゆらされる狼オオカミの尻尾しつぽは、いつも以上にふわふわに見え、木窓から差さし込こむ朝日に照らされればきらきらと輝かがやいていた。

　正確には、その尻尾しつぽから舞まい上あがる、無数の抜ぬけ毛げたちが。

「……ああ、神よ」

　起こしかけた頭を枕まくらに戻もどし、力なく天てん井じようを見上げる。朝日の中で舞まい散ちるミューリの抜ぬけ毛げは、灰を混ぜたような銀色ということも相まって、さながら雪のよう。それを綺き麗れいだと言うこともできようが、世の中綺き麗れいごとばかりではない。

「ミューリ、ミューリ」

　当のミューリは剝はがされた毛布を探し、吞のん気きにもぞもぞしている。その肩かたを摑つかんで揺ゆらすと、寝ね坊ぼ助すけのミューリはうるさそうに耳を伏ふせ、尻尾しつぽでこちらの手を叩たたき、そのたびに銀色の抜ぬけ毛げが舞まい散ちった。

「ミューリっ」

「うう～……兄様、まだ早いよ～……」

　そう言いながらようやく摑つかんだ毛布をかぶりなおそうとするミューリに、こう言った。

「今すぐ抜ぬけ毛げの掃そう除じをしますよ！」

　ミューリは狼オオカミの血を引く娘むすめ。今年も毛の生え代わりの時期が来たのだが、ここは生家のニョッヒラの湯屋ではない。自分たちは旅の真っ最中であり、この日に寝ね泊とまりしていたのも旅先で間借りしている貴族の邸てい宅たくの一室なのだ。

　ミューリが狼オオカミであることを知られるわけには、絶対にいかなかった。

「……ふぇ？」

　寝ねぼけ眼まなこで首をもたげたミューリは、それから抜ぬけ毛げが鼻にでも入ったのか、ひっくし、とくしゃみをしたのだった。







　床ゆかや机の上は拭ぬぐえばいいが、毛布やらについた抜ぬけ毛げははたいて落とし、指でつまみとるしかない。客人が毛布を抱かかえて井い戸どの水で踏ふみ洗うのは明らかに妙みようだろうし、そうするにしてもなにかしらの理由付けが必要になる。そこでミューリに毛布を洗うため一ひと芝しば居い打ってほしいと提案したら、目を吊つり上あげた真っ赤な顔で睨にらみつけられた。

「もう大人なんだから、私がそんなことするわけないじゃない！」

　甘あまえ癖ぐせが全く抜ぬけないのに大人だと言われても説得力がないが、ミューリがあまりに怒おこるので、粗そ相そうをした、という理由付けは使えなくなった。

　そういうわけでミューリと二人、そろって木窓の側に腰こし掛かけて作業することにしたのだった。

「はあ……この季節のことを全然考えていませんでしたね……。今いま頃ごろは湯屋でロレンスさんも苦労してそうですが……」

　ミューリの母親の賢けん狼ろうホロは、ミューリと違ちがって耳と尻尾しつぽをうまく隠かくすことができない。

　この時期は狼オオカミの抜ぬけ毛げが湯屋に舞まうのを避さけるため、部屋に籠こもりきりのはずだ。

　それでも湯屋ならば勝手も知っているし、夜に人目を避さけて温泉に浸つかることもできる。それゆえに耳と尻尾しつぽを器用に出し入れできるミューリの換かん毛もう期きは、これまでほとんど気にならなかった。

　しかし、旅先でとなると、事情は全く違ちがってくる。

「ぐう～……指が疲つかれたよ～……」

　弱音を吐はくミューリだが、獣けものの血を引く者たちは悪あく魔ま憑つきと呼ばれ、教会関係者に見つかれば即そく座ざに火あぶりだ。それを思えばなんの苦労があろうことか。

「ねえ、兄様ー」

　ぐったりとした様子で膝ひざの上に毛布を投げ出したミューリに、黙だまって手を動かしなさいと言いかけたときだ。

「もしかしてさ、私とおんなじ毛色の野の良ら犬いぬを拾ってきたらそれで解決しない？」

「ええ？　そんなこと──」

　と言いかけて、言葉が止まる。

「尻尾しつぽの毛をどれだけ洗っても、この時期は誤ご魔ま化かしきれないもの。それに、寝ねてる間に完全に耳と尻尾しつぽを隠かくせるかは私も自信ないし」

　ミューリは耳と尻尾しつぽを自由に出し入れできるが、出しているほうが自然らしい。そのために驚おどろいたり怒おこったりすると勝手に飛び出してしまうことがある。

　寝ねているときにも同様で、だとすると毎日この作業をするのかと考えれば、ミューリの案は少なくとも検討には値あたいするような気がした。

「私が無む邪じや気きな女の子のふりをすれば、お屋や敷しきの中に野の良らの子犬を一匹ぴきくらい連つれ込こんでも、怒おこられないと思うし」

　平気な顔をしてそんなことを言うミューリだが、子犬を抱だいてあざとい演技をする姿が容易に想像できる。兄代わりの身としてはあまり喜ばしくないことに、ミューリはそういうことに妙みように長たけている。母親の賢けん狼ろうホロも、その威い厳げんと愛あい嬌きようと手練手管で夫であるロレンスの手た綱づなを握にぎったり握にぎらせたり振ふり回まわしたり自由自在なので、ミューリもまたその血を受うけ継ついでいる、ということなのだろう。

　それに毛布についた抜ぬけ毛げを取る作業は、あまりにも果てしない。

「……しかし、そんなに都合の良い子犬がいますか？」

　その問いに、ミューリは毛布をぱっと放り出し、立ち上がった。

「街に探しに行けばいいんだよ！　今日もいい天気なんだから！」

　まさかそれが目的だったのでは……と思ったが、今日は珍めずらしくなんの予定も入っていない。

　しばらく嵐あらしのような忙いそがしさだったし、また数日後にはその嵐あらしが戻もどってくる。

　ミューリが幼子のように毛布の中に入はいり込こんで甘あまえてくるのも、ここのところあまりかまってやれず、寂さびしかったからだろう。

「じゃあ、そうしましょうか」

　ミューリはたちまち目を輝かがやかせて、外がい套とうを手に取った。

「やった！　露ろ店てんで焼き肉っ、揚あげ物ものっ、砂糖菓が子し！」

　不ふ穏おんな呪じゆ文もんを唱えるミューリにため息をつきつつ、立ち上がって自分の外がい套とうを羽織る。季節は春で、そろそろこれも必要ないかなと思う。ミューリの浮うかれ具合も、この陽気のせいだろう。長くきつい冬が終わり、良い季節がやってくるのだ。

　目を眇すがめて木窓の外を見やれば、抜ぬけるような青い空が広がっていた。

「ほら兄様！　行くよ！」

　そこをミューリにぐいと腕うでを引っ張られ、たたらを踏ふむ。

　空を見て、季節の移り変わりに微笑ほほえむ、おしとやかな女の子。

　ミューリにはそんなふうに育ってほしかったと思わなくもないが、こうして元気いっぱいなのも正しい姿かもしれない。それに、ミューリの侮あなどれないところは、おしとやかな女の子のふりでさえも、やろうと思えばできてしまうところにある。

「ん？　なあに？」

　こちらの右みぎ腕うでにしがみつくようにしていたミューリは、きょとんとした顔を見せる。

「なんでもありませんよ」

　左手でその頭を撫なでると、首と肩かたを小さくすくめてから、嬉うれしそうにしていた。

「ただ、焼き肉の串くしは一本までですからね」

「えー！」

「えーじゃありません」

「じゃあいいよ、こーんなでっかい串くしのお店に行くんだから！」

　肩かたが外れんばかりに両りよう腕うでを広げたミューリは、鮫さめが咢あぎとを閉じるようにまたこちらの腕うでを取る。

「約束は約束だもんね？」

「そんなもの、あるわけないでしょう。あ、鉄串くしは別ですからね。木の串くしですよ」

「兄様の意地悪！」

　喚わめきながらも、ミューリはなにが楽しいのか笑いながら顔を腕うでに擦こすりつけてくる。

　楽しいような、うんざりするような、あるいはいつもどおりの一日の始まりなのだった。







　自分たちが逗とう留りゆうしているのは、ウィンフィール王国の南にある、ラウズボーンと呼ばれる都市の、とある貴族の邸てい宅たくだった。旅の間世話になっている王族のハイランドがその貴族から借り、自分たちはそこに間借りをして、ハイランドから仰おおせつかった仕事をこなしていた。今日はそのハイランドが公務で不在なので、久々の休日だったのだ。

　ハイランドが戻もどれば、また激務の始まりとなる。

　ここ数日人の出入りが激しかった屋や敷しきの中も、骨休めのためかずいぶん静かだった。

　そんな屋や敷しきに残っている使用人に外出の旨むねを告げてから外に出た。念のため、部屋には重要な書類が書きかけのまま残っているので誰だれも入れないように、と頼たのんでおく。書類があるのは噓うそではないので、神もお許しになられるだろう。

　屋や敷しきから外に出ると、昼前のラウズボーンの街はいつもどおりだった。ついこの間までは嵐あらしの最中に大火事が起こったような騒さわぎだったのに、すっかり日常を取とり戻もどしたらしい。

　馬に引かれた天てん蓋がい付きの馬車が優ゆう雅がに通り過ぎる貴族の邸てい宅たく街を抜ぬけ、賑にぎやかな繁はん華か街に出る。鶏にわとりや鴨かもがぎゅうぎゅう詰づめにされた籠かごが通り過ぎたかと思えば、豚ぶたを満まん載さいした荷車に、軛くびきでつながれた肉牛の群れまでが通り過ぎた。一体何人分の食しよく卓たくを飾かざることになるのかと考えるとめまいがするが、冬の間に塩しお漬づけの肉と鰊にしん、それに味の抜ぬけた古いパンで耐たえてきた人々の胃い袋ぶくろを満たすには、きっとこれでも足りないのだろう。

　人々の活気に満ちた様子に神の御加護あれと祈いのっていたところ、側でしゃがみ込こんでいたミューリが立ち上がる。

「うん、お願いね。ご褒ほう美びは兄様が買ってくれるから」

　ミューリの言葉に返事をするのは、焦こげ茶ちや色の毛並みが若じやつ干かんみすぼらしい老犬だった。

　わふ、と力なく吠ほえた彼かれは、のそのそと道の隅すみを歩いていく。ミューリの足元にはほかにも色違ちがいの野の良ら犬いぬが三頭ほど腰こしを下ろしているが、森の王たる狼オオカミの血を引くミューリは、この街に入るや否いなや、野の良ら犬いぬを従えていたのだ。

　なおミューリの前に並ぶ彼かれらがやや荒すさんだ見た目なのは、彼かれらもまたミューリと同じく毛の生え代わりの時期だからだろう。ミューリと同じ毛色の犬を見つけられれば、確かにうまく誤ご魔ま化かせるような気がした。
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「見つかりそうですか？」

「うーん、私みたいな立派な毛並みのはいないけど、似たような色のが集まる場所があるから、見に行ってくれるって」

　野の良ら犬いぬ事情はよく分からないが、似た者同士で集まる習性があるのだろうか。

「ほら、ここってたくさんの船が来るでしょ？　その船に乗っていろいろな地方から移り住んできた人たちは、故郷が同じ人たちで集まって住むんだってさ」

　大きな街には必ず見られる、なんとか人街と呼ばれる集まりのことだろうが、そこまで言われて合が点てんがいった。

「故郷から連れて来られた犬たちも、同じ場所に縄なわ張ばりを持つってことですね」

「うん。例えばこの子たちはみんな、大陸の東のほうから来たみたい」

　色違ちがいではあるが、確かに体形が似通っているように見えなくもない。

　ミューリに頭を撫なでられ、それぞれ嬉うれしそうに尻尾しつぽを振ふっている。

「では、先ほどの彼かれが向かったのは、銀色の毛並みの犬が集まる地区なのですか？」

「多分ね。ま、私の毛並みには敵かなわないだろうけど」

　ミューリは髪かみの毛けの手入れには余念がないが、毛皮のほうはそうでもない。

　とはいえやっぱり自負があるらしく、腰こしに手を当てて胸を張っていた。

「じゃあ兄様、さっきのおじいさん犬が目当ての子たちを集める間に、私たちはご褒ほう美びを買いに行こう！」

「はいはい。その野の良ら犬いぬを束ねる狼オオカミにも、ですよね？」

「えっへへー」

　悪戯いたずらっぽく笑うミューリに苦く笑しようしてから、二人そろって雑ざつ踏とうの流れに身を任せたのだった。







　ラウズボーンは元々大きくて賑にぎやかな港こう湾わん都市であったが、港に向かうとその混雑ぶりは巨きよ大だいな桶おけで海から人間を汲くみ出しては道に流しているのでは、と思うほどだ。

　この地方の海は冬の間に北西から吹ふく湿しめった冷たい風で航海が阻はばまれるため、いよいよ本格的な春の到とう来らいによって船が押おし寄よせているのだろう。

「ミューリ、はぐれないでくださいよ！」

「こっちの台詞せりふだよ兄様！」

　背も低くて体重の軽いミューリは、ぶつかればただでは済まないだろう巨きよ大だいな荷物を背負った屈くつ強きような荷に揚あげ夫をひょいと避よけ、大声で商談しながら歩くでっぷり肥えた人の群れを躱かわし、肩かたの上に羊を担かついで歩く牧夫に楽しそうな視線を向けながら、道の両りよう脇わきにひしめく露ろ店てんを物色して歩いていた。

　こんな人ごみで転べばたちまち踏ふまれて大怪け我がをするのではと気が気ではなかったが、荷に揚あげ夫に邪じや魔まだと怒ど鳴なられ、商人たちに尊大に押おしのけられ、牧夫の肩かたの上の羊の尻尾しつぽで顔を叩たたかれたのはこちらのほうだ。

　ふらふらになりながらなんとかミューリに追いつくと、ミューリは露ろ店てんで買い物をしている最中だった。

「兄様、髪かみの毛けぼさぼさだよ？」

「……」

　ミューリは涼すずしい顔で腰こし帯おびの中から木製の匙さじを取り出して、がじがじと嚙かみつつ露ろ店てんの食べ物を待っていた。

「嚙かみ癖くせはお行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　せいぜいそう言うのが精いっぱいだし、歯が痒かゆい子犬みたいに匙さじを嚙かんでいるミューリは、べーっと舌を見せてから、露ろ店てんの主人に呼ばれて食べ物を受け取った。

「……なんですか、それ？」

　幼い頃ころには放ほう浪ろう学生をし、長じてからはミューリの父親である行商人のロレンスの手伝いをして諸国を回り、さらに神学の学びのためにエルサの伝つ手てをたどって諸国を漫まん遊ゆうした。

　それなりに世を見てきたという自負があるものの、うきうきした顔でミューリが受け取った食べ物は、およそ見たことのない不気味な代しろ物ものであった。

「えっへへー。お屋や敷しきに来てた石積み職人の人たちから聞いたんだ！　今ラウズボーンで流行の食べ物でね、海かい賊ぞく盛もりだって！」

　ミューリが手にしているのは、堅い安物のパンでできた器うつわに盛られている、混こん沌とんとした炒いため物だった。

「これは豚ぶたさんと羊さんのモツ。こっちは関節の柔やわらかい骨。それをまとめて炒いためてから、油で芯しんまで揚あげたお魚さんの骨を足して、ざばざば塩を振ふって、そこにたっぷりの大蒜にんにくと、どっさり辛から子し種と香こう辛しん料りようを入れて、それからまた油を入れて炒いためたすごいやつで──」

　と、説明するミューリの手元からは、風に乗って強きよう烈れつな大蒜にんにくの匂においがして目に染しみる。いかにも体力仕事の石積み職人たちが好みそうな逸いつ品ぴんだが、ミューリは木の匙さじを突つっ込こんでひと口食べると、今にも耳と尻尾しつぽを出してばたばた振ふりそうなくらい目をぎゅっとつぶり、それから夢中で搔かき込こみ始めた。

　行ぎよう儀ぎのよさの欠片かけらもないが、大きなパンの容器に顔を突つっ込こみながら夢中で食べる様は、見ていて楽しくないわけでもない。小言はため息に変えてから、せめて座すわって食べるようにと、人の少ない路地に袖そでを引いて連れてきて、木箱の上に座すわらせた。

　ミューリは味付けの濃こい海かい賊ぞく盛もりとやらを、旅のお供である木の匙さじで搔かき込こみ、たまに容器代わりのパンをばりばりと嚙かみ砕くだいていた。

「はぐっ、むぐっ……んぐ、ごくん。ふう。兄様も食べる？」

　半分ほどがっついてからようやく、ミューリは思い出したように言った。そういうところに笑いつつ、容器代わりのパンを少し割ってもらい、そこに匙さじひとすくい分乗せてもらう。肉食を戒いましめてはいるが、それとは別の理由で食べるのを躊ちゆう躇ちよする感じだ。

　とはいえその刺し激げき的な香かおりは危険な魅み力りよくに満ちている。ひと息に口に放ほうり込こむと口の中が爆ばく発はつし、こめかみから脳天のあたりが痺しびれるような強きよう烈れつな刺し激げきに見み舞まわれた。

「元気出るでしょ」

　にっと犬歯を見せて笑うミューリとは裏腹に、料理の辛さに咳せき込こみそうになりながら咀そ嚼しやくして、どうにか飲のみ込こんだ。なお口の中が大おお騒さわぎだったが、決してまずいわけではない。むしろすごく後を引く感じで生なま唾つばを飲のみ込こむが、これはこれだけで食べるものではない気がする。

「麦むぎ酒しゆが欲ほしいですね……」

「私も！」

　思わずのつぶやきにミューリが合いの手を入れる。

　呆あきれたように睨にらみつけたら、べーっと舌を見せられた。

　それからまた忙いそがしく手を動かし始めたので、「もう少しゆっくり食べなさい」と我が慢まんしきれず小言を向けると、むぐむぐとモツを嚙かみ締しめたミューリは言った。

「匙さじが小さいからだよ」

　ミューリは当てつけのように大きな口を開けて、木の匙さじを口に運ぶ。

　旅に出るなら誰だれもが持つ食器で、見み栄えっ張ぱりの商人だと帽ぼう子しに銀の匙さじを差したりする。

「これもボロボロになってきちゃったから、新しいのが欲ほしいなあ」

「嚙かみ癖ぐせを直さないからですよ。それとも、鉄の匙さじにしますか？」

「いーっ」

　狼オオカミなので鉄は嫌きらいなのだ。そうこうしていると、近くにいた野の良ら犬いぬがミューリを見つけたようで、どこからともなく数匹ひき近寄ってきた。それは狼オオカミのミューリを慕したうようにも、手元に抱かかえられているいい匂においのする食べ物につられたようにも見える。

「あげないよ」

　ミューリがそう言って海かい賊ぞく盛もりを抱かかえるように持つので、その頭を小こ突づく。

　惜おしみなく分わけ与あたえよ、と聖典には書かれているし、つい先日に巻まき込こまれた騒さわぎではこの街の野の良ら犬いぬたちの力を借りたのだから、礼はすべきだった。

　しかしミューリはなおも不満げだ。

「ぶー……。なんならこの子たちは自分で食べ物を掠かすめ取とってこられるんだよ。狩人かりゆうどに施ほどこしなんて必要ないのに……」

　ミューリはぶつぶつと言いながら匙さじでモツをすくい、もったいなさそうに見つめてから、足元に置く。野の良ら犬いぬたちはちぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふって食いつき、奪うばい合あいの喧けん嘩かを始めていた。

「まあ、私も昔、旅をしていたときには何度か野の良ら犬いぬに食べ物を取られましたけれど」

　そう言うと、匙さじをまたガジガジと嚙かんでいたミューリは、きょとんとしてから意地悪く笑う。

「兄様はぼーっとしてるからね」

「否定はできません」

　ミューリは楽しそうに笑い、再びモツに取とり掛かかろうとしたそのとき、その目が真ん丸に見開かれた。何事かと視線の先を追いかければ、ひと目で旅装とわかる集団がぞろぞろ歩く中に、奇き妙みような荷物を背負う者たちを見つけられた。

「兄様、なにあれ！　ほら、おっきい食器！」

　木の匙さじを握にぎりしめたほうの手で、こちらの袖そでを引いてくる。借り物の服に汚よごれがつくと慌あわてたが、ミューリはお構いなしだ。

「あれは……」

　旅装姿にも色々あり、その一団が着ているのはこの辺りでは見かけないものだった。

　おそらくは南の都市から来た者たちだろうと思ったのは、どことなく洒落しやれた感じで、歩き方も自信に満ちているから。そんな彼かれらのうちの一人が背負うのは、巨きよ大だいな食器を束ねたものだった。

「町の食堂などで使うもの……ではないでしょうか」

　人の腕うでほどもある匙さじや、牛肉の塊かたまりを突つき刺さすためだろう二ふた股またの木製の槍やり。さらにほかにも見慣れない形状のものがいくつかあった。

「へー、でも、なんで旅の人が持ってるんだろう？　ここでお店でも開くのかな」

　木の匙さじをがじがじ嚙かみながら、ミューリがそんなことを言う。

「どこかのお屋や敷しきに南から人がやって来たのかもしれませんね。ほら、家具なども運んでます」

「わあ、ほんとだ」

　楽しそうに一団を眺ながめるミューリだったが、残りの海かい賊ぞく盛もりを口に運ぶや、唐とう突とつに言った。

「あの匙さじが欲ほしい！　あれならたっくさん食べられるし、いざというときには武器にもなるよ。格好良くない？」

　確かにあの大きさなら、ミューリが持てばちょうど青年が長ちよう剣けんを構えたのと同じ感じになるだろう。いかにも似合いそうだが、あんなもので食事をされたら食費がどうなるかわかったものではない。

「だめです。買い食いのとき、匙さじ一杯ぱい分と言ってあんな大きいのを取り出すつもりでしょう？」

「うん。物干し竿ざおみたいな木串なら、焼き肉も食べ放題だしね」

　焼き肉は串くし一本、という制限を根に持っているようだ。

「まったくあなたはそんなことばかり……」

「えー、でもいいなあ、あんなので目いっぱいおいしいもの食べてみたいなあ」

　大人顔負けの冷静さを見せることがあるかと思えば、自分には理解しがたい稚ち気きを見せることもある。あんな大きい食器で食事など、不便なだけだろうに、と呆あきれていたときのこと。

　道行く一団に物欲ほしげな視線を向けているミューリを見上げる、三対ついの目があった。それはラウズボーンの港を根城にする野の良ら犬いぬたちであり、狼オオカミのミューリに従う忠実な僕しもべたちだ。賢かしこく従順な野の良ら犬いぬたちはミューリの視線の先を追いかけ、一様に身を低くし始めた。

　ご主人様のために、狩人かりゆうどたちがひと肌はだ脱ぬごうとし始めている！

「ミューリ、ミューリ」

「ふぇっ？」

　ミューリの肩かたを叩たたいて野の良ら犬いぬたちを指さすと、ミューリも事態を察したらしい。

　少しなにかを考えるようにしてから、楽しそうに言った。

「ようし、君たち、私があげた海かい賊ぞく盛もりの分だけ働いてもらおうか」

　犬たちはミューリを振ふり向むき、尻尾しつぽをぶんぶんと振ふり出す。

「こらミューリ！」

　ミューリは「きゃあ」などとわざとらしい声を上げて身をすくめ、楽しそうに笑っていた。

「まったく、あなたはもう……」

「えー、野の良ら犬いぬを従える女盗とう賊ぞくの頭領、なんて格好良くない？　悪党からしか盗ぬすまない義ぎ賊ぞくなんだよ。湯屋の演目にしたら人気出そうだけどな」

　その様が容易に想像できてしまうくらい、似合いそうだ。

　同い年の女の子ならば、嫁よめ入いりのために裁さい縫ほうや料理を習い、おしとやかな所作を身に着けて詩のひとつでも読む年とし頃ごろだろうに、ミューリのお転てん婆ばは相変わらずだった。

「はいはい、みんな、街で盗ぬすみを働くのはだめだよ。盗とっていいのは、悪い奴やつらからだけ」

　木の匙さじで硬かたいパンを叩たたき、ミューリが義ぎ賊ぞくの頭領っぽい口調でそんなことを言う。

　犬たちはおとなしく腰こしを下ろし、つまらなそうに腹ばいになっていた。

「はあ……」

　ミューリが大人になってくれるのはいつのことか。

　疲つかれたようにため息をついていると、さっきの老犬がほたほたと歩いてきた。

「あ、もう戻もどってきたんだ。どうだった？」

「わふっ」

　老犬がため息のようにひと鳴きすると、ミューリは視線をぐるりと巡めぐらせて、口元をゆがめた。

「どういうこと？」

「ばふ……うう～……」

　気弱な唸うなり声のようなものの後に、尻尾しつぽをぱたりと振ふる。ミューリはまた木の匙さじを嚙かんでから、ひと口ふた口と海かい賊ぞく盛もりを口に入れ、容器のパンをひとかけらかじると、残りを犬の鼻先に置いた。

「兄様、行くよ」

「え？　どこに？」

　海かい賊ぞく盛もりの残りを嬉うれしそうに食べる老犬と、そのおこぼれにあずかるほかの犬を跨またぎ越こえ、ミューリは路地の奥おくに向かう。

　振ふり向むいたミューリは、こう言った。

「誰だれかが犬狩がりしてるんだって」

　犬狩がり？

　きょとんとしたが、続けられた言葉にぎょっとした。

「それも銀や白系の毛並みばかりを狙ねらってね。もしかしたら、私と同じ目的の奴やつがこの街にいるのかも」

「まさか」

　と思わず言ってしまうものの、その可能性がないわけではない、と思い至る。

　これだけの人出であり、港には諸国からの船がやって来る。世に紛まぎれて暮らす人ならざる者の存在は、少ないが、確かにいる。実際にここにはミューリがいるのだから、ありえないことではなかった。

「ですが、なぜそんなに慌あわてるんですか？　同じ目的ならば、譲ゆずり合あえばいいではないですか」

　するとミューリは目を見開き、犬歯をギラリと見せた。

「ここは私の縄なわ張ばりだもの！　母様にもしっかり言われたよ！　縄なわ張ばりを守らずしてなにが狼オオカミじゃってね！」

「……」

「それに、兄様の予想とは違ちがう、良くない可能性だってあるでしょ？　ほら早く！　置いてっちゃうよ！」

　こちらの返事も待たずに大おお股またに歩いていくミューリは、頭の上に狼オオカミの耳が出て、外がい套とうの下には尻尾しつぽが出ていた。ラウズボーンは大きな街にふさわしく、犬を含ふくめうろつく野の良らの動物の数も多い。森の王の血を引くミューリは彼かれらを即そく座ざに手なずけていたので、この街は自分の縄なわ張ばりである、という認にん識しきは誇こ張ちようではないのだろう。

「兄様！」

　路地の奥おくに今にも消えようとしているミューリの呼び声に、仕方ないかと歩き出そうとして、海かい賊ぞく盛もりを舐なめるように食べていた老犬の視線に気がついた。

　私のせいじゃありませんよ、と言い訳めいた老犬の目に、肩かたを落としてため息をつく。

「あの娘は生まれた頃ころから腕わん白ぱくなのです」

「ばふ」

　大きな街で野の良ら犬いぬたちを従えたことで、狼オオカミの血に火がついたのかもしれない。いつものお転てん婆ばとはまた違ちがった問題ゆえに、あんまり頭ごなしに諫いさめるのもよくないかと思う。

「まったくもう」

　そう呟つぶやいてから、ミューリの後を追う。

　ミューリが走った後には、きらきらと狼オオカミの抜ぬけ毛げが舞まっていたのだった。







　ラウズボーンの街は歴史が古く、路地も多い。自分ならばとっくに迷っているだろうが、視界を木立で遮さえぎられる森の中でも決して迷わない狼オオカミのミューリならばその限りではない。

　右に、左に、と確信に満ちた勢いで進んでいき、気付けば見慣れた雰ふん囲い気きの街区に出た。

「はあ、はあ……あれ、ミューリ、ここってお屋や敷しきの近くでは？」

　肩かたで息をしながら尋たずねると、ミューリは肩かたをすくめて耳をぱたぱたさせた。

「全然違ちがう場所だよ。雰ふん囲い気きは似てるけどね」

　貴族が邸てい宅たくを構える街区もいくつかあるらしい。

「それに……ここは空気の匂においが違ちがうもの。多分この一帯が、どこか遠くの国から来た人たちの集まる場所で、この一角はその人たちの中でもお金持ちの人が家を建てる場所だと思う」

　もちろん自分には空気の匂においなどわからないが、ミューリが言うのだからそうなのだろう。

「野の良ら犬いぬはいませんね。犬狩がりでしたっけ？」

「数日前から仲間が何匹びきも捕つかまってるってあのおじいさん犬は言ってた」

「それは……」

　大都市の犬狩がりとなれば、可能性は絞しぼられる。王など重要な人物がやってくる際、街の浄じよう化かのために捕とらえられる場合。それから、毛皮を取るために捕とらえられる場合。戦いくさの最中なら、口減らしか、食料として狩かられる場合もある。

「私も嫌いやな予感がしたけど……実際に来てみたら、なんか妙みような感じがする」

「妙みよう？」

　ミューリは路地から顔を出して通りを観察したり、目を閉じて鼻をすんすん鳴らしている。

「殺さつ伐ばつとした空気が全然ない。毒の餌えさの匂においとか、棒で打たれた血ち生なま臭ぐささとか」

　確かに通りはとても平へい穏おんだ。

「では、一体？」

「うーん……ん？」

　ミューリは鼻をぴくりとさせ、今度は耳も澄すます。

「……兄様、こっち」

　と、ミューリが路地から表通りに出ようとするので、その腕うでを摑つかむ。

「耳と尻尾しつぽ」

　ミューリは「あっ」という顔をしてから身み震ぶるいして、耳と尻尾しつぽを消す。

「あなたも狩かられないようにしてくださいよ」

「そのときは兄様が助けてくれるでしょ？」

　悪びれない笑え顔がおで言われたら、怒おこる気にもならない。

　はいはい、と頭を撫なでてやれば、嬉うれしそうに首をすくめてから、歩き出した。

「それで、どうしたんですか？　なにかわかったみたいですけど」

「うーん……わかったと言えばわかったんだけど、一いつ緒しよにわかんないことも増えちゃった」

　先導するミューリは、肩かた越ごしにこちらを振ふり向むいた。

「みんなが一か所に集められてる。でも、無理やりじゃないみたい。力づくで集められてたら、こう、汗あせ臭くさいような、怒おこったような匂においがするんだけどそれもない」

「犬が一か所に……？　しかも、こんなところに？」

　瀟しよう洒しやな建物ばかりが並ぶ、静かな街区だ。野の良ら犬いぬを集めるような酔すい狂きようなことをすれば、たちまち悪評が立って住みにくくなるだろう。ましてや毛皮を取るために犬を集めるなら、もっとふさわしい場所がいくらでもある。

「みんながひどい目に遭あってたら狼オオカミに戻もどってでも助けよう、と思ってたけど、とりあえずその心配がなくなったのはよかったかな」

　ミューリが不意にそんなことを言うので、少し胸を打たれてしまう。

　わがままでお転てん婆ばだが、基本的には心優やさしい子に育ってくれたのだ。

　思わず後ろから頭を撫なでると、「へ？　な、なに？」と驚おどろかれた。

　それからさらにミューリの先導に従って道を進めば、たどり着いたのは立派な鉄門が構えられた一軒けんの建物だった。四階建ての赤い煉れん瓦が造りで、壁かべには旗やかがり火を掲かかげるための金具が取りつけられていることから、結構な身分の人物が住んでいるのだとわかる。

　建物の通りに面した側には扉とびらがなく、代わりに空中廊ろう下かの下に鉄の門もん扉ぴがある。そこをくぐると中庭に通じている構造だ。

　そして、ここまで来れば自分にも犬の居場所が分かった。建物の向こう側、中庭だ。

「なんか楽しそうなんだけど」

　自分でも耳を澄すますと犬の鳴き声や、なぜか楽器の調べがかすかに聞こえてくる。貴族がいかに酔すい狂きような趣しゆ味みの持ち主とはいえ、犬を集めて音楽を聞かせることもあるまい。

　ミューリが鉄門の隙すき間まから、目を凝こらして中庭の様子をうかがおうとしていたときのこと。

　突とつ然ぜん、頭上から声が降ってきた。

「ああ！　待ちくたびれたよ！」

　身分の高い者の家の前で門もん扉ぴにへばりついていたら、よくて物もの乞ごい、悪ければ泥どろ棒ぼうの下見だと思われても言い訳ができない……と慌あわてたが、頭に引っかかるものがあった。

　待ちくたびれた、と言っただろうか？

　とにかく顔を上げると、開け放たれた木窓から身を乗り出した若い男がこちらを見下ろしていた。少年と言ってもよいくらいで、自分よりだいぶ年下、ミューリより数歳とし上うえといったところだろうか。少しくすんだ金色の髪かみがさらさらと揺ゆれ、いかにも上流階級の品の良さだ。

　しかも服装が随ずい分ぶんと華か美びで、ハイランドが公務のために着ていくような、格式のある格好をしていた。

「間に合ってよかった！　今すぐ人をやるから少し待っていて欲ほしい！　ああ、本当によかった。神に感謝を！」

　ほっとしたように笑う様は、まさに無む邪じや気きな少年だ。色白の肌はだにわずかに朱しゆが入る様など、できすぎている。

　ただ、向こうがなにか勘かん違ちがいしているのは明らかで、それを正そうと口を開きかけたときには、もう木窓の向こうに引ひっ込こんでいた。

「……なにか勘かん違ちがいされてますよね……」

　泥どろ棒ぼうと間ま違ちがわれたわけではなさそうなのは幸いだが、一体なにと勘かん違ちがいしたのだろうか。

　ミューリはニョッヒラから着てきたいつもの服と、自分はハイランドから借りている大商会の若わか旦だん那な風の服だ。普ふ段だんの服はあまりに聖職者風で、この街ではひどく目立つ。不本意ながら、自分はいつの間にかこの街で有名人になっているのだ。

　そのせいで、今すぐ逃にげてしまえばうやむやにできるかもと思いつつ、身分の高い者であればこの先どこかで顔を合わせるかもしれない、という懸け念ねんが足を引き留めた。きちんと事情を説明したほうが、後々面めん倒どうなことにならなくて済むかもしれない、というところだ。

　しかし、白い毛並みの犬を追いかけてきたなんて、一体どう説明したものか。

　唸うなっていると、ミューリの視線に気がついた。

「どうしました？」

　母親譲ゆずりの赤い目をじっと向けてくるミューリは、音がしそうなほどぱちぱちとまばたきをしてから、にこりと笑う。

「兄様のほうがやっぱり格好いいなって」

「は、はあ……？」

　それからミューリは嬉うれしそうに腕うでにしがみついてくる。ミューリのことが時折よくわからなくなるが、乙女おとめ心ほどわからないものはこの世にないと思っている。

　そうこうしていると、門の向こうに人の気配がした。

　さてどんな言い訳を……と思う間もなく、門が開かれた。

　現れたのは頰ほおを上気させた先ほどの貴族だったが、身分の高い者が息せき切らして来客のために門を開けるなどよっぽどで、遅おくれて使用人たちが慌あわてた様子で追いかけてきていた。

　彼かれは扉とびらを開けると間かん髪はつ容いれずにこちらの手を握にぎりしめ、上下に振ふって飛び上がらんばかりだった。

「ああ、よかった。本当によかった！　感謝いたします！」

「あ、あの」

「いや、素す晴ばらしい！　あなたたちは完かん璧ぺきに私の希望どおりです！　こんな素す晴ばらしい人材をよこしていただけるなんて！」

　希望どおり？　いったいなんなのかと思っていたら、今度はミューリの手を取って、こちらは恭うやうやしく膝ひざを曲げての挨あい拶さつだ。

「あなたのような美しい髪かみの持ち主に来ていただけるとは、神の奇き跡せきとしか言いようがありません。ぜひ今日はよろしくお願いいたします」

　貴族流にミューリの手ての甲こうを持ち上げ、口づけの真ま似ねをする。そういういかにもなことが大好きなミューリは、自じ慢まんの髪かみの毛けを褒ほめられたこともあって無む邪じや気きに喜んでいた。

「さあさあ、どうぞ中に。急いで準備いたしましょう。皆みなさんもう諦あきらめかけていたところです。いや、本当によかった！」

　涙なみだぐんでさえいるような彼かれには申し訳なかったが、どんな勘かん違ちがいをしているのかまったくわからない。中へと入る前に、こう言わなくてはならなかった。

「すみません……私たちをどなたかと間ま違ちがえていませんか？」

「え？」

　気品のある顔は、驚おどろいても気品がある。そんなことを思いながら、事情を説明した。

「実は私たち、この街で犬を探していまして……それで、こちらの中庭に集められているという話を聞き……」

　野の良ら犬いぬを探してやって来たなんて説明は自分でも素すっ頓とん狂きようだと思うのだが、相手にはなおのことそうだったようだ。しかもどうやら待ちわびた誰だれかだと思っていたらしいので、ぽかんとした顔に罪悪感すら抱いだいてしまう。

　またこの状じよう況きようから犬の様子をうかがうにはどう切り出すべきか……と思っていたら、我に返った貴族が口を開いた。

　そして、今度はこっちが困こん惑わくする番だった。

「え、あ、あなたがたも結けつ婚こん式しきなのですか？」

「え？」

「事前に調べていたつもりでしたが、まさか日取りが被かぶるとは……いや、今から集めているということは、まだ日があるということですか？」

　混乱していると、目の前の貴族は縋すがりつかんばかりに詰つめ寄よってくる。

「どうかいましばしお待ちください。可能なら今日……いえ、遅おそくとも数日のうちには終わるはずです。ですが、今集めた犬たちを持っていかれるのは困るのです！」

　目の前の若い貴族は今にも泣き出さんばかりだし、わふ、という鳴き声に視線を奥おくのほうに向ければ、ぴかぴかに磨みがかれた白や銀の毛並みの犬たちが、たくさん顔を覗のぞかせていた。

　丁てい寧ねいに手入れされた毛並みは輝かがやくばかりで、首に巻かれた赤いリボンがいかにもお祝い事にふさわしい。そこではたと、結けつ婚こんという単語に思い至る。

　そこに目の前の貴族が、哀あわれを催もよおす顔でこう言った。

「はっ！　そ、そうか……犬を集めに来たということは、あなた方は……司祭様の代役と、介かい添ぞえの少女役ではない、ということ、です……か？」

　司祭の代役。介かい添ぞえの少女役。

　隣となりのミューリを見やると、ミューリも事情が吞のみ込こめたように見えた。

　白や銀の毛並みの犬たちと、銀色の髪かみの毛けを持つ少女。ここは遠方の地からやって来た者たちが住む区画で、結けつ婚こん式しきにはその土地のしきたりが数多く存在する。白系の毛並みが縁えん起ぎがいいとか、そういう伝統なのだろう。

　しかもこのラウズボーンの街はウィンフィール王国の都市であり、ウィンフィール王国は教会と揉もめているためにすべての聖職者が職務を放ほう棄きしていた。結けつ婚こん式しきを挙げるのに誓ちかいの儀ぎ式しきを執とり行おこなう聖職者がいなければ、羊の焼き肉に塩を振ふらないようなものだ。それっぽい代役を立てようとするのは理解できる。

　大おお慌あわてで手配していたところに自分たちが現れれば、まさに彼かれらが望むような人物に見えたのだろう。

　しかし、残念ながら自分たちは聖職者と介かい添ぞえの少女ではない。

　しかも結けつ婚こん式しきの立ち合いは聖職者の大事な仕事であり、資格のない者が勝手にやってよいことではない。それは明確な教会法違い反はんであり、ばれたらとても面めん倒どうなことになる。

　そのことを伝えようとしたら、ミューリがひょいと一歩前に出た。

「私たちがここに来たのは偶ぐう然ぜんだけど、手伝えることがあったら手伝おうか？」

　人助け、というよりも、ミューリの目は別の理由で輝かがやいていた。

　異国の家いえ柄がらの結けつ婚こん式しきに、ミューリの好こう奇き心に火がつかないはずがない。

「ほ、本当ですか？」

「ちょっと、ミューリ」

　と、勝手に話を進めようとするミューリを諫いさめようとしたら、ぐいと胸を押おされてしまう。

「うん。こっちの兄様はどんな服着ても似合わないけど、きょーかいの人っぽい服はすごい似合うし」

　それからばんばんと胸を叩たたかれる。

「ええ、ええ、そのとおりだと思いますっ」

「それに、結けつ婚こん式しきの介かい添ぞえでしょ？　綺き麗れいな服を着て、頭に花の冠かんむりとか載せて、花はな嫁よめと一いつ緒しよに歩く役だよね？」

「そうです、そうです！」

　前のめりになる貴族の青年と、こちらも浮うき浮うきとした様子のミューリは、今にも手を握にぎり合わんばかりだ。

　それから二人が、そろってこちらを見つめてくる。

「兄様、人助けは神様も望むところだと思うよ！」

　神を持ち出すミューリだが、もちろん信しん仰こう心など二の次だろう。目の輝かがやきを見るに、結けつ婚こん式しき用の妖よう精せいのような白い服を着て、頭に花の冠かんむりを載せてお祝い事に参加したいだけだ。

　口からは教会法だとかなんだとか、常識が出てきそうになるが、目の前の貴族が困っているのもまた事実。

　しかも大事な結けつ婚こん式しきなのだ。その人の一生の、節目となる催もよおしである。

　神は一体どちらを望むだろうか。

　教会の定めた教会法を守ることか、それとも、人の幸せを手助けすることか……。

　懊おう悩のうしつつも、答えはほとんど決まっているようなものだった。

「私は……聖職者では、ありませんが……」

「構いません！　構いませんとも！　その場に立ち、形式だけ整えてくだされば！」

　本来ならば結けつ婚こんの秘ひ跡せきは聖職者の職務であり、聖職者を騙かたれば罪に問われることになる。

　もしも厳格に規則に従うのであれば、断るべき。

　しかし結けつ婚こん式しきで司祭のふりをするくらいならば、きっと神もお目こぼしをしてくださるはず。

　金銭さえ受け取らなければ、ことが公おおやけになっても単なる立ち合い人だと言い張れる気もする。

　なによりここで理り屈くつを盾たてに断れば、ミューリからどれだけなじられるか想像もできなかった。

「わ、わかりました。お手伝いいたします」

「おお！　ありがとうございます！」

　窮きゆう地ちを救われたとばかりに喜ぶ貴族の横で、ミューリもにこにことしている。妙みようなことになったと思いつつ、お祝い事に関われるのであれば悪いことでもないかと思い直す。

「あ、そうか、そうするとお二人は私が誰だれかも知りませんよね」

　ほっとしたあまり泣き出すのではといった表情だった青年だが、実際に目じりを拭ぬぐってから、背筋を伸のばして言葉を続けた。

「私の名はメルクリオ・チェダーノと申します」

「私は」

　と言いかけて、言葉に詰つまってしまう。トート・コルという名は、今や田舎いなかの湯屋で働く小間使いのものではなくなっている。旅を続ける中で出会った困難を乗のり越こえるうち、いつの間にか薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどという二つ名が広まっていた。今や人々はその名前に、特別な意味まで見み出いだしている。

　メルクリオが不思議そうにこちらを見つめる中、ミューリが口を挟はさむ。

「実は私たちは旅の途と中ちゆうなの。兄様は本当の兄様じゃなくて、私の家でずっと働いてくれてる私のお目付け役」

　諸国漫まん遊ゆうの貴族の旅、というのはそこまで珍めずらしいことでもないし、家の中に疑ぎ似じの家族がいるのもよくあること。

　メルクリオはすぐに納なつ得とくしたようだった。

「この街で犬を探してたのは、泊とまっているお屋や敷しきに連れて帰りたかったからなんだ。すっごく広いお屋や敷しきだし、兄様は毎日忙いそがしいから……」

　寂さびしさを紛まぎらわせるために犬が欲ほしかったという、いじらしい少女のふりをしたミューリは、さらにこう続ける。

「それと、ただでさえ私は父様の反対を押おし切きって家を出てきたから、私と兄様が結けつ婚こん式しきの真ま似ね事ごとをしたなんて父様の耳に入ったら、頭の固い父様は卒そつ倒とうしちゃうかもしれない。だから、誰だれかの口から私たちの名前が変な風に広がらないように、私たちの名前は秘密でもいい？」

　ミューリの言葉に噓うそはないが、なんとも言えない深い意味が込こめられているようにも感じる。ミューリは自分のことを兄様と呼ぶが、異性として好きなのだと言って憚はばからないのだから。

　結婚式の真似事をしたら父様が卒倒してしまうかもしれない、などという言葉には、狼オオカミの甘あま嚙がみ以上のなにかが含ふくまれている。

「なるほど、そういうことですか。いえ、わかりますとも。私も詩を学びに旅に出たいと言ったら、父上に大目玉を食らいました。それでもめげずに説得し、爺じいやの監かん督とくの下、品行方正に振ふる舞まうという約束を経て、どうにか短い旅を許された覚えがありますから」

「あはは。どこも一いつ緒しよだね」

　メルクリオとミューリはあっという間に意気投合したようだ。

「誰だれの耳に入り、どこからお名前が伝わるかわかりませんからね。お名前をお尋たずねするのはよしておきましょう」

「うん、ありがとう」

　それからミューリとメルクリオは再度握あく手しゆを交かわし、メルクリオはこちらにも手を差し出してくる。

　ここまできたら、精いっぱい力になれるよう頑がん張ばるしかない。

「メルクリオ様の式典が素す晴ばらしいものになるよう、微び力りよくながらご協力いたします」

「いえ、こちらこそ、本当にありがたいです。ではどうぞ、中に」

　メルクリオにいざなわれてミューリが敷しき地ちに入ると、犬たちが一いつ斉せいにミューリに駆かけ寄よってきた。メルクリオが目を丸くするのをよそに、ミューリは犬たちの頭を撫なでて回っていた。中庭では式の準備が佳か境きようらしく、下女や使用人たちが忙いそがしそうに行き来し、楽団が音合わせをしていた。華はなやかな雰ふん囲い気きに、陽気と天気も相まってこちらも浮うき浮うきとしてくるが、通りかかった扉とびらの向こうから、ふと視線を感じて頰ほおを張られたようになった。

　はっと顔を向ければ、燃えるような赤い人影かげが見えたような気がしたが、そこには誰だれもいなかった。

「兄様ー？」

　犬の群れと共に先に進んでいたミューリが、こちらに気がついて振ふり向むいた。

「あ、すみません」

　扉とびらの奥おくを気にしつつ、追いかける。

　なんだったのだろうか。

　気のせいでなければ、ひどくきつい視線を向けられていたような気がするのだが。

「ああ、今日はきっと良い式になるはずです！」

　メルクリオの感かん極きわまった言葉が、陽光の降り注ぐ明るい中庭に響ひびいたのだった。







　髪かみを結ゆわれ、真っ白な衣い装しように着き替かえ、黄色と赤が目を引く花の冠かんむりを頭に載せたミューリの足元に、ひときわ懐なついている白い子犬が寝ねそべっている。

　春の日差しの中で子犬の頭を撫なでて微笑ほほえんでいるミューリは、文字どおり天使のようだった。

「あ、兄様」

　こちらに気がついたミューリが顔を上げ、はにかんで見せた。

「えへへ、どう？　似合う？」

　ニョッヒラにいるときは干し肉を咥くわえて野山を駆かけ回り、村の子供たちを集めては卒そつ倒とうするような悪戯いたずらばかりだった。

　成長するに連れてそんな野や蛮ばんなところは鳴りを潜ひそめつつあったが、こうしてみるとミューリは今まさに、女の子として成長しているのだと実感する。髪かみを後ろで束ねているため、露あらわになった形の良い耳元で揺ゆれる宝石の輝かがやきは、幼い少女から娘むすめへと変わる魔ま法ほうの光なのだ。

　兄代わりとして世話をしてきた身としては、不意に涙なみだぐんでしまうくらい美しかった。

「ええ、とても似合っています。ロレンスさんにも見せてあげたいです」

「えー？　父様は別にいいよー。どんな格好してたって、可愛かわいいしか言わないんだもの」

　娘むすめを愛してやまないロレンスへは、すげない態度のミューリだ。

「兄様は？　兄様から見てどうなの？」

　ロレンスに同情しつつ、正直な感想を言うしかない。

「もちろん、私から見てもとても可愛かわいらしいですよ」

　ミューリは自信たっぷりなようでいて、そう言われるとほっとしたような、恥はずかしそうな感じで首をすくめて笑っていた。

「それはそうと、式しき次し第だいは理解しましたか？」

　メルクリオの屋や敷しきにいる女中たちから総出で飾かざりつけられている間に、ミューリはあれこれ説明を受けていたはずだ。チェダーノ家と婚こん姻いんの契ちぎりを交かわすのは、プリストル家という家の娘むすめだという。どちらの家も発はつ祥しようは遠い南の地であり、特にチェダーノ家においてはこの区画に住む移住者たちの取りまとめ役のようだ。自分もそれぞれの家いえ柄がらの概がい略りやくと合わせ、別室で誓ちかいの祈いのりなどを説明されたが、こちらは万ばん国こく共通の教会の手順だったので、特に困ることはなかった。

　病やめるときも健すこやかなるときも、というやつだが、聖典からの引用ならば自信がある。

「うん。私もそんなに難しいことはないよ。まずは花はな嫁よめさんをお部屋まで迎むかえに行って、お屋や敷しきの礼拝堂まで行く。それから、兄様のお祈いのりをおとなしく聞く」

「その後は？」

「私は天使の役として、悪あく魔まをお祓はらいするケーキの準備をする。悪あく魔まのお祓はらいがケーキって面おも白しろいよね」

　ミューリにはなじみがなかったのか、けらけら笑っていた。

　厳いかめしい悪あく魔まは甘あまいものが苦手、というのは有名な民間信しん仰こうなのだ。こと信しん仰こうに関しては目くじらを立てがちな教会だが、これは珍めずらしく黙もく認にんしている。確かに甘あまったるいケーキを嬉うれしそうに食べる悪あく魔まは悪あく魔まではない気がするので、頭の固い聖職者たちでさえ、さもありなん、と思っているのだろう。

　そういうわけで、結けつ婚こん式しきは甘あまい砂糖と搾しぼりたての牛乳から作られたクリームで彩いろどられるのだ。

「しかも港で見かけた人たちは、このお屋や敷しきの結けつ婚こん式しきに参加する人たちだったんだね」

　海かい賊ぞく盛もりを食べていたミューリが見つけた、大きな食器を担かついだ男たちのこと。彼かれらはメルクリオと結けつ婚こんする花はな嫁よめの実家から、結けつ婚こんのための調度品や、式に使う道具を運んできたのだ。天候不順で船団は道中ばらばらになり、無理を言って本国から連れてきた司祭たちが乗る別の船にいたっては、まだだいぶ遠くにいるらしい。

「あの大きな木のナイフでケーキを切り分けて、匙さじにたっぷり掬すくい取とりますが、あなたが食べるんじゃないですからね。わかってますか？」

「わかってるよ！　天使の私が祝福のケーキを切り分けて、花はな嫁よめさんに渡わたす。で、花はな嫁よめさんがあの貴族さんに食べさせてあげるんだよね？」

　食べるに困らないようにという、飢き饉きんが当たり前だった古い時代の名残なごりだという。

　道行く人が背負っていた巨きよ大だいな匙さじなどは、式に集まる大人数の料理を作るためと、この儀ぎ式しきのために使うものだという。

「その手順はあってますが、ケーキを食べさせるのは礼拝堂を出てから、中庭での宴えん会かいの開始の際です。その前に、もうひとつあるでしょう？」

　この食くいしん坊ぼうの仔こ狼おおかみは、食べ物の話を聞くとすぐに頭がそれでいっぱいになってしまう。

「ええ？　なんだっけ。兄様がほにゃららら～ってお祈いのりをして、ええっと……あ！」

　ミューリの顔が、おしとやかな天使からお転てん婆ばな少女のものに変わる。

　その先に待っているのは、ミューリが御ご馳ち走そうの次に好きそうな催もよおしなのだ。

「メルクリオさんのチェダーノ家は古い家いえ柄がらのようですからね。私も南の地方に旅したとき、結けつ婚こん式しきの際にずいぶん風変わりなしきたりがあると噂うわさには聞いたことがありましたが、まだその習慣が残っているとは驚おどろきました」

「貴族たるもの武勇こそ誉ほまれなり。花はな嫁よめを守れずしてなにが貴族の男かってことだよね？」

　式の見せ場のひとつは、こうだ。

　愛を誓ちかい合った二人だが、その想おもいが本物であるのみならず、新しん郎ろうは新婦を娶めとるにふさわしい男なのだと列席者全員に示す必要がある。新婦が生まれ育った領地の者たちからすれば、我らが姫ひめを娶めとるからには……というよくある話で、そこで結けつ婚こんの誓ちかいの後は、新婦の領地に暮らす者たちが、一いつ斉せいに新しん郎ろうに襲おそい掛かかるのだという。新しん郎ろうは彼かれらを撃げき退たいし新婦を守りつつ、礼拝堂から出ていかなければならない。

　そうして初めて、結けつ婚こんを許されるのだ。

「でも、あの人にそんなことできるのかなあ……。剣けんなんて握にぎったこともなさそうだけど」

「そういう儀ぎ式しきなのですよ。お芝しば居いです。剣も使わないと思いますよ」

「そうなの？」

「戦いくさの嵐あらしが吹ふき荒あれたという大昔ならば、本当にそういうこともあったかもしれませんが」

　とはいえ、この話をしたときのメルクリオは、明らかに緊きん張ちようしていた。

　チェダーノ家はずいぶん昔に海を渡わたり、この王国を中心に商あきないを手広くやっている家いえ柄がらだというが、相手のプリストル家はさらに古く、金銭よりも名めい誉よを重んじる伝統的な家だという。

　それに屋や敷しきの中をうろうろする使用人たちを見ていると、新しん郎ろうと新婦の家には大きな差があって、王国にて貿易を司つかさどり豊かなチェダーノ家と、伝統にしがみつく古く質素なプリストル家、という様子が見て取れた。

　金で姫ひめを買われたとメルクリオの家に反感を持つ者たちが少なからずいたとしても、決して驚おどろかないし、荒あらっぽい儀ぎ式しきの際に不満をぶつけてくる者がいるのでは……という懸け念ねんがないとは言えない。

　それでも屋や敷しきの中はこの結けつ婚こん式しきを祝う雰ふん囲い気きに満ちているし、メルクリオも一世一代のことだから緊きん張ちようしているのだろう、と思い直す。

　そんな折、ゆったりした服の裾すそをぱたぱたさせていたミューリが言った。

「でも、いいなあ。結けつ婚こん式しきで、花はな嫁よめを守る戦いの再現かあ」

　冒ぼう険けん譚たんや、恋れん愛あい譚たんが大好きなミューリが、斜ななめにこちらを見る。

「私も愛する誰だれかに、守ってもらいたいなあ～」

　あんまりにもわざとらしい独り言だが、結けつ婚こん式しきの手伝いをするという時点で、その手のことを言われるのは覚かく悟ごしていた。ミューリは自分のことを異性として好きだと言って、真正面から猛もう烈れつに想おもいをぶつけてくる。その想おもいがどれだけ深いかをいまさら疑うことはないが、自分は聖職者を志しているし、なによりミューリは血はつながらずとも、自分にとっては妹にほかならない。

　そういうわけで今も聞こえぬふりをしようとしたのだが、それはそれで違ちがうような気もする。

　ミューリの想おもいには応えられないが、無む下げにするのはまた話が違ちがうのだから。

　ミューリが立ててきた爪つめをそっと外すように、その側に立ってからこう言った。

「私はあなたを守りたいと思いますし、いつでもあなたのことを大切に思っていますよ」

　狼オオカミの耳を出していたら、水をはじくように機き敏びんに動いたことだろう。

　ミューリが本当に聞きたい言葉は別にあるが、心を込こめた返事はきちんと伝わるのだ。

　とはいえそれで喜んでいたら負けだとばかりに、ミューリはわざとらしくゆっくり息を吸うと、大おお仰ぎようにため息をついた。

「ふん。大体、兄様は私に守ってもらってばっかりだしね」

「まったくです。私たちの旅がなんとか続いているのは、あなたのおかげです。感謝していますよ」

　賢けん狼ろうの血を引くミューリの知ち恵えと度胸と機転がなければ、子羊たる自分などとっくに世の荒あら波なみの藻も屑くずと化している。

　まだ不満そうな顔をしつつ、ミューリはそれなりに満足したらしい。

「じゃあ、ぎゅってして」

　悪戯いたずらっぽく笑いながら両りよう腕うでをにゅっと突つき出だしてくる。

「だめですよ。おめかししているでしょう。宿に帰ったらしてあげますから」

「えー！　絶対だよ！　約束だからね！」

　いつものお転てん婆ばが顔を出してしまう。

　とはいえこちらのほうがほっとするいつものミューリだと思わなくもない。

　髪かみを結ゆい、耳から美しい宝石を提さげたミューリは、目を逸そらしたらいなくなってしまう妖よう精せいのように見えて、少しもの悲しくなってしまう。

　娘むすめを嫁よめに出す父の気持ち、というのはロレンスに対して申し訳ないが、妹が嫁よめに行く兄の気持ち、となら言ってもいいだろう。

「それはそうと、式の開始はいつでしょうね。少し聞いてきましょうか」

　船は遅おくれ、司祭の代役も介かい添ぞえの少女役も見つからず、あわや延期かという雰ふん囲い気きだったようなので、帰かえり支じ度たくをしてしまっている客もいたらしい。遠方から親しん戚せきが集まっている上に、なにかと忙いそがしい春の時期だ。特に貴族の家系はその土地の催もよおしでは、欠くべからざる役割があったりもするだろう。港の混雑した様子を見れば、船の確保もひと苦労だと想像がつくので、軽々と式の延期はできないのだ。

　それに加えてメルクリオが式の準備に大わらわなのは、妻を迎むかえることと同じくらい、式を滞とどこおりなく挙げることに家の体面がかかっているからのはず。

　身分の高い者たちは高い者たちで、色々な事こと柄がらに縛しばられて生きている。

「私も早く御ご馳ち走そう食べたいなあ。南の国の料理だと、小麦の粉をこねたら茹ゆでて食べるんだってさ。すっごい楽しみ！」

「あなたはさっき海かい賊ぞく盛もりを食べていたでしょう……」

　呆あきれて言うと、ミューリは「いひひ」といたずらっぽく笑っていた。

「あー、花はな嫁よめさんってどんな人かなあ。新しん郎ろうの貴族さんは兄様に似てたから、銀色の髪かみの毛けをした、狼オオカミの耳と尻尾しつぽを持った可愛かわいい女の子かな？」

　嫌いやそうな目をミューリに向けると、無む邪じや気きな笑え顔がおを返される。

　とはいえ式に遅おくれが出てはならないので、こちらから今一度流れを確かく認にんしに行こうか、と思ったときのことだった。

「お嬢じよう様さま、一体どちらに！」

「そちらはお客様の──」

　などというやり取りが扉とびらの向こうから聞こえ、間を開けずに扉とびらが乱暴に開けられた。

「あんたらが、司祭役と、介かい添ぞえ役やくか？」

「お嬢じよう様っ」

　おろおろする下女を腕うでで払はらったのは、燃もえ盛さかる炎ほのおのような見事な赤毛の娘むすめだった。上背があり、手足は長く、肩かたを出した華はなやかな衣い装しようから覗のぞくのは、力強く動く筋肉だ。ニョッヒラの湯屋でも人気の演目、女騎き士しが竜りゆうを討とう伐ばつする冒ぼう険けん譚たんから抜ぬけ出だしてきた役者のよう。

　その娘むすめは下女たちを一いつ蹴しゆうすると、大おお股またに部屋に入り、扉とびらを閉じる。

　深い焦こげ茶ちや色の鋭するどいまなざしが、自分とミューリを見比べている。

「あんたらは、たまたまここにやって来たよそ者だと聞いた。間ま違ちがいないか」

　射るような視線、とはこのことを言う。背の高さこそ自分と大差ないが、身のこなしというか、迫はく力りよくが全然違ちがう。暴力沙ざ汰たになったら間ま違ちがいなく敵かなわないと思わせるような雰ふん囲い気きに怯ひるんでしまう。その一方で、椅い子すに座すわるミューリはいつもどおりだった。

「そうだよ？」

　すると娘むすめは眉まゆ根ねにしわを寄せ、体が膨ふくらむほど大きく息を吸う。ミューリの様子から、娘むすめはこちらに危害を加えるつもりはなさそうだが、なにか怒おこっているのは明らかだ。

　結けつ婚こん式しきによそ者が入るべきではないと考えているのか、それとも偽にせ物ものの司祭役など言語道断と思っているのかもしれない。そう思えば、女子修道院で騎き士しの甲かつ冑ちゆうに身を包み、か弱い祈いのりの娘むすめたちを守る女騎き士しにも見えなくもない。

　しかし、ミューリはこう言った。

「その衣い装しよう……ってことは、花はな嫁よめさんだよね？　準備してなくていいの？」

　驚おどろいたのもつかの間、娘むすめはミューリの言葉を鼻息で吹ふき飛とばし、ぐいと顔を近づけてミューリの目を覗のぞき込こむ。

「あんたらは、信用できる人物か？」

　体重は二倍どころか三倍も違ちがうのでは、と思う娘むすめに詰つめ寄よられながらも、ミューリは欠片かけらも怯ひるんでいない。勘かんのいい少女なので、花はな嫁よめに害意がないとわかっているらしい。

　ただ、そうなると花はな嫁よめのこの態度は不可解だった。式を目前にして突とつ然ぜん部屋に闖ちん入にゆうしてきて、信用を問うてくるのだから。

「あの」

　と口を挟はさむと、花はな嫁よめの視線がぎろりとこちらに向けられる。

　怯ひるみそうになったが、なんとか踏ふん張ばった。

「私たちは確かに間に合わせの役やく柄がらですが、これも神のお導きだと思っています。精せい一いつ杯ぱい協力させてもらえたらと思っていますが……」

　もちろん、偽にせ物ものの司祭であるのだから、帰れと言われたら帰るしかない。少し寂さびしい気もするが、本物の聖職者ではないのだから仕方がない。

「それに、ここのおうちは、銀色の狼オオカミの言い伝えがあるんでしょ？　それなら、私はぴったりだと思うけどな」

　新しん郎ろうであるメルクリオのチェダーノ家と、花はな嫁よめ側のプリストル家は、共に家の紋もん章しように狼オオカミの図ず案あんを持つ家いえ柄がらだった。時代の移り変わりで人気の紋もん章しようは鷲わしや獅し子しとなったが、古代の帝てい国こくに連なるような古い家いえ柄がらには、いまだ狼オオカミの紋もん章しようを掲かかげるところがある。このふたつの家いえ柄がらはそれゆえに、結けつ婚こん式しきでは狼オオカミと見まがう銀や白の毛並みの犬たちを集め、銀ぎん髪ぱつの少女を介かい添ぞえとするしきたりがあるのだ。

　ミューリはもちろん、自分のような美しい銀ぎん髪ぱつを持つ娘むすめがほかにいるはずもない、という意味に聞こえるように言ったのだろうが、ミューリは本物の狼オオカミだ。実際、これ以上ふさわしい人物もいまい。

　しかし、赤毛の花はな嫁よめはなおも警けい戒かいする狼オオカミのように、自分とミューリを交こう互ごに睨にらみつけている。

　この花はな嫁よめの真意はなんなのか相変わらずわからないが、信用できる人物か、という問いを口にしていたことを思い出す。だとすれば、この赤毛の娘むすめはなにか頼たのみにくいことを頼たのみに来たのではなかろうか、と思い至った。

　人生の大きな転機となる、本来ならば笑え顔がおと祝福に満ちるべき結けつ婚こん式しきで、その主役とも言える花はな嫁よめがこんな思いつめた顔をしていたら、すぐに思いつく可能性がいくつかある。

　真っ先に考えられるのは、この結けつ婚こんが、望まぬものである場合だ。

　目の前にいる娘むすめは、楚そ々そとした雰ふん囲い気きなどみじんもなく、欲ほしいものは自分の手でもぎ取ってみせると言わんばかりで、例えば親の決めた不本意な結けつ婚こん式しきに唯い々い諾だく々だくと従うようには見えない。しかもチェダーノ家とプリストル家は家風にも裕ゆう福ふくさにも差があるようで、家の政略のために嫁よめに出される貴族の娘むすめ、という話は珍めずらしくない。

　この赤毛の花はな嫁よめが、その不本意な結けつ婚こんを御ご破は算さんにしたくて、信用できる人物を探している、という可能性は十分にある。問題は、そこによそ者が口を挟はさむべきかどうか、ということだ。

　しかし、目の前で苦しんでいる人を放っておくわけにはいかないというのが、自分の信条だ。

　手負いの獣けもののような状態の娘むすめに対し、こう言った。

「私の名は、トート・コルと言います」

「えっ、兄様!?」

　ミューリが驚おどろきに目を見開くのをよそに、続けた。

「世間では、薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどと呼ばれています」

　この街で大おお騒さわぎがあったのはついこの間のこと。赤毛の娘むすめも噂うわさくらいは聞いていたようで、ぎょっとこちらを見た。

「私が司祭役と世に知られたら面めん倒どうが起こると思ったため、メルクリオ様には正体を隠かくしています。しかし、もしもあなたがなにかに苦しみ、助けを欲ほつしているのだとすれば、私の名はいくばくかの足しとなるはずです。私の知ち己きも力を貸してくれるでしょう」

　これまでに培つちかってきた伝つ手てを使えば、不本意な結けつ婚こんをさせられそうになっているこの娘むすめを逃にがすことくらいできるはず。あとはこの娘むすめが自分のことを信用してくれるかだが……と思っていたら、娘むすめは嫌いやそうに言った。

「……噓うそをつくにしても、もう少しまともな噓うそをつくよな」

　なんと答えていいものかわからず肩かたをすくめると、新婦は小さく唸うなる。

「それに、確かに人相は噂うわさのとおりだ。あんたが、そうだったのか」

「薄はく明めいの枢すう機き卿きようなどという大層な名は、恥はずかしいのですけれど」

　そう言うと、ふんと鼻を鳴らされた。

「ならば……あんたらは信用できる……と思っていいのか？」

　娘むすめの表情は怒いかりではなく、苦く悶もんに満ちていたのだ。

「兄様は信じられないくらい馬ば鹿か正直だよ」

　ミューリが口を挟はさみ、娘むすめがミューリを見る。

「だって、私みたいな可愛かわいい子が結けつ婚こんしてって何度迫せまっても、聖職者になるからとか、妹としか見れませんとか言って突つっぱねるんだから！　血はつながってないのにだよ？　今日だって夜中のうちに毛布にもぐり込んだのに、ぜんっぜん相手にしてくれないんだもの！」

　ぶすっとした顔で言ったミューリの言葉に、娘むすめは呆あつ気けに取られてからこちらを見た。

「……それは馬ば鹿かだな。こんなに可愛かわいいんだ、嫁よめにもらってやればいいではないか」

「でしょー？」

　娘むすめとミューリのやりとりにげんなりしてから、言った。

「それより、今はあなたのことでは？」

　娘むすめははっと我に返ったように背筋をただした。嫁よめ入いり修しゆ行ぎようで身に着けた楚そ々そとした振ふる舞まいではなく、鍛きたえられた者が見せるきびきびとした動きだった。

「あんたら……いや、あなた方がここに来たのは神のお導きなのだろう。頼たのむ、私に手を貸して欲ほしい。この場で頼たよれる者がほかにいないのだ」

　結けつ婚こん式しきの主役の花はな嫁よめが助けて欲ほしいと申し出る。

　ミューリと視線を交かわせば、この手の話が大好きなミューリは目を輝かがやかせていた。

「だが、もう一度確かく認にんしたい。あなた方は、我わが父の手の者ではないよな？」

　自由奔ほん放ぽうな娘むすめと、それを押おさえつけようとする父親。

　その構図は珍めずらしくないし、自由にさせてもらえているミューリは珍めずらしい例だろう。

　しかし結けつ婚こんは幸せなものであるべきで、無理に押おしつけられるものではない。

「違ちがいます。ですから、私たちはあなたの力になろうと思います」

　娘むすめは胸を打たれたように顔をゆがめ、一いつ瞬しゆん泣きそうになってから、言った。

「ありがたい。本当にありがたい。頼たのむ、この無茶苦茶な結けつ婚こん式しきのために力を貸してくれ」

　やはり不本意な結けつ婚こんなのだ。恋れん愛あい譚たんの逃とう避ひ行こうものなど大好物以外の何物でもないミューリも、すっかりその気になっている。

　そして、娘むすめはこう言った。

「私の父はメルクリオを暗殺しようとしている。お願いだ。私の愛するメルクリオを助けてくれ！」

「……え？」

　世は思わぬ事こと柄がらに満ちている。

　赤毛の花はな嫁よめ、アルテ・プリストルの口にしたことは、想像していたことと全く逆の事態なのだった。







「父はメルクリオを殺そうとしている」

　アルテはもう一度言った。

「頭の固い父はこの結けつ婚こんに反対なのだ。我わが家やは武功で栄えた家。対してチェダーノ家は祖先が文官として取り立てられて栄えた家だ。戦いくさに出たことさえない軟なん弱じやくな男など男ではない、と常々口にしているような父からしたら、不ふ釣つり合あいな結けつ婚こんなのだ」

　呆あつ気けに取られたが、家格の釣つり合あいという問題は現実に存在する。貴族と平民の結けつ婚こんがどうして歌劇の主題としてとしょっちゅう取り上げられるのか。そしてそれは貴族同士の家でも存在する問題だ。

　アルテは頭を振ふり、下した唇くちびるを嚙かんで顔をゆがめた。

「故郷の祭りで、初めて私がメルクリオと出会ったときのことをよく覚えている。父は初対面のときから、メルクリオにいい顔をしなかった」

「そうなの？」

　アルテを落ち着かせるように、ミューリがそっとアルテの膝ひざに手を乗せながら尋たずねる。

「ああ。メルクリオは私の提さげる剣けんを見るや、柄つかに刻まれた詩文の話をし始めたんだ。切れ味の話でも、仕留めた獲え物ものの話でもなくて、私はびっくりした。剣けんを前にして詩の話をする男になんて初めて会ったし、私はそこに詩文が刻まれているとすら気がついてなかったんだ。メルクリオは詩の解説と、それにまつわる話をたくさん聞かせてくれた。そのうえ……」

　アルテの目が不意に遠くを見るように細められると、口元が柔やわらかくなった。

「その場で私のために詩を詠よんでくれたんだ。もちろん、家の宴えん会かいなんかで、出入りの芸人たちから詩を献けんじられることはある。だが、どれも武功を讃たたえるものや、あからさまなおべっかばかりだった。この見てくれを花の妖よう精せいに喩たとえられたら、そいつの目は節穴以外のなんなんだ？」

　力こぶを作ってみせるアルテにどう反応したらいいものか戸と惑まどっていたが、ミューリは素す直なおにけらけら笑ってから、優やさしげに聞いてみせる。

「それで？　アルテさんはどんな嬉うれしい詩を贈おくられたの？」

　アルテはその問いこそ待まち焦こがれていたものだとばかりに、照れ臭くさそうに、でも自じ慢まんするかのように言ったのだ。

「たまには剣けんを置いて泉のほとりで昼ひる寝ねをするのもよいでしょう、なんて内容だった。詩の良し悪あしは、私にはわからない。でも、衝しよう撃げきだった。文字の勉強では堅かた苦くるしくて古ふる臭くさい詩を暗唱させられ、宴えん会かいではこびへつらいのおべっかばかりの詩を聞かされてきたからな。こんな気の抜ぬけた、優やさしい詩がこの世にあるのだと心底驚おどろいた」

　文字の勉強の際、まさに堅かたくて古ふる臭くさい詩を教科書にしてミューリに文字を教えた身としては、ミューリからの視線が痛い。

「もう、そのときにはメルクリオに夢中だった。子供のように詩をせがんでいた。メルクリオは嫌いやな顔ひとつせず、笑い転げるような詩をたくさん詠よんでくれたよ」

　メルクリオは詩の才能があったのだろうが、きっとその良さの源にあるのは、メルクリオの元々の性格なのだろう。

　アルテが嬉うれしそうにメルクリオの話をする様子を、ミューリは本人以上に嬉うれしそうに聞いている。

　しかし、不意にアルテの顔が陰かげった。

「そんなメルクリオだったが、うちの父からすれば、ひ弱で口が達者なだけの男に見えたのだろう。話に割って入るや、喋しやべってばかりいないで、剣けんの手合わせをしてみたらどうだ、なんて嫌いや味みを言い出した。挙句に父は私に向かい、お前はいつから詩などというものに興味を持ったのだ？　とまで言ってきた。メルクリオの才能も、優やさしさも、あの石頭にはわからないのだ！」

　戦いくさに生きた者とはあまりにも違ちがう価値観だったのだろう。アルテの父から見れば、メルクリオは異質だったのだ。

　とはいえ、気になることもある。

「ですが……そのお父上も、結局は結けつ婚こんを承しよう諾だくされたのですよね？」

　でなければここまで話が進まなかったはずなのだ。

「もちろん、祝福のうちであるはずがない。チェダーノ家は商才に長たけた者が多く、今や各国に根を張る一大勢力のひとつだからな。チェダーノ家からの求きゆう婚こんの申し出を断ればどうなるか、父は危き惧ぐしたのだろう。うちは剣けんを握にぎる者は多くてもペンを握にぎる者は少ない。金はないし、剣けんの強さなど今の世では大して意味を持たないのだ」

　つまり不本意な結けつ婚こんを受け入れざるを得なかったのは、父親の側だったということになる。

「無理に結けつ婚こんさせられる悲劇のお話も多いけど、逆のお話もあるんだね」

　その問いに、再びアルテは眉まゆを吊つり上あげた。

「まったくうちの男どもは古い考えに凝こり固かたまって岩のようなのだ！　私は父が絶対に反対すると思っていたから、メルクリオにそのことを伝えたよ。そうしたらメルクリオは……あれだけの家いえ柄がらならばいくらでもほかに良りよう縁えんがあろうというのに、どんな手を使ってでも結けつ婚こんをまとめてみせると、私の手を取って誓ちかってくれたのだ……」

　そのときのことを思い出したのか、アルテは頰ほおを染めて自分の手をさすっていた。

　恋こいの話がこの世で最も尊いものだと思っている節があるミューリは、そんなアルテの様子に優しげに微笑ほほえんでいる。

　そうこうしていると、アルテは不意に夢から覚めたような顔をして、顔をゆがめた。

「それに、反対したのはおそらく私の家族だけではない。メルクリオ自身の家の中でも反対があったはずだ」

「そうなの？　なんで？」

「我わが家やの家格は低いし、金かね儲もうけも下手だ。そのうえ……」

　と、アルテはごつい肩かたをすくめて見せた。

「私はこんなだからな……花はな嫁よめなどという言葉からは最も遠い」

　うっかりうなずきそうになるが、機先を制したミューリに足を踏ふまれ、事なきを得た。

「そんなことないよ。アルテさんの花はな嫁よめ姿、綺き麗れいだけどな」

「……君のような可か憐れんな少女に言われたら、世辞でも嬉うれしくなるものだ。ありがとう」

「お世辞じゃないよ！」

　そんなやりとりを挟はさんでから、アルテは言った。

「とにかく、メルクリオは本当に首しゆ尾びよく事を進めてくれた。しかし、父は頑がん固こ者だし、親しん戚せき連中も野や蛮ばんという概がい念ねんにもじゃもじゃの毛が生えたような奴やつらばかりだ。気に食わないことがあったら腕わん力りよくに物を言わせるのに躊ちゆう躇ちよなどしない」

　海かい賊ぞくか山さん賊ぞくの頭領を想像してしまうが、古い家いえ柄がらの貴族だとそういうこともあるのだろう。

　武人の家ならば、武人のようにふるまうことこそ彼かれらの存在意義になるのだから。

「でも、暗殺？　そんなことしたら、そもそも結けつ婚こんを断る以上に大変なことにならない？」

　ミューリの言うとおりだ。

　疑問の視線を向けると、アルテはため息をついた。

「普ふ段だんは朝の礼拝の祈いのりさえ間ま違ちがえるくせに、悪わる知ぢ恵えだけは働くのだ。式しき次し第だいを聞いただろ？　その最中に、絶好の機会がある」

「式しき次し第だい？　えっと、私がアルテさんと一いつ緒しよに礼拝堂に行って……ほかには、えっと……え、まさか、毒？」

　悪あく魔まを払はらうケーキを、花はな嫁よめであるアルテが夫となるメルクリオに食べさせる箇か所しよのことを思い出したのだろう。

「いいや、そんな器用な真ま似ねはできまい。ましてや食べ物は参加者にもふるまうのだから」

「あ、そっか。そうしたら……」

　ミューリが考えを巡めぐらせる横で、気がついた。

　暗殺にもっとふさわしい場面があるではないか。

「まさか、新婦側の親しん戚せきが新しん郎ろうを襲おそうという儀ぎ式しきの最中に？」

　ミューリがあっという形で口を固まらせた。

　アルテはゆっくりと、うなずく。

「事故と言い張るつもりだ。実際、酒に酔よって盛り上がりすぎて、参加者が大怪け我がを負うことも少なくない。だが、それゆえに盛り上がるのだ。今回こそ、この家の中庭というこじんまりした会場だが、故郷では町を挙げての挙式なども珍めずらしくなく、町の連中も入り乱れての大おお騒さわぎになる。故郷の逸いつ話わでは、対立する領地同士が仲直りのために子供たちの結けつ婚こんを執とり行おこなったら、酒のせいで争いが再燃して大勢死んだ、なんて話がある。まったく、野や蛮ばんの極きわみだろう？」

　参加者が限定されていれば、暗殺の犯人はすぐに絞しぼられる。ならば誰だれが殺したかは明白だが、仕方がなかった、という状じよう況きようにするのは確かに理に適かなっている。

「本当ならば私が一人ずつぶちのめしたいところだが……」

「いや、ですが」

　と、口を挟はさんだ。

「本当に暗殺を計画していると思ったのはなぜですか？」

　よもやその密談をしているところに出くわしたりしたのだろうか。こんなことを疑うからには、それなりの根こん拠きよがあるはずだ。

　アルテは真っ赤な髪かみを搔かき上あげて、据すわった目を見せた。

「各自の領地も春の祭りで忙いそがしいはずなのに、親しん戚せきの中でも腕うで利ききの者たちがそろって顔を見せている。一いつ騎き打うちで倒たおした熊くまの頭ず蓋がい骨こつで酒を飲むような連中、と言えばわかるだろう？」

　ミューリは少しわくわくしているようだったが、アルテの親族がどんな雰ふん囲い気きなのかはよくわかった。

「そのうえ、連中は全員が剣けんを携けい帯たいしているんだ。いずれも武功の逸いつ話わがある選えりすぐりの得物ばかり提さげている。結けつ婚こん式しきになぜ武器が必要なんだ？」

「でも、元々貴族さんってお祝いの席に剣けんとか提さげてなかった？」

　ニョッヒラにも貴族や王族がやって来るので、ミューリも少しは事情に通じている。

「そういうこともありますが……大体は、儀ぎ式しき用の宝ほう剣けんです。刃はがないのがほとんどですが」

「だろう？　そのうえ、父の態度にも常ならぬものがある。メルクリオと親しくなってからずっと、私とはろくに会話もしようとしない。考えられるのは、結けつ婚こんを力づくで阻そ止し……メルクリオの暗殺以外にない」

　アルテはあらゆる鬱うつ憤ぷんを吐はき出だすようにため息をついて、続けた。

「多分、父は父が決めた男と私を結けつ婚こんさせるつもりなのだろう。大きな岩を持ち上げることにしか価値を見み出いださないような男とな。それで、ごろごろ男児を生むことを期待しているのだ。それが家の再興につながると信じて」

　戦乱の時代の古い価値観。

　アルテはそういう家に生まれた、新しい時代の精神を持つ娘むすめなのだ。

「私だけがひどい目に遭あうのならば、プリストル家の名に懸かけていくらでも耐たえてみせよう。だが、メルクリオを傷つけることだけは許さない」

　赤毛が燃えるように揺ゆらめいている。

　ミューリはそんなアルテを眩まぶしそうに見つめ、そっと手を取った。

「あの人が好きなんだね」

　そう言って微笑ほほえむと、アルテはたちまち髪かみの毛け以上に顔を赤くする。

　花はな嫁よめ姿など似合わない、と自じ嘲ちようしていたアルテだが、その自己評価は改めるべきだ。

　恋こいする乙女おとめは、幸せになるべきだった。

「でも、どうすればいいのかな」

　ミューリの言葉に頭を小こ突づかれる。そう。実際にどうすればいいのか。

「腕うで利ききで毛むくじゃらのおじさんたちが、自じ慢まんの武器を手にしてるんだよね。いくらアルテさんが鍛きたえていても、多勢に無勢だよね？　ましてや誰だれかを守りながらだと……」

「ああ……そうなんだ。まさか私が剣けんを手にして式に臨のぞむわけにもいくまい。せいぜい手にできるとしたら、ケーキを食べさせるためのでかい木の匙さじくらいだ」

　ミューリはまさにそれを武器にしたらどうか、なんて港で冗じよう談だんを言っていた。

　しかし喜劇譚たんでもあるまいに、木の匙さじでは鋼はがねの剣けんに太た刀ち打うちできない。

「それに、おそらく私以外のすべての人間は、父の味方だと思ったほうがいい。どいつもこいつも、私によそよそしい態度を取るのだ。メルクリオは大だい丈じよう夫ぶだと言って話を聞かないが……メルクリオの家の中にも、父と利害が一いつ致ちしている者たちがいるはずだ。結けつ婚こん式しきに武器を持もち込こむ奴やつらを見み逃のがしている時点で、全員を疑うべきなんだ」

　それで誰だれも信用できなかったところ、まったくのよそ者が結けつ婚こん式しきに紛まぎれ込こむこととなり、アルテはそれを光明と見た。助けを求めるにはここしかない、と思ってこの部屋にやって来たのだ。

　アルテとメルクリオの様子を見れば、二人はつつがなく結けつ婚こんすることを望んでいる。

　ならばどうにかして、結けつ婚こん式しきを無事に終えなければならない。

　居並ぶ猛者もさを相手に、この三人で立ち向かうのだ。

「それとも」

　と、アルテが不意に言った。

「やはり私が身を引く以外に手はないだろうか？」

　アルテが身を引きさえすれば、プリストル家もチェダーノ家の人間も、この結けつ婚こん式しきを反ほ故ごにするためにメルクリオを襲おそう意味はなくなる。

「でも、そうしたくないから、私たちに会いに来たんだよね？」

　アルテは苦しげに呻うめき、うなずいた。

「……メルクリオさんと共に逃にげる、ということでしたら、手を貸せると思います」

　ニョッヒラを出て旅をする中で、色々な人と知り合うことになった。

　中には人ではない者たちとも知り合い、彼かれらの力を借りれば二人を王国外に逃にがすことくらい訳はない。

「本当はそうしたい。だが、メルクリオはチェダーノ家の次期当主だ。たくさんの責任を背負っているし、次期当主がいなくなれば家の中で後あと釜がまを巡めぐって権力争いが起こるだろう。それらのすべてを無視して一いつ緒しよに逃にげようというのは……私にはできない……」

　アルテは剣けんを振ふるうだけの娘むすめではなく、先を見通せる目を持った、賢かしこい娘むすめだった。

「聖職者ならば迷めい信しん深ぶかい父を説得できないだろうか、とも思ったのだが、どうだろうか？」

　気弱そうな目線でそう尋ねてくるのは、無理だと思っているからだろう。

　自分が厳いかめしい見た目の白しら髭ひげを生やした高こう齢れいの聖職者であれば……と思わなくもなかったが、聖職者の説得に応じる者たちばかりであれば、世の中から争いはなくなっているだろう。

「もし暗殺を最初から決めているのであれば、しらを切られるだけでしょうね」

「……まあ、そうだな……」

　アルテはため息をついて、視線を下げた。

「礼拝堂に抜ぬけ道みちみたいなものは？　先ほど式しき次し第だいの説明で立ち寄りましたが、窓はありますよね。そこから外に逃にげたらいかがでしょう。もみくちゃにされて、事故と見せかけてメルクリオさんに危害を加えられる事態を避さけられればいいんですよね？」

「ここは金持ちチェダーノ家の屋や敷しきだぞ。あの窓は金鍍金メツキの鉄てつ格ごう子しに硝子ガラスを嵌はめ殺してあるんだ。私の腕うででも破るのは無理だ」

　戦いくさの際には礼拝堂は避ひ難なん所にもなるし、宝物をしまうことも多いので堅けん牢ろうな作りになっている。そういう伝統は街中の屋や敷しきにある礼拝堂でも変わらないらしい。

「だとすれば……」

　必死に三人が知ち恵えを巡らすものの、良いい案は出てこない。

　やがて、ミューリが思いつめたような顔でこちらを見て、おめかししてもなお外さない、地味な巾きん着ちやく袋ぶくろを小さく揺ゆらして見せた。

　狼オオカミになって助けたらいい？

　渋しぶい顔になってしまうのは、そうするほかなさそうだ、と思ったから。嵌はめ殺しの窓でも、狼オオカミに戻もどったミューリの膂りよ力りよくならば打ち破れるだろう。

　しかし、アルテの話が頭に引っかかった。

　居並ぶのは一いつ騎き打うちで熊くまを打ち取った猛者もさの群れ。狼オオカミに怯ひるむとは思えず、ミューリが危険な目に遭あいかねない。神聖なる礼拝堂で剣けんを抜ぬくなど罰ばち当あたりなことだが……と、ふと気がついた。事は神聖なる礼拝堂で行われる。だとしたら。

「そうか」

「どうしたの、兄様？」

　ミューリとアルテがこちらを見る。

　視線を向けたのは、アルテにだ。

「アルテさん、相手が素す手でならば、メルクリオさんを守れますか？」

　アルテは目をぱちくりとさせてから、握にぎりこぶしを作ってしげしげと見つめる。

　ぎゅ、ぎゅっと閉じたり開いたりして、最後に強く握にぎりしめた。

「居並ぶ叔お父じどもだろうと、素す手でならば負ける気はしない。よしんば勝てずとも、相手が剣けんでなければこの大きな体でメルクリオを守る盾たてになれる」

　暴徒を前に奮戦し、勇ゆう敢かんに戦うアルテの様子が想像できる。

「だが、そんなことができるのか？　武器の没ぼつ収しゆうになど応じまい」

「もちろん武人の皆みなさんですから、没ぼつ収しゆうなどと言ったら警けい戒かいされるでしょう。しかし、式は礼拝堂で行われるのです。彼かれらの計画していることが暗殺ならば、一方的な戦いだと油断しているはず。剣けんを一時的に置かせることくらいはできます」

「それは……そうかもしれないが」

「どうやってその剣けんを取り上げるの？」

　ミューリの問いに答えようとした、そのときだ。

　扉とびらが慌あわただしくノックされ、返事も待たずに開けられた。

「ああ、アルテ様！　ようやく見つけましたよ！　なぜこんなところにいらっしゃるのですか！　式がもう始まります！　介かい添ぞえのあなたも準備はよろしいですか？　司祭様も準備をなされて！　ほら、ほら！」

　部屋に入ってきたのはプリストル家の女中頭らしい女性だ。花はな嫁よめが消え、散々走り回ったのか髪かみがほつれ額に汗あせが浮ういているし、その後ろには花はな嫁よめ衣い裳しようの最後の準備をすべく、真っ白な衣い装しようを抱かかえた若い女中たちが同様に息を切らせて控ひかえている。

　時間は残されていなかった。

「わかった、すぐ行く」

　アルテは答え、こちらを見た。

「武器だけ取り上げてくれたら、私がなんとかする。頼たのんだぞ」

　耳打ちするように囁ささやいて、アルテは部屋から出ていった。

　その後ろ姿は、断頭台に連れていかれる敗戦国の気高い姫ひめのような、悲ひ壮そうな決意に満ちていた。女中たちに引っ張られていくアルテを、ミューリが心配そうに見つめている。

「あなたもすぐに来てくださいよ！」

　と、女中頭がミューリに向けて言う。

　自分も礼拝堂に向かわねばなるまい。

「兄様」

　ミューリが多くを言わず、問いかけてくる。不安そうな、怒おこったような顔だ。

「礼拝堂は私の縄なわ張ばりです。人々に、武器を置いて起立してください、と呼びかける機会はたくさんあります。今までの知識を総動員して、彼かれらに必ず武器を置かせてみせます」

「でも」

　彼かれらはたとえ武器を置いたとしても、手の届く範はん囲いからそれを離はなさないだろう。

　不安と焦しよう燥そうの混じるミューリの頰ほおに、手のひらを当てた。

「そんな顔をしないで。せっかくの可愛かわいいおめかしが台無しです」

　ミューリは顔をこわばらせ、頰ほおを赤くした。照れと怒いかり、半々というところか。

「考えてみれば、ここにはたくさんの味方がいるじゃないですか」

「味方……？」

「時には音もなく歩き、自由に礼拝堂の中を歩き回り、しかも、あなたに忠実な味方が」

　ミューリはその言葉にぽかんとしてから、「あっ」と言った。

　ミューリの足元には、いつの間にか寝ね息いきを立てていた小さな毛皮の持ち主がいる。

「そう。参列者に武器を置いてくださいと、よき頃ころ合いで言います。古い伝統と格式を重んじる家いえ柄がらの人たちであればあるほど、従うはずです」

「そのときに、犬たちを使って剣けんを取ってこさせればいいんだね？」

　海かい賊ぞく盛もりを食べているときのこと。ミューリが物もの欲ほしそうな目をすれば、忠実な野の良ら犬いぬたちはまさに獲え物ものに飛とび掛かからんとしていた。それでなくても旅の途と中ちゆう、手て癖くせの悪い野の良ら犬いぬに何度食事を奪うばわれたことか。彼かれらはそういう逞たくましさによって、世せ知ち辛がらい野の良らの生活を生いき抜ぬいている。

　しかもミューリは扉とびらをくぐってからずっと、集められた野の良ら犬いぬたちから歓かん待たいを受けていた。

　彼かれらを使って、武器を回収させればいい。

「回収できずとも、混乱を引き起こすことはできるでしょうし、足元を犬が走り回るだけでも十分な足止めになるはずです。その機に乗じて、逃にげられると思います」

　ミューリは感心したようにうなずき、にっと笑う。

「兄様もようやく、知ち恵えが回るようになってきたね」

「あなたの協力があってこそです」

　ミューリの頰ほおを軽くつまむと、くすぐったそうに微笑ほほえんでいた。

「じゃあ、アルテさんのところに行くね」

「はい。お願いします」

「任せてよ！」

　立ち上がり、寝ねぼけていた子犬の頭を撫なでて起こし、ミューリは部屋から出ていった。

　この結けつ婚こん式しきは、きっと無事に終わるはず。

　自分はどうやら見た目だけは一流の聖職者のようなのだから、列席者に剣けんを置かせることくらい訳はない。そう言い聞かせ、不安を鎮しずめていく。

「よし。行きましょう」

　呟つぶやき、気合いを入れて立ち上がる。アルテとメルクリオのような二人が結ばれないのだとしたら、どうしてこの先、神の正しさを口にできるだろうか。

　大おお股また気味に扉とびらに向かって歩き、手を伸のばす。

　その手が空を切ったのは、誰だれかが廊ろう下か側から扉とびらを引いたからだった。

「ミューリ？」

　忘れ物でもしたのだろうかと顔を上げ、その瞬しゆん間かんに凍こおりつく。目の前には自分を見下ろす巨きよ体たいの男。その髭ひげは目が覚めるような赤であり、アルテの父親だと即そく座ざに理解する。

　戦いくさの時代の価値観に生き、メルクリオの暗殺を企き図としているという人物の両りよう腕うでは、自分の脚あしよりも太い。首にいたっては牛のようで、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるとはこのことだ。神をどれだけ強く信じていても、神の言葉が暴力を止められることは滅めつ多たにないという現実くらいは知っている。

「……ど、どうされましたか？」

　なんとか言葉を絞しぼり出だしたものの、声が上ずってしまうし、廊ろう下かに立つ赤髭ひげの巨きよ漢かんは黙だまってこちらを見つめたままだ。

　なぜこんなところに、と問うのもばからしい。戦いくさに暮らした者ならば、標的を探さぐるのは鉄則だ。アルテが暗殺の邪じや魔まをしないよう、監かん視ししていたのだろう。

　だとしたら、ミューリもまた危ない。

　じり、と足の配置を変え、屋や敷しきの構造を思い出す。ここは二階で、木窓の下には楽団のために簡易の東あずま屋やがあった。一目散に振ふり向むき、木窓から飛び降りて東あずま屋やの屋根に乗り、そこから庭に降りられるはず。

　そして中庭をぐるりと建物が取り囲んでいるから、どこで声を上げても必ずミューリの耳に届く。ミューリならばすぐになにか起こったと察してくれるだろう。

　算段を頭の中で終えて、呼吸を整える。

　一……二……と頃ころ合いを計っているその瞬しゆん間かんだった。

「そなたを知っているぞ。薄はく明めいの枢すう機き卿きようが、娘むすめとなんの密談だ？」

　巨きよ漢かんの手がこちらの肩かたを摑つかむ。

　三、と身をひねって逃にげることは、ついぞ叶かなわなかったのだった。




　　　　◇◇




　突とつ然ぜん現れたアルテの父親は、自分の正体を見み抜ぬいていた。俊しゆん敏びんな狼オオカミのミューリならばいざ知らず、のろまな羊である自分には逃にげる術もない。

　しかもアルテの思おも惑わくはすべて筒つつ抜ぬけであり、自分が口を割る必要さえなかった。命がけで戦場を抜ぬける彼かれらからすれば、自分たちのなすことなど、文字どおり子供のたくらみだったわけだ。

　しかしアルテの父親は自分をこの結けつ婚こん式しきから外すことはせず、むしろ都合がよいとさえ考えていた。自分は、アルテの父親の言葉に従わざるを得なかった。

　アルテの父親に急せかされ礼拝堂に赴おもむけば、熱気に似た空気に圧あつ倒とうされた。

　礼拝堂の入り口から真ん中を通る道の両りよう脇わきに、それぞれの親族が座すわっている。右側にチェダーノ家、左側にプリストル家。それは説明されずとも、参列者を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　左側のほうが、頭の数は同じでも、肉の量が倍くらいある。

　アルテの父親は古い家の当主にふさわしく、堂々とした振ふる舞まいのまま、さも聖職者を案内してきたと言わんばかりに、自分のことを祭さい壇だんまでいざなった。

　祭さい壇だんまでの短い距きよ離りを歩きながら、プリストル家の面々の服装を見れば、アルテの言ったとおりに完全に戦いくさ支じ度たくだった。鎖くさり帷子かたびらまで着き込こんでいて、武人の家いえ柄がらとなればそれが正装ということになるのだとしても、異様な装備だ。

　それからアルテの父親は、チェダーノ家の席の最前列の面々にも挨あい拶さつをする。そのうちの一人は、でっぷり肥えていたがメルクリオにそっくりだ。

　主役の一人であるメルクリオは、今いま頃ごろ礼拝堂併へい設せつの祈き禱とう室で、この式がうまくいくようにと必死に神に祈いのっていることだろう。それはミューリと手を握にぎり合っているはずのアルテも同じはず。

　聖典の前で重い塊かたまりのようなため息をついたのは、この式に参加する主だった者たちの願いが、すべてばらばらのせいだった。皆みなが気持ちをひとつにして祝うべき結けつ婚こん式しきだというのに、悲しいほど彼かれらの考えは一いつ致ちしていなかった。

　物もの憂うげな自分の顔は、きっと高名な聖職者然としていたのではなかろうか。

　アルテの父親が大きな体を窮きゆう屈くつそうに礼拝用の長なが椅い子すに収めると、こちらをじっと見る。

　わかっているだろうな？　と念を押おすかのように。

　自分は、うなずくほかない。

「……神は、この世に男と女を作られました」

　そのひとことから、結けつ婚こん式しきが始まったのだった。







　自分の説教がそれほどうまいとは思わないが、参列者は熱心に聞いている。あるいはそれは、これから起こることを見み据すえて、神の言葉に耳を傾かたむけているのかもしれない。

　豪ごう華かな金鍍金メツキが施ほどこされた嵌はめ殺しの硝子ガラス窓の向こうでは、今なお宴えん会かいのための準備が続けられている。

　その平和さに、空々しささえ感じた。

「それでは、今日という日に神の御おん前まえで妻を娶めとる新しん郎ろうよ、お入りなさい」

　神のみ言葉をしたためた聖典を閉じると、参列者が身をひねり、礼拝堂の入り口に視線を向ける。貴族同士の結けつ婚こんのため、軽い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ二人の衛兵が、礼拝堂の扉とびらを開ける。掲かかげる槍やりの穂ほ先さきは、銀色の毛皮で作られている。

　その交差する槍やりの下から現れたのは、緊きん張ちようした面おも持もちのメルクリオ。幸せな笑え顔がおをこらえるのが大変だ、というように見えないのは、厳いかめしいプリストル家の面々の視線が向けられているからか。

　神に向かって一礼し、それぞれの親族に一礼する様も、堅かたくてぎくしゃくしている。

　顔を上げるとこちらを見て、口元を必死に引ひき締しめ歩いてくる。

　メルクリオは祭さい壇だんの前まで来ると、胸むな元もとに手を当てて、壁かべに掲かかげられた教会の紋もん章しように一礼をし、祭さい壇だんから見て斜ななめ前に立つ。右斜ななめ前には、アルテが立つのだ。

「では参列者の皆みな様さま、ご起立ください」

　再び閉じられた礼拝堂の扉とびらの向こうでは、ミューリとアルテが待機して、このやりとりに聞き耳を立てているだろう。

　目を閉じ、ゆっくり息を吸ってから、吐はく。

　アルテの父親へと視線を向ければ、わざとらしく目を逸そらされた。

「剣けんを提さげられている皆みな様さまは、お外しください。剣けんがつっかえて椅い子すを倒たおしては、式の主役が変わってしまいますからね」

　さざ波のような笑いが起こったのは、実際に体の大きいプリストル家の面々は窮きゆう屈くつそうだったからだ。もっともだとばかりに剣けんを腰こしから外し、各おの々おの前の席の背もたれに立てかけている。

　計画をすべて知っているアルテの父親も、何食わぬ顔で従い、剣けんを置いた。

「聖歌隊の皆みなさん」

　礼拝堂の脇わきに控ひかえていた少年たちに合図を出すと、声変わり前の歌声が披ひ露ろうされる。

「では、今日という日に妻となられる新婦よ、お入りなさい」

　扉とびらが開かれた直後に、おおっという感かん嘆たんの声が漏もれた。

　それは天使としか思えないミューリに向けられたようにも、大おお柄がらだがそれゆえに真っ白な衣い装しようが人目を引くアルテの美しさに向けられたようにも、その周りで凛り々りしく胸を張って座すわる白や銀の毛並みの犬たちが作る毛皮の海に驚おどろいたようにも思える。

　常つね日ひ頃ごろからこの世に怖こわいものなどない、というような顔をしているミューリでさえ、さすがに緊きん張ちようしているのがわかる。目配せすると、かすかにうなずいて、アルテの手を取って歩き出す。足元の犬たちも呼応して歩き出すので、白い雲の上を渡わたっているようだ。

　よくもまあこんなに犬を集めたものだと思う一方、演出としては確かに目を引くものがあった。

　プリストル家の強面こわもての面々は、領地の姫ひめの様子に、一様に顔をこわばらせている。目を細め、もさもさの口くち髭ひげの上からでもわかるくらいこめかみに力を入れている。その最たるものがアルテの父親であり、赤毛が逆立たんばかりだった。

　アルテは式の流れとして、父の前で立ち止まり、その手を取って世話になった礼を述べる。

　儀ぎ礼れい的な堅かた苦くるしい挨あい拶さつという以上に、父娘おやこの間にはただならぬ緊きん張ちようが見て取れる。

　その後ろで、ミューリが犬たちに目配せをしたのがわかった。白い絨じゆう毯たんのように固まっていた犬たちが、静かに座席の間に散っていく。

　アルテと父親の挨あい拶さつが終わると、ミューリは再びアルテの手を取って、メルクリオの前まで歩いていく。アルテはこちらを見ないが、ミューリはこちらを見てかすかにうなずき、二人の前から優ゆう雅がに立ち去った。

「新しん郎ろう、メルクリオ・チェダーノ」

　その名を呼ぶと、メルクリオがこちらを見る。

「新婦、アルテ・プリストル」

　アルテがこちらを見る。幾いく千せん幾いく万まんと繰くり返かえされ、祝福されてきた結けつ婚こんの儀ぎ式しき。

　聖典の中身など毛ほども興味がないミューリでさえその存在を知っている、「病やめるときも健すこやかなるときも」という誓ちかいの言葉を述べていく。

　メルクリオは緊きん張ちようを飲のみ込こむように大きく息を吸い、「誓ちかいます」と返事をし、頭ひとつ分は背が高いアルテも伏ふし目めがちに、「誓ちかいます」と答える。

「では、二人とも指輪の交こう換かんを」

　両りよう脇わきから、貴族の式にふさわしく赤い布を両手で掲かかげた者が二人現れる。

　恭うやうやしく掲かかげられた布の上には、金色の指輪がそれぞれ載っている。

　メルクリオが先に手に取り、アルテの指に嵌はめる。次はアルテが同じことをする。

　メルクリオがぎこちなく微ほほ笑えみかけると、アルテもまた、微ほほ笑えみ返す。

　そこには確かに絆きずなが感じられる。

　それがすべてであり、それだけでよかったのに、と思わなくもない。

　神はすべてをご覧になられている。

　だが、人はすべてを見ることができない。

　たとえば、それぞれの本当の心の内側など。

「ここに二人は夫ふう婦ふの誓ちかいを交かわされました」

　高らかに宣言をすると、列席者たちが大きな拍はく手しゆをした。割れんばかりと言っていい。

　メルクリオはアルテの手を取り、口元を引ひき締しめながら、列席者のほうを向いて優雅に一礼する。アルテもまた夫と共に腰こしを折り、一身に拍はく手しゆを浴びる。

　そんな二人を前に、式しき次し第だいの説明で受けた文言を読み上げた。

「では、古来より両家の土地に伝わるしきたりにのっとり……」

　いまだ鳴り続く拍はく手しゆの音が、微び妙みように変わったような気がした。

　いつでも手を止められるような不思議な間、とでも言うのだろうか。目の前で腰こしを折ったままのアルテもまた、敏びん感かんに空気の変化を感じ取ったようだ。衣い装しようの隙すき間まから見えている背中で、その見事な筋肉が緊きん張ちようしていた。

「神が認めた二人の絆きずなの強さを……」

　そう読み上げたところに、二頭の犬がとことこと祭さい壇だんの前に現れた。二頭はそろって白い毛並みにつぶらな黒い目をして、くるんと丸まった尻尾しつぽを誇ほこらしげに振ふっている。

　そして、皆みながようやく気がついた。

　犬の口には、それぞれ剣けんが咥くわえられていた。

「あ、それは──」

　誰だれかが慌あわてたように言った瞬しゆん間かん、列席者の間で白い絨じゆう毯たんが一いつ斉せいに動いた。目にもとまらぬ速さで口に剣けんを咥くわえた彼かれらは、野の良らとして磨みがいた身のこなしで出口を目指す。

　大おお慌あわての列席者たちが犬を捕つかまえようとするが、椅い子す同士の幅はばが狭せまいうえに、誰だれも彼かれも体が大きいせいでうまく身動きを取ることができない。あっという間に大混乱になったが、事情を知らない者は余興だと思って囃はやし立たてている。

　聖歌隊の少年たちも荒あらっぽい儀ぎ式しきの始まりだと思ったようで、先ほどの荘そう厳ごんな曲ではなく、戦いくさの際に部隊を鼓こ舞ぶする雄お々おしい旋せん律りつを歌い、それを待って控ひかえていた楽隊が激しく太たい鼓こを叩たたきながらなだれ込こんでくる。楽隊の何人かは礼拝堂から出ていく犬が咥くわえた剣けんの鞘さやに強したたかに脛すねを打たれ、もんどりうって倒たおれているが、それがまた笑いと興奮を誘さそって盛り上がる。

　その場で落ち着いていたのは、アルテの父親と限られた数人だけだ。

「兄様っ」

　いつの間にかミューリが隣となりにいて、目をらんらんと輝かがやかせていた。ちゃっかり誰だれかの剣けんを手にしているが、腰こしを折ったままのアルテもまた動いた。犬が咥くわえている剣けんにゆっくりと手を伸のばすその所作は、ため込こんだ怒いかりをすべて託たくすようであり、アルテの覚かく悟ごを示してもいた。

　鍛きたえてきたのはまさにこのときのためと言わんばかりのアルテを、しかし、遮さえぎる手があった。

「アルテ」

　涼すずやかな声と共に、メルクリオが、二頭の犬がそれぞれ咥くわえていた剣けんを取ってしまう。

「君が手に取る必要はない」

　アルテが顔を上げれば、メルクリオは体を起こした。

「さあさあ！　我わが名はメルクリオ・チェダーノ！　この美しきアルテを娶めとった者である！」

　古い、恐おそろしく古い戦いくさの作法そのままに、メルクリオが右手に剣けんを掲かかげて名乗りを上げる。

　呆ぼう然ぜんとしたアルテが、呆ぼう然ぜんとしながらもメルクリオが左手に持つ二本目の剣けんに手を伸のばす。

　それを予期していたかのように、メルクリオは二本目の剣けんを放り投げてしまう。

「メルクリオ！」

　悲痛な叫さけび声ごえにメルクリオは驚おどろいたような顔をしたが、すぐに笑え顔がおに変わる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アルテ。僕ぼくを信じてくれ」

「違ちがう、メルクリオ、あなたはなにもわかっていない！」

　そう叫さけぶアルテに、背後から忍しのび寄よる複数の男たち。

「く、な、なにを……離はなせ、離はなすんだ！」

　アルテの叫さけび声ごえは殺さつ到とうしてきた者たちによって搔かき消され、羽は交がい絞じめにされたアルテは、剣けんを手にしたメルクリオと共に、あっという間に人ひと垣がきの向こうに消えてしまう。

　剣けんを抱かかえていたミューリが剣けんの留め金を外そうともがいているのは、早く助けに行かなければ、というところだろう。そんなミューリの肩かたを摑つかんで、側に引き寄せた。

「に、兄様、武器を早くアルテさんに！」

　言いながら、ミューリは麦の詰つまった巾きん着ちやく袋ぶくろに手を伸のばしている。

　今こそ狼オオカミになって悲劇の花はな嫁よめを救い出すべき。

　ミューリが泣きそうな顔でこちらを見上げた、その直後だ。

「さあ、その手を離はなしたまえ！　あなたがたの姫ひめは、今日より私の妻なのだから！」

　剣けんを抜ぬいたメルクリオが声を上げると、押おし潰つぶさんばかりだった人ひと垣がきが少し後ろに下がって空間ができた。人の隙すき間まに見えた先では、捕とらわれの姫ひめよろしくアルテが三人がかりで羽は交がい絞じめにされていたし、暴れる彼かの女じよを押おさえるには筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男たち三人でも心もとないのが見て取れた。

　その様子に、大きな、とても大きなため息をついた。

「よろしい、ならばそなたが我わが娘むすめの夫にふさわしいか、剣けんに聞いてみようではないか」

　メルクリオに応じたのはアルテの父親であり、メルクリオが放り投げた剣けんを拾い上げ、刃やいばを抜ぬくと鞘さやを捨てる。体格差は歴然としているし、構えただけで剣けんの腕うでに差があるのが素人しろうと目めにもわかる。

　アルテは死しに物もの狂ぐるいで暴れ、叫さけんだ。

「メルクリオ！」

　そして、アルテの父親は剣けんを振ふりかぶった。

　音というよりも、光が目と耳を奪うばう。

　稲いな妻ずまが落ちたかのような金属音に体がすくみ、剣けん戟げきの激しさに寒気さえ覚える。ミューリはまばたきも呼吸も忘れたかのように、必死の形相で自分の手を振ふり払はらい、メルクリオに加勢しようとする。それを押おさえつけられると、ついぞ向けたことがないような怒いかりの目を向けてきた。

「兄様、どうして！」

　それ以上邪じや魔まするのならば、たとえ兄様でも──。

「ミューリ」

　その名を呼ぶと、誰だれかのために本気で怒おこることができる心優やさしいミューリは、肝きもが冷えるような狼オオカミの目でこちらを睨にらみつける。

　しかし、自分はその目を冷静に受け止めていた。別にミューリのことを見くびっているのでも、アルテやメルクリオを見放したからでもない。すべてはミューリたちが出ていった後、直じか談だん判ぱんにやって来たアルテの父親の言葉のせいだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。みんな、お互たがいに相手のことを思いやろうとしていただけなんですよ」

「……え？」

　その戸と惑まどったような呟つぶやきは、ミューリのものだったか、それとも、アルテのものだったか。

　なにせ人ひと垣がきの向こうでは、あり得ないことが起こっていたのだから。

　優やさ男おとこを絵に描いたようなメルクリオが、見事アルテの父親の剣けんを受け止めていたのだ。

「ぬん！」

　次の一いち撃げきは胴どう払ばらいだった。横一文字に繰くり出だされる剣けんを、メルクリオがまたも見事に受け止めた。火花が散り、メルクリオの細い体が浮うきかけたが、確かに受け切った。

　よろめきつつも体勢を立て直し剣けんを構えると、わずかの間を開けてからチェダーノ家の陣じん営えいが足を踏ふみ鳴ならし、大だい喝かつ采さいが沸わき起おこる。

「そうだ、行け！　プリストルの狼オオカミたちに怯ひるむな！」

　声せい援えんが飛ぶと、今度は髭ひげの男たちが叫さけぶ。

「チェダーノの白い毛並みは羊の毛並みだ！　さあ、むしれ！　むしり取ってやれ！」

　やんやと囃はやし立たてられた中心で、アルテの父親の剣けん戟げきを、メルクリオが次々に受け切っていく。そんな馬ば鹿かなと驚きよう愕がくに目を見開くアルテと、同様に呆ぼう然ぜんとしていたミューリがこちらを見る。

　メルクリオが剣けんを受けるたびに屋根が飛んでいきそうな歓かん声せいが上がり、聖歌隊の少年たちは負けじと声を張り上げ、楽隊は太たい鼓こと楽器を搔かき鳴らす。

「プリストルの狼オオカミと謳うたわれたあなたの剣けんはそんなものか！」

　メルクリオが肩かたで大きく息をつきながらも、果か敢かんに叫さけぶ。そしてアルテの父親が返事をする前に、メルクリオは片手で剣けんを振ふり回まわし、勇ましく……というにはややぐらついていたが、なんとか剣けんを肩かたに担かついで、残る手を差し出した。

　新しん郎ろうが手を差し出す相手は、決まっている。

「さあ、アルテ！」

　三人がかりで羽は交がい絞じめにされていたアルテの体が、とすんと床ゆかに落とされる。

　アルテは腰こしが抜ぬけたようにその場にへたり込こみ、メルクリオを見上げている。

　汗あせの浮ういた額に綺き麗れいな髪かみを張りつけたメルクリオが、そんなアルテの手を強ごう引いんに取った。

「君を守るのはこの僕ぼくだ！　メルクリオ・チェダーノが妻、アルテを守るのだ！」

　そこにアルテの父親が切りかかり、メルクリオが片手で剣けんを受けて弾はじく。

　その段に至れば、誰だれにも事情は明らかだ。メルクリオの細ほそ腕うでは、すでに疲ひ労ろうで剣けんを持つだけで精いっぱいなのが見て取れたのに、アルテの父親は弱々しく弾はじかれた剣けんを取り落としていたのだから。

「アルテ、道は開けたぞ！　行こう！」

　メルクリオを呆ぼう然ぜんと見上げていたアルテだが、手を引かれ、よろめいたところを支えられ、抱かかえるように立ち上がらされて、ようやく自分の役やく柄がらを理解したらしい。

　なぜ父親たちが武器を手にしていたのか、なぜメルクリオが大だい丈じよう夫ぶだと自信満々だったのか。

　アルテは父親を振ふり向むき、父親は降参するように手を挙げた。

　一いつ瞬しゆん泣きそうな顔を見せたアルテだったが、目を伏ふせるとあとはもう、ただずっとメルクリオのことを見つめていた。自分より一回り小さい、いかにも良家の貴族然とした細ほそ面おもての好青年。詩を学びに旅に出たいと父に願い出て、怒おこられたとメルクリオは言っていた。きっと剣けんを握にぎったことなど数えるほどだろう。
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　だが、メルクリオは夫となるからには、強い自分であらねばと考えたのだ。アルテが鍛きたえぬいた自身の大おお柄がらな体をさして、自分は花はな嫁よめからほど遠いと自じ虐ぎやくしたように、メルクリオもまた同じことを思っていた。

　では、アルテの父親たちは？

「これで大、丈じよう夫ぶ……か？」

　メルクリオがアルテの手を引き、騎き士し物語で姫ひめを救い出す最後の場面さながらに、礼拝堂から出ていった。その様子を見送っていた髭ひげ面づらの面々が、不安そうな面おも持もちでそう言った。その中には、アルテを取とり押おさえたときに思い切り顔を蹴けられて鼻血を出している者も含ふくまれる。

「姫ひめが暴れて式を台無しにするかも、ということだったが……」

「儂わしなど、メルクリオ殿どのを人ひと質じちに取ってでも逃にげ出だすと思っておったぞ」

「万が一の切り合いに備えて鎖くさり帷子かたびらを着き込こんできたが、杞き憂ゆうに終わってよかったわい」

　アルテの父親が控ひかえ室しつに現れ、語った内容はそれだった。

　今まで結けつ婚こんのけの字にも興味を示さず、裁さい縫ほうも料理もなにひとつ身に着けず、ただひたすらに剣けんを握にぎっていたアルテ。

　父親としては剣けんの教えを請こわれて嬉うれしくありつつ、やはり年とし頃ごろの娘むすめがいつまでもそれでいいのかという、よくある不安に苛さいなまれた。そこで物は試ためしにと、たまたま故郷の催もよおしに顔を見せていたメルクリオと引き合わせたらしい。

　するとアルテはたちまちメルクリオと親しげになったので、二人を引き合わせた張本人の父親のほうが仰ぎよう天てんした。あまりに長いこと話しているので、気を利かしてアルテの好きな剣でも振ったらどうだと割り込むほどに。そして、その驚おどろきはすぐに疑念へと変わった。

　アルテは賢かしこく、優やさしい娘むすめだ。父親が娘むすめの嫁よめ入いりを案じているのは顔に出さずとも見抜いてたことだろう。しかも唐とう突とつにメルクリオと引き合わされたら、どれだけ鈍にぶかろうとも父親の目もく論ろ見みには気がつく。そしてアルテは、父親の顔を立てるため、いや、古いだけで金を稼かせぐ能もない我わが家やのためと思って、裕ゆう福ふくなチェダーノ家の跡あと取とりと親しくなったのではないか。

　そうでなければ、今まで詩の一行だって詠よんだことのないアルテが、どうしてメルクリオと楽しげに詩の話をするのだ？　いつから、お前は詩などというものに興味を持ったのだ？

　自分からメルクリオをアルテに引き合わせておいて、アルテの父親はそう思ったのだ。

　しかし娘むすめの真意を確かめる間もなく、メルクリオのほうもアルテを気に入ったということで、話がとんとん拍びよう子しに進んでいくのを、なす術もなく見つめていたらしい。

　まさか、本当に？　いや、しかし……。

　アルテの父親が眠ねむれぬ夜を過ごしたのは、大事な娘むすめを嫁よめにやる辛つらさというよりも、生来のお転てん婆ばで三度の飯より剣けん術じゆつが好きなアルテの性格を考えてのことだった。

　つまり、土ど壇たん場ばになってすべてを反ほ故ごにする可能性を、本気で考えていたのだ。過去にはとんでもない騒さわぎを何度だって起こしているので、どうしてもその疑念を振ふり払はらえなかった。

　それどころかこの婚こん姻いんは、アルテからの父親への当てつけだと信しんじ込こんでいた。

　父上も結局は私をそこらの娘むすめと同じと思っていたわけですか、という失望を、式をめちゃくちゃにすることで突つきつけようとしているのだと。

　ミューリとアルテが部屋を出ていったあとに突とつ然ぜん現れたアルテの父親は、大きな図ずう体たいとどんな歴戦の猛者もさも怯ひるみそうな強面こわもてにも拘かかわらず、今にも泣き出しそうな様子でそれら抱かかえていた心配事を吐はき出だしたのだった。

　アルテの本当の気持ちに思いが至らない父親の勘かん違ちがいに、まったく呆あきれ果はてた……と言いたいところだったが、アルテの父親は娘のことを大切に思っていたからこそ、こうなったのだろうとすぐに気がついた。

　剣けんが大好きな娘むすめのため、剣けん術じゆつなど年とし頃ごろの娘むすめにふさわしくない、とは言わなかった。世間の常識よりも、娘むすめの好きなようにさせていたのだ。

　それゆえにアルテのことを見誤ったのだが、ややこしいのは、同じ問題がアルテの側にもあるからだった。

　アルテからすれば、今まで父親との話題と言えば剣けんと戦いくさの話ばかりだったのに、どうしていきなり恋こいだ愛だのという話を父親に切り出せるだろう？　ましてや、メルクリオが即そつ興きようで詠よんだ詩に感かん銘めいを受けたなどと言えるだろう？　そんな軟なん弱じやくな娘むすめだったのかと失望されるのではないか？

　すべてはここから、始まったのだった。

　そんなわけで、自分の下にやって来たアルテの父親は、こう言った。

　アルテからなにを吹ふき込こまれたかわからないが、どうかこの式を台無しにするようなことはしないでほしい、と。

　それは縋すがりつかんばかりだったと言っていい。

　アルテがメルクリオに惚ほれ直すような仕し込こみもしてあるから、なによりも剣けんが大好きだったアルテならば、間ま違ちがいなく気に入るはずだからと。メルクリオもまた、アルテに好かれるためにはいかなる努力もすると私に持もち掛かけてきたのだから。

　その言葉に、メルクリオもまた同じ罠わなに嵌はまっているのだと気がついた。

　一体、大きなため息以外になにが出てくるだろうか。

　神はすべてをご存知だが、人はそうではない。人は他人のことを、自分で思っている以上に、決まった見方でしか判断することができないのだ。

　強面こわもてのアルテの父親が想像以上に気弱なのもそうだし、アルテが夫の剣けんの腕うで前まえになど欠片かけらも興味がないことを信じられなかったメルクリオもそうだ。もちろんアルテだって、メルクリオが妻に華きや奢しやな肩かたと細い腰こしとおしとやかさを求めていると思おもい込こんでいる節があった。

　父親はお転てん婆ばな娘むすめが本気で恋こいをしているなどと露つゆほども思っていなかったし、娘むすめは娘むすめで、強面こわもての父は強面こわもての男こそプリストル家にふさわしいと思っているはず、と思おもい込こんでいた。

　結けつ婚こん式しきがなぜ、クリームと砂糖で彩いろどられるのか思い出すべきだ。

　それは悪あく魔まがどう見ても、甘あまい食べ物が苦手そうだからだった。




「……じゃあ、私たちはなんだったの？」

　剣けんを持ち主に返したミューリは、やさぐれたように胡坐あぐらをかいて座すわり込こんでいた。そんなミューリのことを何匹びきもの犬が取り囲み、狼オオカミであるミューリに頭を撫なでられようと、尻尾しつぽを振ふってまとわりついている。

「ちょっとした香こう辛しん料りよう、というところかもしれませんね。まあ、そもそもが私たちも見た目で判断されて、お呼ばれしたわけですし」

　ミューリはため息をついて、まとわりつく犬の頭を順次撫なでてから口を開く。

「……でも、アルテさん可愛かわいかったなあ」

　ミューリの視線の先には、互たがいに肩かたを叩たたき合い、礼拝堂を出ていくチェダーノ家とプリストル家の面々がいる。彼かれらはこの結けつ婚こん式しきが無事に行くようにと策を練り、準備をしていた。手に手を取って礼拝堂から出ていった新しん郎ろう新婦の様子に、心底ほっとしているようだった。

　座すわり込こむミューリに手を差さし伸のべると、ミューリはこちらの手をじっと見てから、言った。

「兄様も、ああいう騎き士しとお姫ひめ様みたいなのに憧あこがれる？」

　どういう真意で聞いたのかはわからないが、正直なところを答えておく。

「私に騎き士しは似合いませんよ」

「……」

　ミューリは無言でこちらの手を取り、立ち上がる。

「じゃあ、この手を引いて歩いてくれる兄様はなんの役なの？」

「自分で口にしてるじゃないですか。兄ですよ」

　ミューリは頰ほおを膨ふくらませ、べーっと舌を出してから、ぎゅっと握にぎった手に力を込こめてくる。

　そして、睨にらみつけるように言った。

「そう思ってるのは兄様だけかもしれないって、この騒さわぎを見て思わない？」

　人は見た目で人を判断し、一度抱いだいた印象はなかなか覆くつがえらず、自分自身のことすらわかっていないことがしばしばだ。

　それは大たい抵ていが正しいのだが、もちろんすべてではない。

「仮に私が間ま違ちがっているのだとしても、あなたが自分のことを大人だと思っているよりかはましです」

「んな、なにそれ！」

「言葉のとおりです。まったく、自分の分の剣けんまで用意して、本当に切りかかるつもりだったんですか？」

　冒ぼう険けん譚たんと現実をごっちゃにしているのに、大人もなにもあったものではない。

「あなたが子供でいるうちは、私の妹のままですよ」

「兄様の馬ば鹿か！」

　ミューリがそう叫さけぶと、犬たちがそろって驚おどろいたように耳を立てた。

「はいはい。ではとりあえず目の前のことを片付けましょう。中庭でケーキを切り分けて、花はな嫁よめに渡わたしてきませんと」

　こちらの腕うでにしがみつき、嚙かみつくように顔を押おしつけていたミューリだが、しばらく唸うなってからようやく顔を上げた。

「あーあ！　私も早くお嫁よめさんに行きたいな！」

　そして、こちらの手を引いて走り出す。

「兄様、行くよ！　御ご馳走なくなっちゃうもの！」

「え？　こ、こら、ミューリ！」

「あははは」

　そんなやりとりと共に中庭に出て、無用の心配事を肩かたから落とした全員で、浮うかれたお祝い事の続きをした。

　そこからは酒も入り、大変な騒さわぎになった。

　アルテやメルクリオから感謝されたし、両家の親しん戚せき一同からも感謝された。

　とはいえ自分はなにもやっていない。結局彼かれらは相手のことを想おもって行動していたのだから。

　こうしてラウズボーンの一角で執とり行おこなわれた結けつ婚こん式しきは無事に終わり、お目当てのミューリそっくりの毛並みの子犬も確保して、ハイランドが借りている屋や敷しきまで戻もどってきた。

　公務から帰宅したハイランドとばったり出くわして、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのこちらの様子に目を丸くされたが、仔し細さいは後日、と部屋にさっさと引き上げた。踊おどり疲つかれたミューリなどは、子犬を胸に抱だいたままベッドに倒たおれ込こむ。

　まったくもうと呆あきれるが、じゃれつく子犬の頭を撫なで、ベッドの下に置いたミューリは、疲ひ労ろうと興奮でうるんだ目を向けてきた。

「兄様、約束覚えてるよね？」

「約束？」

　ミューリは寝ねっ転がったまま、二本の腕うでを伸のばしてくる。

「屋や敷しきに戻もどったら、ぎゅっとしてくれるって」

　式のために編んだ綺き麗れいな髪かみの毛けと、熱に浮うかされたような顔は、急に大人になったようにも見える。信しん仰こうの道に生きる子羊を惑まどわす、悪い狼オオカミ。

　そう思わせたいのだろうが、こちらもミューリの相手をして十数年だ。

「そうそう、実はこっそりと、ミューリのためにお土産みやげをもらってきたんです」

「……う？」

「ほら、あの大きな食器を欲ほしがっていたでしょう？」

「え、えっ!?」

　この先一生食べるに困らないようにと、二人のこれからの生活を祝福するために用いられる大きすぎる食器のこと。

　ミューリは体を起こし、肉を見せられた犬そのままにベッドの上を這はい寄よってくる。

「に、兄様、それって、もしかして私のこと──」

　期待にはちきれんばかりの乙女おとめの顔をしたミューリに、もらってきたそれを見せた。

「ミューリも食べたでしょう？　アルテさんたちの故郷では、小麦から作った麵めん類るいが特産品だって。その麵めん類るいを茹ゆでるときに使う道具だそうです」

　取り出したのは、細長い板にいくつもの突とつ起きがついているものだった。

　これを鍋なべの中に入れ、麵めんを搔かき混ぜ、引き上げるらしい。

「え……え～……」

　期待していたのと全く違ちがうものが出てきて、ミューリの体から一いつ斉せいに空気が抜ぬけていく。

　耳と尻尾しつぽが面おも白しろいくらいしぼんでいくが、そんなミューリの隣となりに腰こしを下ろし、言った。

「ほら、形を見た瞬しゆん間かんにぴんと来たんです。いかにもあなたの毛皮の手入れにぴったりな形状だって」

　ミューリは顔を上げ、こちらを見た。

　まったく予想もしていなかったところから、黄金が転がり出てきたかのように。

「これだけ大きければ、あなたが狼オオカミの姿に戻もどっても十分に毛皮の手入れができます。あなたは髪かみの毛けだけではなく、せっかく毛並みも綺き麗れいなんですから、きちんと狼オオカミの姿のほうでも手入れをするべきだと思います」

　口を引き結ぶミューリの脚あしを伝い、子犬がベッドの上によじ登ってくる。

　子犬がようやくベッドの上に這はい上あがると、その頭の上にまずは腰こし帯おび、上着、それからズボンやらが続けざまに落ちてきて、もそもそと服の下から這はい出でるときには、銀の狼オオカミを見上げていた。

「……ミューリ、ちょっと、それでは毛皮の手入れが……ミューリ……！」

　大きな狼オオカミにベッドに押おし倒たおされ、鼻先を押おしつけられ、嫌いやというほど首筋を顔に擦こすりつけられる。尻尾しつぽもちぎれんばかりに振ふられていて、狼オオカミの誇ほこりなどどこへやら。

　ふと顔を横に向けると、子犬が不思議そうな顔をしてこちらを覗のぞき込こんでいた。

「あなたからも言ってやってくれませんか？」

　大きくなってもいつまでも甘あまえん坊ぼうの、この狼オオカミに。

「わふ」

　子犬はため息のように吠ほえてから、腰こしを下ろして短い脚あしで自分の首筋を搔かいていた。

　銀色の抜ぬけ毛げが宙に舞まう。

　長い冬が終わり、陽気な春がやってくるという季節の、一幕なのだった。




　　　　◇◇




　湯屋を後にし、旅に出た若造たちから手紙が来た。ニョッヒラではようやく雪が解け切ったものの、まだ朝晩は冷えるので入り口脇わきの暖だん炉ろで温まっていたら、出入りの商人が届けてくれたのだ。

　そろそろ抜ぬけ毛げの季節じゃのう、と耳と尻尾しつぽを服で隠かくしつつ手紙を受け取れば、そこからずいぶん濃こい匂においがした。

「ふむ」

　丸めた手紙を結ゆわえてある紐ひもをほどき、封ふう蠟ろうを剝はがして中身を見れば、コル坊ぼうの几き帳ちよう面めんな文字と、ミューリの右みぎ肩かた上がりの文字がつづられていた。それらを読んでいると、こちらの口元まで歪いびつに吊つり上あがってしまう。

「おーい、ホロ、葡ぶ萄どう酒しゆだけど温めるか？」

　錫すずでできたジョッキを手にした連れが、ひょいと顔を覗のぞかせた。

「んむ、温めてくりゃれ」

「はいはい……って、なんだ、手紙か？　ミューリからか!?」

　ここしばらくコル坊ぼうと娘むすめのミューリからの手紙が来ていなかったので、連れは目を見開いて食らいつかんばかり。

　なので親切として、手紙の内容を答えてやる。

「コル坊ぼうとたわけのミューリが、結けつ婚こん式しきを挙げたと書いてありんす」

　多くを省いたが、噓うそではない。

　娘むすめに弱いたわけな連れはさぞ驚おどろくに違ちがいない……と思ったら、甲かん高だかい金属音と、なにかがこぼれる音がした。

「あー！　これ、ぬしよ！　葡ぶ萄どう酒しゆが！」

　錫すずのジョッキを取り落として呆ぼう然ぜんとしている連れが、表情をなくした顔で突つっ立たっていた。

「ミューリが……ミューリが……」

「たわけ！　コル坊ぼうが他人の結けつ婚こん式しきで坊ぼう主ずの真ま似ね事ごとをして、ミューリが花はな嫁よめの付つき添そいだかをしただけじゃ！」

「え？　そ、そうなのか？　本当か？」

　時にはこの賢けん狼ろうが瞠どう目もくするほどの機転と勇気を見せるくせに、大たい概がいのことにおいては間ま抜ぬけな牛以下だ。

「なんともったいない……まったくこれじゃからこのたわけは……」

「おい、ちょっと手紙を見せてくれ。本当にミューリが嫁よめに行ったわけじゃないんだな？」

「落ち着きんす！　ほれ！　好きに読めばよい！」

　手紙を突つきつけ、たわけの取り落とした錫すずのジョッキを拾い上げる。

　幸い口の狭せまい形状だったので、いくらかは中身が残っていた。

　あとの始末はこのたわけにやらせればいい。

「ああ、本当だ、そう書いてあるな……まったく……心臓が止まったかと……」

　今からこの調子では、本当にミューリが嫁よめに行ったらどうなることやら。呆あきれてしまうのだが、賢けん狼ろうたる自分は心優やさしい妻なので、このあほたれに黙だまっていることがある。

「へえ、南の地方の調理道具が毛づくろいにちょうどいい道具になるので、手配出来たら近いうちにお送りします、だと」

　それがどんなものかはわからないが、一足先に春が来ているらしい外の世界で、コル坊ぼうとミューリが毛の生え代わりの時期をどんなふうに過ごしているかは、容易に想像がついた。手紙に巻かれていた紐ひもからでさえも分かるし、連れが手にしている手紙からはこの距きよ離りでもぷんぷんと匂におう。

　結けつ婚こんがどうのといまさら言うのもあほらしいくらいの、仲睦むつまじい匂におい。

　たわけ者の連れは人の身であるのでその匂においには気づくまいし、黒雲が迫せまっていることを伝えないでおいてやるこちらの優やさしさに、感謝して欲ほしい。

「ん、どうした？」

「なにがじゃ？」

　微ほほ笑えみ返し、すっと連れの脇わきに立つ。

「毛づくろいの道具じゃと。今年もそろそろ毛の生え代わりの季節じゃ。ぬしに手入れしてもらわんとのう」

「はいはい。お前のためにたっぷり櫛くしも注文済みだよ」

　呆あきれたように言うくせに、その実、楽しそうにしているところが憎にくらしい。

「優やさしくしてくりゃれ？」

　連れは肩かたをすくめて笑ってから、こぼした葡ぶ萄どう酒しゆを片付け始めた。仕方がないので自分も手伝ってやる。こんなに面おも白しろい遊び相手は、年若いミューリにはもったいない。ミューリのたわけには、まだまだ青いところのあるコル坊ぼうで十分だ。

「どうした？」

　連れがこちらの視線に気がつき、不思議そうな顔をした。

　くすぐったく笑いながら、答えた。

「なんでもありんせん」

　そろそろ長い冬が終わる。

　胸の内がふわふわして仕方ないのは、きっと季節のせいだろうと言い訳した。

　しかし、その一方で、若い二人の旅の様子を少し羨うらやましく思わないわけではない。

　旅。

　旅か、と。

「ふん」

　苦笑いして、呟つぶやいた。

「もう旅に出ることなどなかろうに」

　冬毛の尻尾しつぽを手で撫なでれば、なにかを期待するかのようにふわりと膨ふくらむのも一いつ瞬しゆんだ。

　ただ、世に数すう奇きの種は尽つきまじ。

　賢けん狼ろうの予想もまた当てにならないと知るのは、これから少し経たってからのことなのだった。








あとがき






　ご無ぶ沙さ汰たしております支はせ倉くら凍い砂すなです。Spring log編も五冊目となりました。まさかこんなに続くとは……と思いつつ、デビュー十周年のイベントからすでに丸三年と半年が経過していまして、それって『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』の本編で言うと、デビュー一冊目からアニメ二期放映終しゆう了りようまでよりも長い時間だそうです。本の巻数で言うと、一巻から十三巻だそうです！　本作を初期から追いかけてくれている方でしたら、私がどんな衝しよう撃げきを受けているかなんとなく理解いただけるのではなかろうかと思います。我々は年を取りました……。というか、デビューからアニメ二期終しゆう了りようまでって、自分の感覚で言うと、人生の三分の二くらいのイベントが詰つめ込こまれている時間なので、あれがたった三年半の間のことだったのか……と不思議な気がします。

　一方で『狼おおかみと香こう辛しん料りよう』そのものはありがたいことに今なお新規のグッズが出続けていたり、この間の電でん撃げき文庫のオンラインのイベントでは、特設会場にホロの３Ｄモデルを配置してもらったりと、展開を色々と続けてもらっています。

　ここまできたら、二十周年のときにも新刊が出ていたりするような長ちよう寿じゆコンテンツに、などと野望を抱いだいたり抱いだかなかったりしますが、できるペースでやっていけたらと思いますので、引き続きよろしくお願いします。

　ついでに、ホロと会えてその耳や尻尾しつぽを撫なでることのできる『狼おおかみと香こう辛しん料りようＶＲ』も、なんと二作目製作が決定しており、現在鋭えい意い製作中です。次はニョッヒラの湯屋でのお話になりますので、あの新キャラも出るかも!?　な感じですので、お楽しみに！




　私生活のほうでは特になにもなく、あるといえばラグナロクオンラインのモバイル版に手を出して、大昔のギルメンたちと初日からプレイして同じギルド名で活動して最初の一か月間は昔を思い出した感じだったのにあっという間にみんないなくなり、自分一人残って細々プレイしていて、あ、この話やめましょう。悲しい。

　あとは令和元年も最新のひよこ本に手を出して早さつ速そく三みつ日か坊ぼう主ずになったりと、例年のイベント（なにか新しいスキルを身に着けたいと思って手を出すが続かないという儀ぎ式しき）もこなしております。先週は英会話の教材買いました！　本当に何冊目なのかわからないくらい家に教材あります！　直近だと、暗算のアプリをスマホに入れて暗算してます。これは意外に続いてます。今は三桁けたと一桁けたの掛かけ算ざんで、一問当たり平均で五秒かかります。上位の人のスコアー見ると電でん卓たくなのかな……と慄おののきます、とか書いていたら紙し幅ふくが埋うまってくれました。

　次の刊行は『狼おおかみと羊よう皮ひ紙し』になるかと思いますので、そちらもよろしくお願いします！
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